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　　　工事にあたっては、長野市環境方針(最新版)を充分に配慮し、設計書及び標準仕様書はもとより、環境に配慮した材料

工事設計図

Ⅰ　　工事概要
１．工事場所

２．工事種目

複合施設棟 木造(集成材軸組工法)

建物名 階　数

平屋建て

延床面積

973.34㎡ 

備　考構　造

１

２

仕 様 書

2　 仮 設 工 事

3 　土  工  事

　ただし、他の工事種目はすべて今回工事範囲とする。

7 　鉄 骨 工 事

6 　コンクリート工事

5 　鉄 筋 工 事

4 　地 業 工 事

３．工事範囲

※「２．工事種目」すべてを工事範囲とする。

・「２．工事種目」のうち　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。

9 　防 水 工 事

11  タ イ ル 工 事

15　左 官 工 事

14　金 属 工 事

13　屋根及びとい工事

12  木 工 事

18　塗 装 工 事

16　建 具 工 事

19　内 装 工 事

21　排水工事

　　 材料・工法・検査方法等を明示している場合において、それらが関係法令等（条例を含む）と異なる場合には、

　　「公共建築木造工事標準仕様書（令和 4 年版）」（以下、「標仕」という。）で「特記がなければ、」以下に具体的な

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて長野市建設工事共通仕様書による。

１．共通仕様

Ⅱ　　建築工事仕様

（２）（１）及び国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書・同指針（建築工事編）（令和 4 年版）」,

　　　よう配慮すること。なお、具体的な計画を、施工計画書に記載し実践するものとする。

　　　使用、工事従業者への教育など、施工にあたって細心の注意を払うことにより、工事の環境への影響を極力少なくする

　　　の特定調達品目を示す。なお、特定調達品目か否かの判断基準は監督職員との協議による。

Ｇ

（４）特記事項に記載の（     ）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（５） 　 印は「国等による環境物品等の調達等の推進に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）

（６）長野市環境方針について

□

　　　の仕様、廃棄物の発生抑制、アイドリングストップや省エネ重機の使用による省エネルギーの推進、低公害工事機材の

　　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。○

　　　・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。○

２．特記仕様

○

○

（１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。○

（３）本工事は特記あるものを除き、長野市契約規則及び工事請負契約書の記載事項による。

　　　また、循環型社会の構築への取り組みとして、リサイクル促進の観点から「長野市溶融スラグ入りコンクリート二次

　　　製品利用基準」に基づき、溶融スラグ入りコンクリート二次製品の積極的な利用に努めること。

9   1 アスファルト防水

種　別

※ ＡⅠ-２

・

アスファルト　　　※ 3 種　　

床型枠用鋼製デッキプレートを使用したコンクリートスラブ

施工箇所

(9.2.2)

・ Ａ-２

・ Ｄ-２

・ ＢⅠ-２

(9.2.2～5)(表 9.2.3～9)

　屋根保護防水断熱工法　厚さ(mm)　※25　　・50　ただしノンフロンのもの　Ｇ

断熱工法の断熱材 (9.2.2)

□
　屋根露出防水断熱工法　種類（　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　厚さ(mm)　※25　　・50　ただしノンフロンのもの　Ｇ□

　下地モルタル塗り　・適用する（施工範囲※図示　・　　　）　・適用しない

立上り部の保護

屋内防水

　保護層　・設ける（※図示　・　　　）　・設けない
(9.2.4)

・乾式保護材　　　※押出成形セメント板（厚さ　15mm）　・金属複合板　・　

(9.2.2)絶縁用シート

　屋根保護防水密着工法,屋根保護防水絶縁工法

　　※ポリエチレンフィルムt0.15mm以上　・（　　　　　　）

　屋根保護防水密着断熱工法,屋根保護防水絶縁断熱工法

　　※ポリプロピレン、ポリエチレン等を平織りしたフラットヤーロンクロス（70g/m2程度）

(9.2.2)

特記仕様書（構造関係）による4

8 補強コンクリート

ブロック造

  1

帳壁及び塀

  2 コンクリートブロック

ALCパネル  3

（ＥＣＰ）

押出成形セメント板  4

特記仕様書（構造関係）による

特記仕様書（構造関係）による

5
特記仕様書（構造関係）による

6

7

  1 埋戻し及び盛土 埋戻し土の種別　・ A 種　　　※ B 種　　　・ C 種　　　・ D 種 (3.2.3)(表 3.2.1)3

・ 現場説明書による             ※構外搬出適切処理  

・ 構内指示の場所にたい積     ・構内指示の場所に敷き均し

(3.2.5)

 変更協議の対象とする。

※ 本工事の残土運搬距離は 　 kmを想定しており、実運搬距離と差異が生じた場合は、

  2 建設発生土の処理

  3 山留め

山留め撤去跡の処理　（・　　　　　　　　　　　　　　　・砂充填　）

山留めの撤去　　・有り　　　・なし

工事写真

・着工前状況及び完成後の工事写真について電子データで１部提出すること。

・｢営繕工事電子納品要領（平成30年2月改訂版）｣による

・有り　　　・なし工事数量総括表

※ 図示　　　・ 設計ＧＬ= 現状ＧＬ設計ＧＬ

設備工事との取合い 設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

完成写真

原板の大きさ（mm）

※ 100×125 以上

※ 428 万画素以上

※ 350 dpi以上

・

下記のものを監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。 

※作成する　　　　・作成しない

電子データは、RGB 各 8 ビット（フルカラー）、JPEG 形式最高画質としCD-Rにて提出する。

撮影業者は監督職員の承諾する撮影業者（建築完成写真撮影の実績のある業者）とする｡

※ 2

※ 2

※ 2

提出部数分類・規格 撮影箇所数

・カラー半切木製パネル

※電子データ

   324×400 (mm)

 （ﾌﾙｻｲｽﾞ＋ｻﾑﾈｲﾙ）

※カラー
外部（　　）内部（　　）

外部（　　）内部（　　）

撮影した全てのデータ

※ 2L判

・ ｷｬﾋﾞﾈ判

技術検査 中間技術検査 (1.6.2)・ 行わない

※ 行う（※建築基準法第7条の3に規定する特定工程終了時　・ 躯体完了時）

完成図等 (1.7.1～3)(表 1.7.1)

※ 作成する　

完成図

建築主体原図 CADデータ

見開きＡ1製本

見開きＡ3製本

２

１

６

作成方法様式等 部数

総合版製本

備考

※　電気設備工事、機械設備工事、杭地業工事等が別途発注されている場合は総合版で提出

　　すること。

　　工事監理者名、施工者名、工期しゅん工日を印刷する。

※　標仕 1.7.2(b)(3)による、CADデータの提出は、CDにjww形式（SXF対応拡張線色・線種)

　　で保存したものを１部提出する。

保全に関する資料

※ 作成する　提出部数２部

※ 行う（※長野市建設工事中間検査実施要領第３（契約金額5000万以上））

※ 行う（※長野市合同検査実施要領第４（条件付一般競争入札対象工事））

※　製本については、白焼きとし、背表紙に年度と工事名、表紙に年度、工事名、設計者名、

なお、「建築物等の利用に関する説明書」は、建築物等の利用に関する説明書作成の手引き

（国土交通省大臣官房官庁営繕部計画課保全指導室）を参考に、保全に関する事項について

 17

 18

作成すること。

 19 ※適用する　　　　・適用しない(国庫補助事業による工事）

竣工書類の電子納品について、受注者が電子媒体の提出を希望し、発注者（長野市の工事担

当課）がこれを認めた場合に適用する。

 20

 21

 24

 22

 23

電子納品に関する

事項（試行）

電子納品は「工事書類の電子納品に関する運用の手引き」に基づくものとする（図面関係、

写真関係のみ）。なお、電子納品における書類の作成費用等は工事費の諸経費（共通仮設費

の率分）に含まれ、検査に要する費用においても受注者の負担とする。

労働省が定める室内濃度に関する指針値」によるＶＯＣ測定（対象物：ホルムアルデヒト、トル

（強制換気等による対象物質の放散法、ＶＯＣ等の吸収、分解法他、工期の延期及び再検査等）

測定箇所および対象室：計8箇所(フロントロビー,交流ラウンジ,キッチンスタジオ,

設計書の仕様のみならず、ＶＯＣ等濃度を下げる施工方法を提案し、かつ、しゅん工前に「厚生

測定はアクティブ方式にて行う。

化学物質の濃度測定

測定結果について、測定時の室温を記載した報告書を監督職員に提出すること。

を講ずるものとする。

着工前の測定    ※ 行わない　　・行う

エン、キシレン、パラジクロロベンゼン、エチルベンゼン、スチレン）を行い、指針値以下であ

ることを確認する。また、測定により指針値を超えた場合、監督職員との協議により必要な措置

(1.5.9)
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塗装工事 ・建築塗装作業

カーテンウォール工事
・金属製カーテンウォール工事作業    ・ビル用サッシ施工作業

・ガラス工事作業

排水工事

舗装工事

植栽工事

・建築配管作業

・造園工事作業

・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業  ･加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業

内装工事
・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上作業

・ボード仕上げ工事作業    ・壁装作業

金属工事

左官工事

・鋼製下地工事作業    ・内外装板金作業　

・ビル用サッシ施工作業 ・ガラス工事作業 ・自動ドア施工作業建具工事

・左官作業

屋根及びとい工事 ・内外装板金作業    ・スレート施工

見本施工の実施 ・実施する　　　・実施しない (1.5.5) 15

石工事

タイル工事

木工事

・石張り作業

・FRP防水工事作業

・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業防水工事

・建築大工

・タイル張り

・構造物鉄工作業    ・とび作業鉄骨工事

・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業   ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ

押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事 ・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

技能士 (1.5.2)

適用工事種別 技　能　検　定　作　業

仮設工事

鉄筋工事

コンクリート工事

・とび作業

・鉄筋組立て作業

・型枠施工    ・ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工

　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。特別な材料の工法 13

 14

建築材料等

　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能と同等以上のものを

(1.4.2)材料の品質等

　使用する。ただし、製造業者等が記載されている場合に同等以上のものとする場合はあらか

　じめ監督職員の承諾を受ける。

※製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基本方針の

　材料・機材等の製造業者は次の（1）から（6）すべての事項を満たすものとし、この証明と

　なる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監

　督職員の承諾を受ける

　　(1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　　(2) 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　　(3) 安定的な供給が可能であること

　　(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

　　(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　　(6) 販売、保守等の営業体制が整えられていること

　判断の基準に従い、「木材･木材製品の合法性、持続可能性の証明のためのガイドライン」

　(林野庁 平成18年2月15日）に準拠した証明書等を、監督職員に提出する。

 12

     ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒド

     を放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

   2）保温材、緩衝材、断熱材は、ホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が

     極めて少ないものとする。

     等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

   規制対象外

       ② 建築基準法施行令第 20 条の 7 第 4 項による国土交通大臣認定品

       ③ 下記表示のある JAS 適合品

          a.非ホルムアルデヒド系接着剤使用

          b.接着剤等不使用

          c.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない材料使用

          d.ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

          e.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料使用

          f.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

   第三種

　　① JIS 及び JAS の F☆☆☆ 品

　　② 建築基準法施行令第 20 条の 7 第 3 項による国土交通大臣認定品

　　③ 旧 JIS の Eo 品

    放散が極めて少ないものとする。

   5）1）、3）及び 4）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器

   4）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを 放散させないか、

   1）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクル

環境配慮 (1.4.1)

   3）接着剤はフタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシルを含有しない難揮発性

     の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

     ベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

       ① JIS 及び JAS　のＦ☆☆☆☆ 品

　　④ 旧 JAS の Fco 品 

　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有す

　ると共に、次の 1）から 5）を満たすものとする。

揮発性有機化合物を放散させる建築材料等  11

(1.3.11)発生材の処理等 ※構外搬出適切処理  10

条件明示項目 (1.3.5)

使用開始時期：平成　　年　　月

引渡し時期：平成　　年　　月

部分引渡し　　・無　　・有　　範囲（　　　　　　　　　　　　　　　　）

部分使用　　　・無　　・有　　範囲（　　　　　　　　　　　　　　　　）

イメージアップ　・行う（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

  9

電気保安技術者 ・適用する　　・適用しない (1.3.4)

(1.1.4)※ 適用する（工事カルテ：請負金額500万以上）

火災保険等

工事実績情報サービ

スへの登録

※長野市公共建築工事標準書式による。

品質計画 ・建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

    ※ 風速（Vo=30m/s）

     　※ 地表面粗度区分（　・ Ⅰ　・ Ⅱ　※ Ⅲ　・ Ⅳ　）

    ・ 積雪区分　建告示第 1455 号　別表（　　）

(1.2.2)○

(1.1.5)書面の書式及び取

り扱い

　保険の種類　　・ 火災保険　　※ 建設工事保険 ( ・ 水災害特約を含む )○

　保険期間　　工事着手から工事目的物引渡し日まで

工事目的物及び工事用材料（支給材料を含む）について、次により保険を付す。

  4

  5

  6

  7

  8

適用基準等  2

章 項　　目 特　　記　　事　　項

○

○

1

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　平成 28 年版）

・建築物解体工事共通仕様書(国土交通省官房官庁営繕部監修平成31年度版・同解説令和2年度版)

・営繕工事写真撮影要領（平成28年版）による工事写真撮影ガイドブック建築工事編/

　解体工事編　平成30年版

  3 熱中症対策に資する

現場管理費補正(試行)

・本工事は、工事現場の熱中症対策に資する経費に関して現場管理費の補正を試行的に実施

　する対象工事である。熱中症リスク軽減対策として、遮光ネット(足場に設置するものに限

　る)、ドライミスト、暑さ指数計測装置の設置を予定し現場管理費の補正を求める場合は、

　受発注者間で必要な設置期間等を協議し、設計変更により対応する。

　受注者は、事前（施工計画書等）に「熱中症リスク軽減に対する具体的対策内容」を記載

　し、竣工時に熱中症対策に資する現場管理の実績報告書を提出するものとする。

○

   ２)作業従事者に、感染の疑い又は濃厚接触した疑いのある者が判明した場合は、県や市の保健所に相談の上、その指導に

従い自宅待機等適切な措置を講ずること。また、速やかに監督職員に報告すること。

   ３)作業従事者に感染者又は濃厚接触者が判明した場合は、速やかに監督職員に報告すること。また、工事の継続・一時中

止等その後の対応について速やかに検討し、発注者との協議を行うこと。

   １)作業従事者（当該現場の作業に従事している者。全ての下請業者を含む）の体温及び健康状態の把握を毎日行い、健康管

理を徹底すること。

   ３)発注工事において、暴力団員等による不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じる等の被害が生じた場合は、発注者

   ２)上記により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかにその内容を記載した書面により

　　　発注者に報告すること。

　　　と協議を行うこと。

   １)長野市が発注する建設工事(以下「発注工事」という。)において、暴力団員等による不当要求又は工事妨害(以下「不当

    　介入」という。)を受けた場合は、断固としてこれを拒否すること。また、不当介入があった時点で速やかに警察に通報

    　を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。

　　　また、工事車両の通行による道路の損傷には十分留意し、損傷が発生した場合は、道路管理者と協議のうえ受注者の

　　　責任において速やかに修復すること。

      施工段階で考慮し安全性の高い施設になるよう努めること。

　　　ただし、JIS規格合格品等で監督職員がそれを確認できた場合はこの限りではない。

　　　（受注者の故意または重大な過失による場合、５年間)、木造以外の建物及び工作物２年間(同、10年間)以内に、期日を

　　　定め補修工事をし、市建築課係員の検査を受けること。

　　　の上、工事内容、施工条件等考慮して決めること。特に建設業法、建設リサイクル法には留意のこと。

（７）長野市公契約等基本条例に関する事項

      受注者等は、法令を遵守するとともに、次に掲げる取組その他長野市公契約等基本条例第３条の基本理念に基づく必要

　　　　こと。

　　　　おける合意に基づいて適正に契約を締結すること。

   　※ 長野市公契約等基本条例の内容について、労働者等へ周知するとともに、事務所（作業所）等へポスターを掲示する

   　※ 業務の一部を下請負者等に履行させるときは、長野市公契約等基本条例の内容について説明し、各々の対等な立場に

○

（８）本工事における必要な諸手続等は原則として受注者において行うこと。

（９）工事の着手前に工事概要等を近隣住民等に周知するなど、理解協力を求めること。

（10）工事区域外に土砂等を散乱することがないように注意すること。また、道路を汚した場合は速やかに清掃すること。

（11）作業時間、作業日、騒音振動等については、近隣住民に配慮し、関係法令を遵守することとし、事前に監督職員と協議

（12）施設用途を充分に理解し、転倒防止、落下防止、衝突防止、足掛かり、指詰め防止、面取り等に配慮し、図示なくとも

（13）諸材料については必要に応じ見本品または現品を提出し、監督職員の承諾を受け使用のこと。

（14）施工上必要ある個所は、監督職員の指示により適切なる材料をもって養生を施し、急硬急乾凍結破損の防止をすること。

（15）施工するにあたり建築、電気設備、機械設備等の取合いを十分に検討すること。

（16）施工期間中の降雨等の排水については、任意仮設により水処理を行うこと。

（17）施工にあたり、必要最小限の樹木の枝打ち伐採は工事に含む。（監督職員と協議、承諾のうえとする）

（18）工事完了後検査不可能個所の施工にあたっては、必要に応じ監督職員の立会いのもとに施工のこと。

（19）工事完了後は速やかに工事現場内外の清掃、後片付け及び損傷個所の復旧補修をし、監督職員の確認を受けること。

（20）上記各事項に要する諸経費は全て受注者において負担する。

（21）工事しゅん工引渡し後特記あるものを除き、工事の施工に起因した不具合が生じた場合は、木造建物及び工作物１年間

（22）暴力団員等による不当介入を受けた場合の措置について

（23）新型コロナウイルスへの対応について

　　　な取組を行ない、公契約等を適正に履行するよう努めなければならない。

　　　　督職員へ提出すること。この場合、業務の一部を下請負者等に履行させるときは、下請負者等の労働環境報告書を取

　　　　りまとめて提出すること。

   　・ 長野市公契約等労働環境報告書１部及び施工体系図（共通仕様書に定められたもの）の写し１部を契約後速やかに監

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

特記仕様書(1)
佐藤 信行

A - 01

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020

A1:NON
A3:NON

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業  建築主体

長野県長野市豊野町豊野

３

身障者駐車場 鉄骨造 平屋建て

水防倉庫棟 鉄骨造 平屋建て

45.00㎡ 

50.00㎡ 

 事業計画地1

 事業計画地1

 事業計画地2

22　舗装工事

23　植栽および屋上緑化工事

24　撤去工事

建築主体

内、設計者用に1部

内、設計者用に3部

・ 3
15 30

　　 具体的な対応策について監督職員と協議すること。

・ 残土置場　(　　　　　)

2   1

足場方式により行うこと。

  2 監督職員事務所

  5 交通誘導員

  4 工事用電力

  3 工事用水

※配置する　(　A-50図参照　)・配置しない

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※ 有償　・ 無償）

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※ 有償　・ 無償）

(2.2.4)

(2.3.1)

よる足場の組立て等に関する基準」における２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用

足場等 足場を設ける場合、「標仕」2.2.4（2）によるほか、設置においては、「手すり先行工法に

・設ける　　(　　　　　)㎡程度　※設けない

設ける備品（机,椅子,書棚,行事予定表,長靴,雨合羽,懐中電灯,安全帯,更衣ロッカー,時計,

　　　　　　事務用品,ホワイトボード,冷暖房,冷蔵庫,電話,インターネット回線,プリンター,

建物外観・外構・敷地全体は無人航空機(ドローン)を適宜使用して撮影すること。

設計図書  1 設計図書および優先順位は下記の通りとする。

　　1. 現場説明書および質疑応答書

○

　　2. 特記仕様書(入札時注意事項・質疑回答書等含む)

　　3. 設計図

　　4. 長野市建設工事共通仕様書

　　5. 国土交通大臣官房官庁営繕部制定書籍(Ⅱ.建築工事仕様 1.共通仕様(2)参照)

　　6. 建築工事標準仕様書・同解説(JASS)

・ 再生砕石(RC40-0)

・ 地盤改良(深層混合処理工法 S-22,23参照)により発生した残土について、B種または

・ 再生土

　 ただし、令和3年度以降に第三者機関により土質試験が実施され、強度の保障や環境への

盛土の種別　・ A 種　　　※ B 種　　　・ C 種　　　・ D 種

　 C種と混合させた土(地盤改良の固化材は六価クロム低溶出型とする)

　 影響が無いと判断できる資料を提示したうえで、工事監理者および監督員の承認を得ること。

 変更協議の対象とする。

※ 本工事の搬入土の運搬距離は 15 km程度を想定しており、実運搬距離と差異が生じた場合は、

25　その他

　　　　　　コピー機,WEB会議を可能とするモニター・カメラ・マイク・スピーカー・パソコン）

                                図書コーナー,事務室,学習室,防災教育室,多目的ホール)

・ 複合施設棟周囲盛土(場内小運搬)



15   1 ラス系下地 種類

通気工法　　・二層下地　　・単層下地　　・（　　　　　　　）

直張り工法　・ラスモルタル下地　　・ラスシートモルタル下地　　・（　　　　　　　）

(15.2.4)

通気工法（外張断熱工法）　　・（　　　　　　　）

建築基準法に基づく指定がある場合の仕様

ラス下地板　　※図示　　・（　　　　　　　）

下地用合板　　※図示　　・（　　　　　　　）

面材等　　　　※図示　　・（　　　　　　　）

材料

ラスシート

ラス及び補強用平ラス

　素材による区分，種類及び単位面積当りの質量

　　※2種波形ラス700（通気工法二層下地）　・（　　　　　　）

　　※2種防水紙付きリブラス800（通気工法単層下地）　・（　　　　　　　）

　山高、山ピッチ、質量及び溶接ピッチ

　　※LS4（耐力壁）　・（　　　　　　）

ステープル

　形状及び寸法

　　※L925TS（リブラス）　※L1019JS（波形ラス）　・（　　　　　　）

施工

通気工法二層下地の場合の換気口の措置

　※公共建築木造工事標準仕様書11.4.3(2)(ｸ)による　　・図示

直張工法のラスシートモルタル下地の場合のラスシートの施工（耐力壁）

　※図示

  2 材料

その他のボード下地

せっこうボード

せっこうボード及びラスボードの種類、厚さ　　※図示　・（　　　　　　　　）

木質系セメント板の種類、厚さ　　※図示　　・（　　　　　　　　　）

(15.2.5)

  6 軽量鉄骨壁下地 形状及び寸法 ※図示 (14.5.3)(表14.5.1)

種類

50形

65形

90形

100形

　※2.7m以下　・　

　※4.0m以下　・　

　※4.0mを超え4.5m以下　・　

　※4.5mを超え5.0m以下　・　

スタッドの高さ 施工箇所

(14.5.3)(表 14.5.1)スタッドの高さが５ｍを超える場合　　※図示　　

  8 アルミニウム製笠木 (14.7.2)(表 14.2.1)(表 14.7.1)

種　類 呼称肉厚(mm) 表面処理 固定間隔

固定方法及び

　（　　　　）

  9 手すり及びタラップ

　　　　　　　　　　

表面処理

※ ＨＬ程度　・ 鏡面程度　　

亜鉛めっき　外部　※ Ｃ種　

　　　　　　内部　※ Ｅ種　

材料の種別種　　類

手すり

タラップ

※ ステンレス SUS 304

・ 鉄

※ ステンレス SUS 304

・ 鉄 亜鉛めっき　内外部　※ Ｃ種

  10 保証書

・250 形

・300 形

・350 形

・100 形

・

　1.6 以上

　1.8 以上

　2.0 以上

備　　考

隅角部及び突当たり部等の

役物は本体製造所の仕様に

よる。

間隔は品質計画

で定めたもの

　　　　 (14.2.1)(表 14.2.2)

・鋼製床においては受注者及び施工業者と連名で、保証書（2年保障）を提出すること。

※ 研磨無し　・ ローレット加工

  7 金属成形板張り (14.6.2)(表 14.2.1)

表面処理形　　状

・ スパンドレル形

・ パネル形

伸縮調整継手　　※ 設けない　　・ 設ける（施工箇所は図示）

　

材　種製　法

・ 押出し
・ ロール

・
※ プレス

厚さ(mm)寸法(mm)

※ アルミニウム製

・

※ AB-1 又は

　　 BB-1 種

・ BB-2 種

　・ BB-1 種

　・ BB-2 種（　　）

(14.4.4)・ダクト等により吊ボルト間隔が900mmを超える場合の補強 　※下地ﾒｰｶｰ指針による

・天井ふところ 1.5m 以上の場合　 ※吊りボルトの補強を行う

・天井ふところ 3.0m を超える場合の補強 　　※図示（A-　図）

・耐震性を考慮した補強　　※ 図示（A-　図）

・屋外の軒天井及びピロティ天井等における耐風圧性を考慮した補強　　※ 図示（A-　図）

14 (14.1.3)  1 あと施工アンカー 引抜耐力の確認試験　　※ 行う

  2

・ №2 Ｂ 程度

・ 鏡面仕上げ

※ ＨＬ程度

種　　類 施工箇所

　下記以外の見え掛かり全て

ステンレスの表面

仕上げ

  3 アルミニウム及び

アルミニウム合金の

表面処理

(14.2.1)(表 14.2.1)

施工箇所種　　別

陽極酸化皮膜も着色方法　　※二次電解着色　　・三次電解着色

・ AB-1 種（無着色）

・ BB-1 種（無着色）

・ BB-2 種（・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

  5 軽量鉄骨天井下地

  4 鉄鋼の亜鉛めっき (14.2.2)(表 14.2.2)

表面処理方法 施工箇所種　別

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

・Ｆ種

・Ｅ種

・Ｄ種
・Ｃ種

・Ｂ種

・Ａ種

(14.4.2)野縁等の種類

屋内　　※19形　　・25形

屋外　　・19形　　※25形

形状及び寸法

屋外の野縁受け、吊ボルト及びインサートの間隔　　※図示　　・@900

屋外の野縁の間隔　　※図示　　・@900

(14.4.3)

床張り用合板等 Ｇ□
防虫 その他

の適用の処理処理（㎜）
接着の程度

※１類
・特類

※１類
・２類

施工箇所種　別

・有
・無
・有
・無

・ 難燃

・ 難燃

・　

・　

・　
・ 防炎

・ 防炎

間伐材等表板の樹種名
品質等級･性能等

厚さ

(12.2.1)

JAS 同等品

JAS 同等品

　4

・　・１類
・２類

・有
・無

・ 難燃
・ 防炎 ※図示(A-08 図)

・ 難燃
・ 防炎JIS A 6519

・Ｍ
・Ｐ

 ※図示(A-　図)

※１類
・特類 ・有

・無
・ 難燃 ・　
・ 防炎 ※図示(A-　図)・化粧ばり構造用合板

・構造用合板

・普通合板　　　

・天然木化粧合板

・ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

・構造用パネル

 ※図示(A-　図)・ＭＤＦ
・Ｍ
・Ｐ

・難燃2
・難燃3

接着剤に含まれる可塑剤は、揮発性のものとする。接着剤

防腐剤を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系

※ 規制対象外     ・第三種

(12.2.2､3)

防腐・防蟻処理 (12.3.1)

※ 行う（適用部位：土台から高さ 1.0m　）　　・行わない

防腐・防蟻処理

  5

  6

・ ボード原料接着剤への薬剤混入による防腐防蟻処理

・ 薬剤の加圧注入による防腐防蟻処理（保存処理性能区分　・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４）

・ 薬剤の塗布等による防腐防蟻処理　（処理の方法　※標仕12.3.1による）

   　　　 体積比割合が10%以上であること。

間伐材等：間伐材、合板・製材工場から発生する端材等の残材、林地残材又は小径木の

※ 行う（適用部位：屋外柱(C2)　　　　　　）　　・行わない

  7 防虫処理 防虫処理 (12.3.2)

・ 合板等の加圧注入による防腐防蟻処理

Ｇ木材 木材の品質 (12.2.1)□  2

木材の現場における含水率　　※ Ａ種　　・ Ｂ種

・間伐材等　　　・使用する　（使用箇所　　　　　　　）

・保存処理木材を適用する箇所

　　※地盤面から1m 以内における部位　　・土台、大引、管柱、通し柱、床束等

※信州木材認証製品又は同等品(長野市産材および長野県産材) ・標仕 12.2.1 ・市販品

ホルムアルデヒド放散量等　　※ 標仕12.2.1(1)(ｳ)による　　・（　　　　）

樹種 (12.2.1)(表 12.2.3)

　　間伐材等：間伐材、林地残材又は小径木であること。

・代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　　　）

下地材

造作材

　・ 杉　　・ 松　　・　　　　　　 ※　図示

　・ 杉　　・ 松　　・ 桧　　・　　※　図示

(12.2.1)

・

・

・

・

の適用
間伐材等施工箇所種　別

集成材等 Ｇ□

・ 造作用集成材

・ 化粧ばり造作用集成材

・ 化粧ばり構造用集成柱

・ 造作用単板積層材

(12.2.1)

※図示

※図示

※図示

※図示

樹種・見付材面の品質
化粧薄板の厚さ等

寸法

 ※図示(A-08 図)

 ※図示(A-　図)

 ※図示(A-　図)

 ※図示(A-08 図)

  3

   　　　 体積比割合が10%以上であること。

間伐材等：間伐材、合板・製材工場から発生する端材等の残材、林地残材又は小径木の

直交集成材

種　別 品　名樹　種 寸　法曲げ強度 接着性能

屋根葺工法　 ※ 図示

※ 塗装溶融 55％アルミニウム－亜鉛合金めっき

13   1 長尺金属板葺 (13.2.2～3)(表 13.2.1)

・改良立平葺

・立平葺

※ 0.4　

板厚(mm)

・ 0.5
・

長尺金属板の種類、記号屋根葺形式

鋼板及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

下葺材料　　 ※ アスファルトルーフィング 940　・ゴム改質アスファルトルーフィング

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力及び

積雪荷重に対応した工法）

・適用しない

雪止め　 　　※ 設ける (13.2.3)

折板葺  2 形　　　式

材　　　料
（規格等）

　※ 重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

軒先面戸板

　※ 有り（種別：　　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　mm）　・無し

　※ 有り　　・無し

　

　※ 30分 耐火　　・無し
断　熱　材

防火性能

形　 状(mm)　山高（　　　　　）　山ピッチ（　　　　　）　板厚 ※ 0.6　・0.8

　※ 塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ 150）

(13.3.2～3)(表 13.2.1)

工法

  3 とい (13.5.2)(表 13.5.1)材　種　　・表面処理鋼板(複合施設棟,身障者駐車場)

掃　除　口　　　　※ 有り　　　・無し

(13.5.2)防露材のホルムアルデヒド放散量　※ 規制対象外      ・ 第三種

(13.5.3)(表 13.5.5)

保証書  4 ※受注者及び施工業者と連名で、保証書を提出すること。

・ガルバリウム等　保証期間 10年

・折　板　　　　　保証期間 10年

・長尺カラー鉄板　保証期間 5年

積雪荷重に対応した工法）

・適用しない

鋼管製といの防露　※適用する（標仕表 13.5.5による） ・適用しない　　　

軒先面戸板

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ 外気の影響を受けない屋内のタイトフレームに使用する材料（　　　　　）

・硬質ポリ塩化ビニル管(水防倉庫棟)

建築基準法に基づく風圧力及び積雪荷重に対応した工法

※適用する（建築基準法に基づく風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力及び

石材の割付け (10.1.3)

清掃 (10.1.5)

・イモ目地　　・ウマ目地　・図示

屋内本磨き床ワックス　・行う（適用箇所　・すべて　・　　）　・行わない

特殊部位の石張り

施工箇所

厚さ　　mm

材料

・外壁湿式工法

工法

・乾式工法
・内壁空積工法

裏打ち処理裏面処理

(10.7.1～3)

床及び階段の石張り (10.6.2)(10.6.3)床石張りの裏面処理　　・適用する　　　　　　　・適用しない

階段石張りの裏面処理　・適用する　　　　　　　・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

　　※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力に

対応した工法）

(10.5.3)

　　・適用しない

裏打ち処理　　　　・適用する　　　　　　　　・適用しない

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　　　　　シーリング材　・適用する　　・適用しない

一般目地　目地幅(mm)　※8mm 　・　

乾式工法 (10.5.2～3)石裏面処理　　　　・適用する（・小口共）　　・適用しない  7

  8

  9

  10

  11

再生材
適用

Ｇ

陶磁器質タイル タイルの種類

施 工 箇 所

主な用途区分
(mm)

  1

吸水率区分 釉薬 色
備考

役物

11
形状･寸法

Ⅰ類 Ⅱ類 施釉 あり なし 標準

耐凍害性

なしあり特注無釉Ⅲ類

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

□
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

(11.2.2､11.3.2)

タイルの見本焼き　　※ 行わない　　・行う（※ 外壁タイル　・　　　　　　　　　　）

タイルの試験張り　　※ 行わない　　・行う（※ 外壁タイル　・　　　　　　　　　　）

  2

ひび割れ誘発目地

伸縮調整目地、 目地の位置

※ 標仕 表11.1.1による　　　　・ 図示

(11.1.3)

  3 セメントモルタル 既調合モルタル

タイル張り ・ （　　　　　　　　　）

(11.2.3)

(11.2.7)(表 11.2.3)

外装タイル　・ 密着張り　　・ 改良積上げ張り　　・ 改良圧着張り

内装タイル　※ 改良積上げ張り

壁タイル張りの工法

(11.2.7)

処理方法 　・ＭＣＲ工法　　・目荒し工法

コンクリート素地面の処理　・行わない　※ 行う(施工範囲　※図示　・　　　　)

　　MCR 工法を行う場合は、せき板面に MCR 工法用気泡ポリエチレンシート張りとし、

　　仕上がり面凹凸状態とする。

　　高圧水洗工法の目荒しを行う場合は、水圧 50 N/m㎡ 以上かつ、2.5 分/㎡ 以上とし、

　　施工計画書を監督職員に提出し承諾を受ける。また、目荒しの状態は、事前に監督職員

　　に承諾を受ける。

  4 接着剤のホルムアルデヒド放散量    ※ 規制対象外    ・第三種 (11.3.3)

壁タイル張りの工法

・内装壁タイル接着剤張り

・外装壁タイル接着剤張り（・外装タイル　・内装タイル以外のユニットタイル　）

(11.3.7)

コンクリート素地面の処理　・行わない　※ 行う(施工範囲　※図示　・　　　　)

処理方法 　・ＭＣＲ工法　　・目荒し工法

外装壁タイル接着剤張りにおける目地シーリング材 (11.3.4)

打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地

伸縮調整目地、その他目地

　※ポリウレタン系　　　・　

　※変成シリコーン系　　・　

有機系接着剤による

タイル張り

12

  1 表面仕上げ 機械加工

適用箇所

　・ 　

種別

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

(12.1.4)

適用箇所

　・ 　

種別

(12.1.4)手加工

Ｈ-Ａ種

Ｈ-Ｂ種

Ｈ-Ｃ種

　※内部造作材

　※下地材

(10.2.2)

外壁湿式工法 (10.3.2～3)下地ごしらえ ※ 流し筋工法　・ あと施工アンカー工法　　・   

石裏面処理　　　　・適用する　　　　　　　・適用しない

裏打ち処理　　　　・適用する　　　　　　　・適用しない

ドレンパイプの材質  　※ ステンレス SUS 304　・樹脂ネットパイプクロスネット巻き

一般目地　目地幅(mm)　※6mm 　・　

　　　　　シーリング材　・適用する　　・適用しない

  4 その他材料 取付用モルタル、既調合の目地用モルタル、石裏面処理材、裏打ち処理材、

金物固定、に使用する充填材等

　※専門工事業者指定製品　　・（　　　　　　　　　）

  5

内壁空積工法 (10.4.2～3)

石裏面処理　　　　・適用する　　　　　　　・適用しない

裏打ち処理　　　　・適用する　　　　　　　・適用しない

一般目地　目地幅(mm)　※6mm 　・　

　　　　　シーリング材　・適用する　　・適用しない

下地ごしらえ ※ あと施工ｱﾝｶｰ横筋流し工法　・ あと施工アンカー工法　　・     6

10 粗面仕上げの場合ののみ込み部分の仕上げ　　・図示　　・　

石材 ・天然石張り

種　類 産地・名称 厚さ(mm) 仕上げの種類

(10.2.1)(表 10.2.1～2)

施工箇所

　天然石の種類、表面仕上げ

品　質

・1等品
・2等品

  2

施工  1

・テラゾ張り

種　類

(10.2.1)(表 10.2.2)

・テラゾタイル

・平もの

・役もの

※大理石  ※1.5～12

※大理石  ※1.5～12

形状

・片面仕上げ

・両面仕上げ

・400型

・300型

仕上げ 寸法 表面仕上げ

・粗磨き

・水磨き

・本磨き

種石の種類､大きさ(mm)

・テラゾブロック

取付金物 外壁湿式工法、内壁空積工法用金物の材質、形状及び寸法 (10.2.2)

乾式工法用金物の方式

　　受け金物

　方式　　　・スライド方式　　・ロッキング方式

　・吊り金物、化粧吊りボルト（　　　　　　　　　　）

　・引金物、だぼ、かすがい及び受け金物（　　　　　　　　　　）

特殊部位用金物の材質、形状等

アンカーの材質、寸法

　・湿式工法、空積工法（　　　　　　　　　　）

　・乾式工法、特殊部位（　　　　　　　　　　）

あと施工アンカーの材質、寸法等（　　　　　　　　　　）

その他の取付金物（　　　　　　　　　　）

  3

　　※標仕10.2.2(1)(ｲ)による

(10.1.3)

  2 改質アスファルト

シート防水 種   別

施工箇所

・ＡＳ-１　・ＡＳ-２

・

厚　さ （　　　　　）

(9.3.2～4)(表 9.3.1～3)

・Ｓ-Ｍ３

・Ｓ-Ｍ２

・Ｓ-Ｍ１

・Ｓ-Ｆ２

・Ｓ-Ｆ１

使用分類施工箇所厚さ(mm)種　別

※ 2.0　・　

※ 1.2　・ 

※ 1.5　・ 

※ 1.2　・ 

※ 1.5　・ 

※非歩行

・軽歩行

仕上げ塗料塗り

・カラー

・シルバー

 ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ系

・　

ルーフィングシート

合成高分子系  3

防水

・　 ・　

・Ｓ-Ｃ1

(9.4.2～4)(表 9.4.1～3)

目地処理及び入隅の増張り　　※図示（種別・　　　　　　　　）

押え金物

　※アルミニウム製L-30×15×2程度　　・（　　　　　　　　）

(9.3.2)

絶縁用シート (9.4.2)

　※発砲ポリエチレンシート　　・（　　　　　　　　）

(9.4.2)固定金具

　・標仕9.4.2(3)(ｲ)による　　・（　　　　　　　　）

(9.4.2)断熱材

　機械的固定工法の種類及び厚さ　・図示　・（　　　　　　　　）

　接着工法の種類及び厚さ　　　　・図示　・（　　　　　　　　）

屋内保護密着工法のモルタル塗厚（工程4） (表9.4.3)

　※図示　　・（　　　　　　　　）

対応した工法）

・適用しない

(9.4.4)建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法（機械的固定工法）

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力に

プレキャストコンクリート下地

　目地処理　・図示　・（　　　　　　　　）

　増張り　　・図示　・（　　　　　　　　）

(9.4.4)

塗膜防水  4 (9.5.2、3)(表 9.5.1、2)

　・シルバー

備　考種　別

・Ｘ-２

・Ｘ-１ 仕上げ塗料塗り(シリコン系)

・カラー

地下外壁防水

※適用する　・適用しない

Ｙ-２工法の保護シート・Ｙ-１

・Ｙ-２ 屋内防水

施工箇所

Ｘ-１の脱気装置

　　・設ける　材質（　　　　　　）　設置数量（　　　　㎡ 当たり１箇所）

  5 ケイ酸質系塗布防水 防水層の種別

※ C-UI　　　・ C-UP

(9.6.3)

施工箇所

シーリング  6 (9.7.2､3)(表 9.7.1)下表以外は、標仕表 9.7.1による

シーリング材の種類（記号） 目地寸法

10×15程度

接着性試験　　※行う（※簡易接着性試験　　・引張接着性試験）　　　・行わない

・FRP防水　　　 　　保証期間 10年

・ステンレス防水　  保証期間 10年

※ 受注者及び施工業者と連名で、保証書を提出すること。

・超速硬化ウレタンゴム系塗膜防水　　保証期間　15年

         の工法　

　8 標準仕様書以外　　　

　　※適用しない

・　超速硬化ウレタンゴム系塗膜防水

　　※適用しない

・　FRP系塗膜防水

　　・適用する（メーカー仕様による）

　　・適用する（・高伸張形　・高強度形）（メーカー仕様による）

保証書の提出 ・アスファルト防水　保証期間 10年

・シート防水　　　　保証期間 10年

・塗膜防水　　　　　保証期間 10年

　7

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

特記仕様書(2)
佐藤 信行

A - 02

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020

A1:NON
A3:NON

床 300×300

※ 使用木材の産地指定については「A-08 内部仕上表」による

外壁窯業系サイディングジョイント部

施工箇所

配管ピット内部床および壁，トレンチピット内部床および側面

・　止水材(コンクリート打ち継ぎ部)

　　ベントナイト系水膨張系可塑性止水材 30×15程度 (施工方法はメーカー仕様による)

メーカー仕様(高耐久・低汚染)

ベスパ
(同等品)

汚垂石 300×300
キラミック
 ステップ
 スリムⅡ
(同等品)

　※内部造作材，複合フローリング

　※下地材

166 166

不燃断熱材 4.0

・ステンレス鋼板　　・アルミ既製品　　・配管用鋼管(WGP)

図示 図示

図示 図示

図示 図示

図示 図示



メタルカーテン

　　　　ウォール

  2

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS14による。

カーテンウォール材料の種類 (17.2.2)

種　　類 規格等

※ アルミニウム製 ※ 標仕 16.2.3 のアルミニウム製建具の材料による

・ ・

PCカーテンウォール  3

製造所      性能等の確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける

表面仕上げ　（　　　　　　）

　　　　　　　　　・ 製造所標準製作規定寸法許容差による  　　　　

(17.2.3)(表 17.2.1)

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会 JASS 14 による。

コンクリートの種類及び品質

　※ 標仕 17.3.2 による

　・ 下表による。ただし、下表以外は標仕 17.3.2 による。

(17.3.2)

コンクリートの種類 設計基準強度（Fc） 所要スランプ(cm)

製品の寸法許容差　※ 標仕表 17.2.1～3 による

アルミニウムの表面処理 (17.2.3)(表 14.2.1)

種　　別 色彩等

　　無着色

　※ ブラウン系　・ ブラック　・ ステンカラー　・　

・着色塗膜 　塗装材料（　　　　　　　　）焼付け方法（　　）コート（　　）ベーク

映像調整　※ 行わない  　・ 行う（建具表による）

ガラス溝の寸法、形状　※製造所の仕様による　　・　

鉄筋　　※ SD 295 A （・D10　・D13） (17.3.2)

補強鉄線の径(mm)　　※3.2  ・4.0　・5.0  ・6.0 (17.3.2)

取付け用金物の表面処理（鉄の亜鉛めっき）及び材質 (14.2.3)(表 14.2.2)

金物種類及び部位 内　　部 外　　部

ＰＣ版打込み金物

ＰＣ版打込み取付けボルト

２次ファスナー

取付けボルト

レベル調整ボルト

※  E  種　　

※  E  種　　

※  E  種　　

※  E  種　　

※  E  種　　

※ A 種　　・　

※ ステンレスボルト

※ A 種　　・　

※ A 種　　・　

※ A 種　　・　

上記以外はカーテンウォール製作所の仕様による

　　　　　　　　　・ 製造所標準製作規定寸法許容差による  　　　　

製品の寸法許容差　※ 標仕表 17.3.1～2 による (17.3.3)(表 17.3.1)(表 17.3.2)

(17.3.3)表面仕上げ材　　（・磁器質タイル　・石材（・花崗岩　・大理石　・　 　）

構造ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差(mm) (17.3.3)

　　　　　　　　　・ h=-1～+2  , W1及びW2=±1　　　　

配筋　　　※図示による (17.3.4)

・ AB-1 種　　・ BB-1 種

・ AB-2 種　　・ BB-2 種

建物の構造種別 層間変位量（h=支点間距離） 状　　態

鉄骨造

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

※ ±（1/100）×h 以上　

・

※ ±（1/200）×h 以上　

・

※ 部材が損傷せず、破損脱落も

　　しない。

　　ガラス等の破損もない

　　シーリングは補修程度

層間変位追従性

シーリング材及びガラス取付け材料

被着体の組合せ
シーリング材の種別

耐久性による区分

　下表以外は標仕表 9.7.1 による

(9.7.2)(表 9.7.1)(17.2.2)(17.3.2)

構造用ガスケット　※ 適用しない (17.2.2)

　　　　　　　　　・ 適用する（施工箇所：図示　　　　　　　　　　　　　　）

材質　・クロロプレン系　・ＥＰＤＭ系

形状　・Ｈ型　・Ｃ型　・Ｙ型

寸法　ガラス板厚（　　）支持枠厚（　　）ウェブ寸法（　　）

ガラス

金属
ガラス

石、タイル

ガラス

カーテンウォール板間目地

主成分による区分記　号

断熱材　　　　　　※ 適用しない　 (17.2.2)

   　　　　　　　・ 適用する（種類：　　厚さ（mm）　　：施工個所 ※ 図示　）　

Ｇ□

耐火材料

施工部位 規　格

ファスナー部

取付ブラケット

パネル目地部

層間ふさぎ

種　別

主要部材の耐風圧性能（ガラスを除く）

支点間距離（h） たわみ量 状　　態

※ 4m 以下　

・ 4m を超える

　　　　　かつ絶対量 20mm 以下

　※±（1/150）×ｈ　

　

　※ 各部の破損、残留変形

　有害な変形が起こらないこと

 ・ Ａ-３

 ・ Ａ-４

  117 取付方法、性能等

取付方法

(17.1.3)(17.2.2)(17.3.2)

　・ 方立方式

　・ バックマリオン方式 （・ 単純 ２辺支持構法　・ ＳＳＧ 構法）

　・ スパンドレル方式

　・ パネル方式

　・ 小型パネル組み合わせ方式 （・ ノックダウン方式　　・ ユニット方式）

　・ 柱梁方式

性能

水平方向(kH)

耐震性能

垂直方向(kV)

気密性水密性 遮音性 断熱性 耐火性能 耐温度差性

（℃）

 ・ 1.0  ・ 0.5

 ・   ・  

 ・ 30分

 ・1時間  ・ 70

(17.1.3)

 ・ Ｗ-４

 ・ Ｗ-５

 ・ Ｔ３

 ・ Ｔ４

 ・ Ｔ５

 ・ 60

 ・ 80

 ・ Ｈ-２

 ・ Ｈ-３

 ・ Ｈ-４

 ・ Ｈ-５

耐風圧性能

　性能値　※ 建築基準法施行令第87条及び建設省告示第 1454 号に定められた風圧力に

　　　　　　対して安全であること。

(17.1.3)

　　　　　・ 正圧　  　　N/㎡ 以上及び負圧　　 　N/㎡ 以上に対して安全であること。

ガラス 材料

　品種及び厚さによる種類　　※ 建具表による

ガラス留め材

材　　　種建具の種類

　アルミニウム製

　鋼製及び鋼製軽量

　ステンレス製

　防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能を有するものとする。

　※ シーリング材　・ ガスケット（ＦＩＸ部はシーリング材）

　※ シーリング材

　※ シーリング材

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

　標仕 16.13.3 以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は (社)日本建築学会 JASS 17

　ｶﾞﾗｽ工事「3.1 納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を監督職員に提出する

(16.14.2)

(16.14.2)(表 9.7.1)

(16.14.3)

 16

ガラスブロック

表面形状 呼び寸法 （mm） 厚さ （mm） 色調 防火性能 

・ 正方形

・ 長方形

・ ・ ※ クリア ※ 無し

・ 有り

材料

・カラー

(16.14.5) 17

　材質（・ステンレス　・アルミニウム） 寸法（※図示 ・　　） 形状（※図示 ・　　 ）

ガラス用フィルム

（内張り用）

・ 日射調整フィルム/ガラス貫通防止フィルム

・ ガラス貫通防止フィルム

・ 日射調整フィルム/ガラス飛散防止フィルム

・ ガラス飛散防止フィルム　　

用途による区分

品質　JIS A5759 による　　

・ SC-A/SF-A    ・ SC-B/SF-A　

※ SF-A

・ SC-A/GS-A･B　・ SC-B/GS-A･B　

※ GS-A･B

記号 18

壁用金属枠及び補強材　・設ける（形状※図示　　・　　　　　　）　・設けない

化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　）

ガラスブロック積みの金属製化粧カバー　 

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力及び

積雪荷重に対応した工法）

・適用しない

重量シャッター

シャッターの種類

開閉機能　※ 上部電動式（手動併用） ・ 上部手動式　

・ 一般重量シャッター

・ 外壁用防火シャッター

・ 屋内用防火シャッター

・ 屋内用防煙シャッター

　耐風圧強度 (           ) N/m

　耐風圧強度 (           ) N/m

2

2

(16.11.2)

(16.11.2)(表 16.11.1)

 13

保護装置

一般重量シャッターのシャッターケース　　※ 設ける　・ 設けない　　 (16.11.2)

スラット及びシャッターケース用鋼板　　

　　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板）　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板）

めっきの付着量 ※Z12又はF12　・　

開閉形式　※ 手動式　・ 上部電動式（手動併用）

　　　　　　　　・ 鋼板

　　　　　形状　※ インターロッキング形    ・ オーバーラッピング形

軽量シャッター

耐風圧強度(　　　)N/m2

ガイドレール等　※ 鋼板製　・ ステンレス製 SUS 304

(16.12.2)(表 16.12.1)

(16.12.3)

(16.12.4)

(表 16.12.2)

 14

(16.11.3)

(16.11.3)

スラット　材質　※ JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）又は JIS G 3322

　　　　　　　　　（塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

　落下防止装置　・二重チェーン　・急降下制動装置　・急降下停止装置

　危害防止機構　※ 障害物感知装置（自動閉鎖型）　・ シャッターの二段降下方式

セクション材料 開閉方式 収納形式 ガイドレール

※ スチールタイプ

・ アルミニウムタイプ

・ ファイバーグラスタイプ

※ バランス式

・ チェーン式

・ 電動式

・ スタンダード形

・ ローヘッド形

・ ハイリフト形

・ バーチカル形

・ ステンレス鋼板

　（SUS 304）

※溶融亜鉛めっき鋼板

オーバーヘッドドア

(16.13.2～3)

 15

耐風圧性能( ・125　・100　・75　・50)Pa

 12 (16.10.2､3)

　　　　・ 製造所標準仕様による

　　　　・ 製造所標準仕様による

材料　　※ SUS 304 アルミニウム製等　防錆性能を有するもの

装置

自閉式上吊り引戸

性能等　※ 標仕表 16.10.1 による

16   1 防火戸 (16.1.3)

防犯建物部品 (16.1.6)※適用する（図示）　・適用しない

見本の製作等 (16.1.4)

特殊な建具の仮組　・行う（建具符号：　　　）※行わない

建具見本製作　　・行う（・工事に使用するもの　・納まりの確認）　※行わない

防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸と連動させるもの

　・図示　　・ヒューズ装置　　・熱感知器　　・煙感知器

(16.1.3)

  2

  3

(16.2.2)(16.2.4)(表 16.2.1)アルミニウム製建具

施工箇所枠見込み(mm)水密性気圧性耐風圧性種　別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

　Ｓ－４

　Ｓ－５

　Ｓ－６

　※ 70

　

　　100

　※ 図示

(表 14.2.1)

・ 　

Ｗ-５

※Ｗ-４※Ａ-３

Ａ-４

  4

水切板、ぜん板等　※図示による

防音ドアセット、防音サッシ　　　　・ 適用する　遮音性の等級（　　）

断熱ドアセット、断熱サッシ　  　　・ 適用する　断熱性の等級（　　）

耐震ドアセット　　　　　　　　　　・ 適用する　面内変形追随性の等級（　　）

Ｇ□

屋内建具

(表 14.2.1)

結露水の処理方法　　※図示（A-　図） (16.2.4)

　表面処理　※ BB-1種　・ BB-2種（・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

外部に面する建具（コンクリート系下地及び鉄骨下地）

施工箇所枠見込み(mm)水密性気圧性耐風圧性種　別

　※ 70

　 　※ 図示・ 　

※Ａ-３

外部に面する建具（木下地） (16.2.2)(16.2.4)(表 16.2.2)

・Ｄ種

・Ｅ種

　Ｓ－２

　Ｓ－３

※Ｗ-３

(表 14.2.1)　表面処理　※ BB-1種　・ BB-2種（・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

　表面処理　※ BC-1 種又は BB-1 種　　　

         　 ・ BC-2 種又は BB-2 種（・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

防火戸の指定　　※図示（建具表による）

防虫網網戸

　網の種別　※ ガラス繊維入り合成樹脂製  ・ 合成樹脂製　・ ステンレス製（SUS 316）

(16.2.3)

　形　　式　※ 外部可動式　・ 固定式　　・図示

　線径網目　※ 線形0.25mm以上、網目16～18メッシュ　　・（　　　　　　　）

水密性気圧性耐風圧性種　別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

　Ｓ－４

　Ｓ－５

　Ｓ－６

樹脂製建具

Ａ-４

Ｗ-４

Ｗ-５

枠見込み 遮音性能等級 断熱性能等級

　・ T-A種

　・ T-B種

　・ H-A種

　・ H-B種による

※ 建具表

　表面色　　※ 標準色　・ 特注色

  5

  6 外部に面する建具（コンクリート下地系及び鉄骨下地）

水密性気圧性耐風圧性種　別 枠見込み 遮音性能等級 断熱性能等級

外部に面する建具（木下地）

・Ｄ種

・Ｅ種

(16.3.2､4)(表 16.3.1～4)

(16.3.2､4)(表 16.3.1～4)

　・ H-C種

　Ｓ－２

　Ｓ－３

　・ H-C種

　・ H-B種

　・ H-A種

　・ T-B種

　・ T-A種

による

※ 建具表
Ｗ-３Ａ-４

　表面色　　※ 標準色　・ 特注色

鋼製建具  6

特定防火設備の戸　　・ 適用あり

簡易気密型ドアセットの適用　　※建具表による

耐風圧性の適用は建具表による

(16.4.2)(表 16.4.1)

又は有効高さが2,400㎜を超える場合の鋼板類の厚さ　　　※図示

片開き、親子開き及び両開き戸の1枚の戸の有効開口幅が950㎜ (16.4.4)

防音ドアセット、防音サッシ　　　　・ 適用する　遮音性の等級（　　）

断熱ドアセット、断熱サッシ　  　　・ 適用する　断熱性の等級（　　）

耐震ドアセット　　　　　　　　　　・ 適用する　面内変形追随性の等級（　　）

Ｇ□

鋼製軽量建具 簡易気密型ドアセットの適用　　※ 建具表による (16.5.2)  7

片開き、親子開き及び両開き戸の1枚の戸の有効開口幅が950㎜

又は有効高さが2,400㎜を超える場合の鋼板類の厚さ　　　※図示

(16.5.4)

防音ドアセット、防音サッシ　　　　・ 適用する　遮音性の等級（　　）

断熱ドアセット、断熱サッシ　  　　・ 適用する　断熱性の等級（　　）

耐震ドアセット　　　　　　　　　　・ 適用する　面内変形追随性の等級（　　）

Ｇ□

ステンレス製建具 表面仕上げ

　

※

 

ＨＬ程度

　

・

 

鏡面仕上げ

　

特定防火設備の戸　　・ 適用あり

施工箇所

屋外

屋内

鋼材の種類

　※　SUS304又はSUS430JIL

　※　SUS430　　・　SUS304又はSUS430JIL

曲げ加工　　 ※ 普通曲げ　・ 角出し曲げ（補強あり）

(16.6.4)

(16.6.5)

(表 16.6.1)

  8

　　
※ 規制対象外     ・ 第三種

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

木製建具

かまち戸の樹種　かまち（　　　　　　　　）　鏡板（　　　　　　　　）　　

ふすまの上張り　※ 新鳥の子又はビニル紙程度(押入等の裏面は除く) ・鳥の子

枠、くつずりの材料　　　枠（　　　）　くつずり（　　　）

縁仕上　・塗り縁　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

(16.7.2)

(16.7.2)

(表 16.7.3)

(表 16.7.9)

9

建具用金物 (16.8.4) 10 マスターキー　※ 製作する（3本1組を鍵箱に収納）　・ 製作しない

建具用金物

グループキー　※ 製作する（エントランス自動ドア + 各貸室）

(16.3.6)(16.5.6)

　　錠類はシリンダー箱錠（レバーハンドル）とする

自動ドア開閉機構

開閉方式

※ スライデイングドア

　・ SSLD-1 ・ SSLD-2

　・ DSLD-1 ・ DSLD-2

　・ SWD-1 ・ SWD-2

・ スイングドア

 11

センサーの種類

凍結防止措置　※行う（適用箇所は建具表による）　・行わない

※ 光線反射センサー　・ 熱線センサー　・音波センサー

・ 光電センサー　　　・ 電波センサー

・ タッチスイッチ　・ 押しボタンスイッチ 

・ 多機能トイレスイッチ

(16.9.2、3)(表 16.9.1～4)

※外装薄塗材Ｅ(見上げ面)

※防水形複層塗材Ｅ

仕上塗材仕上げ

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

防火材料の指定

　　※ 規制対象外     ・ 第三種

　　※ 屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。

種　　類 呼び名

・軽量骨材仕上塗材

・複層仕上塗材

・薄付け仕上塗材 ・

・

・砂壁状　・着色骨材砂壁状

　 　 　 　

京壁状じゅらく　

・ゆず肌状　　・凸部処理　　※ 凹凸模様

　外観　※ つやあり　・つやなし

　　　　・メタリック

仕上げの形状等

上塗材

　溶媒　※ 水系　 ・溶剤系

　樹脂　※ アクリル系　

砂壁状

平たん状

・ゆず肌状　・さざ波形　・凹凸状

・砂壁状　・ゆず肌状　・さざ波状

砂壁状　

・

・

・

砂壁状じゅらく

・内装薄塗材Ｗ

・複層塗材ＣＥ

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・外装薄塗材Ｓi

・可とう形外装薄塗材Ｓi

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材Ｃ

・内装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｓi

・複層塗材Ｅ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓi

・複層塗材ＲＥ

耐候性　※ 3種　・　

防水形の増塗材　※ 行う

仕上塗材

吸放湿性

・ 有　・ 無

耐湿性 ・有 ・無

　　　　・ ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系　・ ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材ＲＥ

・防水形複層塗材ＲＳ

所要量等の確認

　　※ 行う（単位面積当たりの使用量）　・行わない

(15.6.2)(表 15.6.1)

(15.6.2)

(15.6.7)

ＡＬＣパネルの場合

の下地処理

内壁目地部の形状　※Ｖ形目地付き　　・　

マスチック塗材塗り 種別　・Ａ種　・Ｂ種（仕上材塗り：ＥＰ-Ｇ　・Ａ種　・Ｂ種）

  8

  9

  10

(15.6.4)

(15.7.2)

  11 せっこうプラスター

塗り

下塗り及び中塗りに用いるプラスター

　・既調合プラスター（下塗り用）　・現場調合プラスター（下塗り用）

(15.8.2)

上塗り工程及び塗厚

　・既調合プラスター（上塗り用）　・しっくい塗り

(15.8.3)

  12 しっくい塗り 下地　　※図示　・（　　　　　　　　） (15.10.1)

材料　　・現場調合材料図示　・既調合材料（しっくい塗材の種類等　　　　　） (15.10.2)

調合及び塗厚 (15.10.3)

　こまい土壁下地の場合　　※表15.10.2による　　・（　　　　　　　　）

　木ずり下地の場合　　　　※表15.10.1による　　・（　　　　　　　　）

　その他の下地の場合　　　※図示による　　　　 ・（　　　　　　　　）

  13 こまい壁塗り (15.11.2)材料

　のり

　　土壁用　※つのまた　・（　　　　　　　）

　　砂壁用　※ふのり　　・（　　　　　　　）

　色土

　色砂　・（　　　　　　　　　）　　・図示

調合

　　土物仕上げに用いる色土の種類　　・（　　　　　　　）　　・図示

　　大津仕上げに用いる色土の種類　　・（　　　　　　　）　　・図示

　下塗りの調合　※表15.11.2による　 ・（　　　　　　　）

塗厚

　※表15.11.2による　 ・建築基準法に基づく耐力壁の指定がある場合（　　　　　）mm

(15.11.3)

(15.11.4)

工程 (15.11.5)

　※Ａ種　　・Ｂ種

  14 土物仕上げ

・土物仕上げ工法（・水ごね土物1 ・水ごね土物2 ・のりさし仕上げ ・のりごね仕上げ）

工法

・砂壁仕上げ工法　　　・切返し仕上げ工法

(15.11.7)

工法  15 大津仕上げ

・普通大津仕上げ工法　　　・大津みがき仕上げ工法

(15.11.8)

ロックウール吹付け ロックウールのホルムアルデヒド放散量　　　※規制対象外　　　・第三種

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　　・第三種

ロックウールの仕上げ吹付け厚さ　　※図示　　　　　・25mm

  16 (15.12.2)

(15.12.2)

(15.12.3)

全固形分（％） 吸水量（ｇ）

30 分で 1ｇ 以下

界面破断率（％）

50 以下

　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

吸水調整材

混合割合 吸水比 透水比

セメント重量の 　70％ 以上 　95％ 以下 　80％ 以下

　294.0
ＫPa/h

既製目地材の適用及び形状　（　　　　　　　　　　　　）

床目地　　・設ける（工法：　　　　　　　）　　・押目地

1.0 以上

　防水剤の種類　建築用のモルタルに用いるセメント防水剤（JIS　A 1404 による試験）

5％ 以下

凝　結　時　間

 JIS R 5201 の試験8において

　始発　1 時間以上

　終結　10 時間以内

曲げ・圧縮強度比

　安全性膨張性のひび割れおよびそりがないこと。（JIS　R 5201 の試験 9）

接着強度( N/m㎡ )

モルタル塗り

表示値 ±1.0以内

  5 (15.3.2)

(15.3.2)

(15.3.5)

直均し仕上げ 施工箇所

・せっこう系　　　　　　・セメント系

フリーアクセスフロア（パネル構法）範囲

備　　考

フリーアクセスフロア（溝構法）範囲

セルフレベリング材

塗り

床コンクリート

1ｍ につき 10mm 以下

3ｍ につき 7mm 以下

平たんさ

  6

  7

(表 6.2.5)(15.4.1、2)

(15.5.2)(表 15.5.1)

下表以外は標仕表 6.2.5 及び標仕 15.4.2 による

  3 こまい下地 建築基準法に基づく耐力壁の指定　　※図示　　・（　　　　　　　　　）

  4 木ずり下地 材料

木ずり用小幅板の樹種　　※杉（心去り材）　・（　　　　　　　　　）

(15.2.6)

(15.2.7)

15

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

特記仕様書(3)
佐藤 信行

A - 03

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020

A1:NON
A3:NON

外部に面する建具 その他の性能　断熱性:H-2，遮音性:T-1

木製建具およびサッシ額縁の使用材料の樹種および産地指定は「A-08 内部仕上表」による

個別キー    　※ 各室3本1組を鍵箱に収納　　・　

外部に面する建具の性能　断熱性:H-2，遮音性:T-1



20   1 (20.2.2)

(mm) 水平力

・ ﾊﾟﾈﾙ構法

・ 溝構法

・ ﾊﾟﾈﾙ構法

・ 溝構法

・ ﾊﾟﾈﾙ構法

・ 溝構法

・ 1.0Ｇ

・ 0.6Ｇ

・ 1.0Ｇ

・ 0.6Ｇ

・ 1.0Ｇ

・ 0.6Ｇ

・ 3,000N

・ 5,000N

・ 3,000N

・ 5,000N

・ 3,000N

・ 5,000N

・ 帯電防止床ﾀｲﾙ

・ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・ 帯電防止床ﾀｲﾙ

・ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・ 帯電防止床ﾀｲﾙ

・ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

フリーアクセスフロア

適用地震時 耐荷重性能
仕上り高

構　法施工箇所 表面仕上げ材   備  考  

耐震性能 5,000 N、高さ 300 以上については、平成元年建設省告示第 1322 号「耐震型フリー

アクセスフロアの開発」の建設技術評価において評価を取得したもの又は同等品とする。

　　

表面仕上げ材の品質・規格等は、19 章内装工事による

スロープ及びボーダー　　　※ 製造所の標準仕様　　・ 図示

コンセント等の取付け対応　※ 製造所の標準仕様 （コンセント本体は別途設備工事）

　　　　　　　　　　　　　　 コンセントの箇所数は図示

配線用取り出しパネル

　配線取り出し開口 　※パネル 1 枚につき 40mmＸ 80mm 程度の開口 1 ヶ所以上

　　　　　　　　　　　　 

　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　※ 20～30 パーセント　

空調用吹き出しパネル　・ 有り（※ 固定式　・ 可変式　：施工箇所は図示）　※ 無し

帯電防止性能(U値)　・ 0.6以上　・ 1.2以上　・ 
6

感電防止性能　（漏えい抵抗  Ｒ≧1.0×10 Ω以上）

  3 移動間仕切

  2 可動間仕切 (20.2.3)

防火性能

・ あり

黒板及び (20.2.9)

　ホワイトボード 種　類 寸法(mm) 色　彩

・ 黒板 ※ 焼付け ※ 緑 ・ 黒 ※平面　・ 曲面　・ ｽｸﾘｰﾝ付引分

パネル材料のホルムアルデヒドの放散量    ※ 規制対象外      ・ 第三種

・ ｽﾀｯﾄﾞ式

・ ｽﾀｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙ式

・ ﾊﾟﾈﾙ式

構造形式

・ なし

（不燃）

材質

表面仕上材

※ 鋼板

・

※ 0.6

・0.8

厚さ(mm) パネル表面仕上げ

※ ﾒﾗﾐﾝ樹脂又は

・  壁紙張り

　ｱｸﾘﾙ樹脂焼付け

総厚さ

(mm)

構成基材の種類

ﾊﾟﾈﾙｽﾀｯﾄﾞ

・ ＡＬ

・ ＳＴ

・ Ｅ

・ ＳＴ

・ Ｗ

(20.2.4)

・ 一般タイプ

・ 遮音タイプ

（ 36 db 以上）

遮音性能

・ 平行

・ 二方向

走行

方向

・ 手動 ・ 電動

・ 部分電動

・ 手動 ・ 電動

・ 部分電動

・ ﾌﾟｯｼｭ式

・ ﾊﾝﾄﾞﾙ式

総厚さ

(mm) 材質

※ 鋼板

・

※ 焼付塗装

・ 壁紙張り

ﾊﾟﾈﾙ表面仕上げ

表面仕上材

表面仕上げの壁紙張りの品質は 19 章内装工事による

遮音性能は JIS A 6512 の遮音試験に準拠する

操作方法
圧縮装置の

 操作方法

  4 トイレブース (20.2.5)

・ メラミン樹脂系化粧板

・ ポリエステル樹脂系化粧板

表面材の材質

  5 階段滑止め (20.2.7)

パネル材料のホルムアルデヒドの放散量    ※ 規制対象外      ・ 第三種

脚部形状

※ 幅木型

・足金物型

形状

・ 標準

・ Ｒ

・ アルミニウム

・ ステンレス

ドアエッジ

材　質

ｱﾙﾐ製ｺｰﾅｰｴｯｼﾞ付き

備　考

・ ステンレス製(SUS304) ・ ビニル製

・ ステンレス製

端部フラットエンド

・ なし

・ あり(ビニル)

タイヤ

※ 約35

・ 

幅(mm)

※ 接着工法

・ 埋込み工法

取付工法

・ アルミ製

材　質

形　式

※ ﾎｰﾛｰ ※ 白 ※平面　・ 曲面　・ ｽｸﾘｰﾝ付引分・ ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

(20.2.10)鏡 寸法（mm） （ ・ 図示　・　　　）　　厚さ（mm） （※ 5　 ・　　　）

(20.2.11)衝突防止表示表示

   ※ 図示（市販品　※ ステンレス製　径約 30 mm　　・　　　　　 ）

　    　　（※ 両面　・ 片面）

　　・無し

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とし、その他は共通詳細図による。

表示標識　案内用図記号については JIS Z 8210 によるほか、図示による。

煙突ライニング ・ 煙突用成形ライニング材

 　適用安全使用温度　　・ 650℃　　　・ 400℃

・ キャスタブル耐火材

   使用材料　　　※ 煙突用成形ライニング材製造所の指定する製品

(20.2.13)

  6

  7

  8

  9

遮音性能　・ 有り（・ 0　・ 12　・ 20　・ 28　・ 36 )　　・ 無し

・ 有り

・ 無し

ブラインド (20.2.14)

形　式

※ 横型

・ 縦型

ロールスクリーン (20.2.15)防炎性能　※ 有り

スラット幅(mm)

※ 手動

・ 手動

・ 電動

※ 25

・ 80

・ 100

操作方法

※ ｷﾞﾔ式　・ ｺｰﾄﾞ&ﾛｯﾄﾞ式

・

※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製

・ ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

・ ｸﾛｽｽﾗｯﾄ

スラットの材質

・ 1本操作ｺｰﾄﾞ　※ 2本操作ｺｰﾄﾞ

・ 電動

※ 手動

・ 電動

※ワンタッチコード式

操作方式 種　類

種　類

取付箇所 材　種 遮光性能幅・高さ

・1級・2級・3級
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壁紙張り (19.8.2)

施工箇所

壁紙の種類

防火性能 備考

・ 不燃・ 準不燃・ 難燃

・ 不燃・ 準不燃・ 難燃

・ 不燃・ 準不燃・ 難燃

・ 不燃・ 準不燃・ 難燃

・ 不燃・ 準不燃・ 難燃

(化学繊維)(ビニル)(織物)

紙 繊維 プラ その他 無機質

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

素地ごしらえ

　モルタル面、プラスター面　    　※ Ｂ種　　・ Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

　せっこうボード面　　　　　※ Ｂ種　　・ Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

壁紙のホルムアルデヒドの放散量　　※ 規制対象外     ・ 第三種 (19.8.2)

　コンクリート面、ＡＬＣ面　    　※ Ｂ種　　・ Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

(表 18.2.4)(表 18.2.5)(表 18.2.7)

(19.9.2～4)

断熱材

種　類 施工箇所 厚さ(mm) 品質等

・ 押出法

　ポリスチレン

　フォーム保温材

・ 現場発泡断熱材  ※ 断熱材補修部分

 ※ 一般部

 ・一般部

 

※ 難燃性

 

・ ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ

　 保温材

 ノンフロンのもの Ｇ

 ノンフロンのもの Ｇ

 ノンフロンのもの Ｇ

 ノンフロンのもの Ｇ

※ 25

※ 25

・  

・ 30

※ 25

□

□

□

□

ロックウール、グラスウール、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した断熱材の

 ※ A種2種b

 ※ A種3種b

 ※ A種1種 

 ※ A種1H

 ・ 

ホルムアルデヒドの放散量    ※ 規制対象外      ・ 第三種

 ※ 接地部

・ 30 
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(19.7.2)(表 19.7.1)

種　　類 厚さ(mm)、規格等

・ 硬質木毛セメント板

・ 普通木毛セメント板

・ 硬質木片セメント板

・ 普通木片セメント板

・ けい酸カルシウム板

・ 化粧ボード(  ・　6 　・　     ・       )

・ 30 

・ 15　　・ 20　　・ 25

・ 15　　・ 20　　・ 25

・ 15　　・ 20　　・ 25Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ□
□
□
□

※0.8 Fk タイプ 2（無石綿）（ ・ 6　・ 8  ・ ) 

その他のボード張り

せっこうボード

・ 不燃積層せっこうボード

・ せっこうボード

　　　　　　化粧有（トラバーチン模様）

※ 12.5〈不燃〉     ・ 9.5〈準不燃〉

9.5〈不燃〉 化粧無（下地張り用） 

・ ロックウール化粧吸音板 ※ フラットタイプ（※ 9〈不燃〉・ 12 ・　　）

・ 凹凸タイプ（※ 12〈不燃〉・ 15  ・ 19  ・ 　）

・ シージングせっこうボード

・ 強化せっこうボード

・ せっこうラスボード 9.5

12.5〈不燃〉

12.5〈不燃〉　15.0〈不燃〉

・ 化粧せっこうボード（木目）

模様（※ 柾目　・ 板目） 専用下地材付き

12.5〈不燃〉　幅 440mm 程度

・ 化粧せっこうボード（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ） 9.5〈準不燃〉

・ 生地、透明塗料塗り（※ラワン合板程度　・　　　）

・ 不透明塗料塗り（※しな合板程度　・　　　）

表面の材種

板面の品質（　　　　　　　　　）

厚さ（mm）（　　　　　　　　　）

・防虫処理　・難燃処理　・防炎処理

　樹種名（　　　　　　　　　　）

　接着の程度（ ・1類　 ・2類 ）

厚さ（mm）（　　　　　　　　　）

・防虫処理　・難燃処理　・防炎処理

・ 天然木化粧合板 Ｇ□

・ 特殊加工化粧合板 Ｇ□ 化粧加工の方法　（ ・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装 ）

表面性能　（　　　　　　 ）タイプ

厚さ（mm）（　　　　　　　　　）

・防虫処理　・難燃処理　・防炎処理

　接着の程度（ ・1類　 ・2類 ）

・ メラミン樹脂化粧板 JIS K 6903 による　厚さ（※ 1.2　・　　）

・ ポリエステル樹脂化粧板

・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12□Ｇ
・ ミディアムデンシティ

   ファイバーボード

   パーティクルボード □ ・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・ 18

・ 単板張り

Ｇ

   パーティクルボード □Ｇ
・ 化粧 ・ 単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ 塗装

・ 10（難燃）　 ・ 12（難燃）

・ ハードボード（素地）

・ 2.5　 ・ 3.5　 ・ 5　 ・ 7 

・ インシュレーションボード

・ 素地  　・ ＲＮ－ＨＢ  ・ ＲＳ－ＨＢ 

・ Ｔ-ＩＢ　・ Ａ-ＩＢ　・ Ｓ-ＩＢ

・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・ 18

Ｇ

Ｇ

・ ロックウール吸音ボード１号

・ グラスウール吸音ボード 32Ｋ

□

□

※ 25

※ 25(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包み)

・ 素地 MDF(RS)　・化粧 MDF(・ DV ・ DO ・ PC)

・ 無研磨板（ＶＮ）　・ 研磨板（ＶＳ）
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・ 普通合板 Ｇ□

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材 (19.7.2)(表 9.6.1)

合板類、繊維板、及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量 

　※ 規制対象外         ・ 第三種

　・ 適用する　　（・ シーリング材　・ ジョイントコンパウンド）　・適用しない

(19.7.3)

(19.7.3)せっこうボード目地工法 （・ 継目処理工法 ・ 突付工法 ・ 目透し工法 ・ 図示）

合板類の張付け　・A種　※B種

断熱床下地材

ノンフロンのもの

・ 畳下地　　　　　　厚さ(mm)　※ 40　・ 65　・ 80　（不燃）

・ フローリング類　　厚さ(mm)　※ 80　・ 95  ・ 50  （不燃）

Ｇポリスチレンフォーム □

市販品

※ アルミニウム製

浴室天井材

※ 焼付け塗装品

材　質 備　考表面仕上げ 性　能

 準不燃品

幅(mm)

※ 200 回り縁は樋付きとし製造

所の標準品とする。
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18 材料  1 屋内の壁、天井仕上げ材は防火材料とする

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

(18.1.3)

　※ 規制対象外     ・ 第三種

  2 素地ごしらえ 亜鉛めっき面の素地ごしらえの種別 (18.2.4)(表 18.2.3)(表 18.3.4)

施工部位及び塗料種別種　別

Ａ種

Ｂ種

  3 床用塗料塗り 材　質　　　　ウレタン樹脂系塗料（※ 標準色　・　　　　　）

仕上種別　　　※ 平滑仕上げ　　　・防滑仕上げ

塗布量　　　　プライマー塗りのうえ主剤 ２回塗りとし、総塗布量は 0.5kg/m  以上とする2

  4 防塵用塗料塗り 材　質　　　　水性アクリル系樹脂塗料（※ 標準色　・　　　　　）

仕上種別　　　コーティング（ローラー刷毛塗り）

塗布量　　　　主剤 ２回塗とし、総塗布量は 0.25kg/m  以上とする。2

  5 耐候性塗料塗り 鉄鋼面の上塗り等級 (18.7.2)

塗料種別

亜鉛めっき鋼面の上塗り等級 (18.7.3)

塗料種別

コンクリート面及び押出成形セメント板面種別 (18.7.4)

塗料種別

　ふっ素樹脂塗料

　アクリルシリコン樹脂塗料

　ポリウレタン樹脂塗料

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・１級

・２級

・３級

　ふっ素樹脂塗料

　アクリルシリコン樹脂塗料

　ポリウレタン樹脂塗料

・１級

・２級

・３級

　ふっ素樹脂塗料

　アクリルシリコン樹脂塗料

　ポリウレタン樹脂塗料

等　級

等　級

種　別

工場で行われる化成皮膜処理

工事現場で行われる汚れ、付着物の除去、脱脂

※ 接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

19   1 接着剤 (19.2.2)(19.3.3)壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等を用いた接着剤の

ホルムアルデヒド放散量　　※ 規制対象外      ・ 第三種

(19.2.2)

種　類 JIS の記号 色　柄

ビニル床シート張り

Ｇ

※ 無地　　・柄物

※ 柄物　　・無地

※ 発泡層のないもの

・ 発泡層のあるもの

・ 衝撃吸収性能品

厚さ(mm)□
※ ＦＳ　・　 ※ 2.0　・ 

  2

工法　※ 熱溶接工法　　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　　　　） (19.2.3)

特殊機能 (19.2.2)

　帯電防止　・適用する

　　　　　　※適用しない

　　性能　※帯電防止性能評価値(JIS A 1455)1.2以上～3.2未満
2 10

　　        又は体積電気抵抗値(JIS A 1454)1.0×10 ～10 Ω程度

　耐動荷重性　・適用する　　※適用しない

　防滑性　　　・適用する　　※適用しない

  3 ビニル床タイル張り (19.2.2)

種　　　類 JIS の記号 厚さ(mm) 備　　考

　※ 2.0

　

　

Ｇ

・ コンポジションビニル床タイル（軟質）

・ ホモジニアスビニル床タイル　　　　　

※ コンポジションビニル床タイル（半硬質）

□

ＴＴ､ＦＴ

ＫＴ

ＫＴ

特殊機能

　防滑性　　　・適用する　　※適用しない

  4

厚さ(mm)種　　　類

・ コンポジションビニル床タイル

・ ホモジニアスビニル床タイル

・

　

　

　体積抵抗値（JIS K 6911 による）

　漏えい抵抗値（JIS A 1454 による）

性　　能

(19.2.2)帯電防止床タイル張り

Ｇ

　1.0X10  Ω以下、または、

　1.0X10   Ω未満

9

10

　※4.0　・ 4.5

　※ 2   ・ 

□

・

  5 ビニル幅木

高さ(mm)　※ 60　　・ 70　　・100　　・300(車椅子用)

材質　　　※ 軟質　・硬質 (19.2.2)

厚さ(mm)　※1.5　　・   

(19.6.2)(表 19.6.1)

下地の種類

標仕表 12.5.1 による床組  

ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン 　 ）Ｇ ※

 

Ｃ種

　　※

 

Ｂ種

　　

□

畳の種別 規格・品質等

畳表及び畳床は VOC 含有量が

少ないものとする

畳敷き  9

・ タイルカーペット

パイル形状

※ ループパイル

・ カット・ループ併用

・ カットパイル

備　考種　類

※ 第一種

・ 第二種

※ 500×500

・

※ 6.5

・

総厚さ（mm）形　状

　　　　※適用しない

帯電性　・適用する （※人体帯電圧 3kV 以下（フリーアクセスフロア敷設範囲））

タイルカーペットの敷き方　平場　※市松敷き　・模様流し　(現場打合せによる)

　　　　　　　　　　　　　階段　・市松敷き　※模様流し　・　

見切り、押え金物　　※適用する

　　　　　　　　　　　材質（　　　　　）　種類（　　　　　）　形状（　　　　　）

　　　　　　　　　　・適用しない

・ ニードルパンチカーペット　　　（厚さ　　　mm）　　Ｇ□
帯電性　・適用する（※ 人体帯電圧 ３kV 以下    ・　　　　　　）　※適用しない

・ タフテッドカーペットＧ

パイル形状 工　法

※ 全面接着工法

・ グリッパー工法

・ カットパイル

・ ループパイル

・ カット、ループ併用

パイル長(mm)

※ 5～7　・    

※ 4～6　・    

・

備　考

□

帯電性　・適用する（※ 人体帯電圧 ３kV 以下    ・　　　　　　）　※適用しない

下敷き材（グリッパー工法の場合）

　※ 反毛フェルト(JIS L 3204)の第2種2号 　呼び厚さ8mm 　　・　　　

・ カットパイル

・ ループパイル

・ ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ併用

  6 カーペット敷き

・ 織じゅうたん

消防法に定める防炎性能を有するものとし、防炎表示のあるものとする

種　別

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

色柄等

※ 無地

・ 柄物（標準品）

・

パイル形状 織り方

・ ｳｨﾙﾄﾝｶｰﾍﾟｯﾄ

・ ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ

・ ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰｶｰﾍﾟｯﾄ

帯電性　・適用する（※ 人体帯電圧 ３kV 以下    ・　　　　　　）　※適用しない

下敷き材　※ 反毛フェルト(JIS L 3204)の第2種2号 　呼び厚さ8mm 　　・　　　

種　　別

(19.4.2、3)(表 19.4.1～8)合成樹脂塗床  7

・ 厚膜型塗床材

　 弾性ウレタン樹脂系塗床材

・ 厚膜型塗床材

　 エポキシ樹脂系塗床材

・ 薄膜型塗床材

・ つや消し仕上げ

・ 防滑仕上げ

※ 平滑仕上げ

仕上げの種類

・ 防滑仕上げ

・ 平滑仕上げ※ 薄膜流し展べ仕上げ

・ 厚膜流し展べ仕上げ

・ 樹脂モルタル仕上げ　

工　法施工箇所

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

　※ 規制対象外       ・ 第三種

(19.4.2)

接合方法

※ﾋｰﾄﾎﾞﾝﾄﾞ

・ 手縫い

(19.3.2、3)(表 19.3.1～2)

(19.3.2、3)(表 19.3.2)

(19.3.2)(表 19.3.2)

天然木化粧複合フローリング

種　　別

　・複合1種

　・複合3種

　・複合2種

工　法

・釘どめ(根太張り)

・釘どめ(直張り)

※接着工法

樹　種

※ なら

・ 図示

厚さ

※ 8

・ 

種別

・ A種

・ B種

※ C種

※ 塗装品

仕上げ塗装等

防湿処理　　・適用する　　・適用しない (19.5.4)

ホルムアルデヒドの放散量    ※ 規制対象外      ・ 第三種

間伐材等の適用　・有　　・無

(19.5.2)

　・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

(19.5.2～7)(表 19.5.1～4)

フローリング張り  8

単層フローリング Ｇ□
種　　別

　・ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

　・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

工　法

※接着工法

・釘どめ(根太張り)

・釘どめ(直張り)

・ﾓﾙﾀﾙ流し込み

※接着工法

※接着工法

・ なら

・ 図示

樹　種

・ ひのき

※ 15

・ 12

・

厚さ

※ 塗装品

・ 無塗装品
・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗装(3回塗)
・

仕上げ塗装等

緩衝材　　　※合成樹脂発泡シート　　・　 (19.5.5)

現場塗装仕上げ　　・行う（適用箇所は図示）　　・行わない　 (19.5.6)

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

特記仕様書(4)
佐藤 信行

A - 04

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020

A1:NON
A3:NON

  6 その他 ※ 外壁腰壁コンクリート化粧打ち放し面の仕上 : 全光性光触媒塗装(クリア)

※ 2.0　・2.3 

※ 木目調 ※ 9.0

フローリングに使用する樹種および産地指定は「A-08 内部仕上表」による

※ その他の塗装については標仕による

・ 無塗装品
・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗装
          (3回塗)

※ 15

・ 12

・

合板類に使用する樹種および産地指定は「A-08 内部仕上表」による

 図示

※開口部および長さおよび高さ5.0m以上の大壁には適宜化粧目地を設けること

柄物,織物調

断熱仕様・部位の詳細は「A-07 計画概要書・外部仕上表」参照

 ・ 屋根部充填

 ・ 一般部

・ 50 

※ 鋼板 ※ 焼付塗装・ ﾌﾟｯｼｭ式

・ ﾊﾝﾄﾞﾙ式

・ 平行

・ 二方向

※ 図示

※ 図示

・ 壁紙張り

※ 図示

※ 図示

多目的ホール ※ﾒｰｶｰ仕様
※ 図示



23

樹木の植栽基盤整備 芝及び地被類 (23.2.2～3)(表 23.2.1～2)

適　用 有効土層の厚さ(cm) 工　法 整備範囲

 ※ 植栽範囲　　・ 図示 ※ Ｂ種 ※ 20※ 行う　・ 行わない

樹木

樹木の樹高（m） 有効土層の厚さ(cm) 工　法 整備範囲

 ・ １２ 以上

 ・ ７ 以上～１２ 未満

 ・ ３ 以上～７ 未満

 ・ ３ 未満

 ※ Ａ種

 ・ Ｂ種

 ・ Ｃ種

 ・ Ｄ種

 ・ 葉張りの範囲

 ・ 図示

　  ただし、低木は植栽範囲

 ※ 100

 ※ 80

 ※ 60

 ※ 50

(23.2.3)植込み用土 ※ 現場発生土の良質土　　　　・ 客土（※ 畑土　・ 黒土）

土壌改良材 ※ 適用する

　 施工箇所　※ 植栽範囲　・ 図示

バークたい肥

Ｇ

Ｇ

(23.2.3～4)

発酵下水汚泥コンポストＧ

支柱材

・ 真竹（良質な ２年生以上）

※ 杉、ひのき又はから松（皮はぎもの、間伐材） 　※加圧式防腐処理Ｇ (23.3.2)

工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤高からを有効

有効土層厚さ分の植込み用土で盛土を行う。

土層とする。ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画地盤高まで現場発生土と

　有機物の含有量（乾物）  ：70%以上

　炭素窒素比（C/N比）     ：35以下

　陽イオン交換容量（乾物）：70meq/100g以上

　pH                      ：5.5～7.5

　水分                    ：55～65%

　幼植物試験の結果        ：生育阻害その他の以上を認めない

　窒素全量（現物）        ：0.5%以上

　りん酸全量（現物）      ：0.2%以下

　かり全量（現物）        ：0.1%以上

　「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一の基準に適合する

　原料を使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする

　有機物の含有量（乾物）　：35%以上

　炭素窒素比（C/N比）　　 ：20以下

　pH                      ：8.5以下

　水分                    ：50%以下

　窒素全量（現物）        ：0.8%以上

　りん酸全量（現物）      ：1.0%以上

　アルカリ分（現物）      ：15%以下（ただし、土壌の酸度を矯正する目的で使用する場合は

　　　　　　                       　この限りでない）

□

□

□

□

  1 植栽地の確認等

  2

  3

  4

  5

(23.1.3)

土壌の水素イオン濃度指数(pH)試験　・行う　　・行わない

電気伝導度(EC試験)　・行う　　・行わない

(23.2.2)(23.2.4)(表 23.2.1～2)

幹巻き用材料 ※ 幹巻き用テープ　・ わら及びこも

芝張り 種類　  ※ コウライシバ　　・ノシバ

(23.3.2)

(23.4.2)

  6

  7

形式　・ 図示　　

工法　　・ 目地張り　　・ べた張り

　平地　　※ 目地張り　　・ べた張り

　法面　　・ 目地張り　　※ べた張り

吹付け種用種子等

地被類 ※ コンテナ栽培品

屋上緑化 植栽基盤及び材料Ｇ

(23.4.2)

(23.5.2～3)

       排水層　　　　　　・ 軽量骨材（層の厚さ　：          ）    ・ 板状成型品

工法 (23.5.4)

・屋上緑化システム  

・屋上緑化軽量システム

       植込み用土 　　     ※ 改良土　　 ・ 人工軽量土

       樹木の樹種、寸法、株立数、寸法等　　　※ 図示　　・　

       土壌層の厚さ　　　・ 図示　　　・   

       芝及び地被類の樹種並びに種類等　　※ 図示　　　・　　

       見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等　　※ 図示

□

  8

  9

  10

種子の種類　※ 洋芝類（採取後２年以内,発芽率80%以上）　

(23.4.2)

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力及び

積雪荷重に対応した工法）

・適用しない

支柱　　・ 設置する　　（種類　　・ 図示　　・　　　　　　）

かん水装置　　・ 設置する　　（工事区分は図示による）　

122 (22.2.2～3)(表 22.2.2)路床安定処理

　　種類　　・ 普通ポルトランドセメント　　・ フライアッシュセメントB種

　　　　　　・ 生石灰（　　　　　　　）　　・ 消石灰（　　　　　　　　）

　　添加量　　　　kg/㎡（目標 CBR　※ 5 以上　・　　　　）

添加材料による安定処理　　・行う　　　　・行わない　　

　　・適用する

　　　　単位面積質量　・60g/m2以上　　・　

　　　　厚さ(mm)　　　・0.5～1.0　　・　

　　　　引張強さ　　　・98N/5cm(10kgf/5cm)以上　　・　

　　　　透水係数　　　・1.5×10-1cm/sec以上　　・　

　　・適用しない

　2 ・ Ａ種　　※ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種 (22.2.3)(表 3.2.1)

  3 ・

 

遮断層

　　 

※

 

川砂、海砂又良質な山砂

　　

(22.2.2～3)

・ 凍上抑制層　※ 再生クラッシャラン　　・ クラッシャラン　切り込み砂利　　・ 砂

・ ﾌｨﾙﾀｰ層　　 ※ ごみ、泥等の有機物を含まない砂

盛り土に用いる材料

遮断層、凍上抑制層

フィルター層の材料

  4 (22.2.5)路床土の支持力比試験 ・ 行う（※ 乱した土　・ 乱さない土）合格判定値　　以上　　・行わない

  5 路床締固め度の試験 (22.2.5)・ 行う（合格判定値：貫入量2.5mm - 標準載荷圧力6,900kN/m2 以上）・行わない

  6 砂の粒度試験 ・ 行う　　　・行わない

ジオテキスタイル

(22.3.3)  7 路盤材料 ※ 再生クラッシャラン（ＲＣ－４０）

・ クラッシャラン鉄鋼スラグ（ＣＳ－４０）

・ クラッシャラン（Ｃ－４０）

※ 透水性アスファルト舗装にもちいる場合は透水性の高いもの

Ｇ

Ｇ

Ｇ□ □
□

  8 ※ 行う路盤の締固め度の試験 (22.3.5)

寸法(mm) 厚さ(mm) 目地材

　※ 砂　　

　・モルタル

　※ 60　※ 300角

・

  9 アスファルト舗装 車道部の基層    ※ 無し　・ 有り

アスファルト　　※ 再生アスファルト 　 　　・ ストレートアスファルト (22.4.3)

舗装の平たん性　※ 通行の支障となる水たまりを生じない程度 (22.4.2)

加熱アスファルト混合物の種類

区分

表層

基層

シールコート　　※ 行わない　　　・ 行う（施工範囲：　　　　　　　　　　）　

※ 密粒度アスファルト混合物（13）

・ 細粒度アスファルト混合物（13）

・ 粗粒度アスファルト混合物（20）

・ 寒冷地域

※ 密粒度アスファルト混合物（13F）

・ 細粒度ギャップアスファルト混合物（13F）

・ 一般地域

(22.4.5)

(22.4.4)(表 22.4.4)

アスファルト混合物の抽出試験　　※ 行わない　　 ・行う　 (22.4.6)

シールコート用乳剤の種別　　　　・ ＰＫ-１　　　・ ＰＫ-２　

再生アスファルトの種類 　　・ 60～80　　・80～100

(22.4.3)

コンクリート舗装 10

　種類　※普通コンクリート　・（　　　　　　　　　）

コンクリート

　設計基準強度　・24N/mm2　　・18N/mm2　　・（　　　　　）　

　スランプ　　・8cm　　・15cm　　・18cm　

(22.5.3)早強セメント　　　※ 使用しない　　・ 使用する　

注入目地材料　　　※ 低弾性タイプ　・ 高弾性タイプ　 (表 22.5.2)

(22.5.3～4)溶接金網　　　　　※ 有り　　　　　・ 無し　

　※目地の種類、間隔、構造　標仕表22.5.3 図22.5.1による　　・図示

種類 材料

※ 加熱系

・ 常温系

・有色骨材（焼成）・ 着色骨材（樹脂被覆）・自然石

・

カラー舗装 11

(22.6.2～3)

厚さ 　構　成

常温系カラー舗装着色部の下部　・アスファルト舗装　・コンクリート舗装

加熱系カラー舗装の表層に用いる結合材の種類　・アスファルト混合物　・石油樹脂系混合物

アスファルト混合物の抽出試験　※ 行わない　・ 行う

透水性 12

アスファルト舗装 Ｇ□
舗装構成　　※図示 (22.7.2)

舗装の平たん性　　※著しい不陸がないもの　　・（　　　　　　　）

 13 ブロック系舗装 Ｇ□ ・ コンクリート平板舗装（コンクリート平板は、JIS A 5371 の平板）

種　　類

　※ 普通平板（Ｎ）

　・ 透水平板（Ｐ）

(22.8.2～3)

アスファルト混合物の抽出試験　※ 行わない　・ 行う (22.6.6)

(22.6.6)

・ インターロッキングブロック舗装

色彩及び表面加工等種　　類 厚さ(mm)

・ 誘導、注意喚起用ブロック

※ 普通ブロック（Ｎ）

・ 透水性ブロック（Ｐ）

車道部　※ 80　・　

歩道部　※ 60　・　

・ 植生ブロック（Ｖ） ※ 80　・ 100

誘導､注意喚起用   ※ 黄色系

※ 標準品

・ グレー系3色ミックス品

(22.8.2～3)

路面標示用塗料 JIS K 5665（路面標示用塗料）による

種類 施工 適用 色 幅(mm) 塗布厚さ(mm) 揮発性有機溶剤の含有率

・ １種

・ ２種

※ ３種１号

Ｇ

Ｇ

常温

加熱

溶融 粉体状

液状 ※ 白

・

※ 150

・

※ 1.0

・

 塗料総質量に対して

 5％ 以下

□
□

 15

・ 舗石舗装（石材は、JIS A 5003 の ２等品）

施工方法 基　層

※ 小舗石（花こう岩）　　

・

※ コンクリート舗装

・ アスファルト舗装

※ うろこ張り

・

※ 80～100　・　

・

種　　類 厚さ(mm)

(22.8.2～3)

砂利敷き ・

　

Ａ種

　　

・

　

Ｂ種

　　

 14 (22.9.2)(表 22.9.1)

桝の種類

種　　別 形　　状 寸法（mm）

・ 現場打ち

※ 既製品 ・ 　　

・ 角型 ※ 図示

・ 450×450

(21.2.1)

  1 排水管用材料

材　　種 管の種類 管形状（接合方法）

※ 遠心力鉄筋コンクリート管

・ 硬質ポリ塩化ビニル管

・ ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管

※ ＶＰ　・ ＶＵ

Ｇ・ RS-VU  

Ｂ形（ゴム接合）※ 外圧管（※１種　・２種）

□

屋外雨水排水

・ 硬質ポリ塩化ビニル管継手 ・ ＤＶ

(21.2.1)(表 21.2.1)(21.2.2)21

鋳鉄製マンホールふた

種　　類 適用荷重

・ 水封形　　　　　　　　　　・ 密閉形（テーパー・パッキン式）

・ 簡易気密形（パッキン式）　・ 中ふた付密閉形

・ Ｔ-  ２用

・ Ｔ-  ６用

・ Ｔ-１４用

・ Ｔ-２０用

(21.2.1)

基床の厚さ及び種類（　　　　　　　　　　　　）

グレーチングふた

材　質 適用荷重 ﾒﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ 上面形状

・ 鋼製

・ ステンレス製 ・ T-  ２用

・ T-  ６用

・ T-１４用

・ T-２０用

形　式 種　類

・ 溝ふた用

・ 桝ふた用

・ Ｕ字溝用

※ 受枠付き

・

ボルト固定

　※ 無し

・ かさ上げ用

・ 歩行用 ※ 凹凸形

※ 平形

・ 凹凸形

※ 細目

※ 普通目

・ 細目

(21.2.1)

凍上抑制層の材料   ※ RC 40-0

砂の粒度試験　・ 行う　※ 行わない

埋戻し材料の種別　・A種　※B種　・C種　・D種 (21.2.1)(表 3.2.1)

　種類　※普通コンクリート　・（　　　　　　　　　）

　設計基準強度　※18N/mm2　・（　　　　　）　

現場打ちコンクリート

　スランプ　　・15cm　　・18cm　

　鉄筋の種類　※SD295A　・（　　　　　　）　

地業の材料及び厚さ　（・砂地業　　・砂利地業　　※地業の厚さ100mm） (21.3.1)（4.6.2）

  3

浸透管及び浸透桝 ※ 図示  2

縁石及び側溝 コンクリート縁石及び側溝の形状、寸法

　※ 図示（ 外構図 参照 ）

(21.3.1)

コンクリート　※6章14節［無筋コンクリート］　※設計基準強度18N/mm2　（・　　　　）　

凍上抑制層の材料   ※ RC 40-0

止水板 形　式　（・ 据置式　　・ 壁張り式　　・ 差込式）　仕様・寸法（　　　　）　　 29

材　種　ステンレス製 SUS 304旗竿受金物

旗竿

・ アルミニウム合金製

・　

・ テーパー型

・ 同一断面型

形　式

・ 埋込み式

・ ベース式

・ バンド式・ ハンドル式

・ ロープ式

材　質 高さ(m) 操作方法 固定方法

※ St.製ウレタン樹脂塗装品　・固定式　　・脱着式　　φ101.6mm　t3.2mm　H=850mm車止め支柱

屋外掲示板

フェンス

照明器具　（※ 有り　・　無し）　　施　　錠　（※ 有り　・　無し）

フェンスの種類　・ エキスパンドフェンス（※ 樹脂塗装　・ ﾋﾞﾆﾙ被覆　・ 溶融亜鉛めっき）

 32

 33

 35

 37

 38

・ メッシュフェンス　　（※ 樹脂塗装　　・　　　　　　　　）

カーテン (20.2.16)

カーテン用きれ地

防炎性能の表示があるものとする

・ 更衣室

・

・

備　考

　ひだの種類　※ 上記備考欄参照

装　置

手引ひも引電動片引 引分

・ ・・ ・ ・

・ ・・ ・ ・

・ ・・ ・ ・

ﾀﾞﾌﾞﾙ

・

・

・

形　式

ｼﾝｸﾞﾙ

・

・

・

ﾄﾞﾚｰﾌﾟ ｼｬｰ

・

・

・

種　別

・

・

・

性　能取付箇所

　特殊加工　　※ 防炎加工　　・　

 12

カーテンレール 材　種　※ アルミニウム製　　・ ステンレス製 (20.2.16)

形　式　　・ シングル　　・ ダブル

　　　　　・ 片引き　　  ・ 引分け

 13

ブラインドボックス

及びカーテンボックス 　 溝幅×深さ（mm）　・ 90×150　・ 120×80　※ 120×150　・ 150×80　・ 図示

仕上　 ・ OSCL   ※ B-1　・ B-2（※ ブラウン系　・ ブラック　・ ステンカラー）

※ 木製　 ・スチール製　　・ 市販品（アルミニウム製　押出し型材）

手すり

※ 集成材

・ ステンレス

・ 鋼製

・ ﾋﾞﾆﾙ製ﾊﾝﾄﾞﾚｰﾙ

表面仕上げ

※ 34　・ 42※ＣＬ　　 ・ カラー

※ＨＬ　　 ・ 鏡面

・ＥＰ-Ｇ　・ ＳＯＰ　

種　別 直径(mm) 取付箇所 備考

天井点検口

床点検口

寸　法

・ アルミニウム製 ・ 450×450

・ 600×600

・ 一般型

材　種

・ ステンレス製

・ 鋼製

・ 密閉型

・ 結露防止型

・ 屋内外用

・ 屋内用

形　式 備　考

・ 鍵付(ﾎﾞﾙﾄﾛｯｸ式)

・ 

寸　法

・ アルミニウム製 ・ 450×450

・ 600×600

・ 一般型

・ 密閉型

・ 枠ﾀｲﾌﾟ

・ 目地ﾀｲﾌﾟ

・ 枠ﾀｲﾌﾟ

・ 目地ﾀｲﾌﾟ

内　枠

・ 屋内外用

・ 屋内用

形　式 外　枠材　種

耐震スリット

方　向 タイプ 耐火性能 防水性能

目　地 内壁（幅×深さ） 外壁（幅×深さ）

・ 垂直方向 ※ 完全（全貫通型）スリット　 ・ 耐火型

・ 非耐火型・ 水平方向

・ 有り

・ 無し

目地材

目地寸法(mm)

シーリング材（見え掛かりのみ）

※  20×10　　

シーリング材（内外とも）

※  20×10　　

目地材の材質は標仕表9.7.1による

エキスパンション

・ジョイント金物 材　種

・ アルミニウム製

・ ステンレス製

・ 50　・ 100

・ 150　・ 

クリアランス 耐火性能 備　考

・ 外部は防水型・ 有り（　　　時間）

・ 無し

・固定式

材　　質 厚さ(mm) 高さ(mm) 備　　考

・可動式

種　　類 材　　質 高さ(mm) 備　　考

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

防煙垂れ壁

※ 網入り磨板ガラス

・ 線入り磨板ガラス

※ 6.8

・

※ 500

・

アルミ製枠付き

・垂直降下式

　（巻取り型）

※ 不燃布

（不燃認定品）

※ 500

・ 800

ガイドレール

　※ 固定式（壁埋込型）

　・ 可動式（天井収納型）

・回転降下式 鋼板製又はアルミ製

・

※ 500

・ 800

・

表面仕上げ

　※ 天井材張り

　

鋼製書架及び物品棚

種　類 規格等

・ 鋼製書架 JIS S 1039 の規格による

・ 鋼製物品棚

JISによる種類

・ １種　・ ２種　・ ３種

・ ４種　・ ５種　・ ６種

流し台ユニット

種　類 寸法(L=  mm) 適用内容 規格 ・ 品質等

・ 流し台

・ コンロ台

・ つり戸棚

・ 水切り棚

（ｾｸｼｮﾅﾙｷｯﾁﾝⅠ型）ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ　※ 有り

トラップ付き ※ 優良住宅部品※ 1200　・ 1500  ・ 1800

※  600  ・  700

※ 1200　・  900  ・  600

※ 1200  ・  900 ｽﾃﾝﾚｽ製　※ 1段式 ※ 市販品

・

 14

15

 16

 17

 18

19

 20

 21

 22

奥行き(mm)　・ 約 450　　・ 約 600

手洗いカウンター 材　　種　　・ メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・ 人工大理石　　・ 図示

材質   メラミン化粧板

形状・寸法         ※ 図示

ホルムアルデヒドの放散量　　※ 規制対象外     ・　第三種

収納家具

くつふきマット 市販品

　　　　・ 硬質アルミニウム製（受枠とも）　　・ SUS製樹脂併用品(SUS製受枠共)

材　質　・ 塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製受枠）　・ ビニル製（ステンレス製受枠）

 23

 24

 25

視覚障害者用床タイル ブロックパターンは JIS T 9251 による

色彩　　※ 黄色   ・ 黒色   ・ SUS

屋　内　※ 塩化ビニル製　・ 磁器又はせっ器質タイル（※ 300　・　　　　）

(19.2.2)

　　　　・ SUS製点字鋲   ・ レジンコンクリート製　　　

屋　外　※ レジンコンクリート製(グレー色)　・ 磁器又はせっ器質タイル（※ 300　・　　）

 （誘導用及び

　 　　注意喚起用床材）

屋内掲示板 枠の材質　（※ アルミニウム製）　表面の材質　（※ 塩ビ発泡シート張り　　・　　　）

かぎ箱 形　式　市販品（・ 30 組用　・ 60 組用　・ 120 組用　・　　）

 26

 27

 28

20

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:NON
A3:NON特記仕様書(5)

佐藤 信行

A - 05

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020

・ミニキッチンL=1200 水切り棚付   事務室:IHヒーター付

                                  給湯コーナー，授乳室:燃焼器具無し

・キッチンスタジオ調理台   図示

(止水板収納・下足入)

・ 普通合板t12 + 準不燃掲示クロス張 + 四方アルミ見切   寸法:図示

※ 既製品 釜戸2口/台釜戸ベンチ 40

※ 既製品屋外ベンチ 41

※ 既製品屋外テーブル 42

図示

※ 外構図参照

※ 外構図参照

※ 外構図参照

※ 外構図参照

　・ あり

外構図 参照

  4 雨水流出抑制施設

※ 雨水浸透貯留槽

・ 雨水一時貯留槽 ( オリフィスを介した自然流下排水 )

外構図 参照

   排水先 : 既設雨水排水溝

図示 図示

                  ・ グレー系

・ 撤去工事 ※ 撤去図による

・ 地元住民との協議等 着工時の工事説明会の他、下記について工事範囲とする。

・ 地元住民の協議会への出席、資料作成 (必要に応じて)

・ 工事施工段階における、地元住民向けの現場見学会の開催に伴う安全対策整備等

・ 各室各部位の仕上材のカットサンプルを取りまとめた一覧表の作成 (カラースキーム表)

・ その他、現場監督員指示事項

・木目調　 ・ カラー

24

３.土工事 参照

既存外灯撤去および既設中電柱、既設NTT柱に固定してある既存外灯撤去時は、中電およびNTTと

調整を図ったうえで撤去すること。

25 ・ 中電・NTT柱について 既設の中電柱およびNTT柱の撤去・移設・新設については、本工事外であるが、施工時期や

位置出しについての協議を実施し、事業全体が円滑に進捗するように調整を図ること。

※ 既製品屋外水飲み場 44

※ 外構図参照(給水1次側配管および接続:機械設備工事)

1つ山ひだ 遮光3級(仕切用)

・ 多目的室  遮光1級(暗幕用) 2つ山ひだ

   ※設計者と協力して作成のこと。

陶板壁画 3.5m×3.5mの範囲に30ピースまたは2.0m×2.0mの範囲に15ピース×２箇所 30

※ 既製品　カラーガルバリウム鋼板製 工場塗装品 W1,000×D550×H900程度ゴミストッカー 34

・ アルミルーバーフェンス(A-38_部分詳細図(5)参照)

転落防止柵 亜鉛 アルミ マグネシウム合金めっき + 高耐候性樹脂分耐塗装品　　H=1100 36

※ コンクリート二次製品 反射板付きタイヤストッパー 39

※ 外構図参照

 複合施設棟

 外構

 既製品

 既製品※ 42

※ 34　・ 45

 複合施設棟  既製品

※ 既製品駐輪盗難防止バー 43

※ 外構図参照

舞台装置 ・ 吊物設備工事(建築主体工事) 31

・ 演出照明設備工事(電気設備工事)

・ 映像音響設備工事(電気設備工事)

工事区分:A-06_工事区分表 参照



・工事区分略号凡例　Ａ：建築主体工事　Ｅ：電気設備工事　Ｍ：機械設備工事　 (仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

工事区分表
佐藤 信行

A - 06

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020

A1:NON
A3:NON

■ 仕上げ関係

1.天井・壁下地 補強を要するボード・合板の切り込み及び下地の補強

補強を要しないボード・合板の切り込み

開口部の墨出し

2.既製間仕切り 切り込み及び補強

位置ボックス

木および軽量鉄骨壁のボックス取付金具及びその取付

3.吊りボルト及び

インサート
設備機器・器具・配管・配線・ダクト用

5.給湯コーナー ミニキッチン(流し台・水切り棚)

6.授乳室

7.トイレ 手洗いカウンター(ボウル一体型)

手摺・防錆化粧鏡・紙巻器・ベビーチェア・ベビーベット

8.事務室 ミニキッチン(IHコンロ・流し台・水切り棚)

11.その他 点検口(天井・壁・床下)

衛生器具取付下地補強

手摺・手摺下地補強

■ 設備関係

機器付属の制御盤への電源供給配管配線

自動制御と動力盤との電源供給の渡り配管配線

機器と付属操作スイッチの渡り配管配線

2次側

1次側

4.太陽光発電設備

工事用電力・水道・下水・燃料

太陽光発電設備

太陽光発電アレイ用架台および屋根固定金物

換気扇類スイッチ

換気扇類スイッチ設置・配線

空調機　室外機電源

空調機　室内機電源

室内機～室内機制御配線

室内機～リモコン間制御配線

(引渡しまでの間)

(引渡しまでの間)

○

○ ○

○ ○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

くつふきマット・玄関マット・自動扉マット部

床排水金物(目皿共)・排水管

○

○

○

○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

水栓はM

各配管配線接続はE・M

非常用照明及び誘導灯 ○

本設後の電力・上下水道・ガス使用料金

本設後の電力・上下水道・ガス基本料金

吊り込用下地(母屋) ○
貫通ボルト固定はEM

梁・柱孔開けは要協議

○

○

○ ○ ○

○

電気分電盤 配線ダクトカバー含む○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○ ○ ○

■　仮設関係・その他

ＥＭＡ工　事　項　目 備　考

・工事区分略号凡例　Ａ：建築主体工事　Ｅ：電気設備工事　Ｍ：機械設備工事　

ＥＭＡ ＥＭＡ 備　考 ＥＭＡ 備　考

工事区分表
佐藤 信行

A - 06

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020

A1:NON
A3:NON

工　事　項　目 工　事　項　目 工　事　項　目

3.電気配管配線 機器付属の制御盤以降の配管配線(接地線共)

備　考

■ 躯体・外壁関係

1.RC造

  (梁・壁・床)の
  貫通孔・開口部

貫通スリーブ材及び取付け ○ ○ ○

貫通孔・開口部の墨出し

補強を要しない型枠材及び取付け

補強を要する型枠材及び取付け

貫通孔・開口部の補強

スリーブ・型枠の穴埋めおよび止水処理

埋込形盤類及び箱類の型枠

S・SRC造貫通鋼管スリーブ・補強

使用されたスリーブの穴埋め

予備スリーブの穴埋め

昇降路・機械室の躯体

機械室の上げ床コンクリート打設・仕上

貫通孔・開口部の墨出し

太陽光発電アレイ用架台および支持金物

機械室の床開口

機械室の床配管ピット・蓋・防油堤

昇降路内ピット防水・集水桝・点検用タラップ

巻上機周辺のチェッカープレート敷

各階出入口穴あけ・同補強

三方枠取付・枠廻り埋戻し・同補修

出入口扉・三方枠・幕板

昇降路がRC造の時・軌条・中間ビーム・ブラケット

他昇降路内の鉄製部材一式

昇降路がS造の時・中間ビーム及びブラケット受け

ピース

機械室天井フック取付

昇降路内天井フック取付(機械室なしの場合)

ホール押釦・インジケータ・鋼索などの壁開口

機械室・昇降路内換気設備

EV機械室からインターホンまでの配管・配線工事

点検用コンセント

制御盤までの動力・照明用電源・アース・防災信号・

拡声設備の配管・配線工事

かご内監視カメラからシャフト内制御盤までの配

線工事

エレベーターシャフト内制御盤から監視装置まで

の監視カメラ用配管・配線工事

配管ピット・配管トレンチ

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○

○

2.S.SRC造の

3.設備機器の基礎

4.昇降機関連

6.その他

ガス漏れ検知器

梁貫通孔

○

○

○○

ミニキッチン(流し台・水切り棚) ○
水栓はM

各配管配線接続はE・M
○○

電気温水器

電気温水器 ○

ベビーベッド ○

ユニット形衛生器具(多機能トイレパック)

ライニング(多機能トイレパックを除く)

・工事区分表に記されていない部分で、一般的な項目は各工事範囲に含める。

ユニバーサルシート・フィッティングボード

5.外壁

ベントキャップ・同ウェザーカバー

換気扇(取付枠共)・同ウェザーカバー

○

○

屋外機置場からの配管配線飛び込み貫通部化粧カバー ○○

電気温水器

水栓はM

各配管配線接続はE・M

各配管配線接続はE・M

水栓はM

各配管配線接続はE・M

ミニキッチンIHコンロ排気ダクト ○

9.キッチンスタジオ 調理台(流し・IHコンロ・電気オーブン) ○

調理台ガス給湯(LPG) ○

各配管配線接続はE・M

手洗い器・電気温水器 ○

防錆化粧鏡・ライニング ○

10.更衣室手洗い 手洗い器・電気温水器 ○

防錆化粧鏡・ライニング ○

屋外機RC基礎(空調・キュービクル等) ○

屋外機鉄骨架台・A-BOLT ○

詳細位置調整はE・M共

詳細位置調整はE・M共

機器取り付け用アンカー・固定金物 ○ ○

○

シーリング共

シーリング共

シーリング共

補強を要する開口 ○

補強を要しない開口 ○ 位置出しは各A・E・M○ ○

位置出しは各A・E・M

太陽光発電表示モニター(操作PC共) ○ デジタルサイネージ併用

○

配管ピット釜場 ○

配管ピットタラップ

仮囲い・ゲート・仮設外灯 ○

○ ○ ○敷地外作業時のカラコーン区画 誘導員配置共

衛生器具類・電気温水器電源 ○

ミニキッチン・調理台電源 ○

■　屋外排水設備・外構

1.雨水 屋外雨水排水側溝・排水管

雨水桝・桝ふた・グレーチング

雨水竪樋

2.雑排水・汚水 屋外雑排水及び屋外汚水排水設備

桝及び桝ふた

化粧マンホール上ふたの表面仕上げ

3.植栽 植栽及び客土

4.その他

雨水一時貯留槽・オリフィス槽RC躯体・公共水路接続

○

○

○

○

○

○

○

○

○

屋外機RC基礎・鉄骨架台・A-BOLT ○

厨房(キッチンスタジオ)グリース阻集器 ○

○マンホールトイレ

屋外機置場目隠しフェンス

落下防止柵

外構スロープ・階段手摺

車止め支柱

タイヤストッパー

駐輪盗難防止バー

屋外テーブル・ベンチ

釜戸ベンチ

○屋外水飲み

散水栓 ○

給水配管・接続はM

脱着式止水板枠水抜き孔・排水管 ○ 近傍の雨水枡へ接続

自動扉から付属のスイッチ・センサーへの配管・配線

5.防災・防犯

消火器本体はM

○ ○

○

○

○

パッケージ型消火設備

自動扉手元電源スイッチ

屋内消火栓箱

消火器ボックス(埋込型・置き型)

1次側電源はE

パニックオープン(自動ドアへの火報信号配線・結線)

○電気錠対応建具本体・扉内配線 1次側電源はE

電気錠制御盤・配線

○

○LPG発電機(防音ボックス共)

既設利用防火水槽(地域防災用)

○消火栓・消火栓ホースボックス(地域防災用) 移設

支持金物:屋根メーカー推奨品

支持金物:屋根メーカー推奨品

中電・NTT工事1.電柱撤去・移設 既設電柱撤去・移設・新設

配線切断は中電・NTT工事既設外灯撤去(既存電柱に設置)・処分 ○

既設街灯撤去・処分 ○ 配線切断は中電・NTT工事

電柱移設・新設位置出し ○ 位置確認はE・M共

中電・NTT引込柱新設 ○ 位置確認はA・M共

2.非常用電源
キュービクル:外部電源切替盤設置

○
             非常用発電機系統構築

消防手続き共

5.舞台装置

吊物設備本体 ○

吊物設備電源 1次側～制御盤～本体までの配管・配線 ○ 結線はA

ぶどう棚 ○

演出照明設備 コンセントボックス設置
○

位置出しはE

             演出照明取付用バトン設置

○

吊物設備工事

演出照明設備 フロアコンセント開口および補強

演出照明設備本体 ○防火上主要な間仕切り・遮音区画貫通部処理 ○ ○ ○

映像音響設備本体 ○

映像音響設備 スピーカー取付下地設置 ○

映像音響設備 フロアコンセント開口および補強

○演出照明設備 照明器具取付下地設置

○ 位置出しはE

位置出しはE

位置出しはE

映像音響設備 ノイズ発生時の調査協力・対策 ○ ○ ○

○仮設足場(外部・内部)

○高所作業車・ローリング足場 ○ ○ 仮設足場解体後・必要に応じて

○地元住民協議会への出席・資料作成 ○ ○ 必要に応じて

○
工事施工段階における、地元住民向けの現場見学会に

○ ○ 必要に応じて
おける安全対策整備および誘導

機械警備設備(別途工事)用配線空配管 ○ 壁・天井下地補強はA

デジタルサイネージ(別途・将来工事)用配線空配管 ○ 壁・天井下地補強はA

○

○

○

○

○

○

○



　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　　
　 　 　 　

　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

　

　

　 　 　

　 　

　 　

　

　 　

　 　

　

　 　 　

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:NON
A3:NON工事概要書・外部仕上表

佐藤 信行

A - 07

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020

案　内　図 外　部　仕　上　表

名　称 部　位 仕　上　・　下　地

長野県長野市豊野町豊野426-29番地ほか

指定なし

第一種住居地域　指定建蔽率60％　指定容積率200％

建築基準法第22条区域

区分:08550   集会場(地区公民館)

新築

屋　根

外　壁

樋

棟包み・片棟包み

屋根

軒樋

外壁

軒　天

雨押え・ケラバ包み

フッ素樹脂ガルバリウム鋼板t0.5 改良立平葺き完全止水工法W426・H25，ポリスチレンフォーム2種b t25充填，改質アスファルトルーフィングt1.0，構造用合板t12

LGS + 軒天ボード(無塗装品)t12.0 + EP-G

カラーガルバリウム鋼板t0.5既製品 W200×H115(前板H143)程度，落し口:カラーガルバリウム鋼板t0.35，固定金具:SUS製スライド式@455

窯業系サイディングt16(タイル調・光触媒工場塗装品・ジョイント部高耐久性シーリング)，通気金物t15，透湿防水シートt0.15，構造用合板t9.0

フッ素樹脂ガルバリウム鋼板t0.5，下地合板t4.0，力板:ガルバリウム鋼板t0.4，水止め面戸，ケミカル面戸，エプロン面戸，ブチルテープ，シリコンシール充填

コンクリート化粧打ち放し 全光性光触媒クリア塗装腰壁(1FL+800)

計　画　概　要

建築物・計画地別概要

棟 名

確認申請上の棟区分

建物用途　主

副

消防法上防火対象物

工事種別

法定構造

構造種別

基礎形式

面積 建築面積

容積対象面積

延べ面積

建ぺい率

容積率

塔屋

地上

地下

地盤面

最高高さ

最高軒高

１階床高

地下の深さ

着工予定

竣工予定

工期

備考

階数

高さ

工期

地

面

よ

盤

り

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

階

階

階

ｍ

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

階

階

階

ｍ

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

階

階

階

ｍ

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

階

階

階

ｍ

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

階

階

階

ｍ

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

階

階

階

ｍ

％

％

複合施設棟 身障者駐車場 事業計画地1 合計 水防倉庫棟 事業計画地2 合計

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

階

階

階

ｍ

計画建物-1(新築)

集会場(08550) 自動車車庫(08490) 倉庫(08520)

1項 ロ 13項 イ 14項

計画建物-2(新築) 計画建物-1(新築)

その他 準耐火構造(ロ-2) その他

木造(集成材軸組工法) 鉄骨造 鉄骨造

布基礎(地盤改良あり) 直接基礎(地盤改良あり)

1,098.44

973.34

―

1

0

1FL-0.109

平均地盤面+7.024

平均地盤面+6.669

―

―

--ヶ月予定

--年--月--日

--年--月--日

39.00

45.00

―

1

0

1FL-0.215

平均地盤面+3.665

平均地盤面+3.425

―

―

1,137.44

1,018.34

952.89

―

1

0

1FL-0.025

―

―

平均地盤面+3.585

平均地盤面+3.225

備　考

鼻隠し・唐草 フッ素樹脂ガルバリウム鋼板t0.5，平部面戸:同材

フッ素樹脂ガルバリウム鋼板t0.5 立上げH120，下地合板t4.0，力板:ガルバリウム鋼板t0.8，ブチルテープ，シリコンシール充填

軒先折返し

軒天

普通石膏ボードt12.5 + フッ素樹脂ガルバリウム鋼板t0.5

雪止め金物 上段:SUS製 羽根タイプ チドリ@426   下段:SUS製 羽根タイプ チドリ@426 + 雪庇防止金物:SUS製黒色塗装 SUSワイヤー固定

外壁通気金物 カラーガルバリウム鋼板t0.4既製品

腰壁水切

竪樋 カラーガルバリウム鋼板t0.5既製品 φ90，固定金具:SUS製 竪樋同色焼付塗装品

雨水枡 雨水桝 桝:□-450 二次製品，蓋:溶融亜鉛メッキグレーチング(細目ノンスリップ・T-2) 以降の排水ルートは外構図参照

開口部 アルミサッシ・ガラス ※建具表参照

鋼製建具 止水板セット品，※建具表参照

自動ドア アルミ製スリム枠 エンジン機構天井内隠蔽，防犯合わせガラス，テンキーユニット　※建具表参照

止水板 脱着式止水パネル，※建具表参照

土　間 軒下土間 インターロッキング舗装300×300 t60 グレー系3色ミックス品 + 砂敷きt30 + RC40-0転圧t100+300 軒先以降は外構図参照

軒下柱 スギ製材 □-150 木材保護塗料，土台金物DP1塗装

複

施

設

棟

合

身

者

駐

車

障

場

屋　根 屋根 フッ素樹脂ガルバリウム鋼板t0.5 立平葺きH25，改質アスファルトルーフィングt1.0，高圧木毛セメント板t20，屋根各部:フッ素樹脂ガルバリウム鋼板t0.5

軒裏 高圧木毛セメント板t20表し

鉄　部 柱・梁・母屋・垂木・ブレース等 溶融亜鉛メッキ + リン酸処理 + DP-1塗装

水

倉

庫

棟

防

屋　根 屋根 カラーガルバリウム鋼板折板葺きt0.8 山高H166 W500，結露防止不燃断熱材t5.0裏打ち

屋外機置場 目隠しフェンス アルミ目隠しルーバーフェンスH3000(高意匠タイプ)，コンクリート基礎H650・設備機器受け鉄骨(溶融亜鉛メッキ・A-BOLT共)

土間 密粒アスファルト舗装t50 + RC40-0転圧t100+300 屋外機置場より外側は外構図参照

土　間 土間 アスファルト舗装，身障者駐車場マーク，車止め

外構図参照

面戸:既製品，外壁見切:カラーガルバリウム鋼板t0.4，ケラバ包み:カラーガルバリウム鋼板t0.5，化粧破風:カラーガルバリウム鋼板t0.5 H300

カラーガルバリウム鋼板t0.4曲げ加工

軒裏 折板屋根裏表し

外壁 カラーガルバリウム角波鋼板t0.5 角波山高H15 胴縁C-100×50×t2.3に直固定外　壁

腰壁水切 カラーガルバリウムt0.4既製品

腰壁(1FL+1,000) コンクリート化粧打ち放し 全光性光触媒クリア塗装

樋 軒樋 塩ビ被覆鋼板既製品W150×H120程度

竪樋 カラー塩ビφ100

雨水枡 雨水桝 桝:□-450 二次製品，蓋:溶融亜鉛メッキグレーチング(細目ノンスリップ・T-2)

樋 軒樋 カラーガルバリウム鋼板t0.5既製品 W200×H115(前板H143)程度，落し口:カラーガルバリウム鋼板t0.35，固定金具:SUS製スライド式@455

竪樋 カラーガルバリウム鋼板t0.5既製品 φ75，固定金具:SUS製 竪樋同色焼付塗装品

雨水枡 雨水桝 桝:□-450 二次製品，蓋:溶融亜鉛メッキグレーチング(細目ノンスリップ・T-2) 以降の排水ルートは外構図参照

以降の排水ルートは外構図参照

防　耐　火　等　仕　様

部　位 仕　様
厚　み　及　び　認　定　番　号

柱

外壁

屋根

（■　印適用）

防火構造・不燃材料ほか

鉄筋コンクリート

30分耐火 45分耐火 1時間耐火

カラマツ集成材(内部)

軒天

窯業系サイディングt16 内装GB-Rt12.5(t9.5以上)

□

間仕切

カラーガルバリウム鋼板葺t0.5

梁
カラマツ集成材

床

複

施

設

棟

合

複

施

設

棟

合

断　熱　仕　様

仕　上　材　凡　例

下　地 内　装　材 塗　装

記号 名　称 備　考 記号 名　称 認定番号 記号 名　称 備　考

C

CB

ALC

LGS

SUF

OA

NF

CK

FP

コンクリート下地

コンクリートブロック

軽量気泡コンクリート版

軽量鉄骨壁・天井下地

鋼製床下地組

フリーアクセスフロア

発泡ポリスチレン断熱床下地材

コンクリート金ゴテ押エ

フォームポリスチレン板

MK

MW

MH

SL

モルタル金ゴテ

モルタル木ゴテ

モルタル刷毛引

セルフレベリング材

WSB

化粧ケイ酸カルシウム板t6.0
(メーカー準標準色)

NM-8579

NM-2183

QM-9022高圧木毛セメント板

BP 防塵塗料

GL GL工法

GB-D

CS

化粧石膏ボードt9.5

ケイ酸カルシウム板t6.0

FK1

FK2

NM-8578

QM-0524

FK3

NM-8599

NM-8599

DR

DR-C

岩綿化粧吸音板(フラット)

岩綿化粧吸音板(キューブ)

DR-S

GB-S

GB-R 普通石膏ボード

耐水石膏ボード

GB-H 硬質石膏ボードt9.5・12.5・15

強化石膏ボードt12.5・15・21・25GB-F NM-8615

NM-9645

NM-8599岩綿化粧吸音板(ストライプ)

WBP 合板下地

化粧ケイ酸カルシウム板t6.0
(指定色・指定柄・木目調)
硬質塩ビ化粧シート四方巻t12.5
(硬質化粧塩ビシート柄)

NM-2183

ECP 押出中空セメント版

W 木下地組

EP-1 合成樹脂エマルションペイント1種(屋外用)

U-BE ポリウレタン樹脂焼付塗装

EP-2

A-BE

EP-G つや合成樹脂エマルションペイント

M-BE

SOP 合成樹脂ペイント

OSCL オイルステン + クリアラッカー

ポリウレタン樹脂ワニス塗装

WP 自然系木材保護塗料

DP1 耐候性塗料1級(フッ素樹脂系)

FU-BE

Si-BE

フッ素樹脂焼付塗装

シリコン樹脂焼付塗装

UC

DP2

DP3

アクリル樹脂焼付塗装

メラミン樹脂焼付塗装

合成樹脂エマルションペイント2種(屋内用)

耐候性塗料2級(シリコン樹脂系)

耐候性塗料3級(ポリウレタン樹脂系)

工事種別

主要用途

防火地域

地域地区

地名地番

建築面積

敷地面積

延床面積

最高の高さ

最高の軒高

道路幅員/接道長さ

用途地域

事業計画地1 事業計画地2
(都市計画法第60条の規定対象地)

指定なし

長野県長野市豊野町豊野426-29番地ほか

S=NON

事業計画地1

事業計画地2

建築基準法第22条区域

第一種住居地域　指定建蔽率60％　指定容積率200％

区分:08520   倉庫(倉庫業を営まない)

市道豊野沖線 幅員12m / 接道長さ:122.26m 市道豊野252号線 幅員6m / 接道長さ:29.79m

7975.89 m2 702.81 m2

新築

その他 長野市雨水流出抑制施設ガイドライン 浸透不可能地域 長野市雨水流出抑制施設ガイドライン 浸透不可能地域

1,137.44 m2

平均地盤面+7.024 m

平均地盤面+6.669 m

1,018.34 m2

50.00 m2

平均地盤面+3.585 m

平均地盤面+3.225 m

50.00 m2

事業計画地1　概要 事業計画地2　概要

新築 新築 新築

直接基礎(地盤改良あり)

％

％

14.26

11.95

2023年  3月 下旬 2023年  3月 下旬

2024年  5月 31日 2024年  5月 31日

14ヶ月予定 14ヶ月予定 --ヶ月予定

--年--月--日

--年--月--日

50.00

50.00

50.00

7.11

7.11

50.00

50.00

50.00

％

％

屋根:高性能グラスウール10kg/m3 防湿フィルム付き18µm t90×2枚敷   JIS 9521 λ=0.043(W/m・k) ※母屋下端GW受材30×45@455

外壁:高性能グラスウール16kg/m3 防湿フィルム付き18µm t120   JIS 9521 λ=0.038(W/m・k) ※脱落防止措置を講じること

外壁(腰壁):硬質ウレタンフォーム吹付A種1H t30   JIS 9521 λ=0.026(W/m・k)

           柱・胴縁裏 フォームポリスチレン3種b t30   JIS 9521 λ=0.028(W/m・k)

床下:発泡ポリスチレン断熱床下地材t50(洋室用)   JIS 9521 λ=0.036(W/m・k)

スラブ下:フォームポリスチレン3種b t50   JIS 9521 λ=0.026(W/m・k)

         ※土に接する部分はスキン層付とし、下部ポリエチレンフィルムt0.15敷きとする。

特 記 事 項

・複合施設棟の浸水防止高さは 1FL+800 = 設計GL+2,100 = KBM+2,000 とする。

・事業計画地1レベル基準:KBM±0 = 既設防火水槽マンホール天端   「A-11 配置図」参照

                        複合施設棟 設計GL±0 = KBM-100 ( ≒ 複合施設棟 直下現況地盤面)

                        複合施設棟 1FL±0 = 設計GL+1,300 ( = KBM+1,200)

・事業計画地2レベル基準:KBM±0 = 既設防火水槽マンホール天端   「A-11 配置図」参照

                        水防倉庫棟 1FL±0 = KBM+350

木造軸組 + 構造用合板t9.0 GB-Rt12.5

木材

□ 木材

□ ****

□ 木材

■ 防火構造:PC030BE-9201

□

■

□

■

■

■

□

■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

要求無し 要求無し 要求無し

スギ製材表し(外部軒下)

窯業系サイディングt16 ■ 準不燃材:QM-0639,-0674,-0714,-0944

不燃材(建設省告示第1400号)

****

****

準耐火構造:QF030RS-0154,-0155

不燃材で覆われた壁

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

****

不燃材(建設省告示第1400号)

LGS + 軒天ボード(無塗装品)t12.0

****

準耐火構造(建設省告示第1358号)GB-Rt12.5 + カラーガルバリウム鋼板張t0.5

・建物に使用する建材にはクロルピリホスを添加したものを使用しないこと。

・建物内部に使用する建材のうち建築基準法に定めるホルムアルデヒド発散建築材料に該当するものは

・天井裏等（天井裏・小屋裏・床裏(下地)・壁内(下地))に使用する建材のうち、建築基準法に

・ステンレスは特記無き限りSUS304HL仕上とする。

 「Ｆ☆☆☆☆」表示のものを使用し通気性のある仕上材は下地（床裏・壁内）も含める。

　定めるホルムアルデヒド発散建築材料に該当するものは「Ｆ☆☆☆☆」表示以上のものを使用すること。

--ヶ月予定

--年--月--日

--年--月--日

--ヶ月予定

--年--月--日

--年--月--日

--ヶ月予定

--年--月--日

--年--月--日

シーリングは外壁メーカー推奨品とする

内装用LVL化粧パネル内装LVLパ

内装用LVL化粧シート内装LVLシ

NM-5006(1),5007(1)

NM-4385

準不塗 浸透性準不燃塗料 QM-0241

t9.5
t12.5・15

QM-9828
NM-8619

t9.5・12.5
t12.5

QM-0898
NM-9639

GB-N 不燃積層石膏ボード NM-0441

GB-NC 不燃化粧石膏ボードt9.5 NM-1864

ガラス繊維ネット入セメントモルタル板
（デラクリートセメント板同等品）

NM-2083DU



室　名
床

巾　木
廻り縁

天井高 備 考 ・　特 記 事 項
仕　上 下　地 仕　上下　地

腰　壁
仕上レベル

スラブレベル
仕　上

内装制限

法令

・ビニル床シートのジョイント部は全て溶接工法とする。

・建物に使用する全ての建材にはクロルピリホスを添加したものを使用しないこと。
・建物内部に使用する全ての建材のうち建築基準法に定めるホルムアルデヒド発散

・特記無きステンレス部分はSUS304およびHL(ﾍｱﾗｲﾝ)仕上とする。
・特記無き下地等の合板類は1類とする。

　建築材料に該当するものは「Ｆ☆☆☆☆」表示品を使用すること。

記

告4ニ(1)

不 :下地仕上共不燃材

不 :不燃材
告4ニ(2)

告4ニ(3)

告4ニ(4)

:建設省告示第1436号第4号ニ(1)

:建設省告示第1436号第4号ニ(2)

:建設省告示第1436号第4号ニ(3)

:建設省告示第1436号第4号ニ(4)

(令)126-0 :建築基準法施行令第126条の2第1項

特

事

項

規

法

制

・ 準 :準不燃材

難 :難燃材

・家具および金物類にはメンテナンス用附属品および予備材等を含む。

内

装

制

限

準 :下地仕上共準不燃材・カーペットおよびカーテン類は防炎性能を有した製品とすること。

・壁面のﾎﾞｰﾄﾞ類の誘発目地を、開口廻りおよびL4.5m以内に適切に配置すること。
・壁ボード類の種類は壁リストを優先とする。(耐火および遮音間仕切関連)

・ 〃 ｺﾝｸﾘｰﾄ面 〃 、開口廻り・ｺｰﾅｰ部およびL3.0m以内に適切に配置すること。

(令)128-5-6 :建築基準法施行令第128条の5第6項

・ -
・ -
・ -
・ -
・ -
・ -

3,000

5,160～5,865

2,700

2,700

2,700

2,700

2,700

2,700

2,700

2,700

2,700

2,700

2,700

2,700

2,700

2,700

4,400～4,750

W

3,995～5,160

事務室

事務室用倉庫

学習室

防災教育室

防災教育室用倉庫

キッチンスタジオ

MWC

FWC

HWC

授乳室

防災備蓄倉庫

多目的ホール用倉庫

多目的ホール

交流ラウンジ

学習室用倉庫

職員用更衣室1・2

給湯コーナー

風除室(1)

フロントロビー

±0

-30

±0

-30

±0

-30

±0

-30

±0

-30

±0

-30

±0，+100

-30

±0

-110

±0

-30

±0

-30

±0

-30

±0

-30

±0

-30

±0

-110

+500

-110

±0

-30

±0

-30

±0

-30

±0

-30

±0

-30

C + MK 300角磁器質タイル貼

タイルカーペットt6.5

複層ビニル床シートt2.0

衝撃吸収性ビニル床シートt9.0(抗菌UV樹脂・高耐久防汚抗菌仕様)

複層ビニル床シートt2.0

単層ビニル床シートt2.0(耐熱・耐薬品)

複層ビニル床シートt2.0，小便器部分:汚垂石(段差無し)D=600

複層ビニル床シートt2.0

複層ビニル床シートt2.0

複層ビニル床シートt2.0

複層ビニル床シートt2.0

複層ビニル床シートt2.0

複層ビニル床シートt2.0

複層ビニル床シートt2.0

300角磁器質タイル貼

300角磁器質タイル貼

ポリウレタン樹脂3回塗装，端部クッションゴム

SUSHL H60

塩ビH60

SUSHL H60

塩ビH60

塩ビH60

木製H60 + OSCL

塩ビH60

塩ビH60

塩ビH60

SUSHL H60

塩ビ H300

塩ビH60

木製H60 + OSCL

木製H60 + OSCL

スギ内装用LVL化粧パネルt5.0

壁に準じる

壁に準じる

壁に準じる

GB-Rt12.5 + GB-Rt12.5硬質化粧シート四方巻仕上貼り

GB-R t12.5 + EP

GB-S t12.5 + FK2 t6.0(アルミジョイナー)

GB-R t12.5 + ビニルクロス

GB-R t12.5×2枚貼り + EP

GB-R t12.5 + FK2 t6.0

GB-R t12.5 + FK2 t6.0

1FL±0～4450:GB-R t12.5 + シナ合板t5.5 OSCL

1FL±0～2400:GB-R t12.5 + 胴縁30×45 + 有孔シナ合板t12 OSCL
+グラスウール32㎏/m3 t25充填

アルミ/H型

木製OSCL

塩ビ/H型

塩ビ/F型

塩ビ/F型

塩ビ/F型

アルミ/F型

塩ビ/H型

塩ビ/H型

木製OSCL

木製OSCL

木製OSCL

木製OSCL

下　地

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

壁

GB-Rt9.5 + DRt9.0

GB-Rt9.5 + DRt9.0

GB-R t9.5 + DR-S t12

木造梁・方杖:集成材表しOSCL

GB-Rt9.5 + FK1 t6.0(アルミジョイナー)

GB-Rt9.5 + DRt9.0

GB-D t9.5

GB-Rt9.5 + DRt9.0

GB-Rt9.5 + DRt9.0

GB-Rt9.5 + DRt9.0

木造梁:集成材表しOSCL

SUS水切りマット(SUSノンスリップ加工・樹脂併用品) ※マット下部モルタル部は防塵塗装仕上

陶板壁画、消火器ボックス、ピクチャーレール、SUS点字鋲、パッケージ型消火設備(機械設備工事)

木製カウンターOSCL、カウンター兼止水板収納棚、消火器ボックス、ピクチャーレール

ミニキッチンL=1500(燃焼器具無し)，床見切り，下足入兼止水板収納棚(キッチンスタジオ用)

ミニキッチン(燃焼器具:IH)、木製カウンター

ポストフォームライニング

ポストフォームライニング、大型キッチン台(燃焼器具:IH)、ホワイトボード、消火器ボックス

手洗いカウンター、防錆鏡:W450×H1000、ポストフォームライニング、ベビーベッド

ミニキッチン(燃焼器具無し)、ベビーベッド

吊物設備(A-40・41図参照)、演出照明・映像音響(電気設備工事)、消火器ボックス
難

難

難

難

難

難

不

準

（腰壁含む)

天　井

W

W

W

W

W

W

W

W

W

W

W

W，LGS

W

W

W

2,700
W

風除室(2)
±0

-30

300角磁器質タイル貼 SUSHL H60 アルミ/H型LGS SUS水切りマット(SUSノンスリップ加工・樹脂併用品) ※マット下部モルタル部は防塵塗装仕上

職員用玄関 2,700
+100

-30

複層ビニル床シートt2.0 塩ビH60 LGS不 W

300角磁器質タイル貼 木製H60 + OSCL

止水板収納棚、掲示板、防護柵、SUS点字鋲
GB-Rt9.5 + DRt9.0

GB-Rt9.5 + DRt9.0
止水板収納棚、掲示板、防護柵

壁に準じる

壁に準じる

目透かし・化粧目地テープ

塩ビ/F型

塩ビ/F型

塩ビ/F型

塩ビ/H型

塩ビ/H型

塩ビ/F型

木製OSCL

塩ビ/F型

GB-Rt12.5 + GB-Rt12.5硬質化粧シート四方巻仕上貼り

目透かし・化粧目地テープ

壁に準じる

壁に準じる GB-R t12.5 + スギ内装用LVL合板t15 + OSCLW

木製H60 + OSCL

脱衣部分:CFシートt2.3 + 捨貼合板t5.5乾式二重床

乾式二重床

壁に準じる

壁に準じる

壁に準じる

壁に準じる

壁に準じる

壁に準じる

壁に準じる

壁に準じる

壁に準じる

壁に準じる

木製 H60 OSCL

塩ビH60

木製 H60 OSCL

塩ビH60

W，LGS

W，LGS

W，LGS

※LGS下地部分:GB-R t12.5×2枚貼り

1FL+2400以上:GB-R t12.5 + 胴縁30×45 + 有孔不燃石膏ボードt9.5 EP
+グラスウール32㎏/m3 t25充填

柱:カラマツ無垢板t12(準不燃処理材)+WP，木製コーナーガード(ナラ):35×35×H2400

風除室2・フロントロビー側軸組壁部分:遮音用GW24kg/m3 t50充填(屋根裏まで・脱落防止措置共)

(客席)

下足入兼止水板収納棚(キッチンスタジオ用):W1500×D350×H1800

下足入(学習室用):W1800×D350×H1800

止水板収納スペース，SUS床見切

補助手摺、L型手摺、紙巻き器(2連・ミニカウンター)、ベビーチェア

手洗いカウンター、防錆鏡:W450×H1000、ポストフォームライニング、ベビーベッド

L型手摺、紙巻き器(2連・ミニカウンター)、ベビーチェア

ベビーチェア、ユニバーサルシート、フィッティングボード、フック

ピクチャーレール

可動間仕切り、ピクチャーレール

可動間仕切り収納スペース

・ -
・ -
・ -
・ 1FL±0 = 設計GL+1,300 = KBM+1,200 とする。

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:NON
A3:NON内部仕上表

佐藤 信行

A - 08

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020

(居室は●印)

●

●

●

●

●

●

●

準

（腰壁含む)

準

（腰壁含む)

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

告4ニ(2)

告4ニ(2)

告4ニ(2)

告4ニ(2)

告4ニ(2)

告4ニ(2)

告4ニ(2)

告4ニ(2)

告4ニ(2)

(令)128-5-1-1 :建築基準法施行令第128条の5第1項第1号

(令)128-5-1-2 :建築基準法施行令第128条の5第2項第2号

(令)125-1 :建築基準法施行令第125条第1項

(令)128-5-1-2

(令)128-5-1-2

(令)128-5-1-2

(令)128-5-1-1

不

告1439 :建設省告示第1439号

長火予3

長火予3

部位 記号 仕　様　等

―

産 地 指 定 等

柱

梁

カラマツ集成材

カラマツ集成材

長野市産材

長野市産材―

床 ―

・木構造体および木仕上の樹種および産地指定については下記および構造図による。

・産地指定で長野県産材と表記されているものは、可能な限り長野市産材の活用を図るものとする。

・カラマツ無垢板は上小無節とする。

産地指定無し

巾木 ―

天然木複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt15(ﾅﾗ・ﾀﾓ・ｶﾊﾞ)

―

カラマツ集成材 長野市産材―筋交

母屋 ベイマツ 産地指定無し―

垂木 ひのき 長野県産材―

―柱 スギ(外部軒下部分) 長野市産材

土台 ひのき 長野県産材―

間柱 スギ―

胴縁 スギ―

部位 記号 仕　様　等

その他構造部材 産地指定無し――

―

―

壁 スギ内装用LVL化粧パネルt5.0 長野市産材

―

壁 シナ合板t5.5，有孔シナ合板t12 産地指定無し

―

長火予3 :長野市火災予防条例第3条(1)

告1439

告1439

告1439

告1439

告4ニ(2)

(令)128-5-1-1

(令)128-5-1-1

(令)128-5-1-1

(令)128-5-1-1

告4ニ(2)

普通合板t12 + EP，PVC見切
H=1,200

普通合板t12 + EP，PVC見切
H=1,200

普通合板t12 + EP，PVC見切
H=1,200

普通合板t12 + EP，PVC見切
H=1,200

普通合板t12 + EP，PVC見切
H=1,200

框 タモ集成材 産地指定無し

―

建具 額縁およびブラインドボックス

建具

産 地 指 定 等

建具枠および障子

造作 ｶｳﾝﾀｰ・造作家具天板:タモ集成材 産地指定無し―

部位 記号 仕　様　等 産 地 指 定 等

造作 造作家具類(天板を除く) 産地指定無し―

造作 壁・天井見切り等:スギ 長野市産材―

造作 コーナーガード:ナラ集成材 産地指定無し―

学習室・フロントロビー側軸組壁部分:遮音用GW24kg/m3 t50充填(屋根裏まで・脱落防止措置共)

・床下地 NF : モルタルダンゴt30 + 発泡ポリスチレン断熱床下地材t50 + 構造用合板t12 とする。

乾式二重床

・床下地 乾式二重床 : パーティクルボード(防湿シートパネル)t20・断熱材裏打ちt20(ポリスチレンフォーム3種b) + 構造用合板t12 とする。

捨貼合板t5.5

・館内は原則土足利用での運用を想定する。(キッチンスタジオおよび学習室を除く)

・天井内隔壁(GB-Rt12.5×両面2枚貼)の範囲はA-15_上部平面図参照

・掲示板:下地GB-R t12.5のうえ 普通合板t12 + 準不燃掲示クロス張り・四方アルミ見切

・

手摺:アルミハンドレール(木目調)，脱着式手摺:アルミハンドレール・2段(木目調)

樹種・産地指定無し

2,700

小屋束 ベイマツ 産地指定無し―

長野市産材

長野市産材

火打梁 ベイマツ 産地指定無し―

ナラ集成材t15 産地指定無し

天然木複合フローリングt15(表面材3mm)捨貼工法

天然木複合フローリングt15(表面材3mm)直貼工法(クッション材裏打ち)

3,800～5,675

ポリウレタン樹脂3回塗装，端部クッションゴム

ポリウレタン樹脂3回塗装，端部クッションゴム

天然木複合フローリングt15(表面材3mm)捨貼工法

止水板収納棚、造作階段、カーテン・カーテンレール、スロープ:造作根太組+ステージ床仕上同材
スロープ蓋(落とし込み式):W1280×D260 複合フローリングt15+構造用合板t18・アルミ手掛金物

配管トレンチH=900:鋼製根太組 + 針葉樹合板t12+12 + 床仕上同材・床下点検口600

配管トレンチH=900:鋼製根太組 + 針葉樹合板t12+12 + 床仕上同材・床下点検口600

配管トレンチH=900:鋼製根太組 + 針葉樹合板t12+12 + 床仕上同材・床下点検口600

配管トレンチH=900:鋼製根太組 + 針葉樹合板t12+12 + 床仕上同材・床下点検口600

樹種・産地指定無し

GB-R t12.5 + EP

GB-R t12.5 + EP

GB-R t12.5 + EP

GB-R t12.5 + EP

GB-R t12.5 + EP

GB-R t12.5 + EP

GB-R t12.5 + EP

GB-R t12.5 + EP

GB-R t12.5 + EP

GB-R t12.5 + EP

GB-R t12.5 + FK2 t6.0

GB-R t12.5×2枚貼り + EP

GB-D t9.5

GB-D t9.5

GB-D t9.5

GB-D t9.5

GB-D t9.5

GB-D t9.5

GB-D t9.5

GB-D t9.5

GB-D t9.5

GB-D t9.5

GB-D t9.5

C + MK

C + MK

C + MK

C + MK

C + MK

C + MK

C + MK

C + MK

C + MK

C + MK

C + MK

C + MK

C + MK

C + MK

C + MK

C + MK

C + MK

C + MK

C + MK

LGS

LGS

多目的ホール前:GB-R t12.5 + スギ内装用LVL化粧パネルt5.0(NM-5007(1))

1FL+4450以上:GB-R t12.5 + EP

W，LGS

ステージ面壁:GB-Rt12.5 + シナ合板t5.5 + OSCL

多目的ホール

(ステージ)

乾式二重床

床換気口:SUS既製品200×500 細目グレーチング型

消火器ボックス，止水板収納棚，床換気口:SUS既製品200×500 細目グレーチング型

H=900(一部1050)

(一部)スギ内装用LVL化粧パネルt5.0

H=900

上履部分:衝撃吸収性ビニル床シートt9.0

         (抗菌UV樹脂・高耐久防汚抗菌仕様)

木造柱および梁:カラマツ無垢板t12(準不燃処理材) + WP

木造柱および梁:カラマツ無垢板t12(準不燃処理材) + WP

木製コーナーガード(ナラ):35×35×H2700、木製カウンターOSCL

梁ライン(D=120):GB-Rt9.5+合板t5.5+カラマツ無垢板t12(準不燃処理材)+WP

壁 スギ内装用LVL合板t15 長野市産材

造作 その他造作部材等:樹種指定無し 産地指定無し―

2,700図書コーナー
±0

-30

タイルカーペットt6.5 壁に準じる LGS GB-Rt9.5 + DRt9.0難 W

壁に準じる W

GB-R t12.5 + スギ内装用LVL合板t15 + OSCL木製H60 + OSCL 木製OSCL
●

(令)128-5-1-1
告1439

C + MK 木造柱:カラマツ無垢板t12(準不燃処理材) + WP

オストメイト仕様多機能トイレパック(機械設備工事)

LGS

LGS

造作 カラマツ無垢板t12(準不燃処理材) 長野市産材―

木製カウンターOSCL
木製コーナーガード(ナラ):35×35×H2700

木製コーナーガード(ナラ):35×35×H2700

SK:掃除用具掛け SUSφ32 L=1000 S管フック×5一部:300角磁器質タイル貼，SUS床見切

一部:300角磁器質タイル貼，SUS床見切

天井埋込スクリーン・映像音響設備(電気設備工事)

天井埋込スクリーン・映像音響設備(電気設備工事)

太陽光発電表時モニター(電気設備工事)、公衆電話・AED・サイネージ(別途工事)

分電盤・火報盤・放送盤(電気設備工事)



(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/250
A3:1/500敷地求積図

佐藤 信行
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長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020
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計画地１　求積表

番号 底辺 高さ 倍面積 面積

① 28.343 5.039 142.8203770 71.4101885

② 69.818 20.664 1442.7191520 721.3595760

③ 71.601 3.613 258.6944130 129.3472065

④ 74.035 2.605 192.8611750 96.4305875

⑤ 81.027 12.354 1001.0075580 500.5037790

⑥ 92.455 12.06 1115.0073000 557.5036500

⑦ 106.906 10.909 1166.2375540 583.1187770

⑧ 116.343 6.261 728.4235230 364.2117615

⑨ 116.343 2.951 343.3281930 171.6640965

⑩ 115.847 67.577 7828.5927190 3914.2963595

⑪ 71.239 2.708 192.9152120 96.4576060

⑫ 69.949 17.142 1199.0657580 599.5328790

⑬ 66.326 5.128 340.1197280 170.0598640

合計 7975.8963310

敷地面積 7975.89

b1

b7 b8
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b16
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1

計画地２　求積表

番号 底辺 高さ 倍面積 面積

1 20.744 1.818 37.7125920 18.8562960

2 20.834 0.645 13.4379300 6.7189650

3 24.104 0.152 3.6638080 1.8319040

4 33.846 14.709 497.8408140 248.9204070

5 33.846 2.398 81.1627080 40.5813540

6 33.247 0.287 9.5418890 4.7709445

7 13.139 0.452 5.9388280 2.9694140

8 32.945 10.504 346.0542800 173.0271400

9 27.166 0.176 4.7812160 2.3906080

10 27.160 2.326 63.1741600 31.5870800

11 26.929 2.755 74.1893950 37.0946975

12 26.928 9.436 254.0926080 127.0463040

13 11.141 1.261 14.0488010 7.0244005

合計 702.8195145

敷地面積 702.81
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（資材置場）

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/250
A3:1/500敷地現況図

佐藤 信行
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2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020
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KBM±0＝既設 防火水槽マンホール天端
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[レベル基準]
  ・KBM±0=既設防火水槽マンホール天端とする.

　・設計GL±0(≒現状地盤面)=KBM-100

　・複合施設棟1FL±0=設計GL+1300=KBM+1200

　・水防倉庫棟1FL±0=KBM+350

+0.00 :KBMからのレベルとする
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（資材置場）

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/250
A3:1/500配置図

佐藤 信行
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2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020
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広場(とよ野っ原)

シンボルツリー
とよのき(ケヤキ)

一般駐車場48台(軽自動車区画3台含む)

18

27

軽3

L字擁壁

一般駐車場12台(身障者駐車場含む)

軒下　とよのき

フロントヤード
(車両乗入可能)

サブヤード
(車両乗入可能)

スロープ兼用擁壁

重力擁壁

法面(表層:芝生植生):45.66㎡

地覆コンクリート階段

雨水貯留槽 200㎡(地下埋設)

法面(表層:芝生植生):56.59㎡

スロープ兼用擁壁

靴洗い場

水飲み場
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1FL±0=設計GL+1300=KBM+1200
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ベンチテーブル
かまどベンチ

計画地２

スロープ1/100
+0.55

スロープ2

UP

UP

UP

UP

UP

UP

UP

UP

UP

中電柱(移設)

中電柱(移設)

消火栓(移設)

中電柱(移設)

中電柱(移設)

法面(表層:芝生植生):26.07㎡

低木混色:9.83㎡

法面(表層:芝生植生)

法面(表層:芝生植生):52.74㎡

低木混色:45.39㎡

低木混色:11.94㎡

低木混色:20.58㎡

低木混色:215.60㎡

低木混色:129.04㎡

低木混色:78.00㎡

止水弁(既設)

引込中電柱・NTT兼用(移設)

X1

X3

1
0
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0
0

Y1 Y2
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8470

6350
KBM±0＝既設 防火水槽マンホール天端
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S29
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S26
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G10Z

G8

G7

G5Z

C28

C29C31

C48Z

▽基準線①

▽
基
準
線
②

  複合施設棟:境界ポイントa8を基準とし、a8-a9から反時計回りに1.407°回転させた線(基準線①)からY1通りまでの距離を9280とする.

　           基準線①を基準点にて反時計回りに90°回転させた線(基準線②)からX13通りまでの距離を8470とする.

地下防火
水槽

屋外機置場

点字ブロック

点字ブロック

計画地１

申請建物1:複合施設棟

申請建物2:身障者駐車場

申請建物1:水防倉庫棟

1FL±0=KBM+350
中電柱

[配置基準] [レベル基準]
  ・KBM±0=既設防火水槽マンホール天端とする.

　・設計GL±0(≒現状地盤面)=KBM-100

　・複合施設棟1FL±0=設計GL+1300=KBM+1200

　・水防倉庫棟1FL±0=KBM+350

3500 3500

■建物計画概要

申請建物1:複合施設棟

計画地１ 敷地面積:7,975.89㎡

用  途

構　造

建築面積

延床面積

最高高さ

設計GL

申請建物2:身障者駐車場

集会場(08550) 自動車車庫(08490)

木造平屋建て

1,098.44㎡

鉄骨造平屋建て

973.34㎡

1FL+6.915m

KBM-100mm

1FL±0

平均地盤面

KBM+1200mm

1FL-109mm

39.00㎡

45.00㎡

1FL+3.450m

KBM-100mm

KBM+1200mm

1FL-215mm

計画地２

申請建物1:水防倉庫棟

倉庫(08520)

鉄骨造平屋建て

50.00㎡

50.00㎡

1FL+3.560m

KBM+350mm

KBM+350mm

1FL-25mm

■全体計画概要

身障者駐車場:   39.00㎡

小計:1,137.44㎡

複合施設棟:1,098.44㎡

計画地１

防火対象物 1項 ロ 13項 イ 14項

建築面積

敷地面積:702.81㎡

建物名称

敷　地

身障者駐車場:   00.00㎡

小計:　952.89㎡

複合施設棟:  952.89㎡

延床面積

敷地面積:7,975.89㎡

1,137.44/7,975.89=0.14260

14.26％

建蔽率 容積率

敷地面積:7,975.89㎡

952.86/7,975.89=0.11946

11.95％

容積対象

■全体計画概要

水防倉庫棟: 50.00㎡

計画地２

建築面積

建蔽率

敷地面積:702.81㎡

50.00/702.81=0.071142

7.11％

延床面積

容積対象
水防倉庫棟: 50.00㎡

容積率

敷地面積:702.81㎡

50.00/702.81=0.071142

7.11％

:計画建物の躯体部分を示す

:計画建物の庇部分を示す

:中低木を示す

:法面を示す

+1.00

+0.93

防耐火 その他 準耐火構造(ロ-2) その他

+1.2

+0.00 :KBMからのレベルとする

27.39

4.06 3.60 14.74 17.25
18.63

11.48 18.12
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24
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00

115.76

3.02

市道豊野236号線(4.2m)

市
道
豊
野
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線
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m)

市道豊野236号線(4.2m)

a1

a2
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a7
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a11
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a14a15

b1

b7 b8
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b11

b15

ア

b14

b13
b12

0.46

0
.
4
2

2.28

19.45
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.
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43

基準点

1.407°

▽
基
準
線
④

▽基準線③

0.686°
630

7
5
4
0

  水防倉庫棟:境界ポイントb16を基準とし、b16-b1から反時計回りに0.686°回転させた線(基準線③)からY1通りまでの距離を7540とする.

　           基準線①を基準点にて反時計回りに90°回転させた線(基準線④)からX13通りまでの距離を630とする.

BY2

BX2 (移設)

中電柱(移設)

中電柱(移設)

1

0 :サイン符号(A-43サイン詳細図参照)

4

2

2

4

3
5

5

6

6

低木混色:109.61㎡

66.81㎡

芝張:159.85㎡

地被類:34.32㎡

〈緑地面積〉

地被類　:847.51㎡+34.32㎡=881.83㎡
低木混色:129.04㎡+78.00㎡+109.61㎡+215.60㎡+20.58㎡+4.73㎡+9.83㎡+45.39㎡+11.94㎡=624.72㎡

7975.89㎡-1137.44㎡×0.2=1367.69㎡＜881.83㎡+624.72㎡=1506.55㎡…OK
敷地面積から建築面積を控除した面積の20％の緑地面積確保

b5

b6

0.18

b2

b3b4

0.15

0
.
6
5

イ

ウ

イ詳細

ウ詳細

ア詳細

二輪車盗難防止バー

地被類:847.51㎡

ベンチ

6 8

8

平均地盤面+7.024m 平均地盤面+3.665m 平均地盤面+3.585m

BX1

BY1

庭園灯 庭園灯

庭園灯

庭園灯

庭園灯

庭園灯

庭園灯

庭園灯

庭園灯

庭園灯
庭園灯

庭園灯

かまどベンチ

外灯 外灯 外灯 外灯

庭園灯

庭園灯

庭園灯

庭園灯

庭園灯

庭園灯
庭園灯

庭園灯

庭園灯

庭園灯 庭園灯 庭園灯

外灯×2 外灯×2 外灯×2

外灯×2

外灯

外灯

オリフィス

低木混色:4.73㎡

※外灯・庭園灯:電気設備工事

水

水

水

水

水 :屋外水栓(機械設備工事)



(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:図示
A3:図示建物求積図

佐藤 信行

A - 12

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020
平均地盤面算定図
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a

b

c

d e

符 号

a

b

c

d

e

算定式

40.705 × 6.930 =

39.545 × 4.665 =

27.860 × 8.295 =

12.595 ×12.845 =

 8.940 ×12.740 =

282.08565

184.47742

231.09870

161.78277

113.89560

面積(㎡)

合計(A) 973.34014

973.34　 

3
0
0
0
1
0
5

1
0
0
0

1053000

1000

j

i

h

g

f

1000

29860

符 号

f

g

h

i

j

算定式

40.705 × 0.500 =

 2.000 × 7.430 =

 2.910 × 4.665 =

 2.000 × 8.295 =

29.860 × 2.000 =

20.35250

14.86000

13.57515

16.59000

59.72000

面積(㎡)

合計(B) 125.09765

1098.43779
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0
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40705

延べ面積

合計(A)＋合計(B)

1098.44   建築面積
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符 号 室名 W × D 各室面積(㎡)

①
-1

 事務室
0.910 × 0.105 0.0955

44.2874
-2 6.475 × 6.825 44.1919

②  職員用玄関 3.640 × 1.365 4.9686 4.9686

③  職員用更衣室１ 1.820 × 1.820 3.3124 3.3124

④  職員室更衣室２ 1.820 × 1.820 3.3124 3.3124

⑤  事務室用倉庫 4.095 × 3.185 13.0426 13.0426

⑥  図書室 10.010 × 3.640 36.4364 36.4364

⑦  防災教育室 12.285 × 6.825 83.8451 83.8451

⑧  防災教育室用倉庫 2.275 × 3.185 7.2459 7.2459

⑨  風除室１ 3.290 × 4.875 16.0388 16.0388

⑩
-1

 風除室２
2.585 × 4.875 12.6019

12.6281
-2 0.250 × 0.105 0.0263

⑪  フロントロビー 33.670 × 4.875 164.1413 164.1413

⑫

-1

 交流ラウンジ

6.475 × 8.190 53.0303

70.9254-2 0.910 × 0.105 0.0955

-3 4.890 × 3.640 17.7996

⑬  キッチンスタジオ 7.735 × 4.550 35.1943 35.1943

⑭  給湯・ロッカーコーナー 5.120 × 3.640 18.6368 18.6368

⑮  学習室 9.100 × 8.190 74.5290 74.5290

⑯  学習室用倉庫 2.275 × 4.550 10.3513 10.3513

⑰  MWC 3.185 × 6.825 21.7376 21.7376

⑱

-1

 FWC

4.550 × 3.867 17.5949

21.9748-2 2.450 × 0.910 2.2295

-3 2.048 × 1.050 2.1504

⑲  HWC 2.100 × 2.958 6.2118 6.2118

⑳  授乳室 1.400 × 2.048 2.8672 2.8672

㉑  防災備蓄倉庫 4.200 × 6.825 28.6650 28.6650

㉒  多目的ホール用倉庫 2.275 × 8.190 18.6323 18.6323

㉓  多目的ホール

1 16.380 × 12.740 208.6812

274.35592 5.155 × 12.740 65.6747

全体 21.535 × 12.740 274.3559

973.3401

≒973.34

1
3
6
5

1
8
2
0

10010

4890 5120

X6

+1.20

F:-0.09

計画地盤レベル

(1FLを基準とする)

凡　例

A:+0.00

ポイント

平均地盤高さ算定表 複合施設棟

ポイント 周長
地盤レベル 面積

(周長×平均h)H1 H2 平均h

A-B 40.4950 -0.1600 -0.0500 -0.105 -4.252

B-C 13.2000 -0.050 0.0000 -0.025 -0.330

C-D 7.6900 0.000 -0.1500 -0.075 -0.577

D-E 12.7400 -0.150 -0.3200 -0.235 -2.994

E-F 21.5350 -0.320 -0.0900 -0.205 -4.415

F-G 1.5500 -0.090 -0.0800 -0.085 -0.132

G-H 30.8600 -0.080 -0.0800 -0.080 -2.469

H-I 3.1050 -0.080 -0.0700 -0.075 -0.233

I-J 8.0850 -0.070 -0.0200 -0.045 -0.364

J-K 4.8750 -0.020 -0.0200 -0.020 -0.098

K-A 8.3250 -0.020 -0.1600 -0.090 -0.749

合計 152.460 -16.611

平均地盤面 = 全面積÷全周長 = -16.611÷152.460 -0.1090

BX1 BX2

7500

7900

200200
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0
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X2 X3X1

48854885

10000

4
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7
0

1
1
5

1
1
5

Y1

Y2

5
0
0
0

115 115

符 号

k

l

算定式

 7.500 × 6.000 =

 7.500 × 5.200 =

45.00

45.00

39.000

39.00 

面積(㎡)
m

l

延べ面積

建築面積

符 号

m

算定式

10.000 × 5.000 = 50.000

50.00 

面積(㎡)

延べ面積

建築面積

■複合施設棟 建物求積表

■身障者駐車場 建物求積表

■水防倉庫棟 建物求積表

身障者駐車場 建物求積図 S=1/200(A1),1/400(A3)

複合施設棟 建物求積図 S=1/200(A1),1/400(A3) 水防倉庫棟 建物求積図 S=1/200(A1),1/400(A3)

■複合施設棟 各室求積表

複合施設棟 各室求積図 S=1/200(A1),1/400(A3)

平均地盤面算定図 S=1/400(A1),1/800(A3)

敷地面積

延床面積

容 積 率

7975.89㎡

複合施設棟:973.34㎡ + 身障者駐車場:45.00㎡ = 1018.34㎡

建 蔽 率

952.89/7975.89 = 11.94713…　11.95％

1137.44/7975.89 = 14.26097…  14.26％

事業計画地１

敷地面積

建築面積

容 積 率

702.81㎡

建 蔽 率

事業計画地２

2450

:建築面積算入部分

建築面積 複合施設棟:1098.44㎡ + 身障者駐車場:39.00㎡ = 1137.44㎡

容積率対象延床面積 防災備蓄倉庫→建物全体の1/50不算入:1018.34/50=20.37㎡ < 28.665㎡

自動車車庫→建物全体の1/5不算入:1018.34/5=203.67㎡ > 45.00㎡

延床面積:1018.34㎡ - 20.45㎡ - 45.00㎡ = 952.89㎡

水防倉庫棟:50.00㎡

50.00/702.81 = 7.11429…　7.11％

容積率対象延床面積

延床面積
水防倉庫棟:50.00㎡

50.00/702.81 = 7.11429…　7.11％
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複合施設棟
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平均地盤高さ算定表 身障者駐車場

ポイント 周長
m 面積

(周長×平均h)H1 H2 平均h

A-B 7.5000 -0.2000 -0.2700 -0.235 -1.763

B-C 5.2000 -0.270 -0.2400 -0.255 -1.326

C-D 7.5000 -0.240 -0.1500 -0.195 -1.463

D-A 5.2000 -0.150 -0.2000 -0.175 -0.910

合計 25.400 -5.461
平均地盤面 = 全面積÷全周長 = -5.461÷25.400 -0.2150

B:-0.27

C:-0.24

A:-0.20

D:-0.15

23-2

515516380

※客席部分:199.25㎡(A-47_法チェック図参照)
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A:-0.50 B:-0.50

D:+0.00

C:+0.00

平均地盤高さ算定表 水防倉庫棟

ポイント 周長
m 面積

(周長×平均h)H1 H2 平均h

A-B 10.0000 -0.0500 -0.0500 -0.050 -0.500

B-C 5.0000 -0.050 0.0000 -0.025 -0.125

C-D 10.0000 0.000 0.0000 0.000 0.000
D-A 5.0000 0.000 -0.0500 -0.025 -0.125

合計 30.000 -0.750

平均地盤面 = 全面積÷全周長 = -0.7500÷30.000 -0.0250

水防倉庫棟

平均地盤面:1FL-0.215

k

6
0
0
0

身障者駐車場

平均地盤面:1FL-0.025

平均地盤面:1FL-0.109
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(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/100
A3:1/200ピット伏図

佐藤 信行
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:人通孔600φ・手掛タラップ SUSφ16 W=300

:連通管150φ半割(湧水溝内に設置)/通気管75φ(地中梁上端フカシ内設置):釜場(湧水用)600×600×H600

点検口タラップ SUSφ19 W=350

:ピット通気管φ100/通気金物φ100 防虫網付 立上げH600

※ 各ピット内で水勾配を取るものとし、湧水溝の高さを含めピットスラブ天端のフカシ寸法は70mm以内とすること。
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風除室2

風除室1

事務室用倉庫
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ホール用
倉庫学習室

防災教育室

交流ラウンジ

防災教育
室用倉庫

キッチンスタジオ

給湯・ロッカー
コーナー

MWC

FWC
防災

備蓄倉庫

図書コーナー

事務室

フロントロビー
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倉庫
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1FL-100

1FL+1001FL+100

雨水枡□450
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床点検口

ステージ 屋外機置場

竪樋

下部配管トレンチ

下部配管トレンチ

下部配管トレンチ

パッケージ型消火設備(機械設備工事)

パッケージ型消火設備(機械設備工事)

分電盤

授乳室

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/100
A3:1/2001階平面図(建具キープラン1)

佐藤 信行
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長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号
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空調屋外機
(機械設備工事)

LPGボンベ
(機械設備工事)

屋外機基礎

職員用更衣室2
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ゴミストッカー
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消火器(機械設備工事)

BY1

BY2

BX1 BX2

:遮音壁(GW24kg/㎥・t50充填)

設計GL±0≒現状地盤

KBM±0＝既設 防火水槽マンホール天端

通気管立上げ
H600

通気管立上げ
H600

※雨水排水:以降L-04_雨水排水平面図参照

※雨水排水:以降L-04_雨水排水平面図参照

:雨水排水(L-04_雨水排水平面図参照)
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屋外水栓(機械設備工事)

雨水枡□450

屋外水栓(機械設備工事)
給湯器(機械設備工事)
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(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/100
A3:1/200上部平面図(建具キープラン2)
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(学習室)

(学習室用倉庫)(キッチンスタジオ)

(多目的ホール
用倉庫)

ステージ上部

(防災備蓄倉庫)(FWC)

天井裏
(MWC)

天井裏
(防災教育室)

天井裏
(フロントロビー)

天井裏
(図書コーナー)

天井裏
(風除室1)

天井裏
(事務室)

天井裏
(給湯・ロッカーコーナー)
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800

(職員用
更衣室1)
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ぶどう棚:C-100×50×20×t2.3＠303 SOP塗装
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(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/100
A3:1/200屋根伏図
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(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/100
A3:1/200立面図
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(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/100
A3:1/200断面図(1)
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(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/100
A3:1/200断面図(2)
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梁:120×240

外壁:窯業系サイディングt16

通気金物t15

構造用合板t9

梁:120×450

地中梁:450×600

腰壁:RC立上りt160+20

梁:120×400

母屋:105×105@900

垂木:45×90@455

1820

水切:カラーGL鋼板t0.4
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ポリスチレンフォーム2種b t25充填
改質アスファルトルーフィングt1.0
構造用合板t12

透湿防水シートt0.15

柱状改良
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断熱材:高性能グラスウール
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吊金物
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▽ぶどう棚受け梁天端

巾木:木製OSCL H60

ぶどう棚:C-100×50×20×t2.3＠303

ステージ床:複合フローリングt15 捨貼工法

構造用合板t12
+ポリウレタン樹脂3回塗装

内壁:石膏ボードt12.5+EP
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断熱材:高性能グラスウール
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(ステージ)
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岩綿吸音板(ストライプ)t12梁:120×300 OSCL

梁:120角

1
0
9

△平均地盤面(1FL-109)

▽軒高3

設備配管300φ(機械設備工事)

ベントキャップ(機械設備工事)

1
3
0
0

6
5
6
0

C
H
=
4
7
5
0

腰壁:RC立上りt160+20

外壁:窯業系サイディングt16

通気金物t15

構造用合板t9　　

▽1FL±0

1
3
0
0

▽設計GL±0

4
7
6
5

2
3
2
5

2
4
4
0

梁:120×180

梁:120×240

断熱材:ポリスチレンフォーム3種b t30

母屋:105x105@900 　　

極小耐力壁柱脚金物

地中梁:450×600

6
5
0

2
6
0

9
1
0

▽軒高1(水下)

Y1

165

水切:カラーGL鋼板t0.4

(柱・胴縁部分)

3
0
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5
0

9
0
0

H
=
1
1
8
0

3
2
0
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=
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0

H
=
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0
0

7
5

1
5
0 1
1
0

5
0

1
5
0

8
0
0

2
4
0
0

3
4
0

土台:120角

付胴縁30×45

AW
8

100　　

15　　

透湿防水シートt0.15

柱状改良

雪庇防止金物

軒樋:カラーGL鋼板t0.5既製品

雪止金物

竪樋:カラーGL鋼板t0.5既製品φ90

内壁:有孔不燃石膏ボードt9.5+EP

石膏ボードt12.5
構造用合板t9

付胴縁30×45
吸音グラスウール32㎏/m3 t25充填

方杖:120×300 OSCL

C
H
=
4
3
9
0

3
7
5

巾木:木製OSCL H60

天井折れ点2510

1820

木製コーナーガード(ナラ):35×35×H2400

全光性光触媒クリア塗装

天井:LGS+石膏ボードt9.5
岩綿吸音板(ストライプ)t12

梁:120×450 OSCL

柱:カラマツ無垢板t12
(準不燃処理材)+WP

建具部分内壁:スギ内装用LVL化粧パネルt5

建具部分腰壁:スギ内装用LVL化粧パネルt5

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/20
A3:1/40矩計図(1)

佐藤 信行
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長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝
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第284057号 第350685号
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1260

Y7

外壁:窯業系サイディングt16
通気金物t15

構造用合板t9

胴縁90×30 　　

内壁:石膏ボードt12.5+EP
構造用合板t9

腰壁:RC立上りt160+20

梁:120×300

天井:LGS+石膏ボードt9.5

垂木:90×45＠455 　　

土台:120角 床:鋼製床組み

100　　

5　　

3
0
0

9
0
0

3
6
0
0

1
3
0
0

断熱材:ポリスチレンフォーム3種b t30
(柱・胴縁部分)

1605

3
1
8
0

C
H
=
2
6
0
0

水切:カラーGL鋼板t0.4曲げ加工

軒天:LGS+軒天ボード(無塗装品)t12+EP-G

105

合板t12+t12

1
1
6
0

▽1FL±0

通気見切縁:カラーGL鋼板t0.4

アルミ見切り

9
0

2
6
0

5
0

地中梁:450×900

梁:120×300

980

625

▽軒下

▽軒高3

▽設計GL±0

梁:105×180

軒樋:カラーGL鋼板

職員用玄関

9
0
0

▽トレンチ底

屋根:フッ素樹脂GL鋼板t0.5 改良立平葺き
ポリスチレンフォーム2種b t25充填
改質アスファルトルーフィングt1.0
構造用合板t12

t0.5既製品

母屋:105×105@900 　　

全光性光触媒クリア塗装

透湿防水シートt0.15

複層ビニル床シートt2.0

柱状改良

275

900 900900

LGS+軒天ボード(無塗装品)t12+EP-G

竪樋:カラーGL鋼板t0.5既製品φ90

8
0
0

職員用更衣室

断熱材:高性能グラスウール16㎏/m3 t120

CFシートt2.3
乾式二重床巾木:塩ビH60

上がり框

1
0
0

止水材トレンチ防水(床・壁):ケイ酸質系塗布防水

:普通石膏ボードt12.5
フッ素樹脂GL鋼板t0.5

軒先折返し

柱:120角

設備配管100φ(機械設備工事)

ベントキャップ(機械設備工事)

止水材

4875

19890

Y5

母屋:105×105@900 　　

100　　

15　　

梁:カラマツ無垢板t12

柱:カラマツ無垢板t12

C
H
=
2
7
0
0

3
6
0
0

2
5
0
0

6
1
0
0

梁:120×240

図書コーナー フロントロビー

床:300角磁器質タイル張りt15

モルタルt15

天井:LGS+普通石膏ボードt9.5

天井:LGS+普通石膏ボードt9.5

内壁:石膏ボードt12.5+EP
構造用合板t9

100　　
5　　

AW
9H

=
9
0
0

4
5
4
0

6
6
0

断熱材:ポリスチレンフォーム3種b t50

RC-40-0転圧t150
現況地盤より上部:RC-40-0転圧 t300以内毎

6
5
0

1
3
0
0

9
1
0

2
6
0

5
0

3
4
0

屋根:フッ素樹脂GL鋼板t0.5改良立平葺き
ポリスチレンフォーム2種b t25充填
改質アスファルトルーフィングt1.0
構造用合板t12

立上げH120+下地合板t4.0

外壁:窯業系サイディングt16
通気金物t15

構造用合板t9　　

胴縁30×45

垂木:45×90@455 　　

見切:スギ材t25

床:タイルカーペットt6.5
モルタルt25

透湿防水シートt0.15

柱状改良

地中梁:450×650

梁:120×240

断熱材:高性能グラスウール16㎏/m3 t120

断熱材:高性能グラスウール
10㎏/m3 t90×2枚敷き

力板:GL鋼板t0.8
ブチルテープ
シリコンシール充填

2
3
5

C
H
=
5
8
6
5

SUS床見切り

スギ見切り□-25

3745

防湿シート

(準不燃処理材)+WP

木製コーナーガード(ナラ):35×35×H2700

雨押え:フッ素樹脂GL鋼板t0.5

(準不燃処理材)+WP

軒先折返し:普通石膏ボードt12.5
フッ素樹脂GL鋼板t0.5

通気見切縁:カラーGL鋼板t0.4

岩綿吸音板(フラット)t9

岩綿吸音板(フラット)t9

▽軒高2(水上)

▽1FL±0

4550

105

3
6
0
0

5
6
6

4
1
6
6

3
1
8
0

Y2

1
3
0
0

▽設計GL±0

1
5
0

屋根:フッ素樹脂GL鋼板t0.5 改良立平葺き
ポリスチレンフォーム2種b t25充填
改質アスファルトルーフィングt1.0

垂木:90×45＠455　　

柱:スギ製材150角

梁:120×180

梁:120×240

外壁:窯業系サイディングt16

通気金物t15

構造用合板t9

胴縁90×30 　　

床:300角磁器質タイル張りt15

100　　
15　　

軒下交流ラウンジ

地中梁:450×650

2000

b1

▽軒高2(水下)

羽子板ボルト

モルタルt15

垂木:90×45＠455 　　

100　　
5　　

2
1
0
0

9
2
5

1
0
0

内壁:LGS+石膏ボードt12.5×2+EP

ブラインドボックスW120×H150
木製 OSCL

8
0
0

3
0

止水板側枠

5
0

1000

SUS塞ぎプレート

地中梁:450×650

6
5
0

1
3
0
0

9
1
0

3
4
0

2
6
0

5
0

6
0

3
0

1
0
0

3
0
0 4
9
0

構造用合板t12

AW
3

木材保護塗装

透湿防水シートt0.15

軒天:LGS+軒天ボード(無塗装品)t12+EP-G

構造用合板t9

母屋:105×105@900

母屋:105×105@900

砂敷きt30

RC40-0転圧t100

RC40-0転圧t300

インターロッキング舗装300角t60

軒樋:カラーGL鋼板t0.5既製品

柱状改良

1
5
03
0

梁:120×300

柱状改良

柱脚金物:既製品
DP-1塗装

RC柱:全光性光触媒塗装

既製品φ90
竪樋:カラーGL鋼板t0.5

呼び樋:カラーGL鋼板t0.5既製品φ90

1
3
0
0

1
7
1

C
H
=
3
9
9
5

梁:カラマツ無垢板t12
(準不燃処理材)+WP

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事
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▽1FL±0

Y7

▽設計GL±0

2000

ブラインドボックスW120×H150
木製 OSCL

梁:120×180

梁:120×450

硬質ウレタンフォーム吹付A種 t30

垂木:90×45＠455 　　

土台:120角

床:複合フローリングt15 直貼工法

100　　
5　　

3
6
0
0

1
3
0
0

105

防災教育室
AW
5

8
7
5

H
=
1
4
8
0

3
4
5

6
5
09
1
0

2
6
0

5
0

3
4
0

腰壁:RC立上りt160+20
全光性光触媒クリア塗装

通気見切縁:カラーGL鋼板t0.4

アルミ見切り

天井:LGS+普通石膏ボードt9.5

外壁:窯業系サイディングt16
通気金物t15

構造用合板t9

胴縁90×30 　　

透湿防水シートt0.15

水切:カラーGL鋼板t0.4曲げ加工

屋根:フッ素樹脂GL鋼板t0.5 改良立平葺き
ポリスチレンフォーム2種b t25充填
改質アスファルトルーフィングt1.0
構造用合板t12

ポリウレタン樹脂3回塗装

柱:120角×2 OSCL

母屋:105×105@900 　　

1605

980 625

内壁:石膏ボードt12.5+EP
構造用合板t9

3
1
8
0

▽軒下

▽軒高3

地中梁:450×600

柱状改良

竪樋:カラーGL鋼板t0.5既製品φ90

LGS+軒天ボード(無塗装品)t12+EP-G

巾木:木製OSCL H60

フッ素樹脂GL鋼板t0.5
軒先折返し:普通石膏ボードt12.5

岩綿吸音板(フラット)t9

設備配管150φ(機械設備工事)

ベントキャップ(機械設備工事)

4875

Y4Y5

100　　

15

梁:カラマツ無垢板t12

柱:カラマツ無垢板t12

床：300角磁器質タイル張り

C
H
=
5
8
6
5

3
6
0
0

2
5
0
0

6
1
0
0

梁:120×240

フロントロビー

9
0
0

H
=
1
2
0
0

1
0
0

5
0
0

WW
2

AW
9

9
0
0

H
=
1
2
0
0

1
0
0

5
0
0

1
5
0

ブラインドボックスW120×H150

WW
2

地中梁:450×600

腰壁:スギ内装用LVL化粧パネルt5 腰壁:スギ内装用LVL化粧パネルt5

カウンタ－:木製OSCL t30 カウンタ－:木製OSCL t30

1
5
0

木製 OSCL
ブラインドボックスW120×H150
木製 OSCL

外壁:窯業系サイディングt16
通気金物t15

構造用合板t9　　

胴縁30×45

透湿防水シートt0.15

屋根:フッ素樹脂GL鋼板t0.5 改良立平葺き
ポリスチレンフォーム2種b t25充填
改質アスファルトルーフィングt1.0
構造用合板t12

母屋:105×105@900 　　

梁:120×240

H
=
9
0
0

4
5
4
0

6
6
0

土台:120角

内壁:石膏ボードt12.5+EP
構造用合板t9

内壁:石膏ボードt12.5+EP
構造用合板t9

1
3
0
0 地中梁:450×600断熱材:ポリスチレンフォーム3種b t50

RC-40-0転圧t150
現況地盤より上部:RC-40-0転圧 t300以内毎

280

柱状改良 柱状改良

断熱材:高性能グラスウール10㎏/m3 t90×2枚敷き

アルミハンドレール手摺φ34アルミハンドレール手摺φ34

C
H
=
2
7
0
0

9
0
0

2
3
5

3
0
6

C
H
=
5
1
6
0

2
9
5

巾木:木製OSCL H60
土台:120角
巾木:木製OSCL H60

防湿シート

(準不燃処理材)+WP

木製コーナーガード(ナラ):35×35×H2700

天井:LGS+普通石膏ボードt9.5
岩綿吸音板(フラット)t9

(準不燃処理材)+WP
柱:カラマツ無垢板t12

(準不燃処理材)+WP

木製コーナーガード(ナラ):35×35×H2700

▽軒高2(水上)

105

3
6
0
0

5
6
6

4
1
6
6

Y2

1
3
0
0

梁:120×180

外壁:窯業系サイディングt16

通気金物t15

構造用合板t9

胴縁90×30

柱:120角

土台:120角

梁:120×500

100　　
5　　

軒下学習室

天井:岩綿吸音板t9

地中梁:300×600

2000

b1

▽軒高2(水下)

AW
7

8
7
5

H
=
1
4
8
0

3
4
5

床:衝撃吸収性ビニル床シートt9

捨貼合板t5.5+構造用合板t12

屋根:フッ素樹脂GL鋼板t0.5 改良立平葺き
ポリスチレンフォーム2種b t25充填
改質アスファルトルーフィングt1.0
構造用合板t12

雨押え:フッ素樹脂GL鋼板t0.5 立上げH120
下地合板t4.0

力板:GL鋼板t0.4
ブチルテープ
シリコンシール充填

硬質ウレタンフォーム吹付A種 t30
腰壁:RC立上りt160+20

全光性光触媒クリア塗装

柱:スギ製材150角

木材保護塗装

1
3
0
0

6
5
09
1
0

2
6
0

5
0

3
4
0

C
H
=
2
7
0
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1
1
0

1
5
0

内壁:LGS+石膏ボードt12.5
×2+EP

構造用合板t9

ブラインドボックス
木製 OSCLW120×H150

梁:120×240

1000

軒樋:カラーGL鋼板t0.5既製品垂木:90×45＠455　　
母屋:105×105@900

3
1
8
0

8
0
0

5
0

6
0

3
0

1
0
0

3
0
0 4
9
0

インターロッキング舗装300角t60

砂敷きt30

RC40-0転圧t100

RC40-0転圧t300

地中梁:450×600

柱状改良 柱状改良

軒天:LGS+軒天ボード(無塗装品)t12+EP-G

1
3
0
0

既製品φ90
竪樋:カラーGL鋼板t0.5

屋根:フッ素樹脂GL鋼板t0.5 改良立平葺き
ポリスチレンフォーム2種b t25充填
改質アスファルトルーフィングt1.0 立上げH150
構造用合板t12

天井:LGS+普通石膏ボードt9.5
岩綿吸音板(フラット)t9

パーティクルボードt20
断熱裏打ちt20(ポリスチレンフォーム3種b)

巾木:木製OSCL H60

水切:カラーGL鋼板t0.4曲げ加工

▽1FL±0

▽設計GL±0

▽軒高2(フロントロビー水下)

設備配管200φ(機械設備工事)

ベントキャップ(機械設備工事)

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/20
A3:1/40矩計図(3)
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外壁:窯業系サイディングt16

通気金物t15

構造用合板t9

胴縁90×30 　　

柱:150角製材表し

6
5
0

2
6
0

梁:120×240

3
6
0
0

X1

105 910

a1

2000

▽1FL±0

▽設計GL±0

梁:120×300

床:300角磁器質タイル張りt15

(一部SUS床マット)

+木材保護塗装仕上げ

軒下 風除室1

1
3
0
0

C
H
=
3
0
0
0

止水板側枠
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雪庇防止金物
雪止金物

柱:120角

柱状改良
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設備配管300φ(機械設備工事)

ベントキャップ(機械設備工事)

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/20
A3:1/40矩計図(4)
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例

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/ 50
A3:1/100平面詳細図(1)
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西 東図面方位

N
準 :カラマツ無垢板t12(準不燃処理材) + WP

:木製コーナーガード 35×35

(フロントロビー:H2700/多目的ホール:H2400)

:雨水排水 以降L-04_雨水排水平面図参照※
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可動式間仕切り
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脱着式手摺:アルミハンドレール
φ34・2段

カーテンH2400
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壁付アルミハンドレール手摺φ34

ぶどう棚天端:1FL+4,550

▽ステージ芯

バック幕 W8700

美術バトン2 W6000

美術バトン1
W6000

中割幕 W8700

スクリーン W4837

サスペンションライトバトン W7500

ボーダーライトバトン W7500

引割緞帳 W8700

壁付けアルミハンドレール

汚垂石
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SUS床見切

SUS床見切
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操作卓

ゴミストッカー:W1000×D540×H940

雨水枡□450

ピアノ
(既存品別途移設)

パイプ椅子収納台車
42脚×4台=168脚収納

(別途)

椅子(別途)

パイプ椅子(別途)
150台配置可能

ベビーベッド

ベビーベッド

ベビーベッド

ユニバーサル
シート

フィッティングボード

棚W1800×D600×7(別途)

棚W1200×D600×4(別途)

スロープ蓋W1280×D260×t33×10枚

ミニキッチン

椅子(別途)
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防護柵(3)

防護柵(3)

※

床換気口 床換気口床換気口

床換気口床換気口
床換気口

床換気口

(電気設備工事)

屋外水栓(機械設備工事)
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多目的ホール　演出照明・映像・音響設備:別途電気工事 (仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/ 50
A3:1/100平面詳細図(2)

佐藤 信行

A - 25

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020

北

南

西 東図面方位

N事務室
CH=2700
±0(-30)

:室名

:天井高

:床仕上げレベル
 (コンクリート天端)

:面取り20

凡

例

準 :カラマツ無垢板t12(準不燃処理材) + WP

:木製コーナーガード 35×35

(フロントロビー:H2700/多目的ホール:H2400)

:雨水排水 以降L-04_雨水排水平面図参照※



(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/ 50
A3:1/100建具表(1)

佐藤 信行

A - 26

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020

記号
型式・数量

取付位置・

備　　　考

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材種/見込

1 風除室1

スリム枠両引き分け自動ドア(上框隠ぺい)

LG(FLG5+30mil+FLG5)

天井センサー、非接触手元センサー、補助センサー、本締り錠

B-2

アルミ/100

備　　　考

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材種/見込

備　　　考

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材種/見込

記号
型式・数量

取付位置・

記号
型式・数量

取付位置・

AD
2 風除室2

スリム枠両引き分け自動ドア(上框隠ぺい)AD
3風除室1

スリム枠両引き分け自動ドア(エンジン天井内隠ぺい) AD
4 風除室2

スリム枠両引き分け自動ドア(エンジン天井内隠ぺい)AD
1 事務室

縦辷り出し窓AW

8
7
5

3
4
5

▼1FL±0

2 交流ラウンジ

スリム枠FIX窓AW
3 交流ラウンジ

両引き分け掃出窓、換気ランマ窓、FIX窓AW
4 キッチンスタジオ

引き違い連窓AW
5 防災教育室

引き違い連窓AW
6 MWC、FWC

縦辷り出し窓AW

8
A:スリム枠縦辷り+FIX+排煙突き出し縦連窓AW

7 学習室

引き違い連窓AW
9 フロントロビー(上部)

突出し窓(排煙)、FIX窓AW

10 多目的ホール(上部)

突出し窓(排煙)AW

2
9
3
5

W=3945

8
6
5

H
=
2
2
6
0

W=690

F

▼1FL±0

8
7
5

3
4
5

3454
W=1702

8
7
5

3
4
5

8
7
5

H
=
1
4
8
0

3
4
5

▼1FL±0

W=600

4
7
4
0

H
=
9
0
0

5
0
0
0

額縁:B-2

額縁:アルミ/外50,中60

9
0
0

1
1
8
0

W=800

F

8
0
0

8
0
0

▼1FL±0

8
7
5

H
=
1
4
8
0

3
4
5

7094

1ヶ所 1ヶ所1ヶ所 1ヶ所

パニックオープン、電気錠対応　

▼1FL±0

6ヶ所

FLG5+A6+LG(FLG3+30mil+FLG3)

網戸、内開きハンドル、アームストッパー、水切

B-2

アルミ/70

額縁:OSCL

額縁:木製/220

※住宅用サッシ対応可

B-2

アルミ/70

額縁:OSCL

額縁:木製/220

3ヶ所

FLG5+A6+LG(FLG3+30mil+FLG3)

B-2

アルミ/70

額縁:OSCL

額縁:外 アルミ/50,中 木製/170

網戸、換気用オペレーター(隠ぺい)、SUSフラットレール(耐荷重仕様)

引棒(高意匠性)、大型クレセント

1ヶ所

B-2

アルミ/70

額縁:OSCL

額縁:木製/220

網戸、掘込引手、水切、クレセント

※住宅用サッシ対応可

▼1FL±0

H
=
3
1
7
5

B-2

アルミ/70

額縁:OSCL

額縁:木製/220

※住宅用サッシ対応可

1
2
0
0

1
2
0
0

1
2
0
0

水切

-

パニックオープン

1ヶ所 1ヶ所 2ヶ所

4ヶ所

2
7
0
0

2
7
0
0

2
7
0
0

2
7
0
0

2
7
0
0

-

▼1FL±0

B-2

アルミ/70

額縁:OSCL

額縁:木製/220

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所(9A:6ヵ所、9B:2ヶ所、9C:2ヶ所)

B-2

アルミ/70

額縁:OSCL

額縁:木製/220

※住宅用サッシ対応可

1
1
7
0

B-2

アルミ/70

額縁:OSCL

額縁:木製/220

網戸、排煙オペレーター(隠ぺい)、水切

F F F F

W=1600

▼1FL±0

▼120×180梁天端

▼1FL±0

FLG5+A6+LG(FLG3+30mil+FLG3)

B-2

アルミ/70

額縁:OSCL

額縁:木製/220

網戸、内開きハンドル(縦辷り)・固定ハンドル(突出し)

-

B-2

アルミ/70

額縁:外 B-2、中 OSCL

額縁:外 アルミ/50、中 木製/220

排煙オペレーター(隠ぺい)、水切

-

18650

3
2
0

460460460 460460 460460460460

7
5
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5
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H
=
3
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3
H
=
2
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7
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1012.5 1012.5
60 60

1800

F F

W=4065

3
3
0
0
0

H
=
2
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8
7

1
0

1072.5 1072.5
60 60

1800

2
7
0
0

1
0
0

W=3420
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2
0
0

50

1
5
0
0

8914
W=1770W=1702

50 50 50

1
5
0
0

F F

1
5
0
0

姿　　　図

姿　　　図

姿　　　図

建具特記事項

●建具種別

・AW   アルミ製建具

・SD　 鋼製建具

・LSD　軽量鋼製建具

・WW 　木製建具

・AP   アルミ製パーティション

・WF　 木製枠

●外部に面するアルミサッシ・鋼製建具性能等級(木造・E種)

・耐風圧性　S-3

・気密性　A-3

・水密性　W-3

・断熱性　H-2

・遮音性　T-1

●マスターキープラン　あり

　仕様は下記程度とし、詳細は現場施工段階で最終決定とする

・マスターキー

・グループキー(エントランス自動ドア + 各貸し室)

・個別キー

●ガラス種別(凡例)

・FLG　フロート板ガラス

・FG　 型板ガラス

・PWG　網入り磨き板ガラス

・PWL  線入り磨き板ガラス

・FWG  網入り型板ガラス

・FWL　線入り型板ガラス

・TG   強化ガラス

・LG   合わせガラス

・Low-E　金属膜被覆低放射ガラス(断熱型)

●その他共通事項

・アルミサッシの表面処理　B-2(メーカー標準色)

　ステンカラー，ダークブロンズ，ブラック程度

・鋼製建具(SD)の板厚はt1.6とし、

  軽量鋼製建具(LSD)の板厚はt1.2とする。

・屋外に面する鋼製建具枠の塗装はDP-1，

  扉はフッ素樹脂焼付塗装とする。

・アルミサッシの額縁は集成材OSCLとする。

・屋外に面する建具の額縁には樹脂見切

  またはゴム見切にて結露対策を講じる。

・付属金物類はSUS製とする。

・ドアハンドル，引棒，床見切および沓摺，水切，戸当たり，

  指挟み防止金物，丁番，衝突防止マーク，フランス落とし

　ドアクローザー，引戸全開ストップおよび自閉機構など、

  標準的な金物類は付属金物一式に含める。

※※

建具種別

建具番号

二重線:防火設備

〈建具符号凡例〉
38.0062934

・TB　 トイレブース

・WS　 止水板

H
=
1
4
8
0

W=600

H
=
1
4
8
0

H
=
1
4
8
0

H
=
9
0
0

W=1360 W=1360 W=1815 W=1815 W=1360 W=1360 W=1360 W=1360 W=1360 W=1360

(AW-9A) (AW-9A) (AW-9A) (AW-9A) (AW-9C) (AW-9C) (AW-9A) (AW-9A)(AW-9B)(AW-9B)

木製ブラインドボックス

有効 　W=1668有効 　W=1668

▼1FL±0▼1FL±0 ▼1FL±0 ▼1FL±0

3
H
=
2
6
8
7

1
0

W=1702 W=1702W=1770

W=1702 W=1770 W=1770 W=1702

無目カバー(同材)

▲CH▲CH

▲CH ▲CH ▲CH

▲CH

有効 W=1585

2
4
0
0

50

W=1770

SUSレール、衝突防止マーク、テンキーユニット、付属金物一式

天井センサー、非接触手元センサー、補助センサー、本締り錠

B-2

アルミ/100

額縁:B-2

額縁:アルミ/外50,中60

パニックオープン

SUSレール、衝突防止マーク、付属金物一式

天井センサー、非接触手元センサー、補助センサー、本締り錠

B-2

アルミ/100

額縁:B-2

額縁:アルミ/外50,中60

SUSレール、衝突防止マーク、テンキーユニット、付属金物一式

天井センサー、非接触手元センサー、補助センサー、本締り錠

B-2

アルミ/100

額縁:B-2

額縁:アルミ/外50,中60

SUSレール、衝突防止マーク、付属金物一式

00

W=3945
1012.5 1012.5

60 60
1800

F F

有効 　W=1668

W=4065
1072.5 1072.5

60 60
1800

F F

有効 　W=1668

網戸、掘込引手、水切、クレセント

網戸、掘込引手、水切、クレセント

網戸、内開きハンドル、アームストッパー、水切

アームストッパー、排煙オペレーター(隠ぺい)

(AW-5B) (AW-5A) (AW-5A) (AW-5A) (AW-5B)

(AW-7B) (AW-7A) (AW-7A) (AW-7B)

・塗装仕上の凡例は「A-07 工事概要書・外部仕上表」による

-

5 多目的ホール

アルミフラッシュドアAD 1ヶ所

-

-

ドアハンドル、錠前、ドアクローザー、SUS枠、水切り、エアタイトゴム

B-2

アルミ/90

額縁:OSCL

額縁:木製/220

戸当たり、扉断熱材:ハニカムコア充填

▼1FL±0

H
=
1
2
0
0

W=800

4
9
0
5

パニックオープン、電気錠対応

防護柵(4):アルミ製(ブラック) 耐擦傷・高耐候ポリカーボネート t5 W1000×H1000防護柵(2):アルミ製(ブラック) 耐擦傷・高耐候ポリカーボネート t5 W1100×H1000 防護柵(3):アルミ製(ブラック) 耐擦傷・高耐候ポリカーボネート t5 W1000×H1000防護柵(1):アルミ製(ブラック) 耐擦傷・高耐候ポリカーボネート t5 W1100×H1000

▼1FL±0

2
3
2
5

(外観図) (外観図)

・A    空気層の厚み

・mil　合わせガラス中間膜(ポリビニルブチラール)の厚み

  ※ 複層ガラスの場合、室内側を合わせガラスとする。

FLG5+A6+LG(FLG3+30mil+FLG3)

LG(FLG5+30mil+FLG5) LG(FLG5+30mil+FLG5) LG(FLG5+30mil+FLG5)

FLG3+A6+LG(FLG3+30mil+FLG3) FLG3+A6+LG(FLG3+30mil+FLG3) FG4+A6+LG(FLG3+30mil+FLG3)

FLG3+A6+LG(FLG3+30mil+FLG3)

断熱パネルt16(アルミ複合板t3+断熱層t10+アルミ複合板t3)

FLG5+A6+LG(FLG3+30mil+FLG3)

・FLG  型板強化ガラス

多目的ホール
2ヶ所

W=800

1
5
0
0 1
2
0
0

（AW-8A）

B:スリム枠縦辷り+排煙突き出し縦連窓

（AW-8B）

▼ステージ床

5
0
0

※住宅用サッシ対応可



(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/ 50
A3:1/100建具表(2)

佐藤 信行

A - 27

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020

記号
型式・数量

取付位置・

備　　　考

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材種/見込

備　　　考

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材種/見込

備　　　考

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材種/見込

備　　　考

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材種/見込

記号
型式・数量

取付位置・

記号
型式・数量

取付位置・

記号
型式・数量

取付位置・ 1 事務室

引き違い窓WW
2 防災教育室、学習室

ランマ付引き違い窓WW
3 防災教育室、学習室

ランマ付FIX窓WW
4 キッチンスタジオ

FIX窓WW

多目的ホール

1 職員通用口、キッチンスタジオ、学習室

止水板設置型鋼製片開き戸SD
2
SD

3多目的ホール、防災備蓄倉庫

止水板設置型鋼製両開き戸 SD
4多目的ホール

両開き戸 SD
1 キッチンスタジオ

片引き込みハンガードアLSD
2 学習室

片引き込みハンガードアLSD

3 HWC

片引き折れハンガードアLSD
4 授乳室

片引き込みハンガードアLSD
5 事務室

片開き戸LSD
8 事務室

片開き戸LSD

9 キッチンスタジオ

片開き戸LSD
10 防災教育室、学習室

ランマ付き片引込み戸LSD

防災備蓄倉庫

親子扉

11 防災教育室用倉庫

両開き戸LSD
学習室用倉庫

両引き分け戸LSD
12

多目的ホール用倉庫

4連両引き分け戸LSD

9
0
0

H
=
1
8
0
0

5
0
0

1
2
0
0

W=770

OSCL

木製/50

額縁:OSCL

額縁:木製/185

▼1FL±0

9
0
0

6
0
0

H
=
1
2
0
0

▼1FL±0

木製/50

額縁:OSCL

額縁:木製/185

W=1620

9
0
0

H
=
1
8
0
0

5
0
0

1
2
0
0

▼1FL±0

木製/50

額縁:OSCL

額縁:木製/185

OSCL

木製/50

額縁:OSCL

額縁:木製/185

TG4

6
0
0

H
=
1
0
5
0

▼1FL±0

1
0
5
0

下枠:フラットレール、クレセント、指詰め防止金物、掘込引手

W=1590

下枠:木製カウンター OSCL t50 D450

2ヶ所 4ヶ所 3ヶ所

F

1ヶ所(4A:2ヶ所、4B:1ヶ所)

有効2120

4260

(壁) (壁)

枠:SOP

枠:St t=1.2/170

扉:日塗工指定色焼付

額縁:St t=0.6/40

1ヶ所

▼1FL±0

W=7020
877.5 877.5

枠:SOP

枠:St t=1.2/385

扉:日塗工指定色焼付

扉:St t=0.6/40

1ヶ所

F F

H
=
2
1
0
0

W=900

▼1FL±0

ドアハンドル、錠前、枠・扉:ロックウール充填、ドアクローザー

枠:DP1

枠:St t=1.6/100

扉:FU-BE

扉:St t=1.6/40

3ヶ所 3ヶ所

▼1FL±0

止水板:ラクセットSDタイプ 850305

2
7
0
0

2
7
0
0

2
7
0
0

-

枠:DP1

枠:St t=1.6/100

扉:FU-BE

扉:St t=1.6/40

-

- -- - - -

-

枠:SUSHL

枠:SUSFB枠/240

扉:木板張り

扉:St t=1.6/40 + 木板張り20

遮音性能:T-2以上

2ヶ所 1ヶ所

FTG4

引棒、錠前、自閉機構付上レール、SUS床見切

枠:SOP

枠:St t=1.2/285

扉:木目調鋼板

扉:St t=0.6/40

-

枠:SOP

枠:St t=1.2/295

扉:日塗工指定色焼付

扉:St t=0.6/40

-

1ヶ所

枠:SOP

枠:St t=1.2/180

扉:日塗工指定色焼付

扉:St t=0.6/40

-

枠:SOP

枠:St t=1.2/150

扉:木目調鋼板

扉:St t=0.6/40

-

FG4

1ヶ所 1ヶ所 1ヶ所

ドアハンドル、錠前、ドアクローザー、SUS床見切

枠:SOP

枠:St t=1.2/185

扉:日塗工指定色焼付

扉:St t=0.6/40

-

枠:SOP

枠:St t=1.2/185

扉:木目調鋼板

扉:St t=0.6/40

電気鍵対応

1ヶ所

枠:SOP

枠:St t=1.2/185

扉:木目調鋼板

扉:St t=0.6/40

-

1ヶ所 3ヶ所

枠:SOP

枠:St t=1.2/185

扉:木目調鋼板

扉:St t=0.6/40

-

2
1
0
0

4
5
0

▼1FL±0

枠:SOP

枠:St t=1.2/100

扉:日塗工指定色焼付

扉:St t=1.6/40

-

FG4

1ヶ所

角型掘込引手、錠前、SUS床見切、フランス落とし

枠:SOP

枠(上枠なし):St t=1.6/170

扉:日塗工指定色焼付

扉:St t=1.6/40

-

-

1ヶ所

-

-

-

-

▼1FL±0 ▼1FL±0

▼1FL±0 ▼1FL±0 ▼1FL±0 ▼1FL±0

▼1FL±0

▼1FL±0

▼1FL±0

▼1FL±0▼1FL±0

2
7
0
0

2
7
0
0

OSCL OSCL

1
0
0

4
5
0

51 5

200

1
0
0

F F

W=810
200

クレセント、指詰め防止金物、掘込引手

姿　　　図

姿　　　図

姿　　　図

姿　　　図

14

6 職員用更衣室

片開き戸LSD

W=750

H
=
2
1
0
0

2ヶ所

枠:SOP

枠:St t=1.2/185

扉:日塗工指定色焼付

扉:St t=0.6/40

-

FG4

▼1FL±0

7 事務室用倉庫

片開き戸LSD 1ヶ所

ドアハンドル、錠前、ドアクローザー、SUS床見切

枠:SOP

枠:St t=1.2/185

扉:日塗工指定色焼付

扉:St t=0.6/40

-

FG4

▼1FL±0

600

H
=
2
1
0
0

W=1570

H
=
2
1
0
0

W=1570

1
5
0
0

100

3
0
0

W=1913

H
=
2
1
0
0

100

W=1913

H
=
2
1
0
0

1
5
0
0

3
0
0

W=1813

H
=
2
1
0
0

100

1
0
0

3
0
0

H
=
2
1
0
0

W=800

1
5
0
0

100
100

1
0
0

W=800

H
=
2
1
0
0

100

1
0
0

H
=
2
1
0
0

W=800

1
5
0
0

100

有効
W=800

W=800

6
0
0

500

6
0
0

150

1
5
0

W=1155

H
=
2
1
0
0

W=2020

H
=
2
1
0
0

H
=
2
7
0
0

H
=
2
1
0
0

H
=
2
1
0
0

　　 (フロントロビー側)

ブラインドボックス(通し)

W=1590

W=714
有効

▲CH▲CH▲CH▲CH

W=810

(WW-4A) (WW-4A)(WW-4B)

W=900
有効

W=900
有効

1
5
0

▲CH ▲CH

(壁)

W=2590

有効
W=1100

F

オーバーカット H=20

877.5 877.5877.5 877.5 877.5 877.5

-

キックプレート

キックプレート

キックプレート

SUS沓摺、SUS水切、気密ゴム キックプレート(SUSHL t0.8)

引棒、錠前、自閉機構付上レール、SUS床見切

キックプレート(SUSHL t0.8)

引棒、錠前、自閉機構付上レール、SUS床見切

キックプレート(SUSHL t0.8)、表示付大型サムターン

引棒、錠前、自閉機構付上レール、SUS床見切

キックプレート(SUSHL t0.8)、表示付大型サムターン

ドアハンドル、錠前、ドアクローザー、SUS床見切 ドアハンドル、錠前、ドアクローザー、SUS床見切

ドアハンドル、錠前、ドアクローザー、SUS床見切

高意匠性大型ドアハンドル、錠前、枠・扉:ロックウール充填

ドアクローザー(コンシールド)、SUS床見切、気密ゴム、扉下端ゴム板

額縁(三方枠):SOP

額縁(三方枠):St t=1.2/90額縁(三方枠):St t=1.2/190

額縁(三方枠):SOP

額縁(三方枠):St t=1.2/190

額縁(三方枠):SOP

・塗装仕上の凡例は「A-07 工事概要書・外部仕上表」による

引棒、錠前、自閉機構付上レール、SUS床見切 引棒、錠前、自閉機構付上レール、SUS床見切

大型引棒(高意匠タイプ)、錠前、自閉機構付上レール、SUS床見切

ドアハンドル、錠前、ドアクローザー、SUS床見切、フランス落とし

SAT枠、電気鍵対応 SAT枠

H
=
8
5
0

H
=
8
5
0

止水板:ラクセットSDタイプ

W=850
W=1143

有効

H
=
2
1
0
0

1
5
0
0

150

-

キックプレート 3
0
0

止水板重量:
約9.2kg/枚

止水板重量:
約16.1kg/枚

給湯・ロッカーコーナー

両引き分け戸LSD
13

1ヶ所

▼1FL±0

1
5
0
0

100

3
0
0

W=2650

H
=
2
1
0
0

W=1300
有効

キックプレート

引棒、錠前、自閉機構付上レール、SUS床見切

枠:SOP

枠:St t=1.2/285

扉:日塗工指定色焼付

扉:St t=0.6/40

-

キックプレート(SUSHL t0.8)

FG4+A6+LG(FLG3+30mil+FLG3)

TG4 TG4 TG4

100

1
5
0
0

3
0
0

キックプレート

キックプレート(SUSHL t0.8)

ドアハンドル、錠前、枠・扉:ロックウール充填、ドアクローザー

SUS沓摺、SUS水切、気密ゴム、フランス落とし

FTG4

FTG4 FTG4 FTG4

FTG4 FTG4 FTG4

WS-4 WS-5



5 キッチンスタジオ

引違い窓WW

▼1FL±0

▲CH

W=1720

枠:アルミ/70

3
3
6
0

W=6620

1 交流ラウンジ

両引き分け折れ戸AP 1ヶ所

9
0
0

6
0
0

H
=
1
2
0
0

下枠:木製カウンター OSCL t30

木製/50

額縁:OSCL

額縁:木製/185

TG4

-

ドアハンドル、錠前、SUS下レール、縦枠固定通しアングル:St.L-75×75×t6

透明ポリカーボネート t5

枠:B-2

1ヶ所

2
7
0
0

OSCL

6
0

H
=
3
2
9
7

3

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/ 50
A3:1/100建具表(3)

佐藤 信行

A - 28

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020

記号
型式・数量

取付位置・

備　　　考

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材種/見込

備　　　考

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材種/見込

備　　　考

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材種/見込

備　　　考

金　　　物

硝　　　子

仕　　　上

材種/見込

記号
型式・数量

取付位置・

記号
型式・数量

取付位置・

記号
型式・数量

取付位置・

多目的ホール

1 給湯・ロッカーコーナー(フロントロビー側)

三方枠WF

▼1FL±0 ▼1FL±0

1ヶ所

-

姿　　　図

姿　　　図

姿　　　図

姿　　　図

-

-

-

1 MWC

トイレブースTB
2
TB

3
TB1ヶ所

▼1FL±0

-

▼1FL±0

-

扉・壁面:メラミン樹脂化粧合板/40

-

中心吊りグレビティヒンジ、外開き錠(表示付き)、帽子掛け戸当たり

FWC

トイレブース 1ヶ所

-

-

-

FWC

トイレブース 1ヶ所

-

-

-

1
風除室1WS

止水板収納用受け金物:SUSアングル30×30,L=50 裏表2箇所ずつ/枚

パネル:アルミ形成押出型材 アルマイトクリアt50・止水ゴム

-

1ヶ所

▼1FL±0

2
0
0

1
0
0
0

額縁:木製/31(交流ラウンジ側)

▲梁下端

額縁:OSCL

下枠:フラットレール、クレセント、指詰め防止金物、掘込引手

・塗装仕上の凡例は「A-07 工事概要書・外部仕上表」による

木製

OSCL 額縁:OSCL

額縁:木製/190

W=1500

2
7
0
0

▼1FL±0

1
SLW 1ヶ所

ケースハンドル

W=6542
925 52 15925925925925925925

枠:アルミ/61

扉:日塗工指定色焼付鋼板 t=0.6/75

扉:石膏ボード t=9.5/75

-

枠:B-2

レール:アルミ押出型材 アルマイト仕上げ

4
2

4
3

2
7
0
0

2
6
1
5

-

8
0
0

1
0
0
0

ハンドル操作口
(裏面シールド用)

ハンドル操作口
(裏面上下圧接用)

ハンドル操作口(小口面上下圧接)

ケースハンドル

SUS巾木、SUS笠木、物置用取手、マグネットキャッチ

扉・壁面:メラミン樹脂化粧合板/40

中心吊りグレビティヒンジ、外開き錠(表示付き)、帽子掛け戸当たり

SUS巾木、SUS笠木、物置用取手、マグネットキャッチ

扉・壁面:メラミン樹脂化粧合板/40

中心吊りグレビティヒンジ、外開き錠(表示付き)、帽子掛け戸当たり

SUS巾木、SUS笠木、物置用取手、マグネットキャッチ

11
00

2
0
0
0

950 1400 1600

▼1FL±0

15
50

1100900

2
0
0
0

15
50

9001100

2
0
0
0

1369 13681368
110 1104325

4495
4335

2 脱着式止水板(3連2段)

風除室2WS1ヶ所

1303
4130
1304 1303

110 110

4320 3440

▼1FL±0

1ヶ所
3 脱着式止水板(2連2段)

交流ラウンジWS

防災教育室

可動式間仕切り

ローラー絞りハンドル、ローラー絞りハンドル受、ファスナー、取手

サイド柱・中間柱・下枠(溝レール蓋):SUS304　

-

パネル:アルミ形成押出型材 アルマイトクリアt50・止水ゴム

-

ローラー絞りハンドル、ローラー絞りハンドル受、ファスナー、取手

サイド柱・中間柱・下枠(溝レール蓋):SUS304　

-

パネル:アルミ形成押出型材 アルマイトクリアt50・止水ゴム

-

ローラー絞りハンドル、ローラー絞りハンドル受、ファスナー、取手

サイド柱・中間柱・下枠(溝レール蓋):SUS304　

脱着式止水板(3連2段)

3
4
3
.
8

4
5
6
.
2

3
4
3
.
8

4
5
6
.
2

3
4
3
.
8

4
5
6
.
2

ア

㋐止水板重量:約10.2kg/枚

イ

ア

イ

ア

イ

ウ

エ

ウ

エ

ウ

エ

オ

カ

オ

カ

㋑止水板重量:約13.6kg/枚

㋒止水板重量:約9.7kg/枚

㋓止水板重量:約12.9kg/枚

㋔止水板重量:約11.6kg/枚

㋕止水板重量:約15.5kg/枚

15701101570
3250

止
水

高
さ

H
=
8
0
0

止
水

高
さ

H
=
8
0
0

▼1FL±0▼1FL±0 止
水

高
さ

H
=
8
0
0

-

止水板収納用受け金物:SUSアングル30×30,L=50 裏表2箇所ずつ/枚 止水板収納用受け金物:SUSアングル30×30,L=50 裏表2箇所ずつ/枚



1
2
7
4
0

多目的ホール

1
6
5

2153511375100106475

49397

3
0
0
0

4
5
5
0

8
1
9
0

4
8
7
5

6
8
2
5

3
7
4
5

3
7
4
5

3
1
8
5

420045503185122802275409536406475

40705

910

1
8
2
0

1
8
2
0

1
8
2
0

1
8
2
0

1
8
2
0

1
8
2
0

7735 2275 22759100

3000

1
6
5

6
8
2
5

4
8
7
5

1
8
2
0

X1 X3 X6

X8 X13

Y2

Y4

Y5

Y6

X7

Y7

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/100
A3:1/200天井伏図

佐藤 信行

A - 29

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号
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(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業　建築主体工事

A1:1/4
A3:1/8部分詳細図(1)

佐藤 信行

A - 34

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020

外壁取合 断面詳細 S=1/4(A1),1/8(A3)

ケラバ 断面詳細 S=1/4(A1),1/8(A3)

水上 断面詳細 S=1/4(A1),1/8(A3)

外壁取合 断面詳細2 S=1/4(A1),1/8(A3)

軒天 平張り PB t12.5

軒樋 カラーGL鋼板 既製品

HACO GH15号同等品 
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竪樋 カラーGL鋼板製 90φ

構造用合板 t9

通気金具 t15
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発泡ポリスチレンフォーム t25

改良立平葺工法 フッ素樹脂GL鋼板 t0.5

屋根 完全防水工法

雪止金物 羽タイプ 千鳥 @426
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シリコンシール充填
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破風包み:フッ素樹脂GL鋼板 t0.5
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(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業　建築主体工事

部分詳細図(2)
佐藤 信行

A - 35

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
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フックH50

平部面戸:屋根同材

唐草:屋根同材

▽軒高

力板:亜鉛メッキ鋼板t1.6
Z-18*46*150

鼻隠し:25*150

雪止金物:羽タイプ千鳥 @426
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水止め面戸 L-30*25 通し

シリコンシール充填
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改質アスファルトルーフィングt1.0
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▽軒高

エルボ:カラーGL鋼板製 90φ

受金具 @455

軒樋:カラーGL鋼板 既製品
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A1:図示
A3:図示

軒先 断面詳細 S=1/4(A1),1/8(A3)

多目的ホール北側庇 S=1/4(A1),1/8(A3)

水上 断面詳細2 S=1/4(A1),1/8(A3)
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(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業　建築主体工事

A1:図示
A3:図示部分詳細図(3)

佐藤 信行
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管理建築士          土屋 元 近藤信孝
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西 東図面方位

N

S=1/20(A1),1/40(A3)トイレ手洗カウンター詳細図 S=1/20(A1),1/40(A3)

S=1/25(A1),1/50(A3)

手洗い器ライニング詳細図

ベビーチェア詳細図

ベビーベット詳細図 S=1/20(A1),1/40(A3)

ケイカル板

防錆化粧鏡 500×1000
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1
1
5
0

236

▽FL±02
8
0

▽FL±0

98

8
1
3

6
1
6

▽FL±0

中間棚

照明用スイッチ

電気温水器

シングルレバー混合水栓

換気扇用スイッチ

(中間棚)

換気ダクト(機械設備工事)

下り壁:壁同材
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20 115115115115 20

φ5タッピングネジ

コンパネ t12補強範囲

650

1
2
6
0

※IHヒーターありの場合

6
7
5

1
6
4

3
0
1

φ5タッピングネジ

250 25075 75 2847

左右部分打込位置

中央部分打込位置

△WL

▽
W
L

△WL

5555 φ5タッピングネジ

コンパネ t12補強範囲

1
2
0
0

5555

※下地がLGSの場合、

※アンカーボルトはコンクリート埋め込み深さ40mm以上を確保

M10アンカーボルト

9
9
0

1
1
0

幅はLGSピッチに合わせること

310

(
9
4
0
)

※()数値はコーナー設置時の寸法を示す

(
1
3
0
)

36.545
左右部分打込位置
中央部分打込位置

▽
W
L

φ5タッピングネジ
135(壁面まで)

3
0
以

上

補強木

ペーパーコア

※乾式工法の壁やパーテーション壁に取付ける際は、

ネジ固定位置に補強木を入れること

トイレ詳細図 S=1/20(A1),1/40(A3)

大型キッチン詳細図S=1/20(A1),1/40(A3)

212.5

L型手摺り

サニタリーボックス
ライニング部分のみ
化粧ケイカル

ライニング部分のみ
化粧ケイカル

1
3
0
0

小便器 大便器

(女子のみ)

C
H
=
2
7
0
0

ポストフォーム

(機械設備工事)(機械設備工事)

ライニング

ポストフォーム
ライニング

ポストフォーム
ライニング

※()数値はMWCの寸法を示す

(200)

1
0
0
0

電気温水器(機械設備工事)

手摺り

640
200120 200 120

M10アンカーボルト
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1500

1
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650

▽FL±0

△WL

160

▽
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L

555
696

4
8
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3
3
8

平面図

正面図

※アンカーボルトはコンクリート埋め込み深さ40mm以上を確保

▽FL±0

側面図(格納時) 側面図(展開時)

▽FL±0

▽
W
L

※ステッカー貼り付け位置
　・警告ステッカー：シート近くに貼り付け
　・使用説明ボード：シート近くにタッピングネジで取付け。
　 　　　　　　　  (ネジが使用できない場合は強力な両面テープで固定)
　・誘導案内ステッカー：トイレ出入り口に貼り付け

DMK12LKW1<2>F100(200)L同等品

AC-BK-F62同等品 AC-US-41同等品

AC-OK-F11同等品

紙巻き器

正面図1 側面図1

配管(床上90mm以内)
4×15A型W

D
AC

20×40VP
15A-100V
2×20A-200V
2×30A-200V

シンク

本体

抽斗箱

建具類

台輪

両面メラミン化粧パーティクルボード t18  F☆☆☆☆

ウレタン塗装(水性) F☆☆☆☆ U-200色

シュプラーゼ t15 (MSスライドレール使用）

エッジ

洗剤・スポンジ用カゴ付き

ステンレス SUS304 t0.7 プレス成型品

セフティーエッジ t3  ホットメルト接着

樹脂シート t0.45  ホットメルト接着 F☆☆☆☆

(パウダーグレー：U-160）

天板 人工大理石 t12（見付 t35）

寸法

  調理台

W5000×D1300×H850

ユニボード ピュアHi t18  F☆☆☆☆(10色より選択可)

排水トラップ

把手

コンセント

調理器具

水栓

蝶番

AC:100V 2口アースターミナル付

樹脂製ゴミ収納器付 φ180 A40用

シングルワンホ－ル混合栓 (逆止弁付/寒冷地用)

ゼンシスヒンジ 100°開き(ソフトクローズ機構)

ステンレス製(L101)

ビルトインIHクッキングヒーター KZ-G32AK　

ビルトインオーブンレンジ NE-DB700P

包丁掛け 樹脂成型品

床固定アングル 樹脂成型品 B-1

AC:オーブン用20A・200V 露出1口接地極付

AC:クッキングヒーター用30A・200V 露出1口接地極付

エッジ

18 18914 264
9501290
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1290970100

18220
18 18618 618 18
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包丁掛け

ACコンセント(コンセントBOX付)

ピュアHiシール

耐火ボード t5

オーブン用
露出コンセント
（背板取り付け）

ポリ合板(取り外し可)

両面ポリ合板(取り外し不可)

側面図2 A断面図

D
AC(15A・100V)

D
W(C) W(H)

AC(20A・200V)

AC(30A・200V)

AC(30A・200V)
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分割可能 分割可能 分割可能

配管立上り位置平面図
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天板:人工大理石 t12
　　 (見付 t35)

調理器具:KZ-G32AK
         NE-DB700P同等品

クッキングヒーター用
露出コンセント

（背板取り付け）取り付け方向

取り付け方向

R10

R10

R10

R10

洗剤・スポンジ用カゴ

天板分割 天板分割 天板分割

※シームレスジョイント
  (現場施工)

シンク：ステンレス SUS304 t0.7

　　　　プレス成型品  IBタイプ

水栓穴 φ38

水栓穴 φ38

裏板通線用切欠き:W20×H20
ACコンセント(コンセントBOX付)

Ａ

包丁掛け

製造年月日シ－ル

蹴込み:D150

ブランド

オーブン用
露出コンセント

（背板取り付け）取り付け方向

耐火ボード t5

クッキングヒーター用
露出コンセント

（背板取り付け）

取り付け方向

ピュアHiシール
(参考品番)

※両面メラミン化粧パーティクルボード:VOC低減・抗菌機能付　※カラーリング10色程度+相3種、選定可能
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400
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527(654)
757(1079)

230(425)

洗面器、電気温水器(機械設備工事)

(
1
9
5
)

150
(195)

ポストフォームライニング

防錆化粧鏡 450×600

1
5
0
0

378.5
757(1079)

(539.5)
378.5
(539.5)

※()数値はキッチンスタジオの寸法を示す

化粧ケイカル板

L-B450E2K/WX同等品



タイル張り

シーリング

18

3
5

8

モルタル金鏝仕上げ

シーリング

モルタル金鏝仕上げ

9

3
0

2
0

3
0

2
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(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業　建築主体工事

部分詳細図(4)
佐藤 信行

A - 37

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020

S=1/5(A1),1/10(A3)トイレSUS見切り詳細図S=1/5(A1),1/10(A3)

ステージ階段詳細図 SUS床マット詳細図

消火器BOX詳細図 S=1/15(A1),1/30(A3)

S=1/5(A1),1/10(A3)

A1:図示
A3:図示

木製見切り/コーナーガード

ステージ框詳細図

止水板(脱着式パネル型)詳細図

S=1/10(A1),1/20(A3)

S=1/10(A1),1/20(A3) S=1/5(A1),1/10(A3)ピクチャーレール詳細図

縦手摺H=700 詳細図

更衣室上がり框詳細図 S=1/4(A1),1/8(A3)

S=1/2.5(A1),1/5(A3)

止水板(鋼製建具枠設置型)詳細図 S=1/5(A1),1/10(A3)

ステージ下がり壁詳細図 S=1/20(A1),1/40(A3)

S=1/5(A1),1/10(A3)手摺詳細図

S=1/5(A1),1/10(A3)

スロープ蓋詳細図S=1/10(A1),1/20(A3)

ステージスロープ詳細図 S=1/20(A1),1/40(A3)

止水板収納 フック詳細図 S=1/5(A1),1/10(A3)止水板収納 台座詳細図S=1/5(A1),1/10(A3)

▽ステージ床面(1FL+500)

▽スロープ床面(1FL+300)

木製根太組

スロープ床:複合フローリングt15 捨貼工法

構造用合板t12.5

+ポリウレタン樹脂3回塗装 巾木:木製 OSCL

見切り:タモ集成材

框:タモ集成材

壁:シナ合板 OSCL 見切り:タモ集成材

3
0
0

1
1
0

8
0
0

見切り:タモ集成材

壁付けアルミハンドレール手摺φ34

壁付けアルミハンドレール手摺φ34

脱着式アルミハンドレール手摺φ34
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スロープ床:複合フローリングt15 捨貼工法

構造用合板t12.5

+ポリウレタン樹脂3回塗装

見切り:タモ集成材

▽ステージ床面(1FL+500)

▽1FL±0 ▽1FL±0

木製根太組

▽スロープ床面(1FL+300)

スロープ蓋

X13 Y1

1820

陶板壁画詳細図 S=1/5(A1),1/10(A3)

2-D10ｳｪﾙﾄﾞｱﾝｶｰ

SUS PL-16.0t

φ9鉄筋溶接

St. M16×45 ﾎﾞﾙﾄ+PW
下穴ﾌｻｷﾞﾎﾞﾙﾄ

SUS304 1.5t HL ｸﾞﾚﾓﾝ受

工場ﾓﾙﾀﾙ充填

4-SUS M20ｵｰﾙｱﾝｶｰ
埋込長80以上
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SUS304t1.5 HL

無収縮モルタル充填

丸ゴム両端50@400

SUS304t1.5 HL

グレモン受
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(斫り寸法) 

PW-40

水抜き穴
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丸ゴム両端50@400
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2-D10ウェルドアンカー@400以下
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踏面:タモ集成材t40
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大引き:95×150

見切り:タモ集成材 H60
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25

ステージ床:天然木複合フローリングt15,ポリウレタン樹脂3回塗装

蹴込:タモ集成材t25

ズレ止めゴムシート裏張り
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▽FL±0

:上部小口蓋範囲
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ロッド棒固定B.PL

SUS100×75×t4.0

②:壁付け用フック 16φ

ロッド棒:SUS16φ加工
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235 4
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支柱:St□-100×100×2.3t

頭繋ぎ:St□-100×100×2.3t
(錆止めマデ)現場OP 

(錆止めマデ)現場OP

①:引掛け金物 16φ

ロッド棒:SUS16φ加工

ロッド棒固定B.PL
SUS100×75×t4.0

③:天吊りフック棒 6φ
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ロッド棒固定B.PL
SUS70×70×t4.0
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27

ロッド棒:SUS6φ加工
天板吊り用 HL仕上
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框:ﾀﾓ集成材150*150 OSCL
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5.5 9

見切り:タモ集成材H60

シナ合板t5.5 OSCL
+合板t9

▽FL±0
額:タモ集成材t25

敷土台:松45×130.5

大引き:95×150

2
9
0H
=
5
0
0

ステージ床:天然木複合フローリングt15
ポリウレタン樹脂3回塗装

ホール床:天然木複合フローリングt15

ホールインアンカーW3/8＠1200

シナ合板t5.5 OSCL

OSCL

ブドウ棚受梁

8
5
0

ブドウ棚:C-100×50×20×t2.3@303

三方枠:タモ集成材t30
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0

1
5
0

20590

見切り:スギ□-25

295
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4
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2
4
5

支持脚

▽1FL±0

CFシート貼 t2.3
捨貼合板 t5.5

構造合板 t12

上框:SUSHLt1.6 100×90

複層ビニル床シートt2.0

下地：モルタル

3
0
1
0
0

1
3
0

▽ステージ床面(1FL+500)

▽スロープ面:床仕上同材

100
50

1
5

1
8

樹脂性アングルL30×30×t4.0ビス留め+接着

SUS回転取手

スロープ蓋:構造用合板t18+複合フローリングt15 床同等

硬質ゴム板t2.0

スロープ側:巾木同材

1
3
0

▽蓋芯

SUS304t1.5 HL
止水ゴム 裏補強:SECC-t3.2

SUSM4×16

取付下地:SECC-t3.2

SUS 2-M12×80ナベテクスビス@100以下
オールアンカー

工場モルタル充填

〈止水パネル固定枠〉

突き出しタイプ平面図 断面図

〈止水パネル脱着型中間柱〉

埋込長30以上
St.D10ウェルドアンカー

※アンカーピッチ70以上

SUSM16
オールアンカー埋込長60以上

シール目地

下穴塞ぎボルト

セットボルト

受けPL

蓋裏面:構造用合板素地
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(斫り寸法) 

PW-40 14

建具W
PW

22 9
67.5

80

埋め込みタイプ平面図

水抜き穴

止水ゴム
シーリング

ST-2-D10×45ウェルドアンカー

モルタル充填

STφ9.0鉄筋棒

取付下地：SECC-t6.0
裏補強:SECC-t1.6SUS304t1.5 HL

ハツリライン▽

:モルタル充填範囲

65 20

上部小口蓋

上部小口蓋

平面図

押えPL

断面図
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LGS

下張:石膏ボード t12.5

コーナー見切:SUSコーナー役物

壁:化粧ケイカル板 t6.0

シーリング

止水ｺﾞﾑ(下面)
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26.423.1

1.5

召し合わせ

21.6

壁仕上

△天井仕上

ピクチャーレールＭ-2

ビス止め

吊りワイヤー:1.5φ×2.0m 4組/m(耐荷重30kg)
フック:4本/m

壁仕上

ピクチャーレールJ－1

タッピングビス止め

〈壁付けタイプ〉

〈天吊りタイプ〉

建具枠
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.
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8

PW=建具W-8.5

建具W
PW+21

止水ｺﾞﾑ(側面)

メカナット
ブラケット

アルミ手摺 φ34
3834

5517

29

壁面

木製下地 OSCL

スチール製ブラケット

3834

5517
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30

壁面

木製カウンターt30 OSCL

木製手摺φ34 OSCL

トラス小ネジM6

ブラケット

鬼目ナット

SUSホーローM4

合板t12
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糸面取り

見切:スギ材45×25

有孔不燃石膏ボードt9.5+EP
胴縁30×45
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木製コーナーガード 35×35×t8 H2400
(フロントロビー:H2700)

多目的ホール壁

木製コーナーガード H2400

△
柱

柱:120×450

垂直断面詳細図

鉄板t2.3

タッピングビスφ4

エポキシ系樹脂充填
EA-500S

陶板レリーフ

ステンレス板t1.5
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弾性接着剤t3

支持用ボルトφ4
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A(埋め込み型):スチール t0.8(本体、扉とも) B(埋め込み型):スチール t1.6(本体) C(置き型):スチール t1.6
　　　　　　　スチール t2.3(扉) 　　　　　　  木目調(メープル)仕上げ
　　　　　　　塗装仕上げ(ポーラルホワイト)

　　　　　塗装仕上げ(ポーラルホワイト)

UFB-1F-2741N同等品 UFB-1F-3025N同等品 UFB-1F-2500N同等品

115
256525
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5

止水板

止水板固定用金物
SUS PLt2.0加工 HL仕上

止水板収納用受け金物

SUSアングル30×30×t2.0



　　　範囲
ビス等打込不可

圧接ゴム圧接カバー

アルマイト仕上 吊ボックス

補強材(ｺ-20X30X1.2)

E-1ランナー51φ

アルミハンガーレールE-1
アルミ押出型材アルマイト仕上

上下圧接ハンドル操作口

▽FL±0

補強材(ｺ-40X30X2.3)

表面材 鋼鈑 0.6t

裏打材:石膏ボード9.5t
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断面詳細図 S=1/5(A1),1/10(A3)

メンテナンススペース

50mm以上確保

モルタル充填

別途工事
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SUS1.5tHL

フロントロビー 交流ラウンジ
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シール

木ロ-21.5×65

FB-4.5×50
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Y4

木ロ-120×120貫通ボルト

※建具荷重約200㎏

141.5

1025 2510

折れ戸芯

8
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702521.5

60 81.5 38.5
21.5

10

△軒下下端

▽FL±0

ロックウール80kg/㎥

アルミ押出型材

圧接カバー

アルマイト仕上
アルミ押出型材

100
1460
1260 100

9
0
0

900

SUS床見切り

針葉樹合板 t12+t12

パラフィン含有パーティクルボード t20

+断熱材裏打ち

可動間仕切り詳細図 S=図示(A1),図示(A3)

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業　建築主体工事

部分詳細図(5)
佐藤 信行

A - 38

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020

屋外フェンス詳細図 S=図示(A1),図示(A3)

150150 600

大引鋼 50×50×1.6t @900

根太鋼 1.2t×H29×35×64 @300

調整ﾎﾞﾙﾄ M16

支持脚 標準タイプ601 @900

A1:図示
A3:図示

インターロッキング舗装詳細図アスファルト舗装詳細図

単層ビニル床シートt2.0

アルミ折れ戸 AP-1 詳細図 S=1/5(A1),1/10(A3)

トレンチ詳細図 S=1/20(A1),1/40(A3)

S=1/10(A1),1/20(A3)

上層路盤:粒調砕石 t100

下層路盤:RC40-0 t300

インターロッキングブロック
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上層路盤:粒調砕石 t100

下層路盤:RC40-0 t260

□300 t60(グレー色ミックス)

目地砂

S=1/20(A1),1/40(A3)S=1/20(A1),1/40(A3)

ステンレス製郵便ポスト

密粒アスファルトt50

クッション層(砂) t30

路床転圧
路床転圧

モルタル

気密用ゴムパッキング(CR)

締付ハンドル付

▽1FL±0

縁金物

鋳鉄

締付ボルト
床仕上と同材

□600

開口部

床点検口詳細図 S=1/20(A1),1/40(A3)

ステンレス

ステンレス

機械設備基礎雨水枡詳細図 S=1/15(A1),1/30(A3)

鍵ポスト詳細図 S=1/10(A1),1/20(A3)S=1/10(A1),1/20(A3) S=1/20(A1),1/40(A3)

＊は別図による。

W*
補強野縁

取付け用補強材
(ネジ・ビスにより

CL

(アルマイト複合被膜)

陽極酸化皮膜

アルミ枠表面仕上

アルミ型材

鍵付(コイン錠)

※天井伏図参照
・額縁タイプ：ハイハッチＳＥタイプ(同等品)
・目地タイプ：ハイハッチＭＭタイプ(同等品)

450(600)

補強材に直接固定)

天井点検口詳細図

トレンチ防水（床・壁）
ケイ酸質系塗布防水

防護柵(1)～(4) S=1/15(A1),1/30(A3)
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フリーポール裏蓋
30.5×7.4×t0.9

M8×135六角ボルト(SUS)

M8バネ座金(SUS)

M8平座金(SUS)

胴縁キャップ(ASA) 10 10

8

支柱キャップ t2.0(SUS)

格子:30×55×t0.9/1.1

胴縁(胴縁+胴縁補助):32×55×t1.2/2.5

トラスタッピンネジ
φ4×20 3種(SUS)

支柱:105×150×t2.6/3.5

997
2

10 997
4

胴縁受金具 t3.0（SUS）

ストレート継手(ADC12）

3
2
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サラタッピンネジ
φ4×25 3種(SUS)

105

平面図 S=1/25(A1),1/50(A3)

断面図 S=1/25(A1),1/50(A3)立面図 S=1/25(A1),1/50(A3)

▽舗装面

格子30×55

横桟88×49.5

框100×50

門柱(間仕切柱+柱格子)
100×160

門扉用ヒンジ
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5036W=82550 39
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扉立面図 S=1/25(A1),1/50(A3)

扉平面図 S=1/25(A1),1/50(A3)

1
9
6
0

4
0

9
6
0

600

86W=82589

1000

RC-40

18-8-25BB
インバートコンクリート

ノックアウト

蓋:溶融亜鉛メッキグレーチング
(細目ノンスリップタイプ）

▽舗装面
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520(蓋寸法)
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基礎端部断面詳細図
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鉄骨架台:[ -150×75×6.5×10
溶融亜鉛メッキ

A-BOLT:M-16 L=450
溶融亜鉛メッキ

▽1FL±0
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150 350100 350150 100

捨コンt50

RC40-0転圧t100

端部基礎断面詳細図 中央基礎断面詳細図

※コンクリート強度:Fc21-18-20N

路床転圧

連結穴12－φ5.2

投入口サイズ：261×36

投入口側扉:SUS304t0.8 アクリル焼付塗装+PC(色:HLクリア/ブラック/シルバー)

取出口側扉:SUS304t0.8 アクリル焼付塗装+PC(色:HLクリア/ブラック/シルバー)

本体　　　:樹脂 難燃グレード

フラップ  :SUS304 t0.8 アクリル焼付塗装(色:HLクリア/ブラック/シルバー)

錠前      :静音大型ダイヤル錠

※投入口側のみ防滴仕様

重量      :4.0kg
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本体・扉:SUS304 HLt1.0 クリア塗装

フラップ:SUS304 HL t0.8 クリア塗装

投 入 口:SUS304 t0.8 黒色塗装

錠前    :ディンプル錠

投入口サイズ：３５０ｘ４５
390 302

280 22
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ハンガーレールE-1
アルミ押出型材アルマイト仕上

M8トラスボルトナット@600
(収納部@300)

誘導・収納部

木下地 梁:□-120X240

(収納部@300)
全ネジ2-M10@600

穴あけ(M12)加工

(収納部@300)
吊り材:全ネジM10@600

(収納部@300)
受け材:L-50X50X4@600

レール取付詳細図 S=1/15(A1),1/30(A3)
間仕切り部

5
0

L-50X50X4@600
(収納部 @300)

吊り材:全ネジM10@600

全ネジ2-M10@600
穴あけ(M12)加工

150

受け材:L-50X50X4@600
(収納部@300)(収納部@300)

受け材:L-50X50X4@600

▲

▼

レールジョイント位置

レールジョイント部

全ネジ2-M10@600
穴あけ(M12)加工
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M8ボルトのみで固定
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1100(1000)

エンドキャップEP44(S)樹脂溝カバーSC-40(S/G)

上枠材34K(B)
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ア
側ポリカーボネート5mm

又は強化ガラス5mm

板ゴム10×40×t3
2箇所設置

下枠材34K(B)

キリ穴φ10.5
M8オールアンカー固定

4-M8サラ 920,1020

ポリカーボネート5mm
又は強化ガラス5mm

袋ナット+SW+W

サイドバリア

樹脂溝カバーSC-40(S/G)

99

タテ枠材34K(B)

※()内寸法:防護柵(3),(4)



(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/25
A3:1/50造作家具詳細図

佐藤 信行
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2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020

止水板収納庫(1)，止水板収納庫(2) / 風除室１(2ヶ所) 止水板収納庫(7) / 交流ラウンジ(1ヶ所)
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560 1000
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2
8

550

下足入れ(2)

止水板保管スペース(1) / 職員用玄関(1ヶ所)，止水板保管スペース(2) / 防災備蓄倉庫(1ヶ所)

止水板収納庫(3)，止水板収納庫(4) / 風除室２(2ヶ所)

2
6
7

止水板収納庫(5)，止水板収納庫(6) / 多目的ホール(2ヶ所)

1
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1
1
0
0

止水板収納庫(8)兼下足入れ(1)，下足入れ(2)/ 給湯・ロッカーコーナー(2ヶ所)

350
330 20

20 20
1600

1
0
0

2
0
5

6
0

3
2
5

1
0
0

2
0

2
0
5 3
2
5

3
0

9
9
0

1
8
0
0

350
330 20

1
8
0
0

176020 20
1800

1
0
0

1
6
8

6
0

2
8
8

3
3
8 4
5
8

350
330 20

1
0
0

1
6
8 2
8
8

1
0
0

1
6
8 2
8
8

1
0
0

1
6
8 2
8
8

1
0
0

▽1FL±0

▽1FL±0

2
0

3
0

2
0

2
0

1
0
0

2
0
5

6
0

3
2
5

1
0
0

2
0

2
0
5 3
2
5

3
0

1
8
0
0

2
0

3
0

2
0

2
0

1
0
0

2
0

3
6
5 4
8
5

2
0

1
0
0

2
0

3
6
5 4
8
5

2320
147.5 147.5

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

3
0

2
0

2025

9
0
0

3
0

8
7
0

天板:タモ集成材 t30 工場塗装品(R加工)

■止水板収納庫(7):W2025×D450×H900

正面パネル:メラミン化粧合板 t20(ケンドン式)

側板:メラミン化粧合板 t20

背板:合板 t9

▽1FL±0

▽1FL±0

▽1FL±0

▽1FL±0

※設置箇所 A-24 平面詳細図(1)，A-25 平面詳細図(2)参照

下足入れ(2) 正面図 下足入れ(2) 断面図

止水板収納庫(8)兼下足入れ(1) 正面図S=1/25(A1),1/50(A3)

S=1/25(A1),1/50(A3)

S=1/25(A1),1/50(A3)

S=1/25(A1),1/50(A3) S=1/25(A1),1/50(A3)

S=1/25(A1),1/50(A3)

止水板収納庫(8)兼下足入れ(1)

止水板収納庫(8)兼下足入れ(1) 断面図

給湯・ロッカーコーナー

▽
正面

▽正面

止水板収納庫(8)兼下足入れ(1)

交流ラウンジ
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矢視図(a)

Y4

Y5
▽

正面(風除室１側)

止水板収納庫(1) 平面図

止水板収納庫(1) 正面図

止水板収納庫(3) 平面図

止水板収納庫(3) 正面図

止水板収納庫(4) 平面図

止水板収納庫(4) 正面図

1700

1796.5

196

止水板収納庫(7) 平面図 止水板収納庫(7) 正面図

止水板収納庫(7) 断面図

鍵

戸当り金物

A断面 B断面

▽1FL±0

20

20

X2 X2

多目的ホール 多目的ホール

職員用玄関

防災備蓄倉庫

止水板保管スペース(1) 正面図

▽

▽

正面

止水板保管スペース(2) 正面図

止水板保管スペース(1) 平面図 止水板保管スペース(2) 平面図

止水板収納庫(5) 平面図 止水板収納庫(5) 正面図

止水板(SD-2)

止水板(SD-2)

止水板(SD-1)

止水板(SD-2)

止水板(SD-1) 2枚

止水板(WS-3)

止水板収納庫(6) 平面図

止水板収納庫(6) 正面図

メラミン化粧合板 t30

20 1985 20

天板:タモ集成材 t30 工場塗装品(R加工)

正面パネル:メラミン化粧合板 t20(ケンドン式)

側板:メラミン化粧合板 t20

背板:合板 t9

■止水板収納庫(1):W2965×D281×H1110

天板:タモ集成材 t30 工場塗装品(R加工)

■止水板収納庫(4):W2341×D341×H1110

正面パネル:メラミン化粧合板 t20(ケンドン式)

側板:メラミン化粧合板 t20

背板:合板 t9

■止水板収納庫(3):W2341×D341×H1110

天板 止水板収納庫(5):ラワンランバー t30

■止水板収納庫(6):W1796.5×D235×H1100

正面パネル:メラミン化粧合板 t20(ケンドン式)

側板:メラミン化粧合板 t20

背板:合板 t9

■止水板収納庫(5):W1700×D196×H1100

■止水板保管スペース(2)

止水板収納下地鉄骨:H-100×100×6×8

　　　　　　　　　 オルアンカー M-12

頭つなぎ:H-100×100×6×8

■止水板保管スペース(1)

BPL:110×150×t9

止水板収納フック:SUS □-40×25×t2.0 L=100

フック④:SUS-100×200×t4.0

　　　　　SUSボルト4点固定
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把手:扉上端手掛り加工(止水板収納扉)

SUSスライド丁番(止水板収納扉)

本体・扉:メラミン化粧合板 t20

■止水板収納庫(8)兼下足入れ(1):W1600×H1800×D350

■下足入れ(2):W1800×H1800×D350

天板:タモ集成材 t30 工場塗装品

本体:メラミン化粧合板 t20
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　　                  工場塗装品(R加工)
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止水板重量(SD-1):約9.2kg/枚
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止水板重量(SD-2):約16.1kg/枚
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□吊物設備仕様

NO. 装 置 名 称
寸 法
（mm）

機 構
方 式

駆 動 方 式
固定質量

（kg）
積載質量

（kg）
速 度

（m/min）
ワイヤ径
（mm）

吊点数
動 力
（W）

操 作 方 式 制 御 方 式 備　　　考

①
固定

②

-

固定

6

4

25

150

- --
引割緞帳

ボーダーライトバトン

8,700

7,500

-65

40

③ 固定 - 4200サスペンションライトバトン 7,500 - - --40

④ 4 4-スクリーン - 釦スイッチ 直入始動-50

⑤ 中割幕
- --

⑥ 美術バトン1 200

⑧ バック幕

電動

電動

4,837

- 625 -65

7 3806,000 377

適用規準類

□一般事項

設計用荷重

実施工程表

施工計画書等

基準強度 機器機材の強度は、建築基準法の規定及び各種基準による他、用途、使用頻度、荷重状況、

信頼性等を考慮して、各メーカの示す、選定条件を満たす使用範囲内のものとする。

設計用荷重は下記によるものとし、各荷重に対し必要な強度を備えなければならない。
（1）自重

（2）積載荷重

（3）駆動装置の起動、停止（加減速）により作用する衝撃荷重（発停荷重）

（4）駆動装置定常運転により作用する荷重（駆動荷重）

（5）地震荷重

工種別に、機器、機材、工法などを具体的に定めた施工計画書を作成し、監督職員の承

諾を受ける。施工計画書に基づき、作業のやり方等を記載した要領書（検査内容も含む）

を監督職員に提出する。ただし、施工計画書の作成の必要性の少ないものは、監督職員の

承諾を受けて省略することができる。

着工に先立ち、実施工程表を作成し、監督職員の承諾を受ける。

本特記仕様を適用するにあたって、建築基準法、労働安全 衛生法等の法令、規則によ

る他、必要に応じて、以下に定める指針、規準、規格等を適用する。
懸垂物安全指針・同解説（日本建築センター）
建築設備耐震設計・施工指針（日本建築センター）
吊物機構安全指針・同解説 JATET-M-6030-3（劇場演出空間技術協会）

日本工業規格（JIS）

ステージ吊物設備　特記仕様書

塗　　　装

□塗装仕様
１．工場において加工又は組立てを終了した部材は、検査終了後、発送に先立ち塗装を施

　　すこと。但し、現場溶接部は、現場塗装をすること。
    ２．鋼材を用いた主要な部材（巻取装置架台、滑車フレーム、バトンパイプ、

　　ガイドレール類）は、表－１によること。制御盤、操作盤は、表－２によること。

　  

３．電動機、減速機、ブレーキ、軸等の塗装及び色調は、製作者の標準仕様による。但し、

　　

　　連結シャフト等の回転部で保護カバーの無い部分は注意表示の為、黄色等の塗装をする。

　　

表-１　メラミン樹脂焼付塗装

工　程 塗　装　種　別
焼付温度

乾燥時間
膜厚　μm

1 素地調整
リン酸塩処理済鋼板
脱脂・表面研磨、素地面の不純物を除去

2
メラミンアルキド樹脂系塗料

130℃
20～25分

20～30以上
上　塗

1 素地調整

素地調整 リン酸塩処理済鋼板
脱脂・表面研磨、素地面不純物除去

パテ処理
ポリエステルパテにて拾いパテ

パテ乾燥 常温4時間

パテ研ぎ ＃150～＃220ペーパー

2 下 塗
下塗 アミノアルキド樹脂系下地塗料

20以上セッティング 10～15分

3 中 塗
中塗 メラミンアルキド樹脂系塗料 20以上

中研ぎ ＃220～＃320ペーパー

4 上 塗
上塗 メラミンアルキド樹脂系塗料

20以上

自然放冷

総合膜厚　20～30μｍ以上

総合膜厚　60μｍ以上

素地調整

上塗り

自然放冷

電　動　機

□機器性能
機構の用途、荷重、昇降（移動）速度、起動停止制御、速度制御、周囲環境等に適した

形式、容量のものを選定する。

減　速　機
荷重、減速比、使用時の回転数（変速式にあっては回転数範囲）、効率、逆転効率等の

適したものを選定する。

ブレーキ

機構の荷重、速度、制動時の滑り等に適したものであり、電動機の起動、停止と連携し

て動作すること。ブレーキの保持はスプリングによるなど、動力を必要としない方式

とし、制止トルクは停止状態を保持するために必要なトルクの1.5倍以上とする。

巻取ドラム

巻溝は使用するワイヤロープに適した形状とし、巻取ドラムの直径は使用する

ワイヤロープの公称径またはロープ径の30倍以上とする。巻取ドラムの巻溝と巻取る

ワイヤロープとのなす角度は４度以下とする。

機　械　台
十分な強度の部材を組合せた上に、電動機・減速機・巻取ドラム等の駆動機器を精密に

組立て、複数のボルト、又はアンカボルトにて固定する。

ワイヤロープ

ＪＩＳマーク表示品またはこれと同等の製品とする。ワイヤロープに加わる荷重は、定

格積載の機構静止時においてＪＩＳ破断荷重の1／10以下とする。ワイヤロープとバトン

その他の機構機器等との接続は適切な取付金物等を用い端部は一本ごとに緊結する。

リミットスイッチ

動力を用いた機構もしくは電気的な確認を必要とする機構において、使用条件に応じ、

プランジャ型、ローラレバー型等のリミットスイッチを、カム、けり金具、又は

フレーム本体等で動作させ、必要な停止位置、動作範囲の限度、または確認位置で、

自動的に電気回路の開閉が行えるものとする。
必要に応じ、動作範囲を規定するリミットスイッチの外側に、ファイナルスイッチを
設け、強制停止する制御回路を設ける。

バトン
（吊物用パイプ）

用途、荷重に応じて適切なバトン形式、サイズを選定する。

吊荷重に変動のあるバトンには許容積載荷重を表示する。

□工事区分表

吊物操作制御盤までの一次側電源供給接続工事

吊物操作制御盤からの二次側配管・配線工事

同上結線工事

工　事　項　目
建 築

工 事

吊 物

工 事

電 気

工 事

工　程 塗　装　種　別
焼付温度

乾燥時間

表-２　メラミン樹脂焼付塗装

機器取付用下地工事一式

据付工事用仮設電源

据付工事に関する基準墨出し工事

据付工事に関する材料置き場の確保

据付工事に関する搬入経路の確保

据付工事に関する仮設足場及び養生

吊物機構設備機器搬入

バトンの取付工事

スクリーンの取付工事

開閉

固定吊式

手動引紐開閉 - - - - - - --
幕地：広巾別珍 2倍ﾋﾀﾞ W4,600×H3,400×1対

固定吊式 - - - --

固定吊式

固定
8,700

開閉

固定吊式

手動引紐開閉 - - - - - - --
幕地：広巾別珍 2倍ﾋﾀﾞ W4,600×H3,400×1対

電動上巻取式

電動昇降式

- --- 625 -65固定
8,700

開閉

固定吊式

手動引紐開閉 - - - - - - --
幕地：広巾別珍 2倍ﾋﾀﾞ W4,600×H3,400×1対

200インチ 16:9(イメージ：W4,427×H2,490) ※別途電気設備工事

⑦ 美術バトン2 200電動 7 3806,000 377電動昇降式

釦スイッチ 直入始動

釦スイッチ 直入始動
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上手側引紐開閉操作

20㎏

スノコ機器配置及び荷重分布図　S=1/100(A1)平面配置図　S=1/50(A1)

断面図　S=1/50(A1)
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凡例

垂直方向の荷重を示す。

注）荷重は最大積載時の荷重を示す。

　　鉄骨自重、他設備等の荷重は含まない。

（単位はkg）

荷重
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表示板：ステンレスHL仕上 5t
表　示：エッチング凹色差し黒
　　　　ウレタンクリアー仕上

3
0
0

2
5
0

400

・サインの使用書体（フォント）については下記とする

　　日本語：MTたづがね角ゴシック
　　　英語：Frutiger 55 Roman

・サインのピクトグラムは国土交通省案内用図記号
　（JIS Z8210）を基本とし、打合せにより決定する事とする

・全てのサインについて施工図を作成する事とし、
　現場代理人及び設計監理者の承認後に製作する事とする

サイン工事　特記事項

1 施設名称自立サイン　１基 誘導自立サイン　２基

駐輪場自立サイン　１基 駐車場ポールサイン ２基 スロープサイン　２ヶ所 施設名称箱文字サイン　3ヶ所

定礎板　１ヶ所

S=1/20(A1),1/40(A3）

マーク：ステンレスレーザーカット焼付塗装 5t＋5t

文　字：ステンレス焼付塗装 BOX加工 D=10

マーク：ステンレスレーザーカット焼付塗装 5t

本　体：SUS1.5t 曲加工 焼付塗装
表　示：屋外用マーキングフィルム加工　両面表示
鉄　骨：□-60×60×3.2 亜鉛メッキ材
基　礎：コンクリート:FC18-18-20N,砕石転圧RC-40-0 t150 
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本　体：SUS1.5t 曲加工　焼付塗装
表　示：屋外用マーキングフィルム加工　両面表示
鉄　骨：□-60×60×3.2 亜鉛メッキ材

表示板：アルミ製リブ付パネル（交通標識パネル）
表　示：屋外用マーキングフィルム加工　両面表示

支　柱：50.8φ×1.6t 粉体塗装
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本体：SUS1.5t曲加工　焼付塗装
巾木：SUSHL1.2t曲加工
支柱：SUS □-50×50×4
　　　SUSBASE-PL ケミカルアンカー12-SUSM10BOLT
表示：屋外用マーキングフィルム加工
基礎：コンクリート:FC18-18-20N,D10@200タテヨコシングル,捨コン50 ,砕石転圧 RC-40 t100

400

400

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:図示
A3:図示サイン詳細図(1)
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2400 600

        (一部ブラスト処理加工)

2

3 4 65

S=1/20(A1),1/40(A3）

S=1/10(A1),1/20(A3）S=1/5(A1),1/10(A3）S=1/20(A1),1/40(A3） S=1/20(A1),1/40(A3）

ボイド抜きφ100,無収縮モルタル充填

基　礎：コンクリート:FC18-18-20N,砕石転圧RC-40-0 t150 
ボイド抜きφ100,無収縮モルタル充填 基　礎：コンクリート:FC18-18-20N ,砕石転圧RC-40-0 t150 

ボイド抜きφ100,無収縮モルタル充填

7 S=1/5(A1),1/10(A3）S=1/10(A1),1/20(A3） インターフォン説明版2箇所8

表示板：アクリル指定色マットt3+捨板t3

表　示：マーキングフィルム加工表示+UV点字印刷

1
5
0

200

受付呼び出し用

インターフォン



1 受付サイン　２ヶ所 室名サイン（ペーパークリップ付き）　７ヶ所 突出しサイン（一般室名）６ヶ所 突出しサイン（トイレ）　３ヶ所

ピクトサイン（小）　6ヶ所

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:図示
A3:図示サイン詳細図(2)
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2 4
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S=1/10(A1),1/20(A3） S=1/5(A1),1/10(A3） 3

室名サイン　13ヶ所

S=1/5(A1),1/10(A3） S=1/10(A1),1/20(A3）

S=1/1(A1),1/2(A3） S=1/50(A1),1/100(A3） ピクトサイン（大）　４ヶ所

本体：アクリル指定色マット板 5.0t
下地：スチール□20×20 板面同色焼付塗装
表示：マーキングフィルム加工

案内板　２ヶ所

2
0
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900

2
0
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900

5+20

本体：アクリル指定色マット板 5.0t
下地：スチール□20×20 板面同色焼付塗装
　　　アルミ製ペーパークリップ組込（A4用紙横／A3用紙縦想定）
表示：マーキングフィルム加工

2
0
0

300 5+20

アルミ製ペーパークリップ

26
20

3 3

本体：アクリル指定色マット板 3.0t 両面表示
下地：スチール□20×20 板面同色焼付塗装
表示：マーキングフィルム加工　両面表示

2
0
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300

学習室　　　　　　×２ヶ所
キッチンスタジオ　×１ヶ所
防災教育室　　　　×２ヶ所
図書コーナー　　　×１ヶ所

本体：アクリル指定色マット板 5.0t

下地：スチール□20×20 板面同色焼付塗装

表示：マーキングフィルム加工＋
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学習室　　　　　　×１ヶ所
キッチンスタジオ　×１ヶ所
防災教育室　　　　×２ヶ所
図書コーナー　　　×１ヶ所
交流ラウンジ　　　×１ヶ所

3
3 3

　ブラケット：スチール加工 焼付塗装（ビス隠し工法）
ピクトグラム：スチール3.0tレーザーカット
　　　　　　＋ABS樹脂 8°テーパー切り出し加工文字 3.0t（両面）

表示：マーキングフィルム加工　建具に直貼り 表示：インクジェット出力シート加工　建具に直貼り

3
0

キッチンスタジオ　×１ヶ所
学習室　　　　　　×２ヶ所
防災備蓄倉庫　　　×１ヶ所
男性更衣室　　　　×１ヶ所
女性更衣室　　　　×１ヶ所
倉庫　　　　　　　×４ヶ所
搬入口　　　　　　×１ヶ所
職員通用口　　　　×１ヶ所
掃除具庫　　　　　×１ヶ所

300

2
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35

35

木材利用説明板　１ヶ所 止水板設置表示サイン　11ヶ所

本体：県産木材加工 20t ウレタンクリア仕上
表示：UVダイレクト印刷
　　　裏面スタッド加工　接着留め

2
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300 20

本体：アルミ複合板 3.0t
表示：インクジェット出力シート加工

1
5
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交流ラウンジスタンド看板　１台

計画概要説明板　１ヶ所

本体：アクリル指定色マット板 5.0t

板面同色焼付塗装
表示：マーキングフィルム加工＋

9
0
0

900 5+20

屋上避難表示サイン　１ヶ所

本体：アルミ複合板 3.0t
表示：インクジェット出力シート加工

1
5
0

600
本体:アルミ押出型材　

面板:アルミ複合板 3.0t

表示:インクジェット出力シート加工

8
4
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480

500

多目的ホール　　　×１ヶ所

止水板設置場所明示サイン　9ヶ所

本体：シート加工　家具に直貼り
表示：ダイレクト印刷

2
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7 8

　　　　　　指定色塗装仕上

インクジェット出力シートカッティング

9 10 11 12

13 14

S=1/5(A1),1/10(A3）

姿図　S=1/20(A1),1/40(A3）

S=1/10(A1),1/20(A3）

S=1/5(A1),1/10(A3）

S=1/5(A1),1/10(A3）

S=1/5(A1),1/10(A3）

S=1/5(A1),1/10(A3） S=1/5(A1),1/10(A3）

表示：マーキングフィルム加工　建具・壁面に直貼り
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S=1/50(A1),1/100(A3）

  +UV点字印刷

　    折り畳み式
艶消しブラックアルマイト

両面表示

下地：スチール□20×20

インクジェット出力シート加工
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鉄骨柱:溶融亜鉛メッキ + リン酸処理 + DP-1塗装

鉄骨梁:溶融亜鉛メッキ + リン酸処理 + DP-1塗装

竪樋:カラーGL鋼板
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竪樋φ75竪樋φ75 屋根先端ライン

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/ 50
A3:1/100身障者駐車場
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〈内部仕上〉

鉄骨部分:内部鉄骨部分SOP塗装

天井:屋根裏表し

壁:外壁裏表し

腰壁:コンクリート化粧打放し

床:コンクリート金鏝押え＋防塵塗装

〈面積〉
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6
0
0

3
0
0

B
B'

A'A

10000

5000 5000

1
0
0
0

2
0
5
0

3
0
5
0

3
2
0
0

△水下

10000

50005000

5000

5000

1
5
0

 西 面  北 面

 東 面  南 面

1
0
0
0

2
0
5
0

1
5
0

▽1FL±0

 立 面 図  S=1/50(A1),1/100(A3)   

 断 面 図  S=1/50(A1),1/100(A3)   

9
0
0

1
0
0
0

2
0
5
0

3
0
5
0

2
5

△水下

600 115115 300

可搬ポンプ置場

FRP製2分割ボード×6艇土のう置場

資材置場

水防倉庫

1FL±0=KBM+350

10000

50005000

5000

115

1
1
5

1
1
5

115

化粧破風:カラーガルバリウム鋼板 ケラバ包み:カラーガルバリウム鋼板

屋根:カラーガルバリウム鋼板折板葺
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材種・見込
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枠:DP-1，扉:フッ素樹脂焼付塗装

St.t=1.6

2
0
0
0

900
▽FL±0

2
4
5
0

シャッターボックス:スチール t0.5

開口枠:スチール t1.6手動式軽量シャッター

長野市消防団

豊野第一分団沖器具置場

名称文字ペイント(工場塗装)

(施主持ち込み品)

3
5
0

▽KBM±0

SUS沓摺、戸当たり、その他付属金物一式

シャッターボックス(メーカー標準色焼付塗装)、内側施錠

SUSレール、SUS座板、SUSマグサ、付属金物一式

1FL-50
1FL-50

1FL±0

1FL±0

1FL±0 :水防倉庫棟1FL±0からのレベル

資機材棚:木製,柱90角材,根太60×30@300,棚板普通合板t12

資機材棚:木製,柱90角材,根太60×30@300,棚板普通合板t12

(1台:W1.8m×D0.9m×H2.1m程度)

(1台:W1.8m×D0.9m×H2.1m程度)

雪止金物+バレーガード

Y1

Y2

Y1

Y2

▽最高軒高

3
2
0
0

3
2
2
5

△平均地盤面(1FL-250)

▽1FL±0

△平均地盤面(1FL-250)

3
2
2
5

3
5
8
5

3
6
0

2
5

▽最高軒高

▽最高高さ

1
0
0
0

2
0
5
0

3
0
5
0

3
2
0
0

△水下

1
5
0

▽腰壁高さ

▽1FL±0

△平均地盤面(1FL-25)

3
5
6
0

3
2
2
5

3
6
0

2
5

▽最高軒高

▽最高高さ

3
5
8
5

3
5
6
0

1
0
0
0

2
0
5
0

3
0
5
0

3
2
0
0

△水下

1
5
0

▽腰壁高さ

▽1FL±0

△平均地盤面(1FL-250)

3
2
2
5

3
5
8
5

3
6
0

2
5

▽最高軒高

▽最高高さ

3
5
6
0

1
0
0
0

2
0
5
0

3
0
5
0

3
2
0
0

△水下

1
5
0

▽腰壁高さ

▽1FL±0

△平均地盤面(1FL-25)

3
2
2
5

2
5

▽最高軒高

竪樋:カラーVPφ100

1
0
0
0

2
0
5
0

3
0
5
0

3
2
0
0

△水下

1
5
0

▽腰壁高さ

▽1FL±0

△平均地盤面(1FL-25)

3
2
2
5

2
5

▽最高軒高

△KBM±0

3
5
0

▽KBM±0

3
5
0

▽KBM±0

3
5
0

△KBM±0

3
5
0

△KBM±0

3
5
0



(仮称)長野市豊野防災交流センター建設 建築主体工事

A1:1/200
A3:1/400法チェック図(1)
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□ 用　途

□法第23条

集会場 (08550)　/別表1(い)欄(一)に該当

延焼の恐れのある部分の外壁

耐火・準耐火建築物としなければならない特殊建築物

居室の採光

□法第27条1項二号

□法第28条1項

■建築基準法関連チェック

□法第31条

□法第35条の2

　令128条3の2

■消防法関連チェック

□用　途 (1)項ロ 集会場

□消火器

□屋内消火栓設備

□自動火災報知設備

□消防機関へ通報する火災報知設備

□排煙設備

機械設備図参照　973.34/200=9.73…10箇所

機械設備図参照　パッケージ型消火設備による代替

事務室に固定電話あり

舞台部分床面積75.10㎡＜500㎡→不要

2階以下かつ延床1000㎡以下 → パッケージ型消火設備Ⅱ型

□令114条3項

□令20条

□令21条

□令23条

□令26条

□令119条

□令125条

□令126条の2

　建設告示第1436号4-二(2)

集会場の居室・調理室の換気

特殊建築物の内装制限

防火上主要な間仕切り

有効採光面積の算定方法

居室の天井高さ

階段寸法

階段に代わる傾斜路

廊下の幅

屋外への出口

排煙設備

避難上支障のある高さまでは煙ガスが降下しない建物の部分

外壁:準防火性能とする→OK 窯業系サイディングt16 内装GB-Rt12.5(t9.5以上) 防火構造:PC030BE-9201

採光面積該当しない

政令20条の2ロ:全館機械換気→施設全体対応 機械設備図参照

集会場→該当

排煙面積:床面積の1/50以上→OK

建築面積300㎡超の小屋組木造建築物に該当→小屋裏桁行間隔12ｍ以内ごとに準耐火構造の隔壁設置

採光補正係数→第一種住居地域:d/h×6-1.4

2.1m以上→OK

蹴上:220㎜以下/踏面:210㎜以上→ステージ階段の蹴上:166mm 踏面:300mm 

勾配:1/8以内、滑りにくい仕上げ材とする→バリアフリー法により勾配1/12とする

3室以下の専用の廊下を除く、床面積の合計が200㎡を超える階におけるものは1.2m以上→OK

居室の各部分から屋外への出口までの歩行距離:40m(政令120条)×2 =80m以下→OK

集会場延べ面積500㎡超えにより該当→対応(一部非居室告示対応)

床面積100㎡以下で防煙壁により区画された室→排煙設備を設けなくてよい

建基法取扱い基準第2 1-2-6:客席部分の床面積200㎡以下は集会場としない アリーナ部分:199.25㎡→該当しない

制限を受ける窓その他開口部を有しない居室

　建設告示第1358第一号イ(2) 準耐火構造の構造方法を定める規定 隔壁の構造方法:一時準耐火基準に適合する構造→OK

　　　　  2項 敷地の地盤について 

　　　　  3項 雨水及び汚水の排水施設

□法第19条1項 敷地と道路の高さ関係

　　　　  4項 がけ崩れ等に対応した擁壁の設置

□法第25条 大規模の木造建築物の外壁 木造建築物等の延べ面積1000㎡＞973.34㎡→該当しない

          3項

便所 下水道処理区域内より水洗便所→施設全体対応 機械設備図参照

□法第35条 避難及び消火設備の設置 集会場、同一敷地内に2以上ある建物の延べ床面積の合計1000㎡以上

  令116条の2 1項 窓その他開口部を有しない居室 1項:排煙面積は床面積1/50以上→対応 A-48_法チェック図(2),A-49_法チェック図(3)参照

　政令128条の5 居室の壁及び天井の仕上げ:難燃材料→OK 、居室から地上へ通ずる廊下や通路の仕上げ:準不燃材料→OK特殊建築物の内装

　国土交通省告示第195号 一時間準耐火基準 厚さが12㎜以上の石膏ボード両面2枚張り → OK

□令118条 客席からの出口の戸 集会場の客席からの出口の戸は内開きとしてはならない→OK

□令126条の4 非常用の照明装置 集会場→該当

□令128条 敷地内の通路 幅員1.5m以上の通路確保→OK

□令128条の2 2項 大規模な木造建築物の敷地内の通路 身障者駐車場がロ-2準耐→該当しない

■バリアフリー法関連チェック

□令4条,5条 特定建築物,特別特定建築物 集会場→四号に該当

□令11条一号 滑りにくい仕上げ材→OK

□令12条 階段 不特定多数の利用ではない→該当しない

廊下等

□令13条一号 階段に代わる傾斜路 勾配1/12を超え、高さ160mmを超える傾斜路は手摺を設ける→OK

        二号 滑りにくい仕上げ材→OK

その存在を容易に識別できるものとする→OK　　　　三号

□令14条1項一号 便所 車椅子使用者用便房を1以上設ける→OK

        1項二号 便所内に円滑利用可能な水栓器具を設けた便房を1以上設ける→OK

　　　　2項 男子用小便器のうち床置式・壁掛式小便器を1以上設ける→OK

□令16条一号 敷地内の通路 滑りにくい仕上げ材→OK

        二号 段のある部分 イ:手摺を設ける→OK 

ロ:段を容易に識別できる→OK

ハ:躓きの原因となるものを設けない→OK

　　　　三号 傾斜路 イ:勾配1/12超え、高さ160mm以上かつ勾配1/20超えは手摺を設ける→OK

ロ:その存在を容易に識別できる→OK

□令17条1項 駐車場 車椅子使用者が円滑利用可能な駐車施設を1以上設ける→OK

　　　　2項一号 車椅子使用者用駐車施設 幅350cmとする→OK

　　　　2項二号 利用居室までの経路を出来るだけ短くする→OK

□令18条1項 移動円滑化経路 一号から三号に該当→OK(A-48法チェック図(2)参照)

□令18条2項一号 移動円滑化経路に段を設けない→OK

〈高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律/長野県福祉のまちづくり条例〉

           二号 幅80㎝以上→OK出入口

車椅子使用者が容易に開閉できる戸とし、前後に高低差がないこと→OK

   

           三号 幅120㎝以上→OK廊下

50m以内ごとに車椅子が転回可能な場所を設ける→OK

車椅子使用者が容易に開閉できる戸とし、前後に高低差がないこと→OK

幅90㎝以上(階段に併設するもの)→OK

勾配1/12以下、高さ160㎝以下のものは勾配1/8を超えない

高さ75㎝超えは高さ75㎝以内毎幅150㎝以上の踊場を設ける

           七号 120㎝以上→OK敷地内の通路

50m以内ごとに車椅子の展開に支障のない場所を設ける→

傾斜路

□令19条 標識 便所、駐車施設付近にそれがあることを表示する標識の設置→OK

□令20条 案内設備

〈建築基準関係法令〉

〈長野県建築基準条例〉　第5節:集会場

□法第20条 舞台部の構造 舞台の上部又は下部を控室・物置の用途にしてはならない→OK

□法第22条 出入口  (1)出入口の数 3以上→OK

        (2)出入口の幅の合計　その他の建築物:係数0.3 多目的ホール客席部分床面積:199.25㎡/10=19.93㎡×0.3=5.979m以上→1.6m×2+1.8m×2=6.8m OK

        (3)主要出入口の幅の合計 5.565/2=2.7825m以上→3.6m OK 

　　　　(4)出入口の幅 主要出入口の幅1.4m以上→1.8m OK

　　　　(5)その他規定 主要出入口は道路、公園又は広場に面すること→OK

〈長野市建築物における駐車施設附置等に関する条例〉

OK

OK 建基法取扱い基準8-1:雨水貯留施設→A-11配置図参照

OK

OK

□法第16条 直通階段 該当しない

□法第17条 廊下 該当しない

□法第18条 主階が1階にない興行場 該当しない

□法第19条 客席部の構造 該当しない

　　　　二号 不特定多数の利用ではない→該当しない

不特定多数の利用ではない→該当しない　　　　四号

縁端部に高さ5㎝以上の立上がりを設ける→OK

延べ面積1000㎡未満:腰掛便座、手摺等を適切に配置する→OK

洗面器はレバー式、光感知式、その他操作が容易な洗面器を1以上設ける

縁端部に高さ5㎝以上の立上がりを設ける→OK

　　 福まち条例 廊下等の末端付近の構造は車椅子の転回に支障のないものとする→OK

　   福まち条例 縁端部に高さ5㎝以上の立上がりを設ける→OK 

通路を横断する排水溝は杖、車椅子のキャスターが落ちない溝蓋とする

　　 福まち条例

　　 福まち条例

　　 福まち条例

〈長野市の景観を守り育てる条例〉

〈長野市緑を豊かにする条例〉

□法第2条

□法第3条

地区の指定 第一種住居地域→周辺地区に該当

別表第１ 特定用途に供する部分の床面積が2000㎡以上→該当しない (※特定用途:駐車場法施行令18条→集会場該当)

大規模行為届出の対象 一般地域(第一種住居地域)、建築面積1000㎡以上

市有公共建築物の為、敷地面積から建物面積を除いた空地面積の20％以上確保する → 算定表　A-11_配置図　参照

■その他関係条例

　防火避難規定2016 特殊建築物の内装 (3)内装制限における柱・はり等の取扱い 柱・梁の室内に面する表面積が各壁面及び天井面の面積の1/10を超える場合、

柱・梁も壁及び天井の一部とみなして内装制限の対象として取扱う

　　複合施設棟:973.34㎡ + 身障者駐車場:45.00㎡ = 1018.34㎡ ＞ 1000㎡ → 該当

  建設告示第1439号 難燃材料でした内装の仕上げに準ずる仕上げ

→交流ラウンジ・図書コーナー:第二 二号イ、多目的ホール:第ニ 二号イおよびロ

室内の天井面の仕上げを準不燃材料(一号),壁の室内面の仕上げを木材等(二号)の組合せとすることが可能

  令116条の2 2項 随時開放できるもので仕切られた2室は1室とみなす → 図書コーナーはフロントロビーの一部とみなす

□令117条 避難施設等の適用範囲 集会場→該当

□令21条2項 案内設備までの経路

案内所を設ける→OK メインエントランス:事務所受付で対応

                     サブエントランス:インターフォンで対応

　　　〃　　 4項 通路が横切る部分の開口 第1号:幅が3.0m以下であること。　　第2号:通行又は運搬以外の用途に供しないこと。

ただし書き　幅:複合施設棟外壁～身障者駐車場柱間2.5m以上、高さ:複合施設棟および身障者駐車場軒下3.0m以上

→多目的ホール木造柱(壁面)は下記告示1439号を適用、木造梁(天井)は客席とステージで別々に算定

電気設備図参照

□非常警報設備(放送設備付加) 電気設備図参照

□無窓階算定 A-48_法チェック図(2)参照　有窓階

□収容人員 300人超

□誘導灯 電気設備図参照
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(仮称)長野市豊野防災交流センター建設 建築主体工事

A1:1/100
A3:1/200法チェック図(2)

佐藤 信行

A - 48

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020

北

南

西 東図面方位

N

X1

6350

▽
延
焼
ラ
イ
ン
(3
m)

16380 5155

2

2

2

2

2

2

2
2

22

2

2

10.00㎡

18.60㎡

■消防法無窓階判定

延べ床面積:974.53㎡/30 =32.49㎡

有効開口部:AW-1,AW-2,AW-3,AW-4,AW-5A,AW-5B,AW-6,AW-7A,AW-7B,AW-8

3.83＋5.32＋3.93＋2.51＋3.92＋2.51＋1.77＋2.61＋2.51＋5.95 = 34.86㎡>32.49㎡…有窓階

AW-7A

AW-7B

AW-8

AW-3

AW-4

AW-5A

AW-5B

H1480×W600×6

建具記号 建具記号

3.83

寸 法(mm) 面積(㎡)

2.51

3.92

2.51

H1180×W800×6

寸 法(mm) 面積(㎡)

2.61

2.51

5.95

AW-1

3.93H2300×W3420/2

H1480×W600×2 1.77AW-6

H1480×W1702/2×2

H1480×W1770/2×3

H1480×W1702/2×2

H1480×W1770/2×2

H1505×W1702/2×2

5.32

建
具
リ
ス

ト

型 式 型 式

縦辷り出し

引分け

引違い2連

引違い3連

引違い2連

縦辷り出し

引違い2連

引違い2連

縦辷り出し

:防煙区画(間仕切り)

:自然排煙

:自然排煙箇所

:排煙告示(H12年建告1436号4-二(2))適用範囲

:歩行距離 ≦40m×2

:排煙規定 令126条の2第1項本文の適用範囲

:防煙区画(垂れ壁)

2

126条

00.0

126条

126条

126条

126条

126条

126条

126条

126条

126条

AW
7B

AW
7A

AW
7A

AW
7B

AW
4

AW
4

AW
3

AW
2

AW
2

AW
2

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
5B

AW
5A

AW
5A

AW
5A

AW
5B

1700

1700

1100

戸 戸

戸

戸1100
1570

850

1.
8m1.

8m

1.6m

1.
6m

案

HWC
6.21m

22

※バリアフリー法令13条四号:該当しない

41
55

点状ブロック

AW-1

AW-5A

AW-7A

1.480×0.600×3 =  2.66

1.480×1.770×3 =  7.85

1.480×1.770×3 =  7.85

AW-5B 1.480×1.702×3 =  7.55

AW-7B 1.480×1.702×3 =  7.55

AW-4 1.480×1.702×3 =  7.55

1.480×0.600  =  0.88

1.480×0.851  =  1.25

1.480×0.885  =  1.30

1.480×0.851  =  1.25

1.480×0.885  =  1.30

1.480×0.851  =  1.25

0.455×0.600  =  0.27

0.455×0.851  =  0.40

0.425×0.885  =  0.42

0.425×0.851  =  0.40

0.425×0.885  =  0.42

0.480×0.851  =  0.40

適用建具 採光面積(㎡) 換気面積(㎡) 排煙面積(㎡)

■建具各種有効面積表■採光補正係数A:d/h×6-1.4

AW-1

AW-5A

AW-7A

AW-5B

AW-7B

AW-4

d(m) h(m)

28.50 1.90

8.50 1.90

28.50

28.50

8.50

8.50

1.90

1.90

1.90

1.90

計算式

28.5/1.90×6-1.4= 88.6

 8.5/1.90×6-1.4= 25.4

28.5/1.90×6-1.4= 88.6

28.5/1.90×6-1.4= 88.6

 8.5/1.90×6-1.4= 25.4

 8.5/1.90×6-1.4= 25.4

A

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

適用建具 室　　名

事務室

学習室

防災教育室

室面積(㎡) A

44.28

74.53

83.84

必要採光面積(㎡)

A/20   2.22

使用建具

AW-1×6

採光面積(㎡) 判定 必要換気面積(㎡)

A/20   2.22

換気面積(㎡) 判定 必要排煙面積(㎡)

A/50   0.89

排煙面積(㎡) 判定

AW-5A

■ALVS算定表

A/20   3.73

A/20   4.20
AW-5B

AW-7A

AW-7B

キッチンスタジオ

2.66×6 =15.96 OK

35.20 AW-4 A/20   1.76 7.55×2 =15.10

7.85×3+7.55×2 =38.65

7.85×2+7.55×2 =30.80

OK

OK

OK

A/20   3.73

A/20   4.20

A/20   1.76

0.88×6 =5.28

1.25×2 =2.50

1.30×2+1.25×2 =5.10

1.30×3+1.25×2 =6.40

A/50   0.71

A/50   1.50

A/50   1.68

OK

OK

OK

OK

0.27×6 =1.62

0.38×2 =0.76

0.40×2+0.38×2 =1.56

0.40×3+0.38×2 =1.96

OK

OK

OK

OK

(機械換気)

(機械換気)

(機械換気)

(機械換気)

防災教育室1

防災教育室2

37.27

46.57

AW-7A/7B

AW-7A/7B

防災教育室1(西側):37.27㎡ 防災教育室2(東側):46.57㎡

:移動円滑化経路(バリアフリー法 令18条)

戸 :出入戸(バリアフリー法 令18条二号)

案 :案内所,案内板(バリアフリー法 令20条)

0000 :出入口幅80cm以上,廊下幅120cm以上(バリアフリー法令18条2項)

:県条例法22条 出入口の幅の合計:客席部床面積/10×0.3以上

22

22

22

22

:外開き扉(令125条)

■凡例

案

インターホン

A/20   1.87

A/20   2.33

A/50   0.75

A/50   0.94

0.40×1+0.38×1 =0.78

0.40×2+0.38×1 =1.18

OK

OK

7.85×1+7.55×1 =15.40

7.85×2+7.55×1 =23.25

OK

OK

1325

13
50

900

1100

15640

1
2
7
4
0

274.35㎡

客席部分:12.74m×15.64m =199.25㎡
21.8

16.1

インターフォン
29.3

19.5
27.9

30.0 29.0

9.4

17.4

28.3

16.1
15.7

戸戸

点状ブロック

H2300×W1668AD-1 自動ドア

AW
8B

AW
8A

AW
8A

AW
8A

AW
8A

AW
8A

AW-8A

AW-8B

AW-8A 0.800×0.800×3 =  1.92 0.800×0.800  =  0.64 0.800×0.800  =  0.64

AW-8A

AW-8B
1.92×4+3.84×2 =15.36

多目的ホール
A/20   13.72 OK A/20   13.72 A/50   4.18OK 0.64×4+1.28×2 =5.12 OK機械換気

機械換気

機械換気 OK

OK

A/20   1.87

A/20   2.33

(排煙算定床面積)

274.35

AW-8B

排煙算定床面積:208.68㎡

(208.68)

0.800×0.800×2×3=3.84 0.800×0.800×2= 1.28 0.800×0.800×2= 1.28

1.27

1.70

8.50

8.50

 8.5/1.30×6-1.4= 37.8

 8.5/1.70×6-1.4= 28.6

3.0

3.0

防煙垂れ壁

2
8
0
0

有
効

≒
2
5
2
6

令128条の2第4項第1号:幅3.0m以下
同条第4項第2号:通行または運搬専用の通路
同条第4項ただし書き:幅2.5m以上・高さ3.0m以上

身障者駐車場

客席部分 ステージ

126条



■ALVS算定表
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(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/100
A3:1/200法チェック図(3)

佐藤 信行

A - 49

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020
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西 東図面方位
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(学習室)

(学習室用倉庫)(キッチンスタジオ)

(多目的ホール
用倉庫)

(防災備蓄倉庫)(FWC)

天井裏
(MWC)

天井裏
(防災教育室)

可動間仕切上部 遮音壁

天井裏
(フロントロビー)

天井裏
(図書コーナー)

天井裏
(風除室1)

天井裏
(事務室)

天井裏
(給湯・ロッカーコーナー)

天井裏
(風除室2)

天井裏
(職員用玄関)

天井裏
(事務室用倉庫)

天井裏
(防災教育室

用倉庫)

800

(職員用
更衣室1)

天井裏 天井裏

(職員用
更衣室2)

1
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1
0
5

1
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5

X1

▽
延
焼
ラ
イ
ン
(3
m)

▽
建
物
間
中
心
線

▽
延
焼
ラ
イ
ン
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AW-9A

AW-10

0.900×1.360×3 =  3.67 0.900×1.360 =  1.22

0.900×1.600 =  1.44

0.900×1.360 =  1.22

0.900×1.600 =  1.44

適用建具 採光面積(㎡) 換気面積(㎡) 排煙面積(㎡)

■建具各種有効面積表■採光補正係数A:d/h×6-1.4

AW-9A

d(m) h(m)

36.60 1.08

計算式

36.6/1.08×6-1.4=201.9

A

3.0

適用建具 :隔壁(建基法114条3項) GB-Rt12.5×両面2枚張り

:自然排煙

:自然排煙箇所

126条

126条

126条

AW
9A

AW
9A

AW
9A

AW
9A

AW
9A

AW
9A

AW
9A

AW
9B

AW
9B

室　　名

フロントロビー

交流ラウンジ

図書室

室面積(㎡) A

164.14

70.92

36.43

290.12

必要採光面積(㎡)

A/20  14.50

使用建具

AW-9A×8

採光面積(㎡) 判定 必要換気面積(㎡)

A/20  14.50

換気面積(㎡) 判定 必要排煙面積(㎡)

A/50   5.80

排煙面積(㎡) 判定

3.67×8 =29.36 OK 機械換気 1.22×8 =9.76 OK
給湯ロッカーコーナー 18.63

70.26 AW-10 A/20   3.29 A/50   1.41 1.44×1 =1.44 OK

■凡例

:延焼の恐れのある部分の外壁(建基法23条)

:防煙区画(間仕切り)

外
壁
面

AW
10

多目的ホール
(ステージ部分)

OK

OK機械換気

多目的ホール(客席)上部

天井内隔壁

16.38×12.74≒208.68㎡

ステージ上部

2
8
0
0

:排煙規定 令126条の2第1項本文の適用範囲

屋上

内法:15760

内
法

:
1
2
3
4
0

壁
芯

:
1
2
7
4
0

壁芯:16380 壁芯:5155

客席部分排煙算定床面積 5.515×12.74≒70.26㎡
ステージ部分排煙算定床面積

15.76×12.34≒194.48㎡
客席部分天井仕上内法面積

194.48×1/10 = 19.448㎡(木質仕上可能面積)

内法:4745

4.75×11.955≒56.78㎡
ステージ部分天井仕上内法面積

56.78×1/10 = 5.678㎡(木質仕上可能面積)

内
法

:
1
1
9
5
5

126条

梁側露出面積

≒2.960

梁下端露出面積:2.96m×0.12m = 0.3552㎡

0.6144㎡ + 0.3552㎡ = 0.9696㎡/本
0.9696㎡×16箇所 = 15.5136㎡
∴客席部分木質仕上可能面積:19.448㎡＞15.5136㎡・・・OK!

■ 多目的ホール客席部分天井木造表し梁露出面積

120

≒2.160

≒800

2.16×0.12=0.2592
0.8×0.12×1/2=0.048
0.2592+0.048=0.3072
両面 0.3072×2=0.6144

梁ライン

柱

■ 多目的ホールステージ部分天井木造表し梁露出面積

1.45176㎡ + 1.2098㎡ = 2.66156㎡
2.66156㎡×2本 = 5.32312㎡
∴ステージ部分木質仕上可能面積:5.678㎡＞5.52312㎡・・・OK!

● 梁露出面積算定

※係数1.012 = 屋根勾配1.5/10
梁下端面積:12.098×0.12 = 1.45176㎡

・ 梁下端露出長さ:11.955×1.012 ≒ 12.098m

梁側面面積:12.098×0.05 = 0.6049㎡

・ 梁側露出高さ:50mm

両面 0.6049×2 = 1.2098㎡

多目的ホール客席梁露出面積算定図　S=1/25(A1)・1/50(A3)

木製(ナラ)コーナーガード
35×35×t9 H2700

カウンター:木製OSCL

アルミハンドレール手摺φ34

カラマツ無垢板t12
(準不燃処理材)+WP

フロントロビー柱廻り平面図

フロントロビー・交流ラウンジ梁廻り詳細図

カラマツ無垢板t12
(準不燃処理材)+WP

カラマツ無垢板t12
(準不燃処理材)+WP

木製(ナラ)コーナーガード
35×35×t9 H2400

カラマツ無垢板t12
(準不燃処理材)+WP

天井:GB-Rt9.5+DRt9.0

天井:GB-R t9.5+DR-St12

梁:120×450

柱:120×450

梁ライン:GB-Rt12.5+合板t5.5

多目的ホール客席柱回り詳細図

多目的ホール客席梁ライン廻り詳細図

梁:120×300・450

多目的ホール客席梁表し・方杖廻り詳細図

天井:GB-R t9.5+DR-St12

28
1.
5

12
0

8.
5

23
0

30
8.
5

方杖:120×300

木製 OSCL

木製 OSCL

※方杖は内装制限対象外

梁:120×300・450

天井:GB-R t9.5+DR t9.0 50

木製 OSCL

多目的ホールステージ梁表し詳細図

各柱・梁廻り詳細図　S=1/25(A1)・1/50(A3)



(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/250
A3:1/500仮設計画図(参考図)
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一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝
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▽
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広場(とよ野っ原)

一般駐車場48台(軽自動車区画3台含む)

一般駐車場12台(身障者駐車場含む)

フロントヤード
(車両乗入可能)

サブヤード
(車両乗入可能)

1FL±0=設計GL+1300=KBM+1200

▽

計画地２

UP

豊野沖公園

豊野みなみ保育園
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S5

S10

S11
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S16

S17
S18

S22

S21A13

S33

S34G69

G106

S15

S35

S23

S4

S2
S3

G155

NA14

NA17

S32
S31

G173 G174

G175 G176

G177

S30

G183
B181

G180
S29

G202

B203

S28
S27

S26

S25

S24

G10Z

G8

G7

G5Z

C28

C29C31

C48Z

地下防火
水槽

計画地１

申請建物1:複合施設棟

申請建物2:身障者駐車場

申請建物1:水防倉庫棟
1FL±0=KBM+350

3-1

5
4
.
4
9

3.
00

市道豊野236号線(4.2m)

市
道
豊
野
23
6号

線
(4
.2
m)

市道豊野236号線(4.2m)

a1

a2

a3

a4

a5

a6

a7

a8
a9

a10

a11

a12
a13

a14a15

b1

b7 b8

b9

b10

b11b12

b16

2.28 19.45

2
4
.
1
0

2.
43

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
凡 例 項 目 内　容

令和4年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月

令和5年度 令和6年度

仮囲い①

仮囲い②

仮門

敷鉄板

誘導員

成形鋼板H=2m

Aバリ

パネルキャスターゲートW=12m,H=1.8m

1.5m×6.0m×t22

20人/月

備　考

外部足場 0.9m×1.8m 複合施設棟:5ヶ月間/身障者駐車場:1ヶ月間/水防倉庫棟:2ヶ月間

全体工程 工程期間(14ヶ月) 準備 供用開始

誘導員(適宜)

誘導員

誘導員(適宜)

KBM±0＝既設 防火水槽マンホール天端
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VS側溝300撤去　L=8.64mVS側溝300撤去　L=6.13m

PU1-240撤去　L=59.54m
PU1-240撤去　L=57.66m

L-400撤去　L=2.85m

L-400撤去　L=2.93m

PU1-240撤去　L=61.71m

PU1-240撤去　L=10.12m

PU1-240撤去　L=19.28m

PU1-240撤去　L=14.27m

PU1-240撤去　L=10.14m

集水桝撤去

集水桝撤去

集水桝撤去

PU1-240撤去　L=63.77m

L-250撤去　L=2.38m

PU1-240撤去　L=63.92m

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版撤去A=229.80m2
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版撤去A=401.75m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版撤去A=281.97m2

ﾏﾝﾎｰﾙ撤去（汚水）

ﾏﾝﾎｰﾙ撤去（汚水）

汚水管撤去L=49.15m

汚水管撤去L=5.47m

汚水管閉塞

止水栓25撤去

止水栓25撤去

PP25撤去L=1.84m

PP25撤去L=2.79m

仕切弁50撤去

止水栓25撤去
止水栓25撤去

PP25撤去L=2.72m
PP25撤去L=2.74m

止水栓25撤去

止水栓25撤去

PP25撤去L=2.05m

PP25撤去L=3.34m

止水栓25撤去

PP25撤去L=3.62m

PP50撤去L=72.57m

L-350撤去　L=2.93m

VS側溝300撤去　L=5.61m

HPφ450撤去　L=12.10m

HPφ450撤去　L=19.60m

HPφ450撤去　L=19.52m

HPφ450撤去　L=13.41m

HPφ200撤去　L=4.73m

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版切断ｔ50　L=3.10m

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版切断ｔ50　L=16.81m

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版切断ｔ50　L=10.14m

止水栓25撤去

PP25撤去L=1.84m

止水栓25撤去

PP25撤去L=1.84m

止水栓25撤去

PP25撤去L=1.84m

給
水
管
D
I
P
7
5
残
置

L-400撤去　L=2.90m
L-350撤去　L=2.93m

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:1/250
A3:1/500撤去平面図

佐藤 信行
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長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          土屋 元 近藤信孝

一級建築士 一級建築士
第284057号 第350685号

KE220020

L - 01

北

南

西 東図面方位

N

中電柱(移設)

NTT柱(撤去)

電柱(撤去)・旧団地外灯(撤去)

格納箱(移設・機械設備工事)

NTT柱(撤去)

NTT柱(撤去)・旧団地外灯(撤去)

NTT柱(撤去)

中電柱(移設)・旧団地外灯(撤去)

中電柱(移設)

消火栓(移設・機械設備工事)

中電柱(移設)・旧団地外灯(撤去) 中電柱(移設)

中電柱(移設)

中電柱(移設)

旧団地外灯(撤去・支柱共)

街灯(撤去・支柱共)

旧団地外灯(撤去・支柱共)

カーブミラー(残置)

※ 中電柱およびNTT柱撤去・移設：別途工事(中部電力パワーグリットおよびNTT(TOSYS))

・・・配管撤去範囲

・・・アスファルト撤去範囲

a15 a14

a13
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a5

a4

a3

a2

a1
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水防倉庫棟

靴洗い場

18

10

27

 軽3

 5

 5

身2

一般駐車場12台分(身障者駐車場含む)

サブヤード
(車両乗入可能)

L字擁壁

スロープ兼用擁壁

重力擁壁

スロープ兼用擁壁

地覆コンクリート階段

地
覆
コ
ン
ク
リ
ー
ト
階
段

法
面

(表
層
:芝

生
植
生
)

法
面

(
表

層
:
芝

生
植

生
)

車寄せ

スロープスロープ

フロントヤード
(車両乗入可能)

広場(とよ野っ原)

一般駐車場48台分(軽自動車区画3台含む)

スロープ

シンボルツリー
（とよのき）

透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装-1
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VS接続桝 300*300*590

VUΦ200
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【補助基準点の座標】

(世界測地2011)

測　点 X Y
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S3 78608.160 -19974.044

S4 78616.716 -19937.594
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測　点 X Y
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■　植栽一覧表(参考数量)　■

名    称
規  格

数  量 単位 備　考
Ｈ Ｃ Ｗ

高木植栽
ケヤキ 6.0 0.30 本 三脚鳥居
コブシ 3.5 0.12 1.0 本 二脚鳥居（添木付）
ハルニレ 3.0 0.12 0.7 1 本
サルスベリ 3.0 0.18 1.2 本

ニシキギ 1.0

マサキ
0.40

中木植栽

ナツツバキ
0.70
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オオムラサキツツジ
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反射板

反射板

アンカーピン

アンカーピン

擬宝珠　AC4A

プライマー処理後　支柱同色塗装

支柱　STK400　φ101.6×t3.2

電気亜鉛メッキ後ダークグレー

　ウレタン樹脂塗装

ケースフタ　SUS304

t2.0　バレル研磨

カギボルト　SUS25ミリ

南京錠

ケース　STK400

φ114.3×t3.5

溶融亜鉛メッキ
水抜穴パイプ

別途

コンクリート　18-8-25BB

再生砕石基礎　RC-40

擬宝珠　AC4A

プライマー処理後　支柱同色塗装

支柱　STK400　φ101.6×t3.2

電気亜鉛メッキ後ダークグレー

　ウレタン樹脂塗装

アンカーボルト

SS400　M8×150L

ユニクロメッキG.L

ﾏﾙﾁU落とし蓋300L=2000

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事
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2200 200

Sｴﾝﾄﾞ Rｴﾝﾄﾞ

1998（ﾋﾞｰﾑ長）

独立基礎用(C)連続基礎用(W)

□300

主要部材寸法表

部  材  名 外径x厚さ 材    質

ﾋﾞｰﾑ

φ48.6x2.0t ｽﾃﾝﾚｽ形材 SUS304支柱

ﾌﾞﾗｹｯﾄ 焼付塗装

(寸法単位:mm)

ｽﾃﾝﾚｽ形材 SUS304 ｽﾃﾝﾚｽ形材 ﾊﾞﾌ研磨 #400

ｽﾃﾝﾚｽ形材 ﾍｱｰﾗｲﾝ･ﾊﾞﾌ研磨 #400

上段ﾋﾞｰﾑφ42.7x2.0t

下段ﾋﾞｰﾑφ34.0x2.0t

φ42.7x2.0t

ｱﾙﾐﾀﾞｲｶｽﾄ ADC12

ｱﾙﾐ鋳物 AC3A

表面処理･塗装

※基礎寸法は水平荷重390(N/m)､長期地耐力度100(kN/㎡)を想定

2
0
0

6
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8
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0
0

4
0
0

水抜き孔 水抜き孔

2000

ｽﾃﾝﾚｽ形材 SUS304

ｽﾃﾝﾚｽ形材 SUS304

上段ﾋﾞｰﾑ φ42.7x2.0t

支柱 φ48.6x2.0t

ｽﾃﾝﾚｽ形材 SUS304
下段ﾋﾞｰﾑ φ42.7x2.0t

側面図正面図

GL GL GL

S=1/20(A1),1/40(A3)手摺り-1（スロープ）

Uｴﾝﾄﾞ
独立基礎用(C)連続基礎用(W)

64

8
0
0

231

64

231

2
0
0

4
0
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2
3
1

300 1998（ﾋﾞｰﾑ長） 2

□400

主要部材寸法表

部  材  名 外径x厚さ 材    質

ﾋﾞｰﾑ

ﾌﾞﾗｹｯﾄ 焼付塗装

(寸法単位:mm)

φ60.5x3.0t支柱

φ42.7x2.0t ｽﾃﾝﾚｽ形材 SUS304 ｽﾃﾝﾚｽ形材 ﾊﾞﾌ研磨 #400

ｽﾃﾝﾚｽ形材 SUS304 ｽﾃﾝﾚｽ形材 ﾍｱｰﾗｲﾝ･ﾊﾞﾌ研磨 #400

ｱﾙﾐﾀﾞｲｶｽﾄ ADC12

ｱﾙﾐ鋳物 AC3A

表面処理･塗装

※基礎寸法は水平荷重390(N/m)､長期地耐力度100(kN/㎡)を想定

ｽﾃﾝﾚｽ形材 SUS304

ｽﾃﾝﾚｽ形材 SUS304

ﾋﾞｰﾑ φ42.7x2.0t

支柱 φ60.5x3.0t

2000

側面図正面図

GL GL

水抜き孔 水抜き孔

手摺り-2（階段）

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事
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佐藤 信行
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ステンレス製　自転車・バイク盗難防止用パイプ　JP-S20B同等品

3
5
0

2
5
0

φ42.7

R110

2000

2.0

G.L. G.L.

本体：ＳＵＳ３０４
ヘアライン仕上

六角ナット：ＳＳ４００

1
0
0

アンカー
全ネジボルト：ＳＳ４００
ユニクロメッキ，Ｍ６×２００

6
0
0

ユニクロメッキ，Ｍ６

駐輪盗難防止バー

S=1/20(A1),1/40(A3)

S=1/20(A1),1/40(A3) 区画線（駐輪場）

150 450 150 450 150 450 150

2
0
0
0

W=150

L=2.0m

指定色：白色

転落防止柵

3000

1
5
0

φ60.5×3.2

1
1
0
09
5
0

＠150

φ21.7×1.6胴縁 t=1.6

胴縁 t=1.6

（水抜穴付）

φ60.5×3.2

丸格子ガ－ドフェンス　ＰＺ－Ｋ１１００ 同等品

3000

コンクリ－ト建込用（Ｗ）

2
0
0

1
1
0
0

S=1/30(A1),1/60(A3) S=1/20(A1),1/40(A3)

※ 位置の詳細については、現場打合せによる。



かまどベンチ

手摺 アルミ鋳物

アルマイト仕上げ

300 300 550

研磨仕上げ

ビシャン仕上げ

給水管接続 20A

(別途工事)

ビシャン仕上げ

研磨仕上げ

ビシャン仕上げ

D10

450×450×25(＠15)

ステンレス製グレ－チング(別途)

560

460

内部配管 15AタテD10,ヨコφ6

排水管接続

集水桝

WQC-360

175 175

50

レベル調整

1
0
0

自閉式水飲水栓

自閉式水飲水栓

蓋受枠(別途)

ビシャン仕上げ

研磨仕上げ

自閉ホーム水栓

ステンレスプレ－ト

「水を大切に」

本体 : 擬石タマミカゲ(イナダ),研磨及びビシャン仕上げ

仕様

※ 水栓及び給水管などの凍結破損対策：水抜き処置

(一社)日本公園施設業協会製品

SPまたはSPL表示認定企業製造品

公園施設団体賠償責任保険制度加入品

内部配管 : 配管用ステンレス鋼管,防寒材巻き

擬石タマミカゲ(イナダ),ビシャン仕上げ、一部打放し受枠 :

集水桝蓋 : ステンレス製グレ－チング、ステンレスチェーン付き

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ8-40BB

砕石基礎RC40-0

砕石基礎RC40-0
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1150

425550175
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水飲み排水管

水飲み

排水管接続（L＝5ｍ）

ベンチ

※ 製品仕様基準

 ・ ISO9001認証取得企業 品質管理製品

 ・（社）日本公園施設業協会 SPL表示認定企業製造製品

 ・（社）日本公園施設業協会 生産物賠償責任保険加入

M8ステンレス六角ボルト

φ6ステンレスコーチスクリュー3
3
6

591

4
1
0

1
0
0

2
0
0

7
4
6

4
0
0

1800

座受

上台

脚貫クランプ

エンドキャップ

上台　  ：REKWOOD2（レッド）(同等品)

座受　  ：アルミ合金鋳物　合成樹脂塗装（アースグレー）

貫　　　：φ34アルミ押出形材　アルマイト仕上（ブラック）

　　　　　樹脂エンドキャップ付（ブラック）

クランプ：アルミ合金鋳物　合成樹脂塗装（アースグレー）

脚　    ：アルミ合金鋳物  合成樹脂塗装（アースグレー）

質量　  ：78kg

60
(8)

111

3
5

1
0
0

1440

400

300

80

500

400

180 M8アンカーボルト(KB865)

（Ａ－Ａ矢視図）

ＲＴＦ－００２Ｔ(同等品) ＲＴＦ－００２Ｂ(同等品)
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400*300

500*400 300*500

400*600

Ｓウッドアップ 70*30(ムク材)

Ｓウッドアップ 70*30(ムク材)

□－７５×４５×２．３

□－７５×４５×２．３

野外卓・ベンチ S=1/20(A1),1/40(A3)

コンクリート　18-8-25BB

コンクリート捨40-0

再生砕石基礎RC40-0

コンクリート　18-8-25BB

再生砕石基礎RC40-0

呼び径 外形D Ｗ h
VU150 165 365
VU200 216 416
VU250 267 467

565
616
667

VU300 318 518718

1
0
0

D
1
0
0

W(D+400)

h

VU350 370 570770
VU400 420 620820

1:
0.
3

床掘H≧1.0ｍ床掘H＜1.0ｍ

砂　埋戻

硬質塩ビ管VU

良質土埋戻

VU450 470 670870
VU500 520 720920

排水管(貯留槽以下)

4
1
5

300

フィルター材 単粒度砕石

VU有孔管φ100

透水シート

芝舗装

3
0
0

1
5
0

1
5
0

2
6
5

ＧＬ

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事
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S=1/20(A1),1/40(A3) S=1/20(A1),1/40(A3)

S=1/10(A1),1/20(A3)
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335
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(5)

B001B-SM-NA-CK同等品

1114

300150

ユニットベンチ

　　上台   　 ：80×30 アルミコア（チャコール）

　　座受   　 ：t4.5鋼板 ジンクパウダー下地

 　　      　   合成樹脂焼付塗装（アースグレー）

　　収納脚　　：□30×t2.3角鋼管 t4.5×65平鋼、t2.3鋼板

　　　　　　　　ジンクパウダー下地

　　            合成樹脂塗装（アースグレー）

　　　　　　　　t2.0ステンレス鋼板

　　補強材　　：t2.3鋼板 ハイジンク

 　　     　    合成樹脂塗装（アースグレー）

かまど

　　フレーム（グリル）：L-40×40×t4ステンレス等辺山形鋼

　　　　　　　　　　　　t5×40ステンレス平鋼

　　風防・炭置パネル・遮熱パネル：t1.5ステンレス鋼板

　　脚        ：擬石ショットブラスト仕上

　　固定金物  ：t3×50ステンレス平鋼

質量：89kg

※ISO9001 / ISO14001認証取得企業の製品

※(一社)日本公園施設業協会　SPL表示認定企業製品

※(一社)日本公園施設業協会団体賠償責任保険加入製品

150 150

遮熱パネル

ナベ（想定）

ユニットベンチ

80 12080120

M8あと施工アンカー（SUS）

脚

フレーム（グリル）

風防・炭置パネル

補強材

上台

座受

固定金物

燃焼スペース

脚（かまど）

炭置パネル

風防パネル

ダブルコインボルト

基礎を示す遮熱パネル

S=1/20(A1),1/40(A3)

ナベ（想定）

ベンチ使用時 かまど使用時
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側　面　図

竹（１2本束）

鋸目鉄線割掛け

杉皮・シュロ縄割掛け

竹八ツ掛支柱　

鋸目鉄線割掛け

H

G.L

平　面　図

NO　SCALE

NO　SCALE樹高1.5m～2.5m一本支柱-1

杉皮・シュロ縄割掛け
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外
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外

側　面　図
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平　面　図

1,
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側　面　図

杉切丸太（末口45～75）

三脚鳥居支柱

釘打鉄線綾割掛け

幹周  30～59cm

杉皮・シュロ縄割掛け
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5
0
内
外

杉切丸太（末口45～75）

正　面　図

G.L

600～750

NO　SCALENO　SCALE幹周  9～29cm二脚鳥居支柱（添木付）

杉皮・シュロ縄割掛け

杉切丸太（末口20～30）

背　面　図

杉皮・シュロ縄割掛け　　

杉切丸太（末口20～30）

杉切丸太（末口20～30）
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平　面　図

側　面　図
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二脚鳥居組合せ支柱 NO　SCALE

杉切丸太（末口45～75） 釘打鉄線綾割掛け

杉皮・シュロ縄割掛け

杉切丸太（末口45～75）
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側　面　図

植穴寸法 NO　SCALE

平　面　図

NO　SCALE

客土

87334715以上 20未満

樹 541930150以上 200未満

250以上 300未満

200以上 250未満 23

2640

35

69

61

50以上 80未満

100以上 150未満

80以上 100未満

75以上 90未満

30以上 50未満

30未満

13

16

12

26

22

20

46

41

37

108

10

815

17

170

29

33

243

60以上 75未満

45以上 60未満

35以上 45未満

30以上 35未満

25以上 30未満

20以上 25未満

59

91

74113

141

90

171

207

141

39

45

4871

66

57

111

117

99

（cm）（cm）

10以上 15未満

10未満

目通幹周
（樹高）

（cm）（cm）

28

25

38

33

75

69

鉢高鉢径

56 0.270.061

48 0.0900.013

56

61 0.032

0.022

0.188

0.133

33

36

43 0.008

0.005

0.004

28

31

153

0.001

0.002

2.080

0.057

0.040

0.030

0.015

0.022

5.45

129

105

90

0.740

1.320

0.400

77

69

63

0.170

0.210

0.110

2.28

3.70

1.34

0.65

0.76

0.44

（cm） （m ）

45

48 0.028

0.017

植穴深さ鉢容量

3 （m ）

0.14

0.09

植穴容量

3

植穴径

鉢穴余裕

鉢高

植穴深さ 客　土

鉢　　径

植　穴　径

鉢穴余裕

マルチング

0.209

0.077

0.156

0.111

0.049

0.035

0.026

0.014

0.020

3.370

1.540

2.380

0.940

0.480

0.550

0.330

（m ）

0.112

0.073

客土量

3

23.77

9.16

14.95

11.68

6.64

5.28

4.30

2.64

3.42

185.41

91.82

134.55

62.43

38.69

42.98

30.78

（㍑）

17.66

14.95

ﾏﾙﾁﾝｸﾞ
t4cm

植穴規格

2
0
0

良質土　t＝200

0.515

（325）

（195）

（3.5）

（3.0）

（65）

（110）

50

（1.5）

（2.0）

1.5

35

25

20

1.0

1.0

0.7

（kg/本）（cm）

10

区分
（目通周）

10

5

0.2

0.2

有機質系

12

15

18

20

25

30

35

45

60

90

土壌改良材※1 苦土石灰

（kg/本）

区分
緩効性

固形肥料※2

（kg/本）（m） （kg/本）

有機質系
土壌改良材 苦土石灰

（kg/本）

1.0~1.5 0.5

1.5~2.0 0.5

3.0

5.0

3.0

5.0

0.3

0.5

0.8

1.0

0.1 0.6 0.6

0.1 1.0 1.0

0.1 1.8 1.8

0.1 2.2 2.2

芝生
1m2当たり 90（g/m2） 1.0（kg/m2） 0.1（kg/m2）
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砕石基礎RC40-0

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:図示
A3:図示外構詳細図(8)
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平　面

390

側　面

720

720

720

※　空　隙　率 ： 95％

樹脂製貯留ブロック製品図 S=1/20(A1),1/40(A3)

【特記事項】　下記の要求性能をすべて満たすこと。

※　せん断特性による高い耐震性を確保するため、当貯留槽の組立方式は、

※　公益社団法人　雨水貯留浸透技術協会　技術評価認定品

ＵＳＴシステム（ハイドロ型）ブロック (同等品)

※　公益財団法人 日本下水道新技術機構 建設技術審査証明（下水道技術）認定品

※　公益財団法人 日本下水道新技術機構 新技術研究成果対象製品

貯留槽　遮水シート仕様

　　貯留ブロックを使用することとする。

　　千鳥配置嵌合構造（継手なし）とし、下部ユニットに応力分散できる構造とする。

（貯留槽高計算根拠）

※H=0.393m(水槽高)×n層＋0.03m(天板厚）

※1段の高さH=0.393ｍ（組入高さ含む）

※　貯留槽構造体の強度を確保するため、鉛直許容応力が120kN/m2以上の

3段積み　H＝1.209ｍ

貯留槽・断面詳細図
S=1/30(A1),1/60(A3)

保護シート（長繊維不織布 t=4.0mm）

（千鳥配置嵌合構造：せん断特性による耐震対応）
樹脂製貯留ブロック（日本下水道新技術機構　新技術研究成果対象製品）

流入接続管（φ600､T-25）

人孔鉄蓋

（鉛直許容応力：120kN/ｍ2以上）

（VPφ200）

貯　留　槽

貯留槽・平面割り付け図（3段積み）
S=1/100(A1),1/200(A3)

30 30

22380

22320（31）

USTシステム貯留槽

3
0

3
0

7
9
8
0

7
9
2
0
（

1
1
）

流入管

（VUφ200）

連通管

オリフィス桝へ

（　）はブロック数を示す。

純貯水量

全 容 量

面　　積   7.92 × 22.32 176.77 ｍ2

176.77 ×  1.209

176.77 ×  1.209 × 0.95

213.71 ｍ3

203.02 ｍ3　

堆砂抑制パーテーション

樹脂製床板

流入管

（VUφ200）

（H=786）

堆砂抑制パーテーション

（H=786）

樹脂製床板

コンクリート
（t=100）

500
作業幅

基礎砕石
（t=150）

（C40-0）

保護シート（長繊維不織布 t=4.0mm）

遮水シート（塩ビ製 t=1.5mm）

500
作業幅

（VPφ75×8本）

浮力抑制SUS板
（1200×1200×1.5）

補強芯土砂拡散抑制パーテーション

（H=786）

保護シート（長繊維不織布 t=4.0mm）

遮水シート（塩ビ製 t=1.5mm）

保護シート（長繊維不織布 t=4.0mm）

1
5
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0
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0
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点検用人孔
（1号人孔）

樹脂製床板
（t=45mm）

コンクリート
（t=200）

保護シート（長繊維不織布 t=4.0mm）

点検用人孔
（1号人孔）

点検用人孔
（1号人孔）

▼±0.00

▼-1.409

オリフィス
S=1/30(A1),1/60(A3)
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連通管　VU-500

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　T20

コンクリート

18-8-25BB

再生砕石基礎　RC-40

VU-100
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▽±0.000

▽-0.200

足掛け金物　W300

放流管VU-350

放流管VU-350

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

A1:図示
A3:図示外構詳細図(9)

佐藤 信行
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形状等

支持地盤の長期設計支持力

支持地盤

型枠使用の有無

　10

Ⅰ　建物構造概要等

置換コンクリート地業

(ラップルコンクリート

地業)

　・構造図(               )による 　・　　

　・ 構造図(　　　　　)による　・　　

　・ 無し　　　・　有り

特記仕様(構造関係)
　(　　　　　　　　) kN/㎡

帯筋 組立の形の種別　　

　・構造図(　　　　　　)による 　

　8

　・配筋標準図 6.2(　　　　　形　)による

壁開口部の補強 一般壁　　

耐震壁　　

梁貫通孔径(部材記号含む)及び配筋種別リスト

　・構造図(　　　　　　)による 　

　・構造図(　　　　　　)による　

　・配筋標準図 11.2(　　　　　形　)による

　9

（型枠の使用箇所等は構造図Ｓ－○○による）

鉄筋の種類　1 (5.2.1)(表5.2.1)

規格の名称 種類の記号 呼び径(mm) 適用箇所 備考

形状等 (5.2.2)

種類 種類の記号 適用箇所

溶接金網

　3

　2

5

・ SD295A

・ SD345

※ D16以下

※ D19以上

床・壁・柱・梁

梁
用棒鋼（異形鉄筋）

鉄筋コンクリート

・ 溶接金網

・ 鉄筋格子

網目の形状、寸法、鉄線の径 (㎜)

鉄筋の継手 継手方法

適用箇所 継手方法と適用径の範囲

・ 柱主筋

・ 梁主筋

・ 耐力壁

・ 杭主筋

・ 基礎スラブ、耐圧スラブ、

　 土圧壁など

・ ガス圧接(　　　　　　)

・ 重ね継手(　　　　　　)

・ 重ね継手 　・　　

・ 重ね継手 　・　　

　4 主筋の継手位置等 カットオフ鉄筋の長さ (5.3.4)

基礎梁主筋の継手

　・上記以外の位置

　　・構造図(　　　　　　) による  

　・関東地方整備局営繕部版 構造関係共通図(配筋標準図)（以下「配筋標準図」という）

　　5.1、6.1、7.1、7.3による( ・全て　・下記以外全て )

　・ 各部配筋参考図 1.3による

　・ 構造図(　　　　　)による

　5 定着長さ (5.3.4)(表5.3.4)柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さ

　※ 直線定着　　　・ フックあり定着

上記以外の鉄筋の定着長さ

　※ 直線定着　　　・ フックあり定着

鉄筋のかぶり厚さ 最小かぶり厚さ(目地底から算出を行う)

(溶接金網含む)

及び間隔

　6

　・ 配筋標準図 図5.2による( ・ 全て ・ 構造図による ・　  　   )

　・ 配筋標準図 図5.3による( ・ 全て ・ 構造図による ・　       )

　・ 配筋標準図 図5.4による( ・ 全て ・ 構造図による ・ 　      )

(5.3.5)(表5.3.6)

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

　・無し

　※ 表5.3.6 による

　・ 構造図(　　　　　　) による

　・有り　適用箇所(　　　　　　　　　)

　　　主筋のかぶり厚さ　

　　　　・最小かぶり厚さ(　　　　　)㎜　

特殊な要求性能におけるコンクリートの部分(耐久性上不利な部分)

　・無し

　・有り　適用箇所(　　　　　　　　　)

　　・配筋標準図 表4.1に加える厚さ　　(　　)㎜

各部配筋 (5.3.7)　7 ・配筋標準図による。

・構造図(　　　　　)による。

・各部配筋参考図による。

・各部配筋参考図 2.2による

・配筋標準図 8.4(　　　　　形　)による

・構造図(　　　　　　)による 　

・構造図(　　　　　　)による 　

梁貫通孔の補強 補強形式 10

　・各部配筋参考図 7.1による

1-1. 建物概要

主要用途

建物高さ

工事種別

増築計画

構造種別

架構形式

階　　数

2-1. 構造計算条件

耐震構造方式

耐震安全性の分類

a　耐震設計条件

b　耐風設計条件

c　耐積雪設計条件

　地震荷重

　計算ルート

　設計層間変形角

㎡

ｍ

地上　　　階　　　地下　　　階　　　塔屋　　　階

ｍ

・ 新築　　・ 増築　　・ 改築　　・ 移転

・ 有り　　・ 無し

地上　　　        　　　造　　　地下　    　　    　　　造

構造

構造

・ 耐震構造　　・ 免震構造　　・ 制振構造

・ Ⅰ類（Ｉ=1.50）　・ Ⅱ類（I=1.25）　・ Ⅲ類（Ｉ=1.00）

建物一次固有周期

地盤種別

地域係数

　　(　　　　　)秒

第　(　　　　　)　種地盤

X方向

Y方向

一次設計

二次設計

一次設計

二次設計

X方向

Y方向

※ 許容応力度計算　(ルート　　　　　　　　)

・ その他

・

※ 許容応力度計算　(ルート　　　　　　　　)

・ その他

・

(　　　　　　)　m

・ 有り　　・ 無し

(　　　　　　)　cm

Ｘ方向

Ｙ方向

　基準風速　(V0)

　地表面粗度区分

　建設地の標高

　多雪区域の指定

　設計垂直積雪量

延べ面積

軒高

Z = 1.0

30 ｍ/秒

・ Ⅰ　　・ Ⅱ　　※ Ⅲ　　・ Ⅳ

２．特記仕様

　　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。○

　　　・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。○

○

○

（１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。○

　　　の特定調達品目を示す。なお、特定調達品目か否かの判断基準は監督職員との協議による。

（３）特記事項に記載の（     ）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４）Ｇ 印は「国等による環境物品等の調達等の推進に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）□

Ⅱ　建築工事仕様(構造関係)

１．共通仕様

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準

・

地盤の確認

支持力又は支持 支持地盤の位置及び種類

・杭基礎（基礎ぐいの先端の位置含む）

　

・構造図(

　　　　　　

)による

　

・直接基礎(基礎底部の位置含む)

　

・構造図(

　　　　　　

)

 

による

　

　　長期設計支持力度　

試験

4

特記仕様(構造関係)の適用範囲は下記の工事種目とする。

※ 特記仕様書(1)　仕様書　Ⅰ工事概要 ２工事種目に掲げる下記の工事種目番号

　　(番号○～番号○までの工事種目)

　1

　　・(          )kN/㎡

　　・行う

(4.2.1)(4.2.3)(4.2.5)　杭の載荷試験

　　・行わない

　　・行う

　　　・構造図(　　　　　　)による 　・　

　　・報告書の記載事項（　　　　　　　　　　）

　　・行わない

　試験堀り（根切り底の状況の確認等） 　(3.2.1)

液状化対策 ・ 行う　(工法、施工範囲、仕様及び計測、試験等は構造図による。)

・ 行わない

・構造図( )による

　　載荷荷重等仕様

　　・報告書の記載事項（　　　　　　　　　　）

　2

　地盤の載荷試験(平板載荷試験)

　　・行わない

　　・行う

・構造図( )による

(4.2.4)(4.2.5)

既製コンクリート杭

地業

　3

(5.3.4)(5.5.2)(5.5.3)

・ ガス圧接(D19以上)　　・機械式継手　・溶接継手　　

・ ガス圧接(D19以上)　　・機械式継手　・溶接継手　　　

カプラー等の接合部分の相互のあき、最小かぶり厚さ　 (5.3.5)

品質の確認方法、不良となった継手の修正方法等　

　・構造図(　　　　　　　) による　・　　

　・構造図(　　　　　　)による 　・　　

特殊な鉄筋継手 適用箇所

性能(H12建告第1463号に適合するもの)　

機械式継手の種類(　　　　　　　　　　　　　　　　) (5.5.2)

　・Ａ級　・　　

圧接完了後の試験 外観試験 　※行う(全数)

抜取試験（第三者試験機関による）

　※超音波探傷試験　

　・引張試験

　　　試験の箇所数等

　　　試験片の採取数は、１ロットに対して(※３本・５本)とする

　　　試験ロット：１組の作業班が１日に行った圧接箇所とする。なお、200箇所を超えるとき

　　　　　　　　　は200箇所ごととする

 11

 12

　・構造図(　　　　　　)による 　・　

鉄筋相互のあき

　・機械式継手　・溶接継手　・構造図(　　　　　　)による 　・　

(5.3.5)

鋼杭地業　4

(4.3.4)(4.3.5)(4.5.5)

地盤改良 工法

（セメント系固化材

　を用いた工法によ

　る改良）

　9

　・浅層混合処理工法

　　改良範囲、仕様(計測、試験等含む。)は構造図(　　　　　)による。

　・深層混合処理工法

　　改良範囲、仕様(計測、試験等含む。)は構造図(　　　　　)による。

床下防湿層 施工範囲

防湿工法　

防湿層の位置　

(4.6.5)

(4.6.5)

　8

　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下(ピット下を除く) ・　

　・ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上　　・　　

　・図面(　　　　     ) による

(4.6.2)

厚さ及び適用範囲

厚さ 適用箇所

　7

・基礎スラブ下　・ 基礎梁下　・土に接するスラブ下

捨コンクリート地業

 

 ※ 50

(4.6.4)(6.14.1)

　※ 設計基準強度18N/mm2　・　

　※ スランプ15cm又は18cm　・　

場所打ちコンクリ

ート杭地業

　5

材料　6 (4.6.2)砂利、砂地業

厚さ及び適用範囲

適用箇所

・150

・ 60

・基礎スラブ下 ・基礎梁下 ・土間コンクリート下 ・土に接するスラブ下

厚さ種別
(5.4.10)

(5.4.10)

　　　・標仕 5.4.10、5.4.11による　　・　

　　　試験片を採取した箇所の処置：標仕5.4.10による

(5.5.2)(5.6.3)

(5.5.2)(5.6.3)

(5.5.2)(5.6.3)

　砂地業　・ シルト　・ 締固めに適した山砂　・ 川砂　・ 砕砂　

　砂利地業　※ 再生クラッシャラン Ｇ　　・ 切込み砂利　・ 切込み砕石□

仕様書・同指針（建築工事編）(令和4年版)」（以下、「標仕」という）による。

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

構造特記仕様書(1)
佐藤 信行

S - 01

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

A1:-
A3:-

複合施設 973.34

1 - -

平均地盤面+7.024 平均地盤面+6.669

○

○

木 -

集成材軸組

集成材軸組

○

○

○

○

○ S-22,23

○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

○

S-22,23

○

○

○ ○

○ ○

○

○ ○

○

S-07

○ S-07

○ S-05

○

○

○ S-03～13

○

○

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

・砂 ・砂利○

○

○

○

○

S-03

S-40

○

1-2. 建物概要

主要用途

建物高さ

工事種別

増築計画

構造種別

架構形式

階　　数

2-2. 構造計算条件

耐震構造方式

耐震安全性の分類

a　耐震設計条件

b　耐風設計条件

c　耐積雪設計条件

　地震荷重

　計算ルート

　設計層間変形角

㎡

ｍ

地上　　　階　　　地下　　　階　　　塔屋　　　階

ｍ

・ 新築　　・ 増築　　・ 改築　　・ 移転

・ 有り　　・ 無し

地上　　　        　　　造　　　地下　    　　    　　　造

構造

構造

・ 耐震構造　　・ 免震構造　　・ 制振構造

・ Ⅰ類（Ｉ=1.50）　・ Ⅱ類（I=1.25）　・ Ⅲ類（Ｉ=1.00）

建物一次固有周期

地盤種別

地域係数

　　(　　　　　)秒

第　(　　　　　)　種地盤

X方向

Y方向

一次設計

二次設計

一次設計

二次設計

X方向

Y方向

※ 許容応力度計算　(ルート　　　　　　　　)

・ その他

・

※ 許容応力度計算　(ルート　　　　　　　　)

・ その他

・

(　　　　　　)　m

・ 有り　　・ 無し

(　　　　　　)　cm

Ｘ方向

Ｙ方向

　基準風速　(V0)

　地表面粗度区分

　建設地の標高

　多雪区域の指定

　設計垂直積雪量

延べ面積

軒高

Z = 1.0

30 ｍ/秒

・ Ⅰ　　・ Ⅱ　　※ Ⅲ　　・ Ⅳ

自動車車庫 45.00

1 - -

平均地盤面+3.665 平均地盤面+3.425

○

○

鉄骨 -

純ラーメン

純ラーメン

○

○

1-3. 建物概要

主要用途

建物高さ

工事種別

増築計画

構造種別

架構形式

階　　数

2-3. 構造計算条件

耐震構造方式

耐震安全性の分類

a　耐震設計条件

b　耐風設計条件

c　耐積雪設計条件

　地震荷重

　計算ルート

　設計層間変形角

㎡

ｍ

地上　　　階　　　地下　　　階　　　塔屋　　　階

ｍ

・ 新築　　・ 増築　　・ 改築　　・ 移転

・ 有り　　・ 無し

地上　　　        　　　造　　　地下　    　　    　　　造

構造

構造

・ 耐震構造　　・ 免震構造　　・ 制振構造

・ Ⅰ類（Ｉ=1.50）　・ Ⅱ類（I=1.25）　・ Ⅲ類（Ｉ=1.00）

建物一次固有周期

地盤種別

地域係数

　　(　　　　　)秒

第　(　　　　　)　種地盤

X方向

Y方向

一次設計

二次設計

一次設計

二次設計

X方向

Y方向

※ 許容応力度計算　(ルート　　　　　　　　)

・ その他

・

※ 許容応力度計算　(ルート　　　　　　　　)

・ その他

・

(　　　　　　)　m

・ 有り　　・ 無し

(　　　　　　)　cm

Ｘ方向

Ｙ方向

　基準風速　(V0)

　地表面粗度区分

　建設地の標高

　多雪区域の指定

　設計垂直積雪量

延べ面積

軒高

Z = 1.0

30 ｍ/秒

・ Ⅰ　　・ Ⅱ　　※ Ⅲ　　・ Ⅳ

倉庫 50.00

1 - -

平均地盤面+3.585 平均地盤面+3.225

○

○

鉄骨 -

純ラーメン

純ラーメン

○

○

〈複合施設棟〉

〈複合施設棟〉

〈身障者駐車場上屋〉

〈身障者駐車場上屋〉

〈水防倉庫棟〉

〈水防倉庫棟〉

0.101

２

1-2

1-2

1/200

-

1/200

-

331

81

○

0.096

２

1-1

1-1

1/200

-

1/200

-

331

81

○

1.235

２

1

1

1/1180

-

1/940

-

331

81

○

　　固化材は六価クロム低溶出型とする。

上原明彦



コンクリートの

使用骨材による

種類及び強度

※ 普通コンクリート　16 (6.2.1、6.2.4)

スランプ (cm)設計基準強度 Fc (N/m㎡ ) 適用箇所

・ 21

・ 24

土間スラブ、基礎、基礎梁

柱、梁、スラブ、壁

※ 15

・ 18

※ 18

・ 15

・ 18 15 又は 18

セメントの種類

類別

適用箇所セメントの種類

 全て

　2

　3

・

・

　※ 普通ポルトランドセメント又は

　・ 高炉セメントＢ種 Ｇ

　・ フライアッシュセメントＢ種 Ｇ

　 　混合セメントのＡ種

□

コンクリートの類別 (6.2.1)(表6.2.1)

(6.3.1)(表6.3.1)

　※ Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

　・ Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）

　適合するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

　普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに

水和熱 352J/g以下

402J/g以下

     7日

    28日

□
　・ エコセメント Ｇ□

骨材の種類 使用骨材のアルカリシリカ反応による区分　4

　・ Ａ

　・ Ｂ（コンクリート中のアルカリ総量 Rt=3.0kg/m3 以下）

(6.3.1)

混和材料

　　　　　化学混和剤の塩化物イオン量による区分はⅠ種とする。)

　　　　　高炉スラグ微粉末又はJIS A 6202に適合する膨張材)

　5 ・混和剤（JIS A 6204に適合するＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤とし、

・混和材（JIS A 6201に適合するフライアッシュのⅠ種又はⅡ種、JIS A 6206に適合する

(6.3.1)

　・ 適用する

　・ 適用しない

普通エコセメントを使用するコンクリートに再生骨材Ｈを使用する (6.3.1)

　6 コンクリートの調合 構造体強度補正（Ｓ）　　・図示による　　※表6.3.2による (6.3.2)

6.3.2(ｲ)(f)①～③以外の混和材料の使用方法及び使用量　※図示による（　　　）

鉄骨の製作工場 製作工場の加工能力 (7.1.3)　17

　・監督職員の承諾する製作工場

　・建築基準法第77条の56に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた㈱日本

　　鉄骨評価センター及び㈱全国鉄骨評価機構(旧(社)全国鐵構工業協会)の「鉄骨製作工場の

　　性能評価基準」に定める「(　　)グレード」として国土交通大臣から認定を受けた工場又

　　は同等以上の能力のある工場

(7.1.3) (7.1.4)(7.6.2)(7.12.2)施工管理技術者　2 ※ 適用する

・ 適用しない

高力ボルト

すべり係数試験

(7.2.2)(7.3.2)

(7.4.2)

　※ 行わない　・ 行う

　・トルシア形高力ボルト　２種(S10T)

　・JIS形高力ボルト　２種(F10T)

    　試験方法等（　　　　　　　　　　　　）

鋼材 鋼材の材質

規格等

※ JIS規格による

※ JIS規格による

※ JIS規格による

※ JIS規格による

※ JIS規格による

適用箇所種類の記号

・ＳＳ400

・ＳＮ400Ｂ　・ＳＮ490Ｂ

・ＳＮ400Ｃ　・ＳＮ490Ｃ

・ＢＣＲ295　・ＳＴＫＲ400

・ＳＳＣ400

　6

　7

（7.2.1)(表7.2.1)

(7.10.2)建方精度 ※ (社)日本建築学会「JASS 6 鉄骨工事」付則6［鉄骨精度検査基準］

　　付表５［工事現場］による。

（7.3.3)　4 鉄骨の仮組 ※ 行わない

・ 行う

　仮組を行う範囲（　　　　　　　　　　　　）

　確認方法、確認項目（　　　　　　　　　　）

　5

（7.3.3)製作精度 ※ (社)日本建築学会「JASS 6 鉄骨工事」 付則6［鉄骨精度検査基準］による。　　3

マスコンクリート (6.13.1、6.13.2)

適用箇所セメント種別

　・中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

　・高炉ｾﾒﾝﾄB種

　・　

無筋コンクリート コンクリートの種類

適用箇所セメントの種類スランプ

(cm)

設計基準強度

　※15

　・　

　　※18

　　・　

捨コンクリート

・高炉セメントB種

・フライアッシュセメントB種

　又は混合セメントのA種　又は18

　※普通コンクリート　・　

※ 普通ポルトランドセメント

Fc (N/m㎡)

(6.14.1)

軽量コンクリート

・ 1種

・ 2種

種類
直接接する部分

常時土又は水に

　

（t/ｍ3）

所要気乾単位容積質量
適用箇所

(6.10.1、表6.10.1)

・ 1.8

・ 1.4

・ 

寒中コンクリート

の適用期間

※ 打込み日を含む旬の日平均気温が 4℃以下の期間

（前年の気象庁データ、現場での実測データにより判断する）

(6.11.1)

暑中コンクリート

の適用期間

(6.12.1)日平均気温の平年値が25℃を超える期間

構造体強度補正値（S）

流動化コンクリート 適用箇所

　※図示による（　　　　　）　・　

(6.15.1)

※ 7月26日から8月20日（気象庁 長野地区 旬別平均気温及び7月8月平均値より）

・ 行わない

(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。

　　ある場合はそのまま施工する。

　3)設計値±20kg/m3 を超える場合は、生コンを打込まずに持ち帰らせ、水量変動の原因を調査

　　するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車の測定を

　リート温度等)と写真により提出する。

(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は静電容量

(4)単位水量管理についての記録を書面(計画調合書、製造管理記録、打込み時の外気温、コンク

実施要領　　

・ 行う

(1)単位水量の測定は、150m3 に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。

　1)測定した単位水量が、計画調合書の設計値(以下､「設計値」という。)±15kg/m3 の範囲に

　2)測定した単位水量が、設計値±15を超え±20kg/m3 の範囲にある場合は、水量変動の原因を

　　調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。その後、

　　設計値±15kg/m3 以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

　　まで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

　4)上記の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。

　測定法による。

　　行い、設計値±20kg/m3 以内であることを確認する。更に、設計値±15kg以内で安定する

コンクリートの

単位水量測定

コンクリート強度

及び試験方法 ※ 構造体コンクリートで、10m3 未満かつ構造上重要でない部分については、 (6.9.1)

※ 標仕6.5.5、6.9.2、6.9.3、6.9.4、6.9.5による。 (6.5.5)(6.9.2～5)

　監督職員の承諾を受けてフレッシュコンコンクリートの試験、コンクリートの強度試験を

　省略することができる。

最小存置期間

　・普通エコセメントを使用した場合

　　　※普通ポルトランドセメントと同様の日数

　　　・5日（平均気温20℃以上）

　　　・8日（平均気温20℃未満10℃以上）

スリーブの材種

　・　　

ＭＣＲ工法用シート

　・用いる

　　打増し厚さ　（ ・20mm　・　　）

　　打増し範囲　（ ・図示　　・　　）

　・用いない

断熱材の兼用

　・行わない　　・行う

　※せき板の材料として合板を使用する場合は、グリーン購入法の基本方針の判断　　(1.4.2)

　の基準に従い「木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明のためのガイドライン」に　

　準拠した内容の板面表示等により合法性を確認し、監督職員に報告する。

せき板の材料型枠

　・床型枠用鋼製デッキプレート

　　　使用箇所等　※構造図による　・　　

　・合板（※12mm　・　）

　・　

打増し厚さ 打増し厚さ

　・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

　・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

　・外装タイル後張り面の打増し処理

　・床型枠用鋼製デッキプレートの梁側面部の打増し処理

　　プレートが支持される梁の側面について下記の打増しを行なう

打増し範囲

　　・20㎜　 ・ 

　　・10㎜　 ・20㎜　 ・ 

　　・20㎜　 ・　

　　・10㎜　・20㎜

　・意匠図による　

(6.8.1)

(6.8.2)

(6.8.2) (表6.8.1)

(6.8.4)(表6.8.2～3)

　・標仕 6.8.2(9)(ｲ)及び標仕 表6.8.1による

　※標仕 6.8.4(2)及び標仕 表6.8.2～3による

打継ぎ目地の寸法、

位置及び形状

目地寸法

間隔

　・意匠図による　・　

位置

　・意匠図による 　・　

※ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、躯体外側の打ち増し厚さ部で処理する

　・標仕 9.7.3による　　・　

湿潤養生 期間 (6.7.2)

　※標仕 6.7.2による　　・　

　・普通エコセメントを使用した場合　（ ※ 7日以上　・　　　）　

コンクリートの

仕上り

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

適用箇所種別

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

(6.2.5)(6.6.6)(6.9.3)(表6.2.4)

適用箇所種別

仕上りの平たんさ (6.2.5)(6.6.6)(6.9.3)(表6.2.5)

・ ａ種

・ ｂ種

・ ｃ種

(6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)

(6.8.1)

(6.8.1)

　7 打継ぎ (6.6.4)打継ぎの位置

　梁及びスラブ　・図示による　※そのスパンの中央又は端から1/4の付近

　柱及び壁　　　・図示による　※スラブ、壁梁又は基礎の上端

　8

　9

　10

　11

　12

 13

 14

 15

 16

 17

 18

 19

 20

(2)単位水量の上限値は、標準仕様書6.3.2(ｲ)(c)による。

構造体強度補正値（S）

　※ 6Ｎ/mm2　　・ 3Ｎ/mm2　　・積算温度を基に定める

(6.11.2)

(6.12.2)

　※ 6Ｎ/mm2　　・ （　　　）Ｎ/mm2

スランプ

　※15cm　・ＡＥ減水剤

　・高性能ＡＥ減水剤

混和材混和剤

種類

ねじの呼び

　・大臣認定品

溶接部の試験

　※ 構造図(　　　　　　) による　 ・　

(7.2.2)(7.3.2)縁端距離、ボルト

間隔、ゲージ等

高力ボルト、普通ボルト及びアンカーボルトの縁端距離、ボルト間隔、

ボルト径、ゲージ等

　※構造関係共通図(鉄骨標準図) 1 縁端距離及びボルト間隔による　・　

　8

締付け (7.4.7)

　ナット回転法の場合でJIS形高力ボルトのボルト長さがねじの呼びの5倍を超える場合

　の回転量

　※ 構造図(　　　　　　) による　 ・　

(7.2.10)

(7.2.2)セットの種類溶融亜鉛めっき高力

ボルト 　・１種（F8T相当）　・　

　9

ねじの呼び

　※ 構造図(　　　　　　) による　 ・　

(7.12.5)摩擦面の処理

　・りん酸塩処理

    　すべり耐力等の確認方法

　※ブラスト処理（表面粗度50μmRz以上）

　10 普通ボルト ボルト及びナットの材料 (7.2.3)

　・表7.2.3による　・構造図(　　　　　　) による

　　　　・構造図(　　　　　　) による　 ・行わない

ねじの呼び

　※ 構造図(　　　　　　) による　 ・　

(7.2.4)アンカーボルト 材質

　・ 構造用

　・ 建方用

アンカーボルト及びナットのねじの種類の規格、ねじの等級の規格及び仕上げ

　・ 構造用

　　※ JSS Ⅱ 13-2004 「(社)日本鋼構造協会規格／建築構造用転造

　・ 建方用

　　※ 普通ボルトによる

保持及び埋込み工法

　・ 構造用

　　※ 構造図による  ・　

　・ 建方用

(7.10.3)(表7.10.1)

　　　 ねじアンカーボルト・ナット・座金のセット」

　　・ SS400 ・  

　　・ ABR400 ・ABR490　・　

　11

ターンバックル 種類

　建築用ターンバックル胴

　建築用ターンバックルボルト

　ねじの呼び

　　・構造図(　　　　　　)による 　・　

(7.2.6)

(7.2.6)

　　※割枠式　　・　　

　　※羽子板ボルト　　・　

デッキプレート (7.2.7)材質、形状及び寸法

　ートとの合成スラブ構法

・デッキプレート単独の構法

・デッキプレートとコンクリ

備考材質、形状、寸法適用箇所工法の種別

　・構造図(　　　　　)による　・　

耐火認定

鉄骨部材への溶接方法 (7.7.8)

　　・構造図(　　　　　　)による 　・　

　・有り

　・無し

スタッドボルト

径(呼び名) 適用箇所長さ(呼び長さ)　mm

16φ

19φ

22φ

　・80　　・100　　・120

　・80　　・100　　・130　　・150

　・80　　・100　　・130　　・150

(7.2.8)

モルタルの種別柱底均しモルタル

　・無収縮モルタル　　・　

無収縮モルタルの材料及び調合

工法の種別

　材料、調合等

　　・標仕 7.2.9による   　　

　品質及び試験方法

　　・標仕 表7.2.5による   　　

　・標仕 表7.10.2

　　・Ａ種［モルタル厚さ50］　・Ｂ種［モルタル厚さ30］

(7.2.9)

(7.10.3)

 12

 13

 14

 15

 16 材料試験等 板厚方向に引張力を受ける鋼鈑のJIS G 0901による試験

　・行う

　・行わない

入熱､パス間温度の

溶接条件

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件　　

　・構造図(　　　　　　)による　

　・構造関係共通図(鉄骨標準図)(5(7)鋼材と溶接材料の組合わせと溶接条件)による

　・　

適用箇所　　

　・構造図(　　　　　　)による 　

　・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部　

 17

溶接作業者

　　技量付加試験

技量付加試験

　・行う( 要領 ※図示　　・　　)　　※行わない　

(7.6.3)

(7.6.7)溶接接合 スカラップの形状　　

　・改良型　・　

エンドタブの切除

　　適用箇所

　　　・全て　・構造図(　　　　　)による

　・行わない

　・行う

 18

 19

切断面の仕上げ

　・グラインダー仕上げ（粗さ100μmＲｚ程度以下及びノッチ深さ1mm程度以下）　・（　　）

 20

　・　

錆止め塗装 塗料の種別

鉄鋼面

・

亜鉛めっき面

鋼製スリーブの内側(鉄骨に溶接されたもの)

　・　

　・　

　・ 屋外　(標仕7.8.2の範囲以外)　・　

　・ 屋内　(標仕7.8.2の範囲以外)　・　

適用箇所

適用箇所

適用箇所

・ 標仕　表18.3.1　Ａ種

・ 標仕　表18.3.1　Ｂ種

・ 標仕　表18.3.2　Ａ種

・

・ 標仕　表18.3.1　Ｂ種

・

種　別

種　別

種　別

　・　

　・屋外､屋内　・　

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験　　

突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

　独立行政法人建築研究所監修

　「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による。

　　　・ 抜き取り検査①

　　　※ 抜き取り検査②

　・ 行わない

　※ 行う

　　 ※ 第三者検査機関

　　 ※ 自社 100％

　　　　・工場溶接の場合　

　　　　　AOQL(%)　　※ 4.0　　・ 2.5

　　　　・工事現場溶接の場合　

節

・第６水準

・全て　　

検査水準

・

・

・

・

・

・

 21

耐火被覆材の接着する面の塗装範囲

　※ 図示による（　　　）　　・（　　　　　　）

　※構造図(　　　　　　)による 　・　

適用箇所

　・　

　・補強トラス法

　・補強プレート法

補強方法梁貫通孔の補強

処理方法（　　　　　　　　）、すべり耐力の確認方法（　　　　　　　　）

　・特別な処理（　　　　　　　　　）

　・ブラスト処理

高力ボルト接合部摩擦面の処理

　Ｃ種(HDZ35)

　Ｂ種(HDZ45)

　Ａ種(HDZ55)

・　　　　　　

※構造図による

適用箇所材 料

　最小板厚1.6㎜ 以上、3.2㎜ 未満の形綱、鋼板

　普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

　最小板厚 3.2㎜ 以上、6.0㎜ 未満の形綱、鋼板

　最小板厚 6.0㎜ 以上の形綱、鋼板

亜鉛めっきの種別

種別等溶融亜鉛めっき 22

 23

　・３時間耐火

　・２時間耐火

　・１時間耐火

材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする。

　　－

　・　

　・ 高耐熱ロックウール

　・　

　・ 繊維混入けい酸カルシウム板

・ ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り

・ 耐火材巻付け

・ 耐火板張り

適用箇所(部位・部分)

　・ 30分耐火

性 能

性能

適用箇所(部位・部分)

　・　

　・ 湿式ロックウール

　・ 半乾式吹付けロックウール

　・ 乾式吹付けロックウール

材料・工法種 別

・ 耐火材吹付け

(7.9.2～7)種別等耐火被覆 22

(7.8.2)

(7.8.2)耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

　※ 7.8.2(1)(ｱ)～(ｵ)以外の範囲　　・（　　　　　　）

(7.8.4)(18.3.2)

・ 耐火被覆材が接着する面

 24 軽量形鋼 ボルト接合の方法

　※構造図(　　　　　　)による 　・　

(7.6.12)

(7.6.12)外観試験

　　 ※ 構造図(　　　　　　) による　 ・　

　　 ※ 構造図(　　　　　　) による　 ・　

　「鉄骨精度検査基準」付表3「溶接」に関する試験方法

　「鉄骨造の継手又は試口の構造方法を定める件」第二号に関する試験方法

　　　　　※ 全数

(7.12.4)(表14.2.2)

(7.12.5)

　　　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　※ 構造図による。

　・ はり貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討

　　　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　※ 構造図による。

　・ くいの長さの変更を見込んだ検討

　　　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　※ 構造図による。

　・ くいの芯ずれを考慮した検討

　本検討は、計画通知の変更を要しない範囲及び対応方法を定めるものであり、

　品質管理上の施工誤差を許容するものではない。

　1

あらかじめの検討を行っている部分

施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更事項への対応方法について、

（あらかじめ検討）

軽微な変更の対応

　　・ 標仕 表7.10.1　( ・Ａ種　・Ｂ種 )による　・　　

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

構造特記仕様書(2)
佐藤 信行

S - 02

2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

A1:-
A3:-

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

腰壁

腰壁

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

M

○

○

○

○

○

○

○

○

小梁

大梁

ダイアフラム

柱、耐風梁

間柱、胴縁○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ノンダイアフラム

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

S-43,46

○

S-43,46

S-14

S-43,46

○
○

○

○

S-43,46

○ ○

○

○

○
　・りん酸塩処理○

○

○

S-43,46

○日本建築学会　「鉄骨工事技術指針・工場製作編」 8章「検査」による　　 ・　

○日本建築学会　「鉄骨工事技術指針・工場製作編」 8.1.5 b.「溶接部の外観検査」による　　 ・　

○

○



壁壁

床

180°フック

折曲げ角度折曲げ形状

90°

余長4d以上

d

90°フック

135°フック

D

d
d

D

D

余長6d以
上

余
長

8d
以

上

180°
135°
90°

3d以上

4d以上

5d以上

5d以上

6d以上

D25以下

D41以下

D19～D41

D16以下

D29～D41

SD390

SD490

鉄筋の種類 鉄筋の径に 鉄筋の折曲げ

d

余長4d以
上

余
長

4d
以

上

幅止め筋

よる区分 内法直径(D)

図2-2-3 幅止め筋の形状

余
長

余
長

上下スラブ付

L1
h※

余長

※L1h(フック付重ね継手)は、表3-1-2による。

図2-3-6 副あばら筋・副帯筋の形状

フックをつける

余長

40d

余長

L形梁

a≧135°,180°

柱 梁

a≧135°,180°

a

a

d a

フック位置は原則
として交互にする

フック位置は原則
として交互にする

溶接長さ

当該床のコンクリート

(1)柱 (2)大梁・小梁

梁下端近傍

柱中央近傍

梁天端近傍

カットオフ筋先端近傍

P2

@2000程度 @2000程度

は、全域で@2000程度とする。

打設前に取付ける

Ho
/2

Ho
/2

Ho

・大梁主筋の2段筋を端部と中央で通し配筋とする場合

D=3d以上

3.SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験
　を行い支障ないことを確認した上で、監理者の承認を得ること。

2.折曲げ内法直径を表2-1の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の折曲げ試験を
　実施するかメーカー発行の性能試験証明書を確認した上で、監理者の承認を得ること。

§2 鉄筋加工共通事項

1.鉄筋の折曲げ加工は常温加工とする。
2-1 折曲げ形状・寸法

表2-1 折曲げ形状・寸法

(図中   印)

 (フックの形状は180°フックとする)
(1)柱の四隅または梁の出隅および下端筋の両側にある主筋を重ね継手とする場合
1.次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

2-2 鉄筋のフック

(b)梁(基礎梁を除く)(a)柱

図2-2-1 フックが必要な重ね継手

2-3 あばら筋および帯筋形状・寸法

(4)煙突の鉄筋(フックの形状は180°フックとする)

(3)あばら筋、帯筋(フック形状は2-3による)および幅止め筋(フック形状は図2-2-3による)

図2-3-1 あばら筋・帯筋の形状(末端部がフックの場合)

図2-3-2 あばら筋・帯筋の形状(末端部が溶接の場合)

図2-3-4 あばら筋・帯筋の形状(溶接閉鎖形の場合)

図2-3-3 あばら筋・帯筋の溶接要領

・スラブと同時に打ち込むT形、L形梁のキャップタイ末端部は本図によってもよい。

図2-3-5 スラブ付梁のあばら筋(末端部がフックの場合)

4.2段筋の間隔P2は構造図による。構造図に記載がない場合は表2-4による。

1.主筋相互のあきaは粗骨材最大寸法の1.25倍以上、隣り合う鉄筋呼び径の平均値の1.5倍
以上とする。

2-4 主筋のあき・2段筋の間隔

2段筋がある場合は、原則として2段筋位置保持金物を図2-5-1にならい取り付けること。
2-5 2段筋位置保持金物の形状および配置

図2-5-1 2段筋位置保持金物の配置例

図2-5-2 2段筋位置保持金物の形状例

表2-4 主筋のあきaの最小値および2段筋の間隔P2　(単位mm)

　　　あばら筋・副あばら筋の形状
図2-3-7 梁せいの大きな基礎梁など、あばら筋を分割する場合の

(注) 1.片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる
　場合には、余長は4d以上とする。
2.90°未満の折曲げ内法直径は構造図による。構造図に記載のない場合は、表2-1の
　90°フックと同じとする。

a最外径 最外径
あき

間隔 P2

a

P2 a

(1)柱 (2)梁

図2-4 柱梁主筋のあきと間隔

保持金物はスペーサー
または両側の2段筋に
緊結し、支持する

余
長

5d(両面)
10d(片面)

5d(両面)
10d(片面)

1.鉄筋の最外径は銘柄ごとに異なるため、使用する鉄筋に
　合わせて適宜判断すること。

端部近傍

1.あばら筋および帯筋のスパイラル筋形状、寸法は、図3-3-4による。

余長

T形梁

フレア溶接

P2 P2 P2

梁下端
2段筋位置保持金物

柱主筋
2段筋位置保持金物

梁上端
2段筋位置保持金物

溶接位置は原則
として交互にする

溶接位置は原則
として交互にする 溶接位置は原則

として交互にする

柱 梁

P2

P2

a

寄せ筋を示す

a

壁

柱

梁

　(フックの形状は180°フックとする)
(2)柱の四隅にある主筋で最上階(中間階で上に柱のない場合を含む)の柱頭部

図2-2-2 最上階(上に柱がない場合を含む)の柱頭でフックが必要な主筋

梁

(注)

(フック角度は180°、
 135°、90°の
 いずれとしてもよい)

溶接長さ

L1
h※

余
長

フックをつける
(フック角度は180°、
 135°、90°の
 いずれとしてもよい)

・スラブ付梁のキャップタイに90°フックを使用する場合、フックの余長は8d以上とする。

保持金物

・スラブが取り付く側のキャップタイ末端部は、90°フックとしてよい。

・135°フックの余長は6d以上、180°フックの余長は4d以上とする。

・鉄筋末端部フックは、図2-3-1による。

2.粗骨材の最大寸法を25mmとして算出した数値を表2-4に示す。
3.粗骨材の最大寸法が25mm以外の場合のあき寸法、2段筋の間隔の最小値は、監理者に確

認すること。

5.2段筋の間隔P2の最大値については、監理者に確認すること。

　は折曲げ開始点を示す。
この開始点位置は、以下の図面において共通とする。

5d(両面)
10d(片面)
溶接長さ

・　  印、  印は2段筋位置保持金物位置を示す。

軽量 Fc=18N/mm²以上 36N/mm²以下
1. コンクリート 普通 Fc=18N/mm²以上 60N/mm²以下

SD490の鉄筋を使用する部位に軽量コンクリートを用いない。
SD490の鉄筋を使用する場合はFc=24N/mm²以上
SD390の鉄筋を使用する場合はFc=21N/mm²以上

規格番号 種類の記号規格名称

SD345, SD390
SD295

SD490

鉄筋コンクリート用棒鋼JIS G 3112
2. 鉄筋

異形鉄筋はD41以下とする。
3. 溶接金網 溶接金網および鉄筋格子は、JIS G 3551

(溶接金網および鉄筋格子)に適合するものを使用する。   および鉄筋格子

7.本配筋標準図に　　 印を記した項目は、適用しない。
　(～程度、～以下、＠、Pと表記しているものを除く)
6.図表中の寸法の値は最小値を示し、当該寸法以上を確保することを原則とする。

4.構造図に記載された事項は、本配筋標準図に優先して適用するものとする。

§1 一般事項

3.本配筋標準図は表1-1に示すコンクリートおよび鉄筋を使用する鉄筋工事に適用する。
　高強度せん断補強筋を使用する場合は、構造図(伏図、軸組図、部材リスト、詳細図等の
  図面を示す)による。

表1-1 適用範囲

8.杭に関する事項は、構造図による。

5.本配筋標準図において、｢監理者に確認｣、｢監理者に承認｣と記載された内容は、監理者
　が設計者と協議し、設計者が承認した結果を示す。

2.本配筋標準図は、
　・｢公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(平成31年版)｣
　　(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)
　・｢鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説(2018版)｣
　　(日本建築学会)
　・｢建築工事標準仕様書・同解説JASS5鉄筋コンクリート工事(2018年版)｣
　　(日本建築学会)
　・｢鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説(2021年版)｣
　　(日本建築学会)
　を参考に作成している。

(5)杭基礎のベース筋
単杭の場合は、監理者と協議すること。

・原則、梁の上下にスラブが取り付く場合、かつ、梁せい1.5m以上の場合、使用可能とする。
 原則を守れない場合は、監理者と協議すること。

1.本配筋標準図(2021年版)は、(一社)日本建設業連合会と(一社)日本建築構造技術者協会
　が協働で作成した鉄筋コンクリート造の配筋標準図である。

9.本配筋標準図に 印で囲んだ項目、および、アンダーラインで示す内容は、
本工事に適用する事項として特記したものである。

12.図表中に”～程度”と表記された値は標準値であり、標準値との誤差が±20ｍｍ以下と
　 なるように配筋すること。誤差が±20ｍｍを超える場合は、監理者の承認を得ること。
　 本項目は、構造図全般に適用する。

,角部

10.機械式継手や機械式定着は構造図による。また、各工法が定めた施工方法による。

D41
D38
D35
D32
D29
D25

D19
D22

D16

37

26

47

29

43

22

33

40

62

48

19

44

53

33

57

32

38

32

109
100
93
85
77
67
59
54
51

(d)
呼び名 最外径 主筋のあき

aの最小値
2段筋の間隔
P2の最小値

D10 11 32 43
D13 15 32 47SD345

SD295 1d 溶接長さ 1d

d

1d
溶接長さ

1d ア 矢視図

　　　　10d(片面)

ア ア

・フレア溶接を採用する場合は監理者と協議すること。
・ビード形状は表3-1-3による。

　　　　　5d(両面)

折曲げ開始点

折曲げ開始点

・フレア溶接は、折曲げ開始点、鉄筋材端から1d以上離すこと。

フレア溶接

(一社)日本建設業連合会・(一社)日本建築構造技術者協会 鉄筋コンクリート造配筋標準図共同作成WG 2021.09.01改定

11.設計間隔（＠、Pと表記）を示された鉄筋は、間隔の平均値が設計間隔以下となるよう
　 に配筋すること。
　なお、個々の間隔は、設計間隔を20％増した値を超えないこと。
　本項目は、構造図全般に適用する。

13.JIS規格が改正されたことに伴い（JIS G3112:2020）、SD295とSD295Aは相互互換性
   のある異形棒鋼として扱う。

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行
2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

鉄筋コンクリート造
A1:  -  
A3:  -  

S - 03

配筋標準図（1）



溶接される鉄筋の種類

E4316,E4915,E4916等の低水素系溶接棒

表3-1-4 フレア溶接に用いる鉄筋と溶接材料の組み合わせ
被覆アーク溶接棒の種類

JIS　Z　3211
ソリッドワイヤの種類

JIS　Z　3312

E4915,E4916等の低水素系溶接棒

1.異形鉄筋の定着長さは、表3-2-1の鉄筋の定着長さによる。
3-2 定着

　ただし、小梁、スラブの下端筋の定着長さは、表3-2-2による。

表3-2-2 小梁・スラブの下端筋の定着長さ　L3,L3h
下端筋定着長さ

の種類
鉄筋 小梁

18～60

スラブ
直線定着長さ　L3

1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。

L3

フック付定着長さ　L3h

d

L3h

d

定着起点折曲げ開始点

8d余
長

定着起点

2.「－」は適用範囲外を示す。
3. <　>は片持ち部材の場合を示す。

1.溶接金網の重ね継手は、図3-3-1による。構造図に記載のない場合は、応力伝達用とする。
　溶接金網の合わせ面は、図3-3-2タイプA、タイプBいずれとしてもよい。

3-3 その他の継手および定着

2.溶接金網の定着は、図3-3-3による。

表3-2-1 鉄筋の定着長さ L2,L2h

直線定着長さ　L2

1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。

L2

フック付定着長さ　L2h

d

L2h

d

定着起点折曲げ開始点

8d余
長

定着起点

定着長さ
L2：直線定着

の種類

Fc(N/mm²)
18 21 ～鉄筋

36

30

～

27

24

～

45

39

～

60

48

L2h：フック付定着

<90°フック
のみ>

90°フックの場合※

※フックを135°フック、180°フックとする
　場合のフック形状は表2-1による。

3.帯筋にスパイラル筋を用いる場合の定着、継手要領は、図3-3-4による。
4.鉄筋格子については、3-1 継手、3-2 定着による。

重ね継手50d
1.5巻

余長12d

　

　

(a)応力伝達用
1.5Pかつ150

(b)ひび割れ幅制御用

Pかつ100P P

図3-3-1 溶接金網の重ね継手

タイプA タイプB

図3-3-2 溶接金網の重ね継手の合わせ面

図3-3-3 溶接金網の定着

2本以上

1.5Pかつ150

余長6d
余長6d

図3-3-4 スパイラル筋の末端定着・重ね継手要領

(b)角形スパイラル筋
重ね継手末端定着

135°折曲げ 90°折曲げ余長12d
余長6d または135°折曲げ余長6d

1.5巻

(a)円形スパイラル筋
重ね継手末端定着

135°折曲げ 90°折曲げ余長12d
余長6d または135°折曲げ余長6d

重ね継手50d

　

余長6d

　

余長6d
余長12d圧接の場合

主筋のあきが確保できる場合の重ね継手の場合

400

L1

L1/2程度

主筋のあきの確保が困難な場合の重ね継手の場合
L1/2

SD345

YGW11
YGW13

YGW12
YGW15

YGW16
YGW19

YGW18

40d 35d 30d 30d 25d 25d

25d30d30d35d35d40d

SD390 40d 40d 35d 35d 30d

40d 40d 35d45dSD490

30d 25d 20d 20d 15d 15d

15d20d20d25d25d30dSD345

SD390 30d 30d 20d25d 25d

SD490
30d 30d 25d35d

SD295
SD345
SD390

20d 10dかつ
150mm
<25d>

10d
SD295
SD345
SD390

(注) 1.La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ(基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブの上端
　　　筋を含む)
2.Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影長さ
　　　(片持ち小梁及び片持ちスラブの上端筋を除く)
3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

3.梁主筋の柱内定着において、定着の投影長さは原則柱せいの3/4倍以上とする。

Lb
L2

余
長

2.梁主筋の柱への定着は、原則として折曲げ定着とする。

<25d>

部位

Fc(N/mm²)

―

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ La

小梁及びスラブの上端筋の

の種類

Fc(N/mm²)
18 21 ～鉄筋

36

30

～

27

24

～

45

39

～

60

48

梁内折曲げ定着の投影長さ Lb

SD295

SD345

SD390

SD490

SD295

SD345

SD390

SD490

20d 15d 15d 15d 15d 15d

20d 20d 20d 15d 15d 15d

20d 20d 20d 15d 15d

25d 25d 20d 20d

15d 15d 15d 15d 15d 15d

20d 20d 15d 15d 15d 15d

20d 20d 15d 15d 15d

La
L2

(ただし、柱せいの3/4以上)

余
長

表3-2-3 折曲げ定着長さ　La,Lb

5.大梁内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さL2h
  を確保できない小梁及びスラブの場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余
  長を8d以上、仕口面から鉄筋外面までの投影長さを、表3-2-3に示す長さLb(かつ、原則
  として、定着される梁幅の1/2倍)以上とする。

図3-1-2 隣り合う継手位置

8d
8d

L1

(ただし、梁幅　　　　　

柱せい

梁幅

L3：直線定着
L3h：フック付定着

折曲げ定着長さ

50

L3 L1

5.径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。
4.D35以上の異形鉄筋には、原則として重ね継手を用いない。

3.耐力壁主筋に直線重ね継手を使用する場合、継手長さは、表3-1-1による。
　(表3-1-1の記載例：■採用、□不採用)

表3-1-2 鉄筋の重ね継手長さ　L1,L1h

§3 継手および定着

1.対象とする継手は重ね継手、ガス圧接継手、フレア溶接継手とし、その他(機械式継手、
　突合せアーク溶接継手など)の仕様は構造図による。

3-1 継手

6.あき重ね継手は、原則としてスラブ筋、基礎スラブ筋、壁筋に適用する。
　その場合、あき重ね継手の継手長さは表3-1-2のL1を確保し、あき寸法は、0.2L1かつ
  150mm以下とする。(図3-1-3)
7.梁主筋の重ね継手は水平重ね継手を原則とし、上下重ね継手とする場合は監理者と協議
　すること。

8.ガス圧接およびフレア溶接の形状は、表3-1-3による。
9.径の異なる鉄筋のガス圧接は、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。径の差は原則とし
　て、7㎜以下とする。
10.鉄筋のフレア溶接は、原則として鉄筋の種類はSD345まで、鉄筋の径はD16までとする。
11.フレア溶接は、被覆アーク溶接またはガスシールドアーク溶接により、使用する溶接材
　 料は、表3-1-4による。
12.隣り合う継手の位置は、図3-1-2による。ただし、スラブ筋(基礎スラブ筋を含む)で
   D16以下の場合および壁筋の場合は除く。
13.杭に用いる鉄筋の重ね継手長さは構造図による。

床

あきaを確保する

床梁 梁

上下重ね継手水平重ね継手

L1/2 L1/2

継手位置

L1h

重ね継手長さ
L1：フックなし
L1h:フック付 の種類

Fc(N/mm²)
18 21 ～鉄筋

36

30

～

27

24

～

45

39

～

60

48

直線重ね継手の長さ　L1

フック付重ね継手の長さ　L1h
180°フックの場合 ※

折曲げ開始点 折曲げ開始点
※フックを135°フック、90°フック
　とする場合のフック形状は

d
d

表3-1-3 ガス圧接・フレア溶接の形状

ガス圧接

フレア
溶接

溶接のビード幅
鉄筋径d 最小値

　表2-1による。

45d 40d 35d 35d 30d 30d

SD345 50d 45d 40d 35d 35d 30d

SD390 50d 45d 40d 40d 35d

SD490 55d 50d 45d 40d

35d 30d 25d 25d 20d 20d

SD345 35d 30d 30d 25d 25d 20d

SD390 35d 35d 30d 30d 25d

40d 35d 35d 30d

　

圧接面

d

圧接面
1.4d以上

(1.5d以上)

1.1d以上
(1.2d以上)

圧接面形状

2mm以下

16
13
10

8
7
6

図3-1-1 梁主筋の重ね継手

L (ビード幅)

dd

d

θθ≦2°

d/4以下

d/
5以

下

圧接面

h2
h1

Δh=h1-h2≦d/5以下

d

圧接面

圧接面

( )内は、
SD490の
場合に適
用する

原則として
鉄筋は、
D16以下と
する

1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。(注)

(注)

(注)

異形鉄筋

P

2.継手位置は、各標準図に示す継手の好ましい位置に設けること。

SD490
<90°フック

 のみ>

L1h/2 L1h/2

継手位置

ふくらみの直径・長さ 片ふくらみ

圧接面のずれ 鉄筋中心の偏心量

折れ曲がり

4.柱梁仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さ
　L2hを確保できない場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余長を8d以上、
  仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを、表3-2-3に示す長さLa以上とする。

2.柱梁主筋の異形鉄筋重ね継手長さは構造図による。

表3-1-1 直線重ね継手長さの指示

□

構造計算を保有水平耐力計
算等で実施したため、建築基
準法施行令第73条の適用を
除外する。　

上記以外

指示欄

□

構造計算方法

表3-1-2による。

表3-1-2かつ40d以上(軽量コンクリートを使用
する場合は、50d)とする。

直線重ね継手長さ

あき重ね継手を使用する場合は、監理者に確認の上使用する。

0～
1m

m

　

図3-1-3 スラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋のあき重ね継手

L1h

L1h/2程度

L1h

L1h/2 L1hL1h

B

の1/2以上)
B

片面の場合 両面の場合

d

1d 10d以上 1d

d

1d 5d以上 1d

曲げ加工した鉄筋に使用する場合、折曲げ開始点から
フレア溶接末端を1d以上離すこと

SD295

SD295

L1

0.
2 

L1
かつ

15
0㎜

以
下

SD295

SD345

SD295

SD295

(一社)日本建設業連合会・(一社)日本建築構造技術者協会 鉄筋コンクリート造配筋標準図共同作成WG 2021.09.01改定(一社)日本建設業連合会・(一社)日本建築構造技術者協会 鉄筋コンクリート造配筋標準図共同作成WG 2021.09.01改定
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a

d

a b

b

b

d

c

c

a

c

または

P
300以下 300以下

P

50
0程

度P
P

P

300以下

P

300以下

PP

D

P
P

20
0程

度
20

0程
度

5.断熱材打込み時の鉄筋サポートは断熱材用の製品(プレート付き)を使用するか、または鉄
　筋サポート下に樹脂バットを設置し、断熱材にめりこまないようにする。

4.スペーサー(ドーナツ形)は縦使いを原則とする。梁の側面の場合、スペーサーを設置する
　腹筋と近傍のあばら筋を動かぬよう緊結させる。

2.鉄筋サポート、スペーサーの種類は設計基準強度以上のコンクリート製、モルタル製また
　は鋼製を使用する。柱、梁、基礎、基礎梁、壁、地下外壁の側面のスペーサーはプラスチ
　ック製でもよい。

1.鉄筋サポート、スペーサーのサイズは設計かぶり厚さを満足するものを使用する。
4-2 鉄筋サポート・スペーサー・結束線

6.鋼製鉄筋サポートは在来型枠との接触面に防錆処理を施した製品を使用する。
7.結束線は内側に折り曲げることを原則とする。

柱・梁

(a)梁(片側スラブ付の場合)

Pは1500程度とする。

(b)梁(両側スラブ付の場合)

スペーサー
(原則として
腹筋に取り付ける)

梁(片側スラブ付の場合) 梁(両側スラブ付の場合)

D≦1000　1辺に2個

c いずれとしてもよい。

鉄筋サポート
スペーサー

D＞1000　1辺に3個(ただし、Dが500毎に1個追加する)

3.鉄筋サポート、スペーサーの数量、配置は図4-2-1、図4-2-2、図4-2-3、図4-2-4による。

図4-2-1 柱・梁の鉄筋サポート・スペーサーの取付け要領

壁

図4-2-2 壁のスペーサーの取付け要領

※4：ピット内を屋内とする場合は監理者と協議のこと。

b または

(c)柱

鉄筋サポート

または

第一横筋位置

スペーサー
(原則として
腹筋に取り付ける)

かんざし筋
(梁主筋と同径程度)

スペーサー

a a

bdb

f

b c

d b a

cac

b
h

f

c
aa

c

b

d

b
d

a
c

c

i k
i j

b b

k
i

d

d

f

d

d

f
f

d

f

f

c

c

f

e

d

d

e

f

c

f

f

d

d
k

c

dd

FL

基礎スラブ
土間コンクリート

※4

機械架台基礎

非耐力壁

(屋外)

(屋外)

(屋内)

(屋内)

(屋内)

(屋外)

(屋外) (屋外)

耐力壁

(屋外)

非耐力壁

c

40
40

30
30

一般階スラブ

(屋外) (屋内)

(屋外) (屋内)

Pは縦、横共1500程度とする。

非耐力壁

4.耐久性上有効な仕上げがある場合、表4-1の※1の値を10mm減じてよい。

3.配筋は構造体寸法(打増しを除いた寸法)から所定の設計かぶり厚さを確保できる位置にて
　行う。

2.柱、梁かぶり厚さは表4-1を満足し、かつ主筋に対する最小かぶり厚さは、主筋径の1.5倍
　以上とする。D29以上の鉄筋を使用する場合は、最小かぶり厚さが表4-1より大きくなる部
　位があるため、注意すること。

§4 かぶり厚さ

1.鉄筋のかぶり厚さは表4-1による。
4-1 鉄筋のかぶり厚さ

5.ひび割れ誘発目地、打継ぎ目地、化粧目地等がある場合は、目地からのかぶり厚さを確保
　する。

　　耐久性上有効な仕上げの例
　・タイル張り
　・モルタル塗り(10mm以上)
　・打増し(10mm以上)

6.柱、梁で打継ぎ目地を設ける場合は、構造体寸法に目地深さ分を打増しとする。この打増
　しは上記4.により、耐久性上有効な仕上げと考えることができる。
7.捨てコンクリートは、かぶり厚さに含まない。

天井(ルーバー天井
など外気が侵入する
場合はbとする)

スペーサー
(原則として
腹筋に取り付ける)

壁前後のスペーサー位置は、縦方向、横方向のいずれかの間隔を200程度とすればよい。

なお、機械式継手部分、および、スリーブ等の開口に面す
　る部分に関しては、本項目の規定は除外する。

※5 ※5：基礎形式（直接基礎、杭基礎）に係わらず、表4-1のかぶり厚さ
　　 を満足すること。

※6　打増し部分の補強筋のかぶり厚さは、原則として表4-1による。

ただし、住宅性能評価（劣化対策等級）を取得する建物の場合、本項目は原則として
適用しない（本項目を外壁の屋外面に適用することが特記されている場合を除く）。

ただし、梁（基礎梁を除く）の鉄筋サポートは鋼製とする。

※2　設計かぶり厚さ
施工誤差の割増10mmを標準として見込むことによって、打設後最小かぶり厚さを下回
る危険性を少なくするように、設計時点で配慮したかぶり厚さを示す。

※3　最小かぶり厚さ
建築基準法施行令に規定されたかぶり厚さを基に、屋外側については耐久性の観点か
ら10mm増したかぶり厚さを示す。

部　位
かぶり厚さ

土に接し
ない部分

土に接す
る部分

かぶり厚さ
分類記号

スラブ
屋外

非耐力壁

煙突内面
擁壁・基礎スラブ

柱・梁・壁・スラブ
連続基礎の立上り部分

基礎

柱・梁
耐力壁

屋内

屋外
屋内

屋外
屋内

基礎スラブ・擁壁

40
30

50
40

40
30

30
20

40
30

30
20

70 60

60 50
50 40

50 40

70 60

※1 ※1

※1 ※1

※1 ※1 b
a

d
c

f
e

k

g
h

i

j

設計 最小 ※3※2
表4-1 鉄筋のかぶり厚さ (単位mm)

70
70

50

40

40
40

40
40

50 50

70
50 40

40
40

40
50 50

50

70

50

70

50
50

FL

5050

7070 70 70

70

70
70

70

50 50

50

30
40

50
70

40
50

壁

梁(一般階) 梁(地下階)

基礎梁(基礎スラブ付の場合) 基礎梁(基礎スラブのつかない場合)

擁壁・ドライエリア 免震材料の上部・下部躯体

上部躯体

免震材料

下部躯体

(屋外) (屋内) (屋内)

耐久性上有効な
仕上げなし

耐久性上有効な
仕上げあり

地階二重スラブ 土に接する構造スラブ・土間コンクリート

基礎スラブ

杭基礎 独立基礎

連続基礎・べた基礎

注)基礎下端筋のかぶり厚さは
　 杭天端からの寸法を示す

(屋外)

(屋内)
(屋外)

地業または断熱材

(屋内)

50

(屋内)

(屋外)

(屋内)

・図中の       及び　　 　は、土が接する部分を示す。
図4-1 部位別設計かぶり厚さ

30 30

40

40

50

50 40

40 40

50 40

40
40

50 40

40
50

耐力壁 柱(一般階)

地下外壁 柱(地下階)

耐久性上有効な
仕上げなし

耐久性上有効な
仕上げあり

(屋外) (屋内)

耐久性上有効な
仕上げなし
耐久性上有効な
仕上げあり

耐久性上有効な
仕上げなし

(屋外) (屋内)

(屋内)

耐久性上有効な
仕上げあり

(断面)

(断面)

40

(屋外) (屋内)

(屋内)

50

50

非耐力壁 機械架台基礎(屋外)(断面)
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Lx/4 Lx/4

梁幅 B

15d 15d(Ly-Lx/2)

※3

※3
※1

50mm程度以下 15d 15d

15d 15d(Ly-Lx/2)

※3

※3
※1

15d 15d

Lx:短辺方向内法寸法

(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＡ1)

1.採用するタイプは、基礎に浮き上がりが生じない場合はＡ1、Ｂ1、浮き上がりが生じる
　場合はＡ2とし、配置は構造図による。

5-4 基礎スラブの定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

Ly:長辺方向内法寸法

※3 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。

※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。
ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

図5-4-2 その他の基礎スラブの場合(タイプＢ1)

梁幅 B
Lx:短辺方向内法寸法
Ly:長辺方向内法寸法

(a)定着およびカットオフ筋長さ

(b)継手位置

継手の好ましい位置
(図中の継手位置に継手を設けられ
ない場合は監理者と協議すること)

B/2

2.基礎スラブの第1鉄筋は基礎梁のコンクリート面より50mm程度の位置とする。

L2h

B/2

L2h

L2

P1

P1
L2

P1

P2 L2

P1
P1 P2

L2

(1)側柱交差部

3.隅柱交差部は、両方向の基礎主筋を連続して配置する。
2.中柱交差部における基礎主筋を連続する方向は構造図による。

§5 基礎

1.連続基礎の側柱交差部は、外周部の基礎主筋を連続して配置する。

5-1 独立基礎

・P1、P2は設計配筋間隔とする。

(3)隅柱交差部

図5-1 独立基礎

5-2 連続基礎

第1基礎主筋

P2/2以内

配力筋(通し)

配力筋(定着)

・ハッチ部は基礎梁、柱を示す。

基礎筋の上下の位置
関係は構造図による

はかま筋

基礎筋

5-3 杭基礎

はかま筋

基
礎

筋

図5-3-1 1本杭の場合

図5-3-2 2本杭以上の場合

基礎主筋

配力筋
(定着)

基礎主筋
配力筋
(通し)

基礎主筋
配力筋(定着)

基礎主筋
第1基礎主筋

P1/2以内

基礎筋

は
か

ま
筋

はかま筋がない場合

基礎筋の上下の位置関係
は構造図による

はかま筋

通し筋または柱へL2定着

はかま筋がある場合

図5-2-1 連続基礎

はかま筋がない場合 はかま筋がある場合

受け筋D13以上
通し筋または柱、梁へL2定着

連続基礎主筋
連続基礎配力筋

20
d(

フッ
ク付

重
ね継

手
)

20
d(

下
端

筋
定

着
)

10
00

程
度

10
00

程
度

10
00

程
度

1000程度 1000程度 1000程度

□ 上端鉄筋サポート 
■ 下端鉄筋サポート 

lx

100以下
1000以下

1000程度 1000程度
1000以下

100以下

図4-2-3 基礎の鉄筋サポートの取付け要領

スラブ
上端筋側 下端筋側

(ス
ラブ

の短
辺

方
向

の内
法

長
さ)

図4-2-4 スラブの鉄筋サポートの取付け要領

(3000x3000程度の場合)

上
端

鉄
筋

サ
ポ

－
ト

10
0以

下
10

00
以

下10
00

程
度

10
00

程
度 10

00
以

下
10

0以
下

基礎

8d余
長

8d余
長

余
長

余
長

Lx/4 Lx/4

※2 下端筋の定着は、フック付定着(L2h)とする。ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)を
B/2以上確保する。

50mm程度以下

※3 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。

※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。
ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

※2 下端筋の定着は、フック付定着(L2h)とする。ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)を
B/2以上確保する。

基礎筋の上下の位置
関係は構造図による

8d
8d

15d程度

20
d

ly
(スラブの長辺方向の内法長さ)鉄筋サポ－ト

基
礎

筋
は

か
ま

筋

Lx/4 Lx/4

L2 Lx/4 Lx/2 Lx/4
Lx(Ly)

L2 Lx/4 Lx/2 Lx/4
Lx(Ly)

※2

※2

基礎筋末端部のフック角度は
90°以上とする

梁幅 B

15d 15d(Ly-Lx/2)

※2

※2
※1

50mm程度以下 15d 15d

Lx:短辺方向内法寸法
Ly:長辺方向内法寸法

B/2

3B/4

8d余
長

直
線

定
着

 L2

Lx/4 Lx/4

L2 Lx/4 Lx/2 Lx/4
Lx(Ly)

(b)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＡ2)

継手の好ましい位置
(図中の継手位置に継手を設けられ
ない場合は監理者と協議すること)

図5-4-1 べた基礎の耐圧スラブなどの場合(タイプＡ1・タイプＡ2)

(c)継手位置

Lx/4Lx/4

15d程度

15d程度

20
d

20
d

20
d

基礎主筋

1段
筋

は

※2 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。

※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。
    ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

(地震時などに基礎に浮き上がりが生じる場合)

下
端

鉄
筋

サ
ポ

－
ト

上端
下端鉄筋サポ－ト

A

L2
配力筋

はかま筋
はかま筋

A 断面図

配力筋

(2)中柱交差部

基礎主筋 基礎主筋

基礎主筋

B

L2 L2

L2かつB/2
L2かつB/2

・基礎スラブの配筋が左右で同じ場合、通し配筋としてよい。

図5-4-3 基礎スラブが梁下で連続する場合の定着

梁
基礎スラブ

L2
L2

B/2
8dかつ150かつ

8dかつ150かつB/2
梁幅 B

図5-4-4 幅の小さい梁への定着要領
(L2hが確保できない場合)

15d程度

P2

P2

図5-2-2 連続基礎(交差部)

L2

L2

L2基礎主筋

※ 施工時の杭芯のずれの許容値は構造図による。
　 また、杭芯のずれが許容値を超えた場合の対処
   方法は、構造図 または監理者との協議による。
  （１本杭、2本杭以上の場合とも同様とする）

※

※：基礎スラブと取り合う場合の継手位置や
　　定着方法は監理者と協議すること。

※
※
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6-3 基礎梁と基礎の取合い部補強要領

基礎梁あばら筋
と同径、同間隔

L2

D

梁
幅 梁
幅

0＜D≦200 200＜D≦1000

図6-3 取合い部補強要領

D16-@200 D16-@200

D16-@200

1.基礎梁と基礎の取合い部補強要領は構造図による。構造図に記載のない場合は、図6-3に
　よる。
2.取合い部補強の幅は、基礎梁と同じとする。

D16-@200

L2

D
L2

h

L2

L2
L2

h

基礎梁あばら筋

Lo/6 Lo/2 Lo/4 Lo/2Lo/4 Lo/4

Lo Lo

終端(外端) 連続端(内端) 連続端(内端)

基礎大梁 基礎大梁

図6-2-3 基礎小梁が連続梁の場合(タイプＢ1)

20d
Lo/6 2Lo/3

Lo

15d15d

Lo/4 Lo/4Lo/2終端(端部) 終端(端部)

(a)定着およびカットオフ筋長さ

Lo/6

Lo基礎大梁 基礎大梁

Lo/4 Lo/2 Lo/4
Lo/6

(b)継手位置

図6-2-4 基礎小梁が単独梁の場合(タイプＢ2)

基礎大梁

(b)継手位置

継手の好ましい位置
(図中の継手位置に継手を設けられ
ない場合は監理者と協議すること)

継手の好ましい位置
(図中の継手位置に継手を設けられ
ない場合は監理者と協議すること)

20d
Lo/6

20d 20d
Lo/6 7Lo/12 Lo/4

Lo

15d15d

Lo/4 Lo/4Lo/2
終端(外端)

20d 20d
Lo/4 Lo/2 Lo/4

Lo

15d15d

Lo/4 Lo/4Lo/2

(a)定着およびカットオフ筋長さ

連続端(内端) 連続端(内端)

連続端(内端)

梁 基礎小梁

8dかつ150かつB/2

8dかつ150かつB/2
梁幅 B

図6-2-5 幅の小さい梁への定着要領

B

LbかつB/2

LbかつB/2

L2

8d
8d

L2

B
LbかつB/2

L2

8d

LbかつB/2 Lo/6 7Lo/12 Lo/4

Lo/4
15d

Lo/2 Lo/4
B Lo

15d

20d 20d

基礎大梁

Lo/4 Lo/2 Lo/4
20d 20d

Lo
Lo/4 Lo/2 Lo/4

15d 15d

Lo/6 Lo/2 Lo/4 Lo/4 Lo/2 Lo/4

Lo Lo

Lo/6 2Lo/3 Lo/6

Lo/4
15d

Lo/2 Lo/4
B Lo

15d

20d 20d

Lo/4 Lo/2 Lo/4
Lo/6 Lo/6

Lo

終端(外端)

1.採用するタイプは、基礎小梁が連続する場合はＡ1、Ｂ1、連続しない場合はＡ2、Ｂ2と
し、配置は構造図による。

6-2 基礎小梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

連続端(内端)

図6-2-1 基礎小梁が連続梁の場合(タイプＡ1)

図6-2-2 基礎小梁が単独梁の場合(タイプＡ2)

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

連続端(内端)連続端(内端)

終端(外端) 連続端(内端)

(a)定着およびカットオフ筋長さ

連続端(内端)

2段筋

2段筋

(b)継手位置

基礎大梁

終端(端部)終端(端部)

基礎大梁 基礎大梁

(a)定着およびカットオフ筋長さ

(b)継手位置

LbかつB/2

L2

継手の好ましい位置
(図中の継手位置に継手を設けられ
ない場合は監理者と協議すること)

継手の好ましい位置
(図中の継手位置に継手を設けられ
ない場合は監理者と協議すること)

8d余
長

8d

L2

LbかつB/2

LbかつB/2

L2

8d
余

長
余

長
8d

L2

D

15d 15d

Lo
Lo/4 Lo/4

D

15d 15d

D

Laかつ3D/4

20d 20d

L2

Laかつ3D/4

Lo
Lo/4 Lo/4

15d 15d

Lo
Lo/4 Lo/4

§6 基礎梁
6-1 基礎大梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

1.採用するタイプは、基礎に浮き上がりが生じない場合はＡ1、Ｂ1、Ｃ1、浮き上がりが生
　じる場合はＢ2、Ｃ2とし、配置は構造図による。

(c)継手位置

(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＣ1)

図6-1-3 杭基礎・独立基礎の場合(タイプＣ1・タイプＣ2)

図6-1-1 べた基礎・連続基礎の場合(タイプＡ1)

(c)継手位置

図6-1-2 杭基礎・独立基礎の場合(タイプＢ1・タイプＢ2)

(b)継手位置

(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＡ1)

15d 15d

20d 20d

継手の好ましい位置
(図中の継手位置に継手を設けられ
ない場合は監理者と協議すること)

継手の好ましい位置
(図中の継手位置に継手を設けられ
ない場合は監理者と協議すること)

継手の好ましい位置
(図中の継手位置に継手を設けられ
ない場合は監理者と協議すること)

2.柱を介して連続する基礎梁の主筋本数が異なる場合は、通し筋以外の基礎梁主筋を柱内に
　定着する。または柱コンクリート面より定着長さをとって反対側の梁内に定着する。

(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＢ1)

8d
8d直
線

定
着

 L2

Lo/2 Lo/4Lo/4

Lo/2 Lo/4Lo/4

余
長

余
長

Lo/2 Lo/4Lo/4

Lo

Lo

L2

L2

8d
8d

Lo/2 Lo/4Lo/4

余
長

余
長

L2

L2

Laかつ3D/4

8d
8d

余
長

Lo/2 Lo/4Lo/4
Lo

Lo/2 Lo/4Lo/4

2段筋はL2

Laかつ3D/4

L2
L2

(Lbが確保できない場合)

と同径、同間隔

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

第1あばら筋 第1あばら筋

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

第1あばら筋 第1あばら筋

第1あばら筋 第1あばら筋

第1あばら筋 第1あばら筋

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

下図へ続く

上図へ続く

下図へ続く

上図へ続く

2段筋

2段筋

2段筋

2段筋

2段筋

2段筋

L2

20d

20d

あばら筋を通す

(1)基礎大梁幅が柱幅より大きい柱脚の場合 (2)基礎大梁幅が柱幅より小さい柱脚の場合 

図6-4 基礎大梁と最下階柱の取合い部配筋要領

柱

基礎梁

柱

基礎梁

6-4 基礎大梁と最下階柱の取合い部配筋要領
　    基礎大梁と最下階柱の取合い部配筋要領は構造図による。
　    構造図に記載のない場合は、図6-4による。

2段筋

LbかつB/2

8dL2

15d 15d

20d 20d

(b)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＢ2)

Lo/2 Lo/4Lo/4
Lo

L2

余
長

8d

Lo/2 Lo/4Lo/4Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

D

1段
筋

は直
線

定
着

 L2

D

15d 15d

(b)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＣ2)

15d 15d

L2

Laかつ3D/4

余
長

8d

Lo/2 Lo/4Lo/4
Lo

Lo/2 Lo/4Lo/4

Laかつ3D/4

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

1段
筋

は直
線

定
着

 L2

L2

L2

3.カットオフ筋長さは、構造図による。構造図に記載のない場合は、図6-1-1、図6-1-2、
　図6-1-3による。

1段
筋

は

(地震時などに基礎に浮き上がりが生じる場合)

余
長

(地震時などに基礎に浮き上がりが生じる場合)

余
長

終端(端部) 終端(端部)

余
長

余
長

余
長

余
長

終端(端部) 終端(端部)

6-5 片持ち基礎梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置
※ 配筋基準図ｰ11 を参照のこと。

4.基礎大梁への定着要領は、構造図による。
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下側主筋
上側主筋

柱内拘束筋

折曲げ開始点

四隅部フック

L2

図8-2-5 最上階柱頭補強(上に柱のない場合)

(1)e/D≦1/6の場合

(1)e/D≦1/6の場合

L2

梁

柱

D

L2

梁

柱

L2梁の主筋折曲げ位置は、
柱の主筋間隔内でとる

D
柱

梁

は、通し筋としない場合の

(2)e/D＞1/6の場合

D
柱

梁

L2

(2)e/D＞1/6の場合

L2 L2

L2

中間階 最上階(上に柱のない場合)

梁

L2

梁

図8-3-2 水平方向にずれのある場合

図8-3-1 鉛直方向にずれのある場合

折曲げ定着を示す。
は、通し筋としない場合の
折曲げ定着を示す。

梁主筋は原則として通し筋とするが、鉄筋のあき寸法が確保できる場合は折曲げ定着とし
てもよい。直線定着とする場合は、監理者と協議すること。

Laかつ3D/4
Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

8-3 梁主筋が真直ぐ通らない場合のおさまり

・あばら筋と同径@200以下に設け、交差部は上側となる梁主筋に設ける。

§8 大梁

・吊上げ筋は、折り曲げた主筋のすべてにかける。

図8-2-1 最上階の場合(上に柱のない場合)

1.梁主筋の柱への定着は原則として折曲げ定着とし、定着要領は構造図による。
   構造図に記載のない場合は、図8-2-1、図8-2-2による。
2.下端筋の定着は、曲上げを原則とする。
   曲上げ筋がおさまらず、曲下げとする場合(図中の破線)は、監理者と協議すること。

図8-1 大梁のカットオフ筋長さおよび継手位置

・中央部で両側カットオフ筋が重なる場合は通し筋としてもよい。

D Lo/4 Lo/4 D

Lo/4 Lo/2 Lo/4
Lo

D

(a)カットオフ筋長さ(端部カットオフ筋)

(b)カットオフ筋長さ(中央下端カットオフ筋)

Lo/4 Lo/2 Lo/4
20d20d

Lo/4 Lo/2 Lo/4
Lo

15d15d

2段筋 2段筋 2段筋 D

Lo/4 Lo/2 Lo/4
15d15d

Lo/4 Lo/2 Lo/4
Lo

15d15d

2段筋 2段筋 D

D Laかつ3D/4

第1あばら筋

2段筋

Laかつ3D/4

余
長

8d

D

L2+5d

L2

余
長

8d

通し筋としてもよい

L2+5d

余
長

8d
L2

吊上げ筋

第1あばら筋

D
Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

L2

L2
余

長
8d

1段
筋

の

2段筋の定着長さ L2

L2

吊上げ筋

折り曲げる(コーナー主筋)
真直ぐ伸ばす

図8-2-3　吊上げ筋の形状

図8-2-2 中間階の場合

3D/4
Laかつ

Laかつ3D/4

継手の好ましい位置
(図中の継手位置に継手を設けられ
ない場合は監理者と協議すること)

8-2 梁主筋の柱への定着

1.カットオフ筋長さは、構造図による。構造図に記載のない場合は、図8-1による。
2.大梁継手位置は、図8-1による。

図8-2-4 ハンチ部配筋

余
長

8d

Ho
/2

+1
5d

の定
着

L2

柱頭カットオフ筋
(柱頭のみに必要な鉄筋)

の定
着

L2
15

d Ho
/2

+1
5d

Ho

基準とする

最も高い梁下端を

図7-1-1 柱主筋の定着およびカットオフ筋長さ

基準とする
最も高い梁下端を

Dy

Dx50
0

Ho
/4

Ho

接地階梁天端

(中間階)
DはDx、Dyの大きい方の寸法

図7-1-2 継手位置

仕口部

図7-2-1 柱の仕口部の範囲

図7-2-2 柱仕口部範囲の有無

平面

ア イ矢視図 矢視図

ア

イ

柱

平面

柱

柱 柱 柱

直交梁なし

最も低い梁天端を基準とする

最も低い梁天端を

基準とする

柱脚カットオフ筋
(柱脚のみに必要な鉄筋)

基準階梁天端

4.柱の仕口部帯筋の配筋要領は構造図による。
3.柱の仕口部帯筋の範囲は、図7-2-3による。

2.直交梁がない場合、柱の仕口部帯筋範囲は構造図による。構造図に記載のない場合は、
　仕口部帯筋配筋は適用しない。(図7-2-2)

1.柱の仕口部の範囲は構造図による。構造図に記載のない場合は、柱に取り付く全ての梁
　せいが重なる範囲を仕口部とする。(図7-2-1)

7-2 柱の仕口部(柱・梁接合部)

(2)柱脚カットオフ筋長さ：柱に取り付く最も高い梁天端からHo/2+15d以上とする。
(1)柱頭カットオフ筋長さ：柱に取り付く最も低い梁下端からHo/2+15d以上とする。

4.カットオフ筋長さは以下による。

(2)柱脚主筋の定着：柱に取り付く最も低い梁天端からL2以上かつ最も低い梁下端から15d
　以上とする。

(1)柱頭主筋の定着：柱に取り付く最も高い梁下端からL2以上かつ最も高い梁天端から15d
　以上とする。

3.柱主筋の定着は以下による。
2.Hoは柱の最大内法高さとする。
1.継手はガス圧接、重ね継手を示し、それ以外の継手の仕様は構造図による。

7-1 柱の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置
§7 柱

15
d

有 有 無

継手の好ましい位置
(図中の継手位置に継手を設けられ
ない場合は監理者と協議すること)

柱
脚

主
筋

柱
頭

主
筋

梁

梁

梁

梁 梁

図7-3-1 最上階の柱の場合(中間階で上に柱のない場合)

L2
h

8dかつ150

基
礎

筋
直

上
まで

基礎梁天端 基礎梁天端

・梁内の柱帯筋の有無、仕様は構造図による。

梁天端

L2
hか

つ原
則

とし
て

梁天端

柱頭部は180°フック
折曲げ開始点

(1)四隅の主筋

2.柱主筋を折り曲げて通し筋とする場合(図7-4-1)の梁上第1帯筋は、上階柱帯筋と同径の
　帯筋を2組重ねる。

1.柱主筋の折曲げ位置は、梁の主筋間隔内でとる。(図7-4-1)
7-4 柱主筋の折曲げ位置および帯筋

L2
h

(2)四隅以外の鉄筋

L2

2.柱脚部の定着は図7-3-2、図7-3-3による。
1.柱部の定着は図7-3-1による。

(1)べた基礎・連続基礎 (2)独立基礎

図7-3-2 最下階の柱の場合

(1)柱主筋を基礎筋上に自立させる場合 (2)柱主筋の支持方法を別途考慮する場合

図7-3-3 最下階の柱主筋の定着と支持方法

・柱の主筋で垂直に定着長さが確保できない
 場合には、左図による。

梁
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L2
hか

つ原
則

とし
て

基
礎

下
端

筋
直

上
まで

L2
かつ

原
則

とし
て

10
0程

度

梁
上

端
筋

直
下

まで

(c)継手位置

柱内拘束筋

Laかつ3D/4

D

Laかつ3D/4

D D

Laかつ3D/4

吊上げ筋
(図8-2-3)

鉛
直

長
さ 

L2

余
長

8d

e e

e e

e e

e e

e

柱 柱
Laかつ3D/4 Laかつ3D/4

2段筋

四隅以外は、原則
直線定着とする

四隅は
180°フックを設ける。

梁のコーナー主筋は
折曲げ通し筋とする
(図8-2-4)

柱脚主筋

柱頭主筋

Ho

・柱の第1帯筋は、最も低い梁主筋直上とする。

④

①

②

③

②① ③ ③② ④

・吊上げ筋はあばら筋とは別途設け、吊上げ筋の仕様は構造図による。

図7-2-3 仕口部帯筋の範囲と第1帯筋位置
・第1帯筋は、上(下)階の柱の帯筋と同様とする。

第1帯筋
(梁主筋直上)

第1帯筋
(梁下端)

仕口部帯筋

上階柱の帯筋

下階柱の帯筋

第1帯筋
(2組重ね)

第1帯筋

第1帯筋

第1帯筋

余長8d

D

e

150以下

図7-4-1 柱主筋を折り曲げて通し筋とする場合

図7-4-2 柱主筋を通し筋としない場合

L2
h D

梁
上

端
筋

(柱のしぼり寸法が150㎜以下の場合)

直
下

まで

から
15

d
L2

かつ
梁

下

原則として柱主筋と
梁主筋の中心線の
交点を折曲げ起点とする。

吊上げ筋 吊上げ筋

吊上げ筋

梁
上

端
筋

直
下

まで

Ho
/4

7-3 定着 8-1 大梁カットオフ筋長さおよび継手位置

(柱のしぼり勾配 e/D≦1/6の場合)

余
長

8d
L2

D

余
長

8d

L2
Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

2段筋

 L2

余
長

8d

余
長

8d
L2

D

第1あばら筋

2段筋 H
H/

2Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

Ho
/4

かつ
D

吊上げ筋

※監理者の承認を得て、柱梁接合部に
　機械式継手を設けることが出来る。　

※監理者の承認を得て、柱梁
  接合部に機械式継手を設け
  ることが出来る。　
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L3

(a)定着およびカットオフ筋長さ

図9-3 片持ち梁

(b)継手位置

15d 2L/3 L2
L2

L
100程度

B

(2)片持ち大梁(最上階)

継手の好ましい位置
(図中の継手位置に継手を設けられ
ない場合は監理者と協議すること)

Laかつ3B/4

※下端筋定着をフック付定着(L3h)とする場合は、表3-2-2による。

(a)定着およびカットオフ筋長さ

終端(外端) 連続端(内端) 連続端(内端)Lo Lo

Lo/6 Lo/2 Lo/4 Lo/4 Lo/2 Lo/4

図9-1-1 小梁(連続小梁)

(b)継手位置

※下端筋定着をフック付定着(L3h)とする場合は、表3-2-2による。

(a)定着およびカットオフ筋長さ

Lo/4
Lo

Lo/2 Lo/4

Lo/6 Lo/6

図9-1-2 小梁(単独小梁)

(b)継手位置

大梁

立面

大梁

小梁
平面

図9-2-1 小梁と大梁の取合い

9-1 小梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置
§9 小梁・片持ち梁

9-2 小梁と大梁の取合い
1.小梁主筋の定着で垂直に余長が確保できない場合は、上端筋は斜め定着、下端筋は斜め
　定着あるいは水平定着としてもよい。

継手の好ましい位置
(図中の継手位置に継手を設けられ
ない場合は監理者と協議すること)

継手の好ましい位置
(図中の継手位置に継手を設けられ
ない場合は監理者と協議すること)

15d 15d
Lo/4 Lo/2 Lo/4

Lo終端(外端) 連続端(内端)

第1あばら筋 第1あばら筋

L2

L3※
B Lo/4

20d
7Lo/12Lo/6

20d

第1あばら筋 第1あばら筋
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20d

Lo/2Lo/4
20d

15d 15d
Lo/4 Lo/2 Lo/4

Lo
連続端(内端) 連続端(内端)

L2

LbかつB/2

終端(端部)終端(端部)

第1あばら筋 第1あばら筋

15d 15d
Lo/4 Lo/2 Lo/4

Lo

L2

L3※
B Lo/6

20d
2Lo/3Lo/6

20d

LbかつB/2

余
長

8d
余

長
8d

1.本図は§6～8に示す規定をラ-メン形に集約したものである。
2.最上階大梁は中央カットオフ筋、中間階大梁は端部カットオフ筋、基礎梁は端部カットオフ筋(タイプC)の配筋を示す。
3.柱梁接合部に機械式定着工法を適用する場合、各機械式定着工法に定める規定を満足すること。

8-4 柱梁配筋概要図

L2

梁

B/2

小梁

8dかつ150かつ

L3h
L3

梁幅 B

下端筋はL3直線定着または
L3hフック付定着とする。

図9-2-2 幅の小さい梁への定着要領

15d 2L/3
L2

L
100程度

D
L2

9-3 片持ち大梁・片持ち小梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置
(1)片持ち大梁(中間階)

Laかつ3D/4

(Lbが確保できない場合)

Laかつ3D/4

下図へ続く

上図へ続く

2段筋 2段筋

2段筋 2段筋

2段筋 2段筋

柱

梁

片持ち大梁

片持ち小梁

(3)片持ち小梁

15d 2L/3

L
100程度

D
L2

片持ち大梁 直
線

定
着

 L2

柱

終端(端部) 終端(端部)

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

基礎梁端部・中央部配筋区分

端部：柱面より Lo/4の範囲
中央：梁中央Lo/2の範囲

接地階

L2

L2
L2

地反力を受ける基礎梁は図6-1-1による。

柱脚部主筋

(2段筋の場合、下段筋は

梁端部・中央部配筋区分

柱主筋ガス圧接継手

L2

一般層の梁端部と同様と
する)

柱主筋重ね継手の場合

中間階

L2

吊上げ筋

腹筋は、梁せい≧600の場合に入れる

腹　筋

中央：梁中央Lo/2の範囲
端部：柱面よりLo/4の範囲

最上階

仕口部の配筋は構造図による
帯筋は原則として@100以下とする

帯筋間隔

柱頭カットオフ筋

L2
Lo/4 　

L2
(1

段
筋

)
スラブ勾配のある場合は
梁の上端を打増しとする

　　

Lo

L※
L※

Ho
/4

Lo/2 Lo/4

L2+5d L2+5d

Ho

柱
脚

配
筋

はH
o/

2+
15

d

15d

Lo/4

15
d

L2

主筋折曲げ部帯筋は柱帯筋と
同径のものを2組重ね配筋する

最上階の柱四隅部主筋端にはフックをつける

主筋本数の異なる場合は
原則として柱内へ定着する

L2(2段筋) 15d Lo/4

　

Ho

柱
頭

配
筋

はH
o/

2+
15

d

15d 15d
Lo/4

15d
Lo/4

150

腹筋の継手は150mm以上とする

上階柱柱段差面の
隅部以外の主筋は
下階柱に定着する

3/4

3/4

　　3/4

3/4

　　3/4

柱せいの
Laかつ

3/4

3/4

Lo/2

Lo/2

Lo/4 Lo/4

Lo

50
0※

継
手

位
置

Ho
/4

20d 20d

1/6以下
梁せいの

Ho
/4

かつ
継

手
位

置
Ho

/4
柱

せい
の

大
きい

方

150以下

8d

柱せいの
Laかつ

柱せいの
Laかつ

柱せいの
Laかつ

柱せいの
Laかつ

柱せいの
Laかつ

柱せいの
Laかつ ※柱主筋の基礎梁への定着長さは、L2hかつ原則として

　基礎下端筋の直上までとする。

※8dかつ
　150

第1帯筋は梁主筋直上
より割り付ける

梁せい Lo/4 梁せいLo/4

梁下端筋ガス圧接継手

第1帯筋は梁下端より割り付ける

Lo/2Lo/4 Lo/4

L2
h※

L2

※ 柱主筋の重ね継手
　 寸法は構造図による。

Lo

Lo

図8-4 柱梁配筋概要図

下端筋継手位置 下端筋継手位置

上端筋継手位置

構造図による

30程度30程度

15d

Ho

Ho
/2

Ho
/4　　

L2 L2
h

40
0

第1あばら筋は柱面より割り付ける

L2
かつ

梁
下

から
15

d

梁筋の定着は、投影長さが
柱せいの3/4を確保するよう
に折り曲げ定着する
下端筋は、原則として曲げ
上げる

梁上端筋ガス圧接継手

※段差梁の接続部では、段差寸法によっては
  高い方の梁上端からの寸法とした方がよい

30程度

※1

※1 :基礎梁やその他の梁の
     腹筋継手も同様とする　

注）ねじれなどの応力を負担する腹筋と
　　その定着・継手は、構造図による。 　

(一社)日本建設業連合会・(一社)日本建築構造技術者協会 鉄筋コンクリート造配筋標準図共同作成WG 2021.09.01改定(一社)日本建設業連合会・(一社)日本建築構造技術者協会 鉄筋コンクリート造配筋標準図共同作成WG 2021.09.01改定
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B B

L3 L3

・スラブの配筋が梁左右で同じ場合は通し筋としてもよい。

LbかつB/2

L2

L3

余
長

8d

図10-1-1 定着

(1)h＞50㎜かつスラブ下端筋が (2)スラブ下端筋が
梁主筋の下を通る場合梁主筋の上を通る場合

図10-3-1 スラブが梁側面に付く場合

(2)h＞50㎜かつスラブ下端筋が

B

t

LbかつB/2

B

h

LbかつB/2 LbかつB/2

8dかつB/2

th

b

(3)h＜t+70㎜かつスラブ下端筋が
梁主筋の上を通る場合

(4)h＜3t1かつt2＞t1
t2

t1h
L2

h t

(a)カットオフ筋長さ

Lx

Lx/4 Lx/4

C L
Lx

/4
Lx

/4

L3

L2

8d

L2

b≧t

L2

b

L2

D13かつスラブ筋以上

t
70

未
満

L3

D13かつスラブ上端筋と
同径、同間隔以上を    形配筋

h
L2

b≧tかつ250㎜
・(1)～(3)は壁がない場合を、(4)は壁がある場合を示す。

図10-3-2 片側スラブが梁より上がる場合

・上記以外の場合は構造図による。

(1)h≧0かつスラブ筋下端筋が梁主筋の下を通る場合

(2)h＜t+70㎜かつスラブ下端筋が梁主筋の上を通る場合

h

t
70

未
満

L2

D13かつ
スラブ上端筋と
同径、同間隔以上

D13かつ
スラブ上端筋と
同径、間隔以上

h

L2

70
未

満
L2

D13かつ
スラブ上端筋以上

・h≧t+70㎜の配筋要領は構造図による。

図10-3-3 梁の両側のスラブが上がる場合

L3

D13かつ
スラブ筋以上

D13かつ
スラブ上端筋以上

L3

※

10-1 定着
§10 スラブ

10-3 高低差のある場合のスラブ筋のおさまり

10-2 カットオフ筋長さおよび継手位置

(1)0≦h≦50㎜かつスラブ下端筋が
梁主筋の下を通る場合

図10-3-4 スラブ中間部に高低差のある場合

(1)上端筋の継手 (2)下端筋の継手

継手の好ましい位置
(図中の継手位置に継手を設けられ
ない場合は監理者と協議すること)

(1)段差が小さい場合

t
H≦

t/26H

(2)段差がスラブ厚程度の場合

D13以上

梁主筋の下を通る場合

・上記以外の場合は構造図による。

1.スラブ筋の定着は、図10-1-1による。

(b)継手位置

図10-2 カットオフ筋長さおよび継手位置

D13かつスラブ筋以上
D13かつスラブ筋以上

(H≦t/2) (t/2＜H≦2t)

L2かつB/2

L2かつB/2

B
L2

※スラブ上端筋の水平投影長さがLbかつB/2以上
　確保できない場合は(2)による。

L3

8dかつt2/2

L2

梁

スラブL3

梁幅 B

B/2
8dかつ150かつ

図10-1-2 幅の小さい梁への定着要領

h

(Lbが確保できない場合)

L3
余

長
8d

余
長

8d

t

D13以上

H≦
2t

L2h

3.片持ちスラブは、10-4による。
2.幅の小さい梁へ定着は、図10-1-2による。

Lx/4 Lx/4

Lx
/4

Lx
/4

+1
5d

10
0以

下

t

Lx
/4

Lx
/4

+1
5d

10
0以

下

Lx/4+15d Lx/4+15d
100以下100以下

t
Ly

Lx

Lx
/4

15
d

Lx
/415

d

Lx/2

Ly
-L

x/
2

Lx/4
15d

Lx/4
15d

D13以上かつ
受け筋

スラブ筋の最大径

下端筋 上端筋
CL

Lx=短辺内法長さ
Ly=長辺内法長さ

長
辺

方
向

Ⓑ
断

面
図

短辺方向Ⓐ断面図

□形配筋は
構造図による L2h

　片持ちスラブの梁への定着は、以下の通りの配筋とする。
  ただし、以下の配筋とする場合、連続スラブの配筋に留意すること。

10-4 片持ちスラブ

A

B

(a)隣接スラブと同一レベルの場合

(b)梁の中間にスラブが付く場合

(c)逆スラブの場合

100以下

100以下

25
d

La

8dかつB/2

8d

L2

La

L2

10d

L2

8d

柱列帯 柱間帯 柱列帯

柱
間

帯
柱

列
帯

柱
列

帯

B

A

図10-4-1 片持ちスラブの梁への定着

8d
8d

B

直線定着の場合は25d

100以下

10d
直線定着の場合は25d

先端小梁あばら筋と

片持ち梁

25d

形筋形状 平面

図9-4-1 片持ち梁と先端小梁のおさまり

B
L2

同径、同間隔の   形筋

先端小梁 片持ち梁

平面(上端筋)

25d

形筋形状
L3

B

L3

片持ち梁

平面(下端筋)

図9-4-2 片持ち梁と先端小梁の出隅のおさまり

同径、同間隔の   形筋

先端小梁あばら筋と

8dかつ150かつB/2

9-4 片持ち梁・先端小梁のおさまり

柱

柱

柱

L2

通し筋とする

L3 L3

Lx

Lx/4 Lx/4

C L
Lx

/4
Lx

/4

長
辺

方
向

短
辺

方
向

長
辺

方
向

短
辺

方
向

＠300以下 ＠300以下

かつ、スラブ
上端筋径以上

B ※1

※2

※1:Ｂは400mm以上、
　　かつ、 2t以上

※2：特記がない場合、D10 ＠Pとする
　　　　＠P：スラブ上端筋の間隔

・基礎梁と後打スラブとの取合いは構造図による。

(一社)日本建設業連合会・(一社)日本建築構造技術者協会 鉄筋コンクリート造配筋標準図共同作成WG 2021.09.01改定(一社)日本建設業連合会・(一社)日本建築構造技術者協会 鉄筋コンクリート造配筋標準図共同作成WG 2021.09.01改定
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(2)直交補強筋タイプ(出隅部の配力筋と出隅受け部の主筋の両方を補強する)
ℓ1/2+L1(上端筋) ℓ1/2ℓ1

ℓ
2

出隅部の配力筋の補強配筋 出隅受け部の主筋の補強配筋

(1)斜め補強筋タイプ

15
00

(2)直交補強筋タイプ

750 750
1500

75
0

75
0

15
00

ℓ=1500
ℓ

5-D13-@100
(上端筋と下端筋の

ℓ=1500

ℓ

ℓ

1500
5-D13-@100

(上端筋と下端筋の間に入れる)

(1)斜め補強筋タイプ

ℓ1

ℓ2

柱の外面で囲まれる範囲

L2

25
00 5-D13-@100

1250 1250
2500

12
50

12
50

25
00

上端筋間隔が@100以下
となるように3-D13に
より補強する

上端筋間隔が@100以下
となるように5-D13に
より補強する

上端筋間隔が@100以下
となるようにスラブ筋
と同径筋により補強する

(1)斜め補強筋タイプ (2)直交補強筋タイプ

(1)斜め補強筋タイプ (2)直交補強筋タイプ

(1)斜め補強筋タイプ (2)直交補強筋タイプ

1500

小梁

750 750
1500

75
0

75
015

00
上端筋間隔が@100以下
となるように5-D13に
より補強する

基準階スラブ 屋根スラブ

図10-5-1 片持ちスラブ出隅部補強要領

図10-5-5 屋根スラブ入隅部補強要領

図10-5-4 屋根スラブ出隅部補強要領

図10-5-2 片持ちスラブ入隅部補強要領 図10-5-3 片持ちスラブ入隅部補強要領

5-D13-@100
(上端筋と下端筋の間に入れる)

2.屋根スラブの出隅部および入隅部補強筋は構造図による。構造図に記載のない場合は図10-5-4、図10-5-5による。
1.片持ちスラブの出隅部および入隅部補強筋は構造図による。構造図に記載のない場合は図10-5-1、図10-5-2、図10-5-3による。

10-5 補強筋

ℓ1

ℓ
2

3-D13-@100

・ℓ1、ℓ2両片持ちスラブの配筋量の多い方の主筋と同径、
 同間隔とし、スラブ上端筋と下端筋の間に入れる。
・片持ちスラブの配力筋、ℓ1、ℓ2の範囲まで延長する。
・かぶり不足となる場合は(2)直交補強筋タイプとする。

間に入れる)

(上端筋と下端筋の
間に入れる)

(上端筋と下端筋の
間に入れる)

L2

柱

L1

L2

10
0以

下

梁

L1
L2

L2
10

0以
下

L1

図11-1-2 帯筋、あばら筋内に配置する壁筋の定着方法

柱

D L2

A部

L2
hか

つ

柱

L1

・A部は図11-1-5による。

図11-1-3 柱主筋の外側を通る壁横筋の柱への定着方法

L2

A部 L1

・A部は図11-1-5による。

図11-1-4 梁主筋の外側を通る壁縦筋の梁への定着方法

8dかつ150

帯筋またはあばら筋
壁筋

帯筋またはあばら筋

壁筋

図11-1-5 A部鉄筋折曲げ形状と寸法

(1)シングル配筋の場合
L1

縦補強筋

横筋間隔が同じ場合

L2

縦補強筋

横筋間隔が異なる場合

L2

L2

(2)ダブル配筋の場合

L2

L1
B部

縦補強筋

L2L2

L2
L2

L2 L2

横筋間隔が同じ場合

(3)壁交差部(B部)の縦補強筋配筋要領図

縦補強筋 縦補強筋

壁縦筋が外側の場合 壁縦筋が内側の場合

図11-2-1 壁端部と直交壁の接合部おさまり(L形・T形)

スラブ横補強筋

L2

シングル配筋の場合

スラブ
横補強筋

L2L2

ダブル配筋の場合

スラブ

L2
横補強筋

スラブ横補強筋

L2L2

シングル配筋の場合 ダブル配筋の場合

図11-2-2 壁とスラブの接合部おさまり

横筋間隔が異なる場合

11-1 壁と柱・梁とのおさまり

3.壁の第1横筋と縦筋は、柱面、梁面から100mm以下かつ柱主筋、梁主筋から設計間隔以内に
　配置する。

2.壁筋の柱、梁内の定着方法は、図11-1-2、図11-1-3、図11-1-4による。
1.壁筋の継手は、壁内とし、柱、梁内に設けない。

§11壁

11-2 壁と壁・スラブとのおさまり

2.横補強筋は、D13以上かつ壁横筋最大径以上とする。
1.縦補強筋は、D13以上かつ壁縦筋最大径以上とする。

投
影

長
さD

/2

・壁筋が帯筋、あばら筋から離れた位置となる場合は、90°フックの余長部分を8dかつ150以上、帯筋、
 あばら筋内に定着する。

※定着長さは
L2とする。

図11-3 壁端部・開口部小口補強

1.耐力壁の場合、コ形補強筋は壁筋と同径、同間隔とする。
2.L寸法は構造図による。構造図に記載のない場合は15dとする。

(1)柱に定着する場合 (2)梁へ定着する場合

D

(1)柱に定着する場合 (2)通し筋とする場合

(1)梁に定着する場合 (2)通し筋とする場合

(1)先端90°フックとする場合 (2)先端を斜めに折り曲げる場合

コ形補強筋が内側の場合

L2

コ形補強筋が外側の場合 壁筋にフックを設けた場合

L2

L

(1)壁脚部

(2)壁頂部

L1

L2
hか

つ
投

影
長

さD
/2

(注)
設

計
配

筋
間

隔
以

下

設
計

配
筋

間
隔

以
下

縦補強筋

B部

縦補強筋 縦補強筋

L2

≦P1 配筋間隔 P1 ≦P1

≦P
2

配
筋

間
隔

 P
2

≦P
2

L1

L2

柱主筋位置
梁主筋位置

柱主筋位置

柱 柱

梁

梁

梁主筋位置

図11-1-1 定着と継手

・幅止め筋は、縦横ともD10-@1000程度とする。
・壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする。
・図中のP1、P2は、壁筋の間隔を示す。

3.壁筋にフックを設けた壁で、壁厚が250㎜以下の場合、開口部小口補強は省略する
　ことができる。

L1
L1

L1 L1

内側横筋は、
L2定着してもよい

11-3 壁端部・開口部小口補強

内側縦筋は、
L2定着しても
よい

ℓ1/2+L3(下端筋)

ℓ
1/

2+
L3

(下
端

筋
)

ℓ
1/

2+
L1

(上
端

筋
)

出隅部分の
補強筋

ℓ
1/

2

出隅受け部
補強筋

ℓ1≧ℓ2とする 1.ℓ1≧ℓ2とする
2.出隅受け部配筋は柱
  または梁にL1定着する

※3

※3

※3※3

補強筋の柱や梁への定着は不要とする。※3

※
1

縦筋上端は、原則として通し配
筋とする。ただし、監理者の承
認の上で、図の要領で継手を設
けて良い。

※1

4.壁主筋を柱または梁の増打ち部分に定着する場合、および、柱または梁の主筋の外側の
　かぶり部分に定着する場合は、構造図による。

4.非耐力壁の場合、壁端部・開口部小口補強筋は構造図による。構造図に記載のない
　場合は、小口に幅止め筋（D10@1000mm）を配筋する。

※1 補強筋は上端配力筋と同径とし、配力
　　筋間隔が1/2となるように補強する。

※1

※2

※2 補強筋は上端主筋と同径とし、主筋
　　間隔が1/2となるように補強する。

(一社)日本建設業連合会・(一社)日本建築構造技術者協会 鉄筋コンクリート造配筋標準図共同作成WG 2021.09.01改定(一社)日本建設業連合会・(一社)日本建築構造技術者協会 鉄筋コンクリート造配筋標準図共同作成WG 2021.09.01改定
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L1

L1

かぶり厚
さ

ダブル配筋
シングル配筋

L1

L1

ダブル配筋
シングル配筋

角形開口 円形開口

図12-1-1 スラブ開口補強

角形開口 円形開口

図12-1-2 非耐力壁の内壁開口補強

1-D13

3.スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下の場合、鉄筋を1/6以下の勾配で曲げること、
　または50mm以下でずらすことにより補強筋を省略することができる。ただし、開口部か
　ら設計かぶりを確保すること。

7.壁開口の最大径が両方向の配筋間隔以下の場合、鉄筋を1/6以下の勾配で曲げること、ま
  たは50mm以下でずらすことにより補強筋を省略することができる。ただし、開口部から
  設計かぶりを確保すること。

6.壁開口、スラブ開口が柱または梁に接する場合、接する柱、梁の部分には補強筋を省略で
　きる。(図12-1-4、図12-1-5)

5.耐力壁、非耐力壁の外壁および開口が連続する壁の場合の開口補強は構造図による。

4.一辺の最大寸法が700㎜以下の開口に対する非耐力壁の内壁の壁開口補強は、図12-1-2に
　よる。

2.開口が連続するスラブの場合および片持ちスラブに開口を設ける場合の補強は構造図に
　よる。

1.一辺の最大寸法が700㎜以下の開口に対するスラブ補強は、図12-1-1による。

§12 開口補強

L1
L1 L1

L1
1-D13

(一辺の最大寸法が700㎜以下) (直径700mm以下)

2-D132-D13

12-1 スラブおよび非耐力壁

L1

L1

かぶり厚
さ

L1

L1

D13
上端筋の下に入れる

2-D13かつ切断鉄筋と
同種、同径かつ
同本数の1/2

(一辺の最大寸法が700㎜以下) (直径700mm以下)

L1

L1

L1

L1

かぶり厚
さ

かぶり厚
さ

D13
上端筋の下に入れる

2-D13かつ切断鉄筋と
同種、同径かつ
同本数の1/2

1/6以下の勾配で

L1 L1

L1
L1

図12-1-3 単独円形小開口の配筋要領

鉄筋を切断した場合
は切断した鉄筋量
以上を開口脇に配筋

(開口の大きさが、床壁の配筋間隔以下の場合)

・開口寸法がスラブの配筋間隔以下の小開口の補強は、図12-1-3による。

・開口寸法が壁の配筋間隔以下の小開口の補強は、図12-1-3による。

する

ずらしてもよい
(50㎜以下)鉄筋を曲げても

よい

図12-1-4 スラブ開口部が柱または梁に接する場合の配筋要領

L1L2

L2
L1

L1
L1 L1

L1

L1

L1

L2

L1
L1

L1

L2
L1

L1
L2

L1L1
L2

L2

図12-1-5 壁開口部が柱または梁に接する場合の配筋要領

L1

L1

L1
L1

8.スラブや壁の打増し部分に開口を設ける場合、打増し部分の開口補強は構造図による。

※1 開口際の袖壁・垂れ壁・腰壁の見付け幅が　　　   mm未満の場合には、
　　開口補強筋を省略することが出来る。

70

補強筋を省略
※1

補強筋を省略※1

補強筋を省略
※1

補強筋を省略※1

※1 開口際の床の見付け幅が　　　   mm未満の場合には、
　　開口補強筋を省略することが出来る。

70

※1 ※1

※1　斜め補強筋は、破線で示すように並べても良い

上スラブ※

基礎スラブ

L2
基

礎
スラ

ブ直
上

まで 上スラブ※

基礎スラブ

L2

A部は図11-1-5とする。

Lo

Lo/4 Lo/2 Lo/4

(土が接する面)

屋内

横筋

図11-4-5 継手位置

Ho2H
o/

3
Ho

/3

縦筋

屋内 (土が接する面)

図11-4-4 地下外壁と基礎梁の接合部おさまり

継手の好ましい位置
(図中の継手位置に継手を設けられ
ない場合は監理者と協議すること)

基
礎

スラ
ブ直

上
まで

L2
かつ

※上スラブがない場合、または上スラブが置きスラブの場合の、地下外壁定着要領は構造図による。

L2
hか

つ

Ho

Ho
/4

Ho
/4

縦筋

屋内 (土が接する面)

地下階が1層の場合
(地下階が多層の場合の地下1階)

地下階が多層の場合

Ho
/2

L2
D

梁幅

L2
hか

つ

e2
A部(図11-1-5)

L2
D

梁幅

GL

e2 150L2かつ
梁上端筋直下まで

A部は図11-1-5とする。

図11-4-3 壁上部のおさまり

地下外壁厚

D
/2

e1
柱

幅

地下外壁

梁幅

図11-4-1 柱とのおさまり

図11-4-2 梁とのおさまり

4.土に接する側の縦筋、横筋は原則として柱、梁主筋の外側を通す。

11-4 地下外壁

3.e1は壁外面と柱外面のずれ、e2は壁外面と梁外面のずれを示し、e1、e2寸法は構造図に
  よる。

2.地下外壁の壁筋の継手は、地下外壁内とし、柱、梁に設けない。(図11-4-5)
1.地下外壁壁筋の定着は、図11-4-1、図11-4-2、図11-4-3、図11-4-4による。

e1、e2が70㎜以上の打増し部補強は、表13-1、表13-2-1及び表13-2-2による。

e2

GL

地下外壁厚

A部(図11-1-5)A部(図11-1-5)

内側横筋は、
L2定着してもよい

内側縦筋は、
L2定着してもよい

内側横筋は、
L2定着してもよい

・　　　は、土が接する部分を示す。

・　　　は、土が接する部分を示す。

(一社)日本建設業連合会・(一社)日本建築構造技術者協会 鉄筋コンクリート造配筋標準図共同作成WG 2021.09.01改定(一社)日本建設業連合会・(一社)日本建築構造技術者協会 鉄筋コンクリート造配筋標準図共同作成WG 2021.09.01改定

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行
2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

鉄筋コンクリート造
A1:  -  
A3:  -  

S - 12

配筋標準図（10）



20d程度

20d程度
a1

打増し部補強主筋

打増し部補強主筋

打増し部補強あばら筋

打増し部腹筋

20d程度

20d程度
a1

打増し部補強主筋

打増し部補強主筋

　 - 　 断面 　 - 　 断面

20d程度 打増し部補強主筋

打増し部補強主筋

a1

a2
20

d程
度

20d程度 打増し部補強主筋

打増し部補強主筋

a1

a2
20

d程
度

a2
20

d程
度

打増し部補強主筋 打増し部補強あばら筋

a2
20

d程
度

打増し部補強主筋

a

打増し部分

20d程度

20d程度

20
d程

度

20d程度20d程度

20d程度 20d程度20d程度

D16
梁あばら筋と同径、 補強主筋

補強あばら筋

梁幅 B≦350mm 350mm＜B
2-D16 D16-@250以下

立面

平面

表13-2-1 梁側面補強筋
(耐力壁が取り付く場合の要領は構造図による)

表13-2-2 梁上下面補強筋
(耐力壁・スラブが取り付く場合の要領は構造図による)

(1)梁側面を打増しする場合

(2)梁側面および梁下面を打増しする場合

(3)梁上面を打増しする場合(スラブなし)

　 - 　  断面

図13-2-1 梁の打増し要領

13-3 壁・スラブ
1.壁およびスラブの打増し部配筋要領は図13-3-1、図13-3-2による。

図13-3-1 壁の打増し要領

打増し部補強あばら筋

打増し部腹筋

・スラブが取付く場合は図10-3-2、図10-3-3を参照。

3.打増し部腹筋は梁と同径、同段数とする。
2.梁の打増し部配筋要領は表13-2-1、表13-2-2、図13-2-1による。

1.小梁、耐力壁およびスラブの鉄筋の定着長さは、梁躯体内で確保し、打増し部は定着長さ
に算定しない。

13-2 梁

間隔200mm以下

補強主筋

補強あばら筋

A

D D

C
A D

DA
C

B

B

20d程度

　 -　   断面B B 　 - 　  断面B B

　 -　   断面C C

打増し部腹筋
打増し部補強あばら筋

打増し部腹筋

BB

(4)梁下面を打増しする場合

打増し部補強あばら筋

B B

20
d程

度

20
d程

度

20
d程

度

a

20d程度

D10-@200

図13-3-2 スラブの打増し要領

(片側スラブ付) (両側スラブ付)

(片側スラブ付) (両側スラブ付)

AA A

図13-2-2 梁打増し部の補強主筋の定着

打増し部補強あばら筋

梁あばら筋と同径、間隔200mm以下

縦筋、横筋共D10-@200とし、壁またはスラブ内に20d程度定着
させる

a120d程度

打増し部補強帯筋

打増し部補強主筋

a120d程度

打増し部補強帯筋

打増し部補強主筋

a2

20d程度

図13-1-1 柱の打増し要領

20
d程

度

打増し部
補強主筋

20
d程

度

ア

20
d程

度

20d程度

20
d程

度

20d程度

ア 矢視図

表13-1 柱補強筋
(耐力壁が取り付く場合の要領は構造図による)

D16-@300程度
D13-@100程度

補強主筋
補強帯筋

図13-1-2 柱打増し部の補強主筋の定着

3.打増し寸法a、a1、a2が70mm未満の場合は補強筋不要とする。
打増し寸法a、a1、a2が70mm≦a≦200mmの場合の打増し部補強要領は図13-1-1～
図13-3-2による。
打増し寸法a、a1、a2が200㎜を超える場合の打増し部詳細事項は構造図による。

2.柱、梁の打増し部に耐力壁が取り付く場合の打増し配筋要領は構造図による。
1.構造図に記載のない打増しを行う場合は事前に監理者と協議すること。

§13 柱・梁・壁・スラブ打増し部配筋要領

2.柱の打増し部配筋要領は表13-1、図13-1-1、図13-1-2による。

13-1 柱

4.　　　 部は打増しコンクリートを示す。

1.梁、耐力壁およびスラブの鉄筋の定着長さは、柱躯体内で確保し、打増し部は定着長さに
算定しない。

20d程度

5.※部の打増し補強筋の定着長さについては、監理者に確認すること。

※ ※

※

※ ※ ※

※

※

※

※

※

※

※

※ ※

※ ※

※

※

※

※ ※ ※

※ ※ ※

※
※

※

※

※

※

※

6.本章の内容は、山留め壁や土に接する部分において施工時に生じた打増し部分には、
　原則として適用しない。

4.あばら筋に高強度せん断補強筋を使用している梁部材の場合、打増し部の補強あばら
筋の材種は SD295としてよい。

(a)片持ち基礎大梁の定着およびカットオフ筋長さ

第1あばら筋

15d 2L/3

L2
Laかつ3D/4以上

L2

8d
以

上
余

長

L

L2

8d
以

上
余

長

LbかつB/2以上

B

6-5 片持ち基礎梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置
1.定着とカットオフ筋長さは、構造図による。構造図に記載のない場合は、図6-5による。
2.原則として、片持ち基礎大梁、片持ち基礎小梁には継手を設けない。継手を設ける場合

は監理者の承認を得ること。

※

(b)片持ち基礎小梁の定着およびカットオフ筋長さ

第1あばら筋

15d 2L/3

Laかつ3B/4以上

※原則として、主筋は通し配筋とする。
通し配筋に出来ない場合は、主筋を直交梁内に折曲げ定着する。

L2

8d
以

上
余

長

L

L2

8d
以

上
余

長

LbかつB/2以上

8d
以

上
余

長
余

長

直交梁

B
直交梁

D

図6-5　片持ち基礎梁の定着およびカットオフ筋長さ

※原則として、主筋は通し配筋とする。
通し配筋に出来ない場合は、主筋を柱内に折曲げ定着する。

Laかつ3B/4以上

L2 ※

L2 ※

8d
以

上 8d
以

上

B
直交梁

L2 ※
Laかつ3D/4以上

8d
以

上

（構造図に記載のない場合）

注）片持ち基礎梁と先端小梁との納まりは、
　　図9-4-1、図9-4-2に準じること。

(一社)日本建設業連合会・(一社)日本建築構造技術者協会 鉄筋コンクリート造配筋標準図共同作成WG 2021.09.01改定(一社)日本建設業連合会・(一社)日本建築構造技術者協会 鉄筋コンクリート造配筋標準図共同作成WG 2021.09.01改定
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鉄 骨 構 造 標 準 図（１）
※修正箇所は下線を引くこと

平成２７年５月１日 発行　一般社団法人　東京都建築士事務所協会　  監修　東京都建築構造行政連絡会

１．一般事項

（１）材料及び検査
(a) 新構造設計特記仕様その1による

(b) 適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする

但し、ベースプレートの厚さは除く

(c) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する

（２）工作一般
(a) 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

(b) 鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする

（３）高力ボルト接合
(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

(b) 高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け

等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。但し、ショットブラスト、

（４）溶接接合
(a) 平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロによる、溶接部の性能、溶着金属の性能を満足すること。

(b) 溶接技能者

溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801(手溶接)又はJISZ3841(半自動溶接)

（５） 塗 装
コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様に

なっている部分は、塗装をしない

(c)

グリットブラストによる処理で表面荒さが、50μmRz以上である場合は、赤さびは発生しないままでよい。

(c) 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分に密着す

るよう注意して行う。

の溶接術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

(c) 溶接機器

(イ)

(ロ)

(ハ)

(d) 溶接方法

アーク手溶接（ＭＣ）

セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接(ＮＧＣ)

(e) 溶接姿勢

交流アーク溶接機 300A～500A

アークエアーガウジング機(直流)

サブマージアーク溶接機一式

(二)

(ホ)

(へ)

炭酸ガスアーク半自動溶接機

溶接電流を測定する電流計

溶接棒乾燥器

ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）

アークエアーガウジング（ＡＡＧ）

(f) 組立溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

(イ) 仮付位置

(ロ) 完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

(g) 溶接施工

(イ) エンドタブ

(ロ) 裏当て金

下向 Ｆ 立向 ∨ 横向 Ｈ 上向 Ｏ 

組立溶接は溶接の始,終端,隅角部など強度上,工作上,問題となり易い箇所は避ける

仮付不良 良 仮付不良 良

仮付溶接

裏はつり側にする
開先面

完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付けるⅠ)

エンドタブの材質は,母材と同質とするⅡ)

エンドタブの長さは、ＭＣ:35mm以上Ⅲ)

ＮＧＣ,ＧＣ:40mm以上とし特記のない場合は、

溶接終了後、母材より10mm程度残し切断して、

グラインダー仕上げとする

プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出し設計者、又は工事監理者の承認を得るⅣ)

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm、半自動溶接で9mm以上、巾は25mm以上を原則とする

但し、溶接性能が確認できれば監理者の承認を得て変更することができる

(ハ) スカラップ半径は30～35mmと10mmのダブルアールとする

但し梁成が D=150mm未満の場合のスカラップはr=20mmとする

(ホ) 裏はつり

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、アークエアガウジングを行った上で、部材に

(ヘ) 現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に養生を行う

確認マークを付ける

35mm以上
かつ2t以上

t

r スカラップ
r= 30～35mm

r=10

r=35

(二) ノンスカラップ工法

裏当て金

θ
G

G
θ
:
:
ルート間隔
開先角度

２．溶接規準図 (注) f:余盛  G:ルート間隔  R:フェース  S:脚長
(単位mm)

（１） 隅肉溶接

1

t1 SS

S

t2

t 7以下

t≦16mm

11～13 14～168～10

S 6 10 127

・但し片面溶接の場合はS=tとする
・tはt1,t2の小なる方とする
余盛は(1+0.1S)mm以下とする
・軸力が加わる場合のSは母材と同厚
とすることが望ましい

（２） 部分溶け込み溶接

2

t1

t＞16mm

F.V

（３）完全溶込み溶接

3

（４）フレアー溶接

8

（使用箇所に注意）

t

溶接姿勢

t

ff

G=0

D1D1

θ=60°θ=60°

Ｒ≦２

t/4 ≦  f  ≦ 10mm
t≦t1

（平継手　Ｔ形継手）

t 6<t<19mm

F.V

t

溶接姿勢

θ=45°

G=0～2(裏はつり後裏溶接)

f

f

R≦2

t/4 ≦　f　≦ 10mm

ＡＡＧ

4 t

θ

f

L

R≦2

t/4 ≦　f　≦ 10mm

t 1

G

25mm以上

t mm

6≦t<12

12≦t<16

16≦t

溶接姿勢

θ

45°

35°

35°

G t1 L

6 6 5

9 9 8

9 9 8

MC NGC GC

θ

45°

45°

35°

G t1 L

6 6 5

6 9 8

9 9 8

F.V

5

θ=45°

θ=60°

t

f

f

R≦2

t/4 ≦　f　≦ 10mmG=0～2

2/3t
1/3t

ＡＡＧ

T形突合せ継手余盛

のど厚t mm 余盛の高さmm

t≦4 1

4<t≦12 2

12<t≦19 3

19<t 4

t t≧19mm

溶接姿勢 F.V

6

0 <　f ≦ 3.0mm t2/4 ≦　a ≦ 10mm

(但し、t≧15 mm の時 4.0 mm とする) (平継手で板厚が異なる時)

t

θ=45°

f

f
R≦2

G=0～2
(裏はつり後裏溶接)

t 6<t≦19mm

溶接姿勢 F.V

t2

G=0～2

a
t1

(裏はつり後裏溶接)

2.5
1

削り面

ＡＡＧ

7

R≦2

f

θ=45°

t

t1
G LL

25mm以上

MC   NGC GC

θ

45°

35°

35°

G

6

9

9

t1

6

9

9

L

5

5

8

G

6

6

9

t1

6

9

9

L

5

5

8

t mm

6<t<12

12≦t≦19

19<t

溶接姿勢

θ

45°

45°

35°

F.V

0 <　f ≦ 3.0mm

(但し、t≧15 mm の時 4.0 mm とする)

θφ

フレアー溶接長は,鋼板に接する全長とする・

・9 mm～16 mmは1パス以上,19 mm以上は2パス以上とする

溶接棒角度θは30°～40°とする

B

K形の場合 S

t

プレート

寸法 (mm)

φ

9

13

16

19

22

25

B

7

8

9

10

11

12

S

4

4.5

5

6

7

8

※ 溶接記号番号を○中に記入のこと

●BOX型（通しダイアフラムの場合）

内ダイアフラム

4 ※

1
5
0
以
下

80以
下

1

1

77 ※

※

※

※

4

1
0
0
以
上

スカーラップ部分は
回し溶接する

4
内ダイアフラム

２５以上かつ
エンドタブが交互に
当たらぬこと

7 ※ はりフランジは、通しダイア
フラムの厚み(t)の内部で
溶接する事。

Ａ Ａ- 断面図

t

7※

内ダイアフラムの場合は柱
の角のRに接しないこと

ガス抜き
φ=20

7 ※

4

平面詳細

25以上

2
5
以
上

A A 断面

1 ※ t>16 mm 場合の溶接は､ 2 3 5・又は ～ とする。

ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の２サイズアップ以上とする。

‹ 柱材料:BCR295,BCP325を使用する場合 ›

ダイアフラムは、柱フランジ厚 16 mm未満の場合 SN490C　SN490B

柱フランジ厚 16 mm以上の場合 SN490C　を使用する。

●鋼材種別による溶接条件
溶接材料と入熱量・パス間温度

鋼材の種類 溶 接 材 料 入熱(kJ/cm) パス間温度(℃)

400N/mm2級鋼

490N/mm2級鋼

JIS Z 3312

YGW-11、15

YGW-18、19

JIS Z 3315

YGA-50W、50P

JIS Z 3312

YGW-11、15

YGW-18、19

JIS Z 3315

YGA-50W、50P

40 以下 350 以下

40 〃 350 〃

30 〃 250 〃

40 〃 350 〃

40 〃 350 〃

STKR,BCR,BCP材はJIS Z 3312、のみ使用可

「新構造設計特記仕様その1 6.鉄骨工事(2)□認定または登録工場」の

グレード別に定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。

注)

● 型 ●B.H方式

● 柱が途中で折れる場合、及び梁せいが異なる場合

フランジが柱のRに
接しないこと

θ

4

t>柱フランジのプレート厚
θ= 75°～ 105°

内ダイアフラム
大梁が斜めの場合は
溶接と添板の内側板
に注意のこと

2※

2 ※

2 ※t>16 mm 場合の溶接は、 3 5～ とする。

1 ※

7

1 ※

1 ※

4

4

1※

1

4

※

4

4
4

1 ※

1 ※

1 ※

1※

1※

4

7

1 ※

スカーラップ部分は
回し溶接する

1 ※

※
1※

※

1 ※

※※

1 ※

1※

※ t>16 mm 場合の溶接は、 又は とする。～1 2 3 5

※ ※ 印は設計者が記入すること。

4

4

4

1

4

1 ※

※

t

1 ※

※※

1 ※

4

4
4

4

1※

4

4

※ t>16 mm 場合の溶接は、1 とする。～3 5

A 断面 A

平面詳細

-A 断面図A

鉄骨構造標準図(1)
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貫通孔の位置については決定後

工事監理者の指示による

決定する

200φ以上は工事監理者の指示により

鉄 骨 構 造 標 準 図（２）

平成２７年５月１日 発行　一般社団法人　東京都建築士事務所協会　  監修　東京都建築構造行政連絡会

３．継手規準図 ,その他

（１）高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ (P)

※修正箇所は下線を引くこと

ボルト穴径・最小縁端距離 (mm)

呼び径 d
穴 径

最小縁端距離　(e) ピッチ （P)

(1)

ボルト

40

50

60

55

(2)

28

34

44

38

(3)

22

26

32

28

(2)(3)の標準

40

40

45

40

最小

40

50

60

55

標準

60

60

70

60

18

22

26

24

M16

M20

M24

M22

M16

M20

M24

M22

M27

M30

M30

を超える

21 (16.5)

25 (20.5)

27 (22.5)

29 (24.5)

32

35

呼び径＋５

38

44

49

54

9d/5

36

40

4d/3

28

34

28

32

22

26

(40)

(45)

(40)

(40)

(55)

(60)

(40)

(50)

(60)

(70)

(60)

(60)

(1)〔注〕 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

(2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

(3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

（２）ピン接合梁継手リスト

（３）剛接合梁継手リスト

符号 タイプ 部　 材 PL-(1) PL-(2) N - 径

3 6 2－M16Ｈ－125・60・6･8

3 6 2－M16Ｈ－150・75・5･7

2 6 2－M16Ｈ－175・90・5･8

2 6 2－M16Ｈ－200・100・5.5･8

2 6 3－M16Ｈ－250・125・6･9

2 9 3－M20Ｈ－300・150・6.5･9

2 9 4－M20Ｈ－350・175・7･11

1 9 4－M20Ｈ－350・175・7･11

2 9 5－M20Ｈ－400・200・8･13

1 9 4－M20Ｈ－400・200・8･13

6

9

1 1

1

e e e e

< TYPE-1 >

10

e
P

e
P

PL-(2)
(両面)

N (片側)

PL-(1)

N

e
P

e

ee10

PL-(1)

< TYPE-2 > < TYPE-3 >

1

Ne
Pe10

PL-(1)

e
e

H-100x50及びH-150x75の場合

(SCSS-H97による)

e e e e
10

P P PL-(1)

PL-(2)
PL-(3)

N (片側)2

PL-(2)

PL-(1)

e
P

e
P

N (片側)1

e e e e
10

PL-(2)

PL-(1)

PL-(3)

端部をBHとする場合の部材は設計図による〔注〕

符 号 部 　材
PL-(1) PL-(2) N - 径 PL-(3) N - 径

フランジ ウエブ

21

（４） ハンチ部の継手

ハンチ起点は避けた方がよい

リブプレート

r>8t以上

ハンチ勾配は普通1:4程度であるが構造図による

r：半径 t：板厚

フランジ及ウエブ厚の差のある場合

Ft 2

Ft 2

Wt 2Wt 1

Ft 1

Ft 1

Ft 1-Ft 2

Wt 1-Wt 2
≧1mm フィラプレート併用の事

（５）柱継手リスト

e
P

e
P N

外
P
L
-
(
1
)
内
P
L
-
(
2
)

1

e
P

e
P

1
0L

B

B B

B ≦ 2501

1

2 2

〃
e
4
5 N

外
P
L
-
(
1
)
内
P
L
-
(
2
)

1

4
5
〃

e
4
5
1
0L

B

B B

B = 3001

1

2 2

e
4
5

e

150 4040

N

外
P
L
-
(
1
)
内
P
L
-
(
2
)

1

B

B

1

2

e
P

e
P

e
P

e
P

1
0L

B 2

140 7070
(90)(90)

B =350(400)1

B 1 B 2

150 60

175

200

250

300

350

400

70

80

100

110

140

170

PL-(1)

PL-(3)
PL-(2)

PL-(1)

PL-(3)PL-(2)

4

Aタイプ

Aタイプ使用は
柱 D=250mm以下とする

D≦150

P
L
-
(
1
)

P
L
-
(
3
)

N 2

e
e
P

e
e

P
1
0L

e e

e
e
P

e
e

P
1
0L

e e

P
L
-
(
2
)

P
L
-
(
1
)

P
L
-
(
3
)

N 2

P P

D≦300
1

4

35以上

1

エレクションピース・

35以上

44

B タイプ C タイプ

符 号 部　 材
フランジ ウエブ

PL-(3) N - 径N - 径PL-(2)PL-(1) 21

現場溶接は原則として超音波探傷試験を100%行う〔注〕

（６）鉄筋ブレース (JIS規格品とする  … JIS A 5540 … 2008 / 5541 … 2008)

(a) 羽子板ボルト

M12

最　　　　 大

最 　　　　小

100

17.0

40

28

6

25.0

5

52

40

JIS B 1186　2種高力ボルト(F10T)

M12

1

S

R

e1

e2

t

e2

t

e3

(2)

(1)

(1)

10.83

10.59

調整ねじの長さ

はしあき(最小)

溶接長さ(最小)

取付ボルト

平鋼製

切板製

取付けボルト穴径

軸径 d1

許容差 +0 , -0.5 mm

ボルト端から取付ボル
ト穴芯のあき (最小)

へりあき
(最小)

板　 厚

へりあき
(最小)

板　 厚

種　 類

ねじの呼び

本   数

ねじの呼び (d)

(2)

M14

115

17.0

40

28

6

25.0

6

52

50

M16

1

12.66

12.41

M16

125

17.0

45

28

6

25.0

6

59

55

M16

1

14.66

14.41

M18

140

21.5

50

34

9

32.5

9

66

60

M20

1

16.33

16.07

M20

150

21.5

50

34

9

32.5

9

66

75

M20

1

18.33

18.07

M22

165

23.5

55

38

9

37.5

9

73

85

M22

1

20.33

20.07

M24

175

21.5

50

38

9

37.5

9

70

85

M20

2

22.00

21.69

(1)〔注〕 e1,e2が確保されてれば形状は自由でよい

(2) 羽子板とガセットプレートの場合は裏に示す取付けボルトを使用し、一面せん断(支圧)接合とする

(b) 形鋼ブレース

符 号 部　 材 PL-(1) N - 径

羽子板ボルト

長 さ

d

S e3

e
2d
1

t

8

長 さ
d

S e3

e
2d
1

t

8
P

R
e1

R R
e1

1

1

PL-(1)

30°

≒
@6
00

FB-65×9 中ボルトM16

PL-6

1
5

N

形鋼ブレース

（７）デッキプレート (床剛性を考慮する合成床,合成梁のときは構造図参照)

梁との溶接およびコネクター

16φ =@200
アークスポット溶接

水平ブレース

受梁へのかかり寸法及端部処理 e≧35mm

梁上通しの場合

e

梁上切断の場合

e e

既製品面戸(鉄板)

e

折曲加工

e

あて板(鉄板)

e

あて板(非金属)

e

1
50-400

1
50-200

L形鋼
1

50-200

スラブ端部の捕足材 補足受材

50 PL-50×6

1
50-400

PL-1.6
e

50 30 6

PL-50×6

PL-1.6

1
50-400

1
50-400

300以下

L-50×50×6e

PL-3.2

1
50-400

@≦600

1

600以下

（８）柱脚 注）

※

許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式

構造用アンカーボルトは原則としてJIS B 1220,JIS B 1221を使用する。

露出形式柱脚 根巻き形式柱脚 埋込み形式柱脚

ベース

二重ナット

プレート厚
≧１.３ｄ

等の戻り
止め

座金

アンカー
ボルト径
（ｄ）

アンカーボルト
（定着長さ≧20d
　かぎ状に折曲げる
　等の措置）

アンカーボルト断面積の
総和≧柱断面積×0.2

アンカーボルトが柱の中心
に対し均等に配置

≦
ｄ
＋
５
ｍ
ｍ

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
孔
径

縁端距離(ボルト孔
の径に応じ、表に
示す数値以上)

（
≧
柱
幅
×
2
.
5
）

根
巻
き
部
分
の
高
さ

帯筋(令77条

を準用）

D

H

立上り主筋
(4本以上、頂部の
折り曲げ等の措置、
表に定める定着長さ)

柱幅

( DとHのいずれか

大きなほう）

U字形補強筋

基礎梁主筋

コンクリート
のかぶり厚さ
（柱幅以上）

（
＞
柱
幅
×
2
.
0
）

柱
の
埋
込
み
部
の
深
さ

U字形
補強筋

基礎梁主筋

基礎梁主筋

（９）頭付きスタッド( JIS B 1198 - 2011 )

スタッド材の標準形状・寸法

スタッド材

呼び名 軸径 d

13

mm

φ13 mm

頭径 D
mm

頭高さ T
mm

呼び長さ L
mm

25 8 80□ 100□ 120□ □

16φ16 mm 29 8 80□ 100□ 120□ □

19φ19 mm 32 10 80□ 100□ 130□ □

22φ22 mm 35 10 80□ 100□ 130□ □

25φ25 mm 41 12 120□ 150□ 170□ □

150 □

150 □

形 状

D

d

T

L

（10）梁貫通補強

・計算で確認された場合は下図の位置,寸法及び補強方法によらなくて良い

・梁端部（内法スパン　 の1/10以内かつ、2D以内）は避ける

・φ≦ 0.4D

・φ'は補強板の穴径を示す

0

(φ1+φ2)×3/2以上

φ1 φ2

貫通孔の間隔

1

1

2φ

φ
'

2
φ
'

D

パイプ補強(小径の場合)

φ
'

1

φ φ
'

1

10 10

φ

1

1

10 10

1

φ

プレート補強(片面又は両面) パイプとプレート補強(片面)

1

1

リブプレート補強

プレート補強の板厚

スリーブ径 補　強　板

φ≦ 100

φ≦ D/4

φ≦ D/3

φ≦ 0.4D

補強板不要

Web板厚以上（片面）

Web板厚x1.2倍以上（片面）

Web板厚以上（両面）

D

鉄骨構造標準図(2)
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～

≧≧

θ≧

・  登り梁の場合

ホゾ孔

≦

ホゾ

ボルト

締付け

（ ※ 特殊加 工 機対 応）

（１）共通事項及びキーフレー ム

見下げ

※ 柱持たせの柱幅は、 大梁の幅と 同寸以上と する。

柱 横架 材仕口； 一般 部（ 土台共 通

横架材（ 土台 梁

柱 横架 材仕口； 出隅 部（ 土台共 通

～

～

ｈ
ｈ

≧

ホゾ

ｈ
ｈ

ホゾホゾ

ｈ

～

≧

ｈ
ｈ

ｈ

ホゾ

～

柱

横架材（ 土台 梁

柱

横架材

※ 材せい 以下かつ、 上階から の柱や

≧≧

柱

通柱 ―横架 材仕口； 胴差 し 通柱 ―横 架 材仕口； 桁差し

直交梁を受けないと きに用いるこ と 。

≧

横架材

≧

大入れ

ホゾ

大入れ

ホゾ
ホゾ

≧

≦

ホゾ

≧

≧～

＝ 程度

※ 胴差し で通し 柱に取り 付く 方向は、 ２ 方向までと する。

（ 見下げ） 小梁

≧

大梁

小
梁

＝ － ～ 程度

大梁

≧

≧
大梁 － 小梁 仕口； 蟻仕口

※ は大梁と 小梁の重なり 寸法を示す。

＝ × ＋ 以上

５．軸組 標準接合 部

女木

男
木

≧

（ 見下げ）

梁－ 梁 仕口； 逆蟻 仕口 ※ バル コ ニ等 の先端 に 架け る 梁に 用い る 。

　 　 柱持たせのおさ まり と し なければなら ない。 下図参照

小梁せいが大梁せいより 大きい場合には、

※ 小梁せいが大梁せいより 大きい場合；

※梁からこぼれない よう注意

（ 見下げ）

≧

男
木

男木女木

女木

柱柱

大梁 小梁

小
梁

≧

≧

大梁

≧
女木 男木

＝ × 程度

梁－ 梁 継手； 腰掛 鎌継

※ 材せいは、 女木 ≧男木

と する。

男木女木

梁

以上確保するこ と 。 　 ≧ × ）

※甲乙梁下端～梁下端までの寸法は、 梁せいの

梁－ 甲 乙梁 仕口； 大入れ

～ × ） ※最大ｂ ＝

※  ≧ ×

甲
乙

梁

ｂ

（ 見下げ）

梁

ｂ

甲乙梁

＝ × ＋ 以上

＝ － ～ 程度

※ は大梁と 小梁の重なり 寸法を示す。

女木

△ ※梁下端 い

男木

≧ ≧

※ 斜め蟻の場合；

大梁≧

小
梁 θ

（ 見下げ）
※θ ≧ 

≧

男木

※ バル コ ニ等 の先端 に 架け る 梁に 用い る 。

※ は大梁と 小梁の重なり 寸法を示す。

梁－ 梁 仕口； 茶臼 仕口

▽ ※梁上端 い、 かつ
　 女木せい＜男木せい

女木

≧

≧

＝ × ＋ 以上

＝ － ～ 程度

女木

男
木

≧

（ 見下げ） ホゾ

登り 梁

陸梁

θ

（ 見下げ）

※ 棟束を挟 ま ない 場合
※木栓等

登り
梁登り

梁

陸梁

登り 梁

締付けボルトホゾ
登り 梁

※木栓等

（ 見下げ） 登り 梁

θ

θ＝ ～

締付けボルト

θ

ホゾ

方

梁

矢示

θ

Ｉ そ の他； まぐ さ 欠き

間
柱

間
柱

Ｊ その 他；間 柱欠き

横架材（土 台 梁

山形プレ ート 等

（ は） 相当以上の接合金物

程度程度

（※ 直交 材転び ）

程度

程度 程度

程度

柱

矢示

（４）継手・仕口の補強金 物

θ≦

※

≧

（※ 特殊加工 機対応 ）

特殊加工機を用いるこ と により 対応が可能な継手仕口の一例を、 本節に示す。

柱柱柱

Ｎ 斜め 柱差し 大入れＭ 斜め桁 差しＬ 斜め胴 差し

大入れホゾ

横架
材

横架
材

横架
材

大入れ

程度

ホゾ

柱

横架材

柱

横架材横架材

ホゾ

ホゾ

大入れ

柱

大入れ

　 使用するコ ーナー金物は、 羽子板同等以上の引張耐力を有するものと する。

※ Ｌ Ｍとも に、柱梁 の緊結には引きボ ルトの 代わりに コ ーナー金物を横使いと する。

※ Ｌ Ｍとも に、梁幅 が柱からこぼれない範囲で用い、 柱断面を調整し て使用すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、 加工工場が限定される ので注意するこ と 。

特殊加工機を用いた継手仕口は、 その形状により 加工コストが増 すので注意するこ と。

特殊加工機を用いた継手仕口は、 加工工場が限定される ので注意するこ と 。

特殊加工機を用いた継手仕口は、 その形状により 加工コストが増 すので注意するこ と。

（３）特殊加工機を用いた標準的な継手仕口

Ｏ 登り 胴差し

θ≧

柱

登り
梁

大入れ

Ｒ 登り 座付きホ ゾ

柱

登り
梁

ホゾ

柱

登り
梁

θ≧

締付け
ボルト

ホゾ

Ｐ 登り 桁差し Ｑ 登り 斜め ホ ゾ

柱

登り
梁

ホゾ

尻掌合梁り登部掌合梁り登

口仕柱－方口仕梁－方

顎り渡梁り登顎り渡

～
≧

≧

≦

方

θ≧

～

≦

締付けボルト

柱

≦方

羽子板ボルト

≦

～

短期基準引張耐力 以上

短冊金物 ビ ス又はボルト 留め

ホゾ

（２）標準的な継手仕口

両引きボルト
角座金

～

締付けボルト

≦

θ≧

≧ ≧

～

・ 孔深さ ～

　 　 　 　 　 　 □ 長ホ ゾ

　 　 　 　 　 　 □ 上記 以 外

； ホゾ 長さ 　 □ 短ホ ゾ ～

　 　 　 　 　 　 □ 上記 以 外

　 　 　 　 　 　 □ 長ホ ゾ

； ホゾ 長さ 　 □ 短ホ ゾ ～

＝ 以上 － 程度以下

＝ 以上 － 程度以下

＝ 以上 － 程度以下

※平 建告 号表

　 引抜 力 を計 算し、 引 抜力 以 上の

（ 梁 梁 接合 部）
・ 水平 構面の 外周部 横架材 接合部

　 にお い ては 、 床水 平 構面 に よ る

　 する こ と 。

　 耐力 を 保有 す る接 合 金物 を 使用

・ 上記 以 外の 接合部 に は、

　 以上 の引張 耐力を 保有す る 接合

　 金物 を 使用 す るこ と 。（ 右図 参照

（ 梁 梁 接合 部）

　 する こ と 。

　 引抜 力 を計 算し、 引 抜力 以 上の

・ 水平 構面の 外周部 横架材 接合部

　 にお い ては 、 床水 平 構面 に よ る

　 耐力 を 保有 す る接 合 金物 を 使用

・ 上記 以 外の 接合部 に は、

　 以上 の引張 耐力を 保有す る 接合

　 金物 を 使用 す るこ と 。（ 右図 参照

（ 小梁 端部接 合部）

・ 小梁 端部接 合にお い ては 、

　 地震 力によ っ て外 れ落ち る

　 接合 金物で 緊 結す る こと 。

　 以上 の引張 耐力を 保有す る

　 こと の ない よ う、 最低

・ 耐力壁 枠柱の 柱脚・ 柱頭 に おい て は、 耐力壁 に よ る 引抜 力 を計 算し、 引 抜力 以 上

　 の 耐力 を 保有する 接合金 物を使 用する こ と 。

・化 粧おさまりの場合

θ≧ θ≧

・ 上記以 外の 柱脚接 合部に は、 以 上の 引 張耐力を 保有す る 接合 金物 平 建告

　 号表３ に 対応 す る表 符 号の ”は” 相当以 上 を使 用する こ と 。

本仕様 書及び 標準図 は 、Ｐ ＷＡ標 準図Ｗ Ｇ 及び 品 質管 理 ＷＧ が 作成 し たも の です 。 内 容 を自 由 に修 正して 使用す る こと ができ ま す。 使用上 の 責任 は 全て 使用者 に あり 、 ＰＷ Ａ はい か なる 責 務も 負いま せん。 お 気付 き の点 や改良 案 等の 御意 見は、 ＠ まで お 願い し ます 。

Ｋ そ の他； 垂木 欠き

θ≦

※ 垂木下端に欠き込みを設けてはなら ない。

横架材

※ 開口上部の横架材の間柱欠きは、

～ 以下とする。

※ 筋交い耐力壁の中桟も上図に準じる。

～

柱柱

まぐ さ

～

平成 年 月 日改 訂 一般社団 法人 　 中大 規模木 造プレ カ ット 技術協 会

木　造 　 軸　組　接　合　部　標　準　図（２ ）
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※ 枠材用ホールダウン金物は 用を用いること 用は不可）
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各部材 料

４

間隔： ㎜≦ ≦ ㎜

５

６

７

８

高耐力壁 の 端部 お よ び 合板 継ぎ目 部の柱： ㎜× ㎜以 上

構造用合 板継ぎ 目 部横つな ぎ 材： ㎜× ㎜以 上

グリ ッド 柱に取 付く 受け材 ： ㎜× ㎜以 上

高さ ： ㎜≦ ≦ ㎜

間 柱：見 付け ㎜以 上、見 込み ㎜以 上、 間隔Ｐ 以下

ａ 条件及び 仕様

７ ７

１ ４

７

× 以上と する
主要鉛直構面の交点の柱 グリッ ド 柱 は

柱頭柱脚 ホ ゾ 厚さ ㎜× 深さ ㎜以 上

各部仕口 形状 及び 性能

間 柱両端 横架 材へ の 溝加工及 び ㎜程度大 入 れ

中 桟端部 ホ ゾ：

片側 から柱 に 取り 付く 場合： 厚さ ㎜×深 さ ㎜ホ ゾ 差し

両側 から柱 に 取り 付く 場合： 厚さ ㎜×深 さ ㎜ホ ゾ 差し

各階の柱 頭柱脚 部

耐力 壁の せん断 を 土台から 基 礎へ 伝える ア ンカ ー ボル ト

水平 力時に 柱頭柱 脚各部 へ生じ る引 張力を 上回 る

各部へ の 釘打 及びビ ス止 め

横架 材・ 柱・受 け 材： ＠ ㎜チド リ 打 ち

間 柱 ＠ ㎜打 ち

ｳ
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ｵ

ｶ

ｷ

ｸ
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　 を 除き 、 柱及 びはり に対 す るか かり寸 法 ㎜以 上ｲ

階耐 力 壁合 板を２ 階床大梁へ 留め付 け る場 合かか り 代 ㎜以 上

柱はりの へり空 き ㎜以 上

金物が干 渉しへ り 空き が確 保でき な い合 板部分 の へり 空 き ㎜以 上

を 除 き 、 合板 に 対す る へり 空 き ㎜以 上ｵ

　 の受け 材とグ リ ッ ト 柱７
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以上以上

以上
以上以上

以上

以上
以上

ｱｱ

以上
ｴ

柱

ｶ
ｱ 柱

ｶ ｶ

ｳ

ｴ ｳ

ｱ

ｴ

ｱ

ｳ

ｶ ｶ
ｵ

ｱ
ｶ

ｳ

ｴ ｳ ｴ ｳ

近付物金強補部般一

構造用合板

土台

柱柱

土台

構造用合板

以上
以上

以上
以上

以上
以上

以上 以上

以上
以上以上

以上
以上以上

以上
以上

以上

以上

ｱ ｱ

以上

ｴ

以上
ｴ

ｵ

階床大梁 階床大梁

構造用合板

階床大梁

柱

７

７

土台

柱

構造用合板

構造用合板

以上

７

釘打ち 要 領図

補強金物 付近

（ グリッ ド 柱部 ）

９

高耐力壁 を 用い る 場合のグ リ ッド 柱： × 以 上

小屋柱： × 以 上

（ グリッ ド 柱： Ｘ 方向 とＹ 方向の 主 要鉛 直 構面 の交点 の 柱）
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小屋柱、梁 に

釘打ち
間柱に 以下で

小屋耐力壁
構造用合板 ＝ 両面

面 材：構 造用合 板 　 ㎜ 　 両面 張り

本仕 様書及 び 標準 図は、 Ｐ ＷＡ 標準図 ＷＧ及 び品質 管 理Ｗ Ｇ が作 成した も ので す。内 容を自 由 に修 正して 使用す る こと ができ ま す。 使用上の責 任は全て使用 者にあ り 、Ｐ Ｗ Ａは い かな る 責務 も 負い ま せん 。 お気 付きの 点や改 良 案 等の 御意 見は、 ＠ まで お 願い し ま す。

木質 構造用 ビ ス 、 ～ 列 で留 め 付け る 。

耐力 の 金物 を 使用 す る

ア ン カー ボ ルト 耐力 壁１ 当り ２ 本設 け る

構造用合 板はた て 張り 、４ 周を釘 打 ちす る

１

ｵ

（ ２ ）高 耐力 仕様構 造用合板張り耐 力壁（ 標準 仕様） ：　 短期許容せ ん断耐力⊿ ＝

本耐 力 壁を 採用す る 場合 は、 設計図 書に試 験成績 書を添 付す る こと 。

共通事 項

（ １ ） 昭 建告 号に 準じ た 耐力 壁 面材種類： 構造用パ ー テ ィ クル ボード 、構 造用 、 構造 用合板、 構造用 パネ ル（

面材耐力壁の仕様

６ ． 面材耐力 壁 注 単位

土台又は横架材

床合板

床合板勝ち受け材要領図

壁倍率は、真壁 仕様の数値を適用すること

※ 入隅部等で受け材を用いて面材を張った 場合の

耐力壁の土台と基礎と の間は、 無収縮モルタ ル又は十分な耐久力を持つスペーサー材を挿入し 間を埋めること 。

柱の有効細長比（断 面の最小二次率半径に対する座屈長さ の比）は、 以下とすること 。

面材張り 耐力壁の面材に対する 釘頭のめり込 みは、面材 厚の ％未満かつ を限度とする。左記を 超える場合は隣り合う釘 と の中間部に増し打ちす ること 。

各部仕口形状は、（ ３ ）高耐力 仕様構造用合板張り耐力 壁を除き、木 造軸組接合部標準図（２ ） ５ 軸組標準接合部 に準ずる。

両面張り の場合は、＠ 以下
構造用パーティ クルボ ード、構 造用 ： 釘 ＠ 以下

※ 床合板勝ち仕様

　  の場合

受け材と柱梁

横架材・ 柱

中桟

間柱ｴ

外周受材

アンカ ーボルト

    　　 ≦ 、

　 　　  　 ㎜≦ ≦ ㎜

  　　  　　 　    幅 以上、間隔 以下

　 　　　 　 　　　 　 　 幅 ㎜以上

かつ一連の耐力壁の両端柱芯間距離の 倍以下

中桟　 　　　

面材および

ｳ

構造用パーティ クルボード ㎜、構造 用
１ 壁倍率

面 材の 釘打ち 方 法

４

５

２

３

ｱ

ｲ

各部 仕口形 状及び 性能

ｱ

ｲ

ｳ

１

４

５

２

３

面 材の 釘打ち 方法

面材および
壁倍率

間柱端部  突き付けの上、 斜め釘打ち

中桟端部  突き付けの上、 斜め釘打ち

中桟　　　 　 　　 　 　 幅 ㎜以上

各部 仕口形 状及び 性能

間柱 　 　 　    幅 以上、 間隔 以下

高さ ≦ 、

柱間隔 　 ㎜≦ ≦ ㎜

構造用パーティクル ボード ㎜、構造用

かつ一連の耐力壁の両端柱芯間距離の 倍以下

６ 受け材　　 　 　　　 　   幅 ㎜以上

ｴ

中桟

間柱

間柱      　

高さ

柱間隔

　 　　　 　 　　 　 　　　 ホゾ差し 等の上、 水平力時に柱頭柱脚各部へ生じ る引張力を上回る耐力を有する

金物を使用する

 　　間柱欠きに ～ 大入れの上、 斜め釘打ち

　 　　　 　   　ま ぐ さ欠 きに 大入れの上、 斜め釘打ち中桟端部　　 　 　

間柱端部

以上のアンカ ーボルト を耐力壁両端の柱近接位置（柱芯 から 内外）に

１ 本ずつ設ける

各階の柱頭柱脚部 各階の柱頭柱脚部

アンカーボ ルト

面材の釘打ち 面材の釘打ち

　　 　 　　　 　 　　　 　 ホゾ差し 等の上、水平 力時に柱頭柱脚各部へ生じ る引張力を上回る耐力を有する

金物を使用する

以上のアンカー ボルトを 耐力壁両端の柱近接位置（ 柱芯から 内外）に

１ 本ずつ設ける

ｵ 受け材 受け材ｵ

構造用合板、 構造用パネル：釘 ＠ 以下
両面張りの 場合は、 ＠ 以下

㎜以上柱及びはり に対するかかり 寸法

面材に対するへり 空き ㎜以上

上以㎜き空りへのりは柱

受け材に対するかかり 寸法

受け材のへり 空き

㎜以上

㎜以上

㎜以上

面材の４ 周を釘打ちする 面材の４周 を釘打ちする

金物が干渉する場合は、 金物を避けた位置に所定の本数を釘打ちする 金物が干渉する場合は、金物 を避けた位置に所定の本数を釘打ちする

受け材と柱梁 釘 ＠ 以下　 両面張り の場合は、＠ 以下

構造用合板 ㎜以上、 構造用パネル 以上 ・ ・ ・ 倍 構造用合板 ㎜以上、構造 用パネル 以上 ・・ ・ 倍

耐力壁のせん断力を土台から 基礎へ伝えるア ンカー ボルト 耐力壁のせん断力を土台から 基礎へ伝えるアン カーボルト

・・ ・ 倍

ａ 面材張 り 大壁仕様 耐力壁 ｂ 受け 材付き真壁 仕様耐力 壁

面板に対するへり空き

壁倍率： また は ｂ 高倍率仕様真 壁耐力 壁 壁倍率： ま たは

梁
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ｳ
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３

土台

以上

Ｐ ２

ａ 高倍 率仕様大 壁耐力 壁

構造用合板： ＠ ㎜以下 左記以外の面材； ＠ ㎜以下

構造用合板： ＠ ㎜以下 左記以外の面材： ＠ ㎜以下

構造用合板： ＠ ㎜以下 左記以外の面材： ＠ ㎜以下

構造用合板： ＠ ㎜以下 左記以外の面材； ＠ ㎜以下

構造用合板： ＠ ㎜以下 左記以外の面材： ＠ ㎜以下

構造用合板： ＠ ㎜以下 左記以外の面材： ＠ ㎜以下

※ 構造用合板には、 Ｃ Ｎ 釘を用いること※ 構造用合板には、Ｃ Ｎ 釘を用いること

受け材　 　　 × 以上 受け材　 　　 × 以上

５

ｵ 受け材

ｱ 面材の釘打ち

壁倍率
面材および

１ 壁倍率
面材および

１
構造用合板 ㎜以上、 構造用パネル 以上

構造用パーティ クルボード ㎜、 構造用

各部 仕口形 状及び 性能各部仕口 形状 及び 性能

２３ ４ ５ ４３２

面 材の 釘打ち 方 法 面材 の 釘打 ち 方法

ｴ ＠ ㎜以下

ｲ

ｳ

間柱

中桟

横架材・ 柱

面材の釘打ちｱ

ｂ （ 高倍率仕 様）に 同じ

ｂ （ 高倍率仕 様）に 同じ

ｂ （ 高倍率仕 様）に 同じ

ｳ

ｲ

ｴ

外周受 材

中 桟

間 柱

構造用合板 ㎜以上、構 造用パネル 以上

構造用パーティク ルボード ㎜、 構造用

　  の場合
※ 床合板勝ち仕様 受け材と柱梁

受け材ｵ

＠ ㎜以下

＠ ㎜以下 ＠ ㎜以下

＠ ㎜以下

＠ ㎜以下

釘 ＠ 以下　 両面張りの 場合は、 ＠ 以下

ａ （ 高倍率 仕様） に 同じ

ａ （ 高倍 率仕様）に 同じ

ａ （高 倍率仕 様）に 同じ

・ ・ ・ 倍

・ ・ ・ 倍 ・・ ・ 倍

・・ ・ 倍

６

受け材と柱梁

※床勝ち仕様の場合の受け材及び釘打ち方法はａ に準ずる

ａ 標準仕様大壁 耐力壁 ｂ 標準仕様真壁 耐力壁

受け材　 　　　 × 以上受け材　 　　 　 × 以上

壁倍率： 壁倍率：

その他の耐力壁

・大臣認定を取得した耐力壁については、認定書に記載された適用範囲及び仕様を守ること 。

・指定性能評価機関またはそれに準じる公共の評価機関で成績書を取得して耐力が明示された耐力壁については 試験成績書の仕様に準拠することとする 。

・木造軸組工法住宅の許容応力度設計（ 年版）の詳細計算法による面材張り耐力壁については、同書の規定 に準拠することとし、釘ピッチ配列等の仕様については設計図による 。

※ 枠材用ホールダウン金物は 用を用いるこ と 用は不可）

※ 床勝ち仕様の場合の受け材及び釘打ち方法はａ に準ずる

釘 ＠ 以下　 両面張り の場合は、 ＠ 以下

令和 年 月 日 改訂　 一般社団 法人　中大 規模木造 プ レカッ ト 技術協 会



記号

名称

備考

同等品

記号

名称

備考

同等品

記号

名称

備考

同等品

（い） （ろ） （は） ＶＰ （へ）―２ （は）―１

（ろ） ＣＰ・Ｌ （は） ＣＰ・Ｔ （い） （は）―２ （に）Ｓ （ほ）Ｓ （と）(ち）(り）(ぬ）適合 

(へ)（と）(ち）(り）(ぬ）(る） （ほ）―２（は）―Ａ９０ｍｍ×９０ｍｍ以上のたすき掛け筋交いについて

短ほぞ差し 長ほぞ差し込み栓打 山形プレート金物

太めくぎ　ＺＮ９０×８本 ビス　ＫＳＱ-４５×８本　カネシン

羽子板ボルトＭ１２

Ｍ１２

羽子板ボルトＭ１２+スクリューくぎ ホールドコーナー(HC-10)カナイ

＊ホールダウン金物10KN用と同等

タイシンニート(ST-NP、D-TN)カナイ

フラットプレート(AA２０２６)タナカ

新腰高羽子板(あんしん)　タナカ Ｗ羽根-Ⅱ(AA３００３) タナカ ハイパーコーナー(HC/2800)カネシン

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝｺｰﾅｰ10KN用(AF５０２０)ﾀﾅｶ

かすがい打 Ｌ字型かど金物

太めくぎ　ＺＮ６５×１０本

Ｔ字型かど金物

太めくぎ　ＺＮ６５×１０本

エーステンプレート(S-AP/１５２５)カネシン

コーナープレート(ＣＰ-Ｂ/２３１０)カネシン

ビス　ＣＰＱ-４５×９本　カネシン

短ざく金物

Ｍ１２

Ｍ１２+１本５０mm４．５φｽｸﾘｭｰ釘

Ｍ１２+３本５０mm４．５φｽｸﾘｭｰ釘

フリーダムホールダウン(F-HDB)カナイ

六角ｽｸﾘｭｰﾋﾞｽφ6.0*90(DD-H90)ｶﾅｲ

タイシンフィット(HW97-12-24)カナイ タイシンコーナー(S-TC) カナイ
スリムプレート(AA1531)　タナカ

はしらどめリトルコーナー(AA1535) タナカ

沈み短ざく金物(SS-300)カナイ

巾広短冊金物SD(AA1231)タナカ

巾広釘止・ビス止短ざく金物タナカ
ビスの使用本数を変えることで15KNまで、

と使い分けができる。

ビス止めホールダウンＵ

専用角ﾋﾞｯﾄﾋﾞｽ(TB-65D)M16用平ﾜｯｼｬｰ ﾀﾅｶ

フリーダムコーナーＧ(F-CG)カナイ

ＤＤ-Ｎ４５×５本+ＤＤ-Ｎ９０×２本

ホールドプレート(S-ＨP/1650)カネシン

ビス　ＫＳＱ-４５１１本　カネシン① ②

れをＭ１２ボルト締めにて緊結する。

９０mm×９０mm以上の筋交いの交差
部は筋交いの一方を通し、他方は筋
交い当りかたぎ大入れとし、それぞ

通し柱に①のたすき掛け筋交いを

金物を水平に用いて緊結するもの

とする。

用いる場合には、１５ｋＮ用引き寄せ

柱にボルトで取り付ける時には座堀りをしないこと。 (円滑に仕上げる時はフラット丸座金(97-12-6)等をしようする)

ＬＳ12の必要長さは110mmのため105mm角の柱には使用しないこと。

アンカーボルトはA-60またはA-70を標準とするが、 (へ) 10kNタイプの金物の場合は土台へ座付きボルト(M16W)も可。

使用接合具
ボルトタイプ スリムタイプ くぎタイプ

使用接合具ＨＤ-Ｂ Ｓ-ＨＤ ＨＤ-Ｎ

(へ) ＨＤ-Ｂ１０

(と) ＨＤ-Ｂ１５

(ち) ＨＤ-Ｂ２０

(り) ＨＤ-Ｂ２５

Ｓ-ＨＤ１０

Ｓ-ＨＤ１５

Ｓ-ＨＤ２０

Ｓ-ＨＤ２５

ＨＤ-Ｎ１０

ＨＤ-Ｎ１５

ＨＤ-Ｎ２０

ＨＤ-Ｎ２５

太めくぎ六角ボルト　　　　ラグスクリュー
又は

(Ｍ１２-２本)　　　(ＬＳ１２-２本)

六角ボルト　　　　ラグスクリュー
又は

(Ｍ１２-３本)　　　(ＬＳ１２-３本)

六角ボルト　　　　ラグスクリュー
又は

(Ｍ１２-４本)　　　(ＬＳ１２-４本)

六角ボルト　　　　ラグスクリュー
又は

(Ｍ１２-５本)　　　(ＬＳ１２-５本)

(ＺＮ９０-１０本)

(ＺＮ９０-１６本)

太めくぎ

太めくぎ

(と) １５kN用ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ(ＡＦ４０４５)タナカ
(へ) １０kN用ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ(ＡＦ４２７１)タナカ

(ち) ２０kN用ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ(ＡＦ４１４５)タナカ
(り) ２５kN用ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ(ＡＦ４２４５)タナカ
(ぬ) ３０kN用ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ(Ｂ―ＨＤ３０)タナカ
(る) ３５kN用ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ(ＡＦ４３４５)タナカ

胴差

柱

柱

土台

胴差

柱

柱

土台

短ほぞ差し

短ほぞ差し

長ほぞ差し

長ほぞ差し込み栓

胴差

柱

柱

土台

胴差

柱

柱

土台

ＶＰ

ＶＰ

エーステン
プレート

胴差

柱

柱

土台

かすがい

かすがい
柱

土台

ＣＰ-Ｌ
柱

土台

ＣＰ-Ｔ

柱

土台

ホールドプレート

胴差

柱

羽子板ボルト
　ＳＢ・Ｆ・ＳＢ・Ｅ

胴差

柱

羽子板ボルト
　ＳＢ・Ｆ・ＳＢ・Ｅ

スクリュー釘
５０mm４.５φ

柱

土台
横架材

柱

土台
横架材コーナープレート

ホールドコーナー

柱

横架材

短ざく金物Ｓ

Ｍ１２

柱

横架材

短ざく金物Ｓ

Ｍ１２

スクリュー釘
３本５０mm４.５φ

柱

横架材

フリーダムコーナー

六角ポルト
　（Ｍ１２-２本）

ＨＤ-Ｎ５
太めくぎ
　（ＺＮ９０-９本）

ラグスクリュー
　（ＬＳ１２-２本）

柱

土台
横架材

アンカーボルト

 フリーダム
ホールダウン Ｍ１６ボルト

柱

土台
横架材

基礎

アンカーボルト

Ｍ１６ボルト

基礎

基礎

基礎

150

引き寄せ金物

Ｍ１２

筋交い
９０mm×９０mm

土台

通し柱

Ｍ１２

Ｍ１２

Ｍ１２

筋交い
９０mm×９０mm

１５KＮ用引寄せ金物

胴差

150
150

隅柱

アンカーボルト

ボルトタイプ
　ＨＤ-Ｂ

150
150

隅柱

アンカーボルト

スリムタイプ
　Ｓ-ＨＤ

150
150

隅柱

アンカーボルト

くぎタイプ
　ＨＤ-Ｎ

20kＮまで、25KＮまで、30KＮまで、

Ｍ１２ Ｍ１２

スーパーシャトルプレート(AA1012)ﾀﾅｶ

ステンレス柱脚Ｙプレート(AA2009)ﾀﾅｶ

（ほ）SB・F・SB・E （に）SB・F・SB・E 

短ざく金物+スクリューくぎ

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物 （へ）(と）（ち）（り）

(ＺＮ９０-２０本)

(ＺＮ９０-２５本)

太めくぎ
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(6)

暫定配合量350(kg/m3)、Ｗ/Ｃ＝70％

１．工　事　概　要 ８．品　質　検　査
本地業は、セメントスラリーを用いたスラリー系機械攪拌式深層混合処理工法による地盤改良地業である。 (1) 検査対象群、検査対象層及び調査箇所数。

この工法は、セメント系固化材を原地盤と攪拌混合し、現地盤をコラム状に固化する地盤改良を行うものである。 ① 検査対象群は概ねコラム300本を１単位とする。（※検査対象層は50㎝以上の土層を対象とする。）

②

２．一　般　事　項 ③ 検査手法は強度のバラツキを想定する場合は検査手法Aによる。その場合は、選定工法による改良体の強度のバラツキデータを

本地業は、本特記仕様書によるほか、「改訂版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」（平成14年11月30日　財団法人 日本 添付すること。

建築センター、以下指針という）による。 ④ 調査箇所数（検査対象群に対して）

３．特　記　事　項
(1) コラムの径、掘削深度（改良長＋空掘長）、本数配置等は設計図書による。但し、コラムの径・長さ・本数・位置及びセメントスラ

リーの配合等について土質や地盤状況により変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認の上に変更することができる。

(2)

10％とする。

(3) 施工法は改良体の変動係数が25％以下であることが、公的機関で証明されている工法とする。

(4) 設計の要求する性能を確保するため、適切な配合管理、施工管理および品質検査を実施する。

(5) セメントスラリーを用いた機械攪拌式深層混合処理工法のスリーエスＧ工法協会に所属する会員とする。

工法の選定は、(財)日本建築総合試験所における性能証明を有する工法を選定する。

配合管理目標Vd 抜取箇所数(Ｎ) 2 3 4～6 7～8

割増係数αt

(3) 配合量（固化材量とW/C）

室内配合試験の結果あるいは過去の工事実績に基づいて、配合強度を満足するように決定する。

Xl = Xf／α fl

Xl： 室内配合強度

Xf： 配合強度

αfl：

　【最終的には配合試験により決定する。】

25% 1.5941.6511.7191.8151.918

1

2.163

検査対象層（粘土、シルト、有機質粘土）であり設計対象層を（有機質粘土）とする。

ス リ ー エ ス G 工 法 特 記 仕 様 書

  

表２．調査箇所数

検査手法A

表1．割増係数（L(p)=80%,Vd=25%の場合）

コラム設計基準強度はFc=500kN/m2、設計時に想定するF検定結果は既往の調査結果から変動係数の推定値を25%以下、不良率

9～

4．施　工　計　画

工事に先立ち、施工計画書を監査員に提出する。施工計画書は次の事項を明記する。

(5) 施工機器及び仮設設備と配置

配合管理・施工管理・品質管理の方法(6)

(7) 建築技術性能証明書

その他、必要事項(8)(4)

(3)

(2)

(1) 地盤概要

工事内容（コラム径・コラム長・空掘り長・コラム数・設計基準強度）

工事期間及び工程

工事要領（使用固化材・配合・攪拌翼の昇降速度・吐出量等）

５．施　工　機　械
攪拌翼はセメントスラリーと原位置土を確実に攪拌混合するための共回り現象を防止する攪拌装置を装備すること(1)

(2) 攪拌翼は上下にセメントスラリー吐出口を設け、掘削時に下吐出口から引上げ時に上吐出口からセメントスラリーを吐出可能な

吐出切替構造であること

(3) 所定の施工管理項目の計測及び記録ができる管理装置を用いること

(4) 改良機本体は本工事の施工仕様を満足させる施工制御機器を装備したものでリーダー付及び自走式タイプであること

(5) ミキシングプラントは所定吐出量を十分供給できる能力を有していること

６．配　合　試　験

(1) 本工事に先立ち現場から試料土を採取して、所定の室内配合試験を実施し、所要の強度が得られるよう配合条件を決定する。

室内配合試験

1箇所試料箇所数

試験名

７．配　合　管　理

(1) セメントスラリーに使用する固化材は、セメント又はセメント系固化材とする。

配合強度(2)

配合管理目標変動係数を想定し、「8.品質検査」に規定する抜き取り箇所数Nから表１を用いてαtを決め、配合強度Xfを設定する。

　＝　Fc×αtXf

Xf： 配合強度　

設計基準強度Fc：

α ：t 割増係数

品質及び施工管理は、スリーエスG工法品質・施工管理マニュアルに基づいて行うものとする。(7) (3)

①

②

③

④ 検査手法Aによる品質検査

検査手法は品質のバラツキを想定する場合の検査手法Aとする。

設計対象層についての抜き取り１箇所に対して３個の供試体を採取し、その平均強度をその箇所の強度とする。

合否の判定

合否の判定は設計対象層におけるN箇所(抜き取り箇所数)の一軸圧縮試験結果が、下式を満足する場合を合格と判定する。

N  X ≧ X L  = Fc + ka ･σd

N ：N箇所の一軸圧縮強度の平均値（kN/m2）X

XL

Fc ：設計基準強度（kN/m2）

：合格判定値（kN/m2）

：合格判定係数

：標準偏差（kN/m2）　（σd=Vd･qud）σd

ka

Vd

：想定した平均一軸圧縮強さ（kN/m2）

：想定した強度の変動係数

qud

合格判定係数Ka 1.9

1 2

1.7 1.6

3 4～6

1.5 1.4 1.3

9～7～8

六価クロム溶出試験

配合計画段階に、六価クロム溶出試験を実施し、試験結果(計量証明書)を提出するものとする。なお、試験方法はセメント

(4)

及びセメント系固化材を使用した改良土等の六価クロム溶出試験要領によるものとする。

（環境庁第46号（土壌汚染に係る環境基準）による。）

検査検体数、検査対象層、基準値は下記のものとする。

検体数：1検体

対象層：設計対象層（粘土、シルト、有機質粘土）

基準値：0.05 (mg/L)以下

９．工　事　報　告

工事完了後、次の項目について報告書をまとめ、監督員に提出する。

コラム伏図及び番号

掘削深度

コラムの径及び改良長

コラムの施工日

固化材の配合と使用量

コア圧縮強度試験結果

合格判定結果⑦

④

③

②

①

頭部モールドコア試験試験

全長ボーリングコア

モールドコア
深部コア試験

4箇所

2箇所

2箇所

注記) 深部コア採取の内、最低1箇所については機械ボーリングによる全長コア採取を行い、下記(2)コア採取率を調査する。

他の箇所については、モールドコアで行ってもよい。

(2) コア採取率による調査

コアボーリング調査の内、検査対象群に1箇所の割合でコア採取率を調査する。

コア採取率が、全長に対して粘性土で90％、砂質土で95％、深さ１ｍごとに粘性土で85％、砂質土で90％以上であることを確認する。

⑤

⑥

抜取箇所数N

現場／室内強度比（強度比0.65；実績より）

一軸圧縮試験は、公的機関、第三者機関または検査員立会いのもとに行うものとする。

1006268-000000

〈複合施設棟〉

複合施設棟

参考図同等の耐力を有する地盤改良工法とする。
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注) 深部モールドコアにおいて､Xi7＜Fcの場合は､材齢28日強度を確認する｡

)により決定する場合は､X

ス リ ー エ ス G - cube 工 法  特 記 仕 様 書

1.工　事　概　要

本地業は､セメントスラリーを用いたスラリー系機械攪拌式深層混合処理工法による地盤改良地業である｡

この工法は､セメント系固化材を原地盤と攪拌混合し､現地盤をコラム状に固化する地盤改良を行うものである｡

2.一　般　事　項

建築センター､以下指針という)による｡

3.特　記　事　項

(1)

配合等について土質や地盤状況により変更した方が適切と判断される場合は､監督員の承認の上に変更することができる｡

(2)

(3) 設計の要求する性能を確保するため､適切な配合管理､施工管理および品質検査を実施する｡

(4) セメントスラリーを用いた機械攪拌式深層混合処理工法のスリーエスG工法協会に所属する会員とする｡

(5) 工法の選定は､(財)日本建築総合試験所において下記の性能証明を有する工法を選定する｡

①変動係数25%が砂質土､粘性土､ローム地盤で採用できること｡

②小規模建築物に対する品質管理が規定されていること｡

③材齢7日強度で合否判定が可能であると認定されていること｡

コラムの径､掘削深度(改良長+空掘長)､本数配置等は設計図書による｡但し､コラムの径･長さ･本数･位置及びセメントスラリーの

本地業は､本特記仕様書によるほか､「改訂版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」(平成14年11月30日　財団法人 日本

(3) 配合量(固化材量とW/C)

室内配合試験の結果あるいは過去の工事実績に基づいて､配合強度を満足するように決定する｡

X   =  X ／ α X   =( X ／ α  )　／　σ

:室内配合強度(28日強度)(kN/m2) :室内配合強度(7日強度)(kN/m2)

X :配合強度(kN/m2) :配合強度(kN/m2)

α

σ

室内配合試験(3日強度:X

X

【最終的には配合試験により決定する｡】

l28 f   f l7 f   f 7

l28

α

f

f

X

X

l7

f

f

7

8.品　質　検　査

(1) 設計対象層及び調査箇所数｡

①

②

表1.調査箇所数

(2) メーターサンプラーによる品質管理

設計対象層に対しメーターサンプラーにてサンプリングを行う｡

改良部の連続性､土塊混入状況､及び不良率の確認をフェノール試験､指圧試験により行う｡

ただし､現場状況等によりメーターサンプラーによるサンプリングが困難な場合は､深部モールドコアを1箇所追加し､計2箇所

でサンプリングすることによりメーターサンプラーの代用を行う｡

高温養生(60℃)による材齢1日圧縮試験を行う｡

これらにより､健全な品質を確認しモールドコア試験を実施する｡

(3) 合否の判定(小規模建築物に_おける品質検査)

① 抜き取り1箇所に対して3個の供試体を採取する｡

② 合否の判定はn個(コアの個数)の一軸圧縮試験結果が､下式を満足する場合を合格と判定する｡

Xi ≧ Fc

Xi :検査対象層より採取した個々のコアの一軸圧縮強さ(材齢7日)(1 ≦ i ≦ n)(kN/m2)､

　(もしXi7＜Fcの場合は､Xi28≧Fcを確認する｡)

Fc :設計基準強度(kN/m2)

n :コアの抜き取り個数

i :個々の供試体

9.工　事　報　告

工事完了後､次の項目について報告書をまとめ､監督員に提出する｡

① コラム伏図及び番号

② コラムの施工日

③ コラムの径及び改良長

④

⑤ 固化材の配合と使用量

⑥ モールドコア圧縮強度試験結果

掘削深度

小規模建築物に
おける品質検査

頭部モールドコア

深部モールドコア

採取部位項　　目 採取箇所数 備　考

材齢  7日

l3 l7

設計対象層は最弱層とし､砂質土､粘性土､ロームの土質区分では(粘性土)とする｡

設計対象層(最弱層)の深度は､GL-(2.90 ～ 4.50m)付近とする｡

2箇所

検査箇所は水防倉庫棟1箇所､障害者駐車場1箇所とする｡

暫定配合量350(kg/m3)､W/C=70%

コラム設計基準強度はFc=550kN/m2とする

:現場／室内強度比(強度比0.65;実績より) :現場／室内強度比(強度比0.65;実績より)

10.その他
配合強度 X

f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

f

f

:設計基準強度(kN/m2)Fc

:配合強度(kN/m2)X

X

配合強度(2)

セメントスラリーに使用する固化材は､セメント及び､セメント系固化材とする｡(1)

7.配　合　管　理

施工機器及び仮設設備と配置

配合管理･施工管理･品質管理の方法

建築技術性能証明書

その他､必要事項(8)

(7)

(6)

(5)

工事要領(使用固化材･配合･攪拌翼の昇降速度･吐出量等)(4)

(3) 工事期間及び工程

工事内容(コラム径･コラム長･空掘り長･コラム数･設計基準強度)(2)

(1) 地盤概要

工事に先立ち､施工計画書を監査員に提出する｡施工計画書は次の事項を明記する｡

4.施　工　計　画

5.施　工　機　械

(1) 攪拌翼はセメントスラリーと原位置土を確実に攪拌混合するための共回り現象を防止する攪拌装置を装備すること

攪拌翼は上下にセメントスラリー吐出口を設け､掘削時に下吐出口から引上げ時に上吐出口からセメントスラリーを吐出可能な吐出切替構造であること(2)

(3) 所定の施工管理項目の計測及び記録ができる管理装置を用いること

改良機本体は本工事の施工仕様を満足させる施工制御機器を装備したものでリーダー付及び自走式タイプであること(4)

(5) ミキシングプラントは所定吐出量を十分供給できる能力を有していること

6.配　合　試　験

本工事に先立ち現場から試料土を採取して､所定の室内配合試験を実施し､所要の強度が得られるよう配合条件を決定する｡(1)

試験名 室内配合試験

1箇所試料箇所数

は設計基準強度Fcの1.7倍に設定する｡

　=　Fc × 1.7

を材齢7日／材齢3日強度比で割った配合強度とする｡

:材齢28日／材齢7日強度比

　　頭部モールドコアの抜き取り数は､改良体100本に1箇所以上とする｡

品質及び施工管理は､スリーエスG工法品質･施工管理マニュアルに基づいて行うものとする｡(6)

1009203-000000

身障者駐車場・水防倉庫棟

材齢  7日2箇所

参考図同等の耐力を有する地盤改良工法とする。



柱状図
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多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

至豊野駅

市道豊野沖線(12m)

歩道

歩道

市
道
豊
野
23
6号
線
(6
m
)

市道豊野236号線

市道豊野236号線

市
道
豊
野
23
6号
線
(4
.2
m
)

豊野みなみ

保育園

至豊野支所

至国道18号線

市道豊野236号線(6m)

市
道
豊
野
25
2号
線
(6
m
)

N

事業計画地２

…ボーリング試験位置(コア採取) …ＳＷＳ試験位置〈凡例〉

事業計画地１

約8000㎡

約740㎡

複合施設棟

水防倉庫棟

…ボーリング試験位置（先行掘削）

現場透水試験

※点線は計画建物を示す

※点線は計画建物を示す



地盤改良伏図

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

A1:1/100
A3:1/200
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基礎伏図

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

A1:1/100
A3:1/200
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１階床梁伏図

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

A1:1/100
A3:1/200
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庇階 屋根伏図

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

A1:1/100
A3:1/200
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R'階 屋根伏図

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

A1:1/100
A3:1/200

S - 29



R階 屋根伏図

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

A1:1/100
A3:1/200
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軸組図(1)

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

A1:1/100
A3:1/200
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軸組図(2)

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

A1:1/100
A3:1/200
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多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

A1:1/100
A3:1/200
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軸組図(3)



多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

A1:1/100
A3:1/200
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軸組図(4)



庇階 筋かい伏図

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

A1:1/100
A3:1/200
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R'階 筋かい伏図

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

A1:1/100
A3:1/200
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R階 筋かい伏図

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

A1:1/100
A3:1/200
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アンカープラン図

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

A1:1/100
A3:1/200
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柱脚金物詳細図

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

A1:1/15
A3:1/30
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基礎梁断面表

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

A1:1/ 30
A3:1/ 60
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軸組詳細図

多目的ホール

(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

A1:1/ 30
A3:1/ 60
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(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

A1: 1/50
S - 42

身障者駐車場 伏図・軸組図 A3:1/100



(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

身障者駐車場 部材リスト

S - 43
A1:1/ 30
A3:1/ 60



(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

水防倉庫棟　伏図
A1 :1/50

S - 44

A3:1/100



(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

水防倉庫棟　軸組図
A1 :1/50

S - 45

A3:1/100



(仮称)長野市豊野防災交流センター整備事業 建築主体工事

佐藤 信行 2022.12.13

長野市大字西尾張部256番地4 
一級建築士事務所(長野)K第68255号

一級建築士 第78378号
管理建築士          

KE220020

一級建築士事務所(佐久)F第77221号

一級建築士 第197755号

上原建築構造設計室

構造設計一級建築士 第6160号

長野県佐久市東立科181

管理建築士

上原明彦

水防倉庫棟　部材リスト
A1 :1/30
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A3: 1/60


